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第四章　灰かぶり姫　前編


プロローグ


クレイデール王国最大の面積を誇ほこるメル湖。その湖に臨のぞむ雄大な自然と風景は、王国でも有数の風光明媚ふうこうめいびな観光地として知られていた。


メル湖とその周辺は古来より旧王家であるメルローズ家の直轄地であり、その地の管理をメルローズ家から任せられていた分家であるメルシス子爵家は、その日、とある〝少女〟を養女として迎えることになった。


「アーリシアお嬢様、お屋敷が見えてまいりました。お疲れになっていませんか？」


「はいっ、私は大丈夫ですっ、ありがとうございますっ！」


湖沿いの街道を進む馬車の中で、執事姿の青年にアーリシアと呼ばれた少女は、彼の言葉に満面の笑みで答えた。


仄ほのかに赤みがかった金の髪。黒に近い碧い瞳は意志の強さを感じさせ、まだ十歳だという彼女の愛らしさを引き立てる。


「あのお屋敷が〝私〟のお家うちになるんですねっ！」


馬車の中から見える湖畔こはんに建つ大きな屋敷を見て、アーリシアは目を輝かせた。


旅服ながら仕立ての良い衣装に身を包み、世話をする侍女と侍従を連れていることから貴族だと思われるが、貴族としては言動以上に見た目が幼い。


もし彼女が貴族なら、幼少時より魔術の訓練をして魔力を高め、その影響で見た目の容姿は実年齢よりも二歳か三歳は成長が速まるはずだが、アーリシアの容姿は本当に平民並みの十歳児程度でしかなかった。


だが、彼女の容姿が幼いのには理由があった。


アーリシアは元々貴族であるが、とある事情によって孤児となり、この年齢まで平民の孤児と一緒に孤児院で暮らしてきたからだ。


行方知れずとなっていた〝アーリシア〟が発見され、彼女が本人と確認されるまで貴族家から派遣した管理人を孤児院に置いて、ある程度の教育を施したが、さすがに基礎のない人間に魔術のような高等教育をするわけにもいかず、結果的にアーリシアが得られたのは魔術の基礎のみで、身体が急成長するほどの魔力を得ることは出来なかった。


「あの……どうしました？　私の顔に何かついていますかっ？」


若い侍従が自分を見ていたことに気付いたアーリシアが、自分の頬に触れながら彼の顔を上目遣いに覗き込む様子に、青年は思わず苦笑した。


「いえ、アーリシア様は小柄でいらっしゃいますね」


「ええっ、そうですか？　これでも最近背が伸びて、孤児院でも大きいほうだったんですよっ！」


前任の管理者が孤児を虐待していたため、彼女がいた孤児院では子どもの成長が遅かったが、その後に平民並みに育っているのなら、多少は魔術基礎訓練の効果はあったのかもしれない。


狭い馬車の中で〝成長した身体〟を押し付けるように身体を寄せてくるアーリシアに、青年が困ったように身を離すと、対面に座っていた侍女から声が掛けられた。


「アーリシアお嬢様。淑女しゅくじょたる者、そんな風に異性に触れてはなりません」


「ええ～……でも、執事さんだから……」


「執事でも侍従でも男性です。お嬢様はメルシス子爵家のご令嬢となるのですから、異性とは節度ある距離を知っていただかないと、社交界に出てからお嬢様が困ることになりますよ」


「……は～い」


侍女の咎とがめるような物言いに、アーリシアは渋々しぶしぶといった顔で青年の腕から手を離した。


この馬車にはアーリシアの他に一人の侍従と一人の侍女が乗っている。


そもそもこの面々なら、貴族令嬢であるアーリシアは侍女の隣か一人で座るのが通常なのだが、彼女は頑かたくなに青年の隣に座ることを望んだ。


孤児院からのこの地への移動に、アーリシアの護衛兼世話人として選ばれた二人の姉弟は顔を見合わせ、視線だけで意図を通じ合わせながら、孤児院の管理役を命じられていた祖父の困ったような顔と、その言葉を思い出した。


『アーリシア様は、見目みめが良く愛らしいので、妬ねたんだ同性より苛められていた形跡があった。それ故、女性を警戒し、男性に庇護を求める傾向があるので、その点を注意して見守ってほしい』


確かにそれが事実なら可哀想なことなのだが、アーリシアの言動には、それ以上に子どもらしくない〝蠱惑こわく的〟な雰囲気を感じさせた。






「──到着したようですよ」


馬車がゆっくりと停まり、侍従の青年と侍女に続いて馬車を降りたアーリシアは、迎えに来た子爵とその侍女たちに引き渡される段階になって不安げに青年を見上げる。


「我々はここまでです。これからはご家族となるメルシス子爵家の者が、アーリシアお嬢様のお世話をいたします」


「で、でも……」


知っている人たちの中から知らない人たちの中へと渡される不安で、アーリシアが青年の裾を掴もうとするが、侍女に強い視線で止められて、びくりと身を震わせた。


「──何か不都合でもありましたか？」


わざわざ玄関から歩いて迎えに来た子爵がそう訊ねてくる。侍女が幼い令嬢を諫めるのはよくあることだが、アーリシアの容姿が幼く庇護欲をそそる外見をしているせいで、それが意地悪をしているようにも見えたのだろう。


だが、不安げにしていたアーリシアは、メルシス子爵を見るとすぐさま態度を変えて彼にすり寄るような真似をする。


「あ、あの……私、お別れをしたかったのですけど、侍女さんがさせてくれなくて……」


「そ、そうなのか？」


アーリシアの態度に面食らいつつも、子爵は幼い娘の願いくらい良いだろうと侍女の顔を見て、それがよく知っている女性だと気付いて息を呑む。


「あ、あなたは……」


「申し訳ございません、メルシス様。あとはよろしくお願いします」


「……ああ、了承した」


そんな子爵と侍女のやり取りにアーリシアが一瞬顔を顰め、すぐに満面の笑みに変えると侍女のことを視界にも入れずに子爵の腕に縋り付いた。


「はじめまして、これからよろしくお願いしますっ、お父様っ！」


その場には、子爵の他にも夫人や新しい子の世話をするはずの侍女やメイドの姿もあったが、アーリシアは彼女たちと目を合わせることなく、新しく自分の前に現れた男性だけを見つめていた。


そんな彼女の様子に、一緒にここまで来た侍女は何も言わずに溜息を吐いて子爵に頭を下げ、夫人とも挨拶をして青年と一緒に乗ってきた馬車へと戻った。


「……もうよろしいのですか？」


「構いません」


そんなことを確認してきた御者に、それまでずっと穏やかな笑みで少女の世話をしてきたはずの青年が冷たい声で答えた。


通常は護衛対象と受け入れ側の様子を見るために一日程度は滞在するのだが、そうではないらしい。


二ヶ月の旅でもそこまで情も生まれなかったのか、直属の上司である侍女のほうもあっさりと馬車に乗り込むのを見て、御者も仕方なく馬車を動かした。


「あっ」


それに気付いたアーリシアが、それまで自分から縋り付いていたメルシス子爵の腕を振りほどくようにして駆け出し、馬車に向かって大きく手を振った。


「オズさんっ！　また〝私〟に会いにきてくださいねっ！」


＊＊＊


「──と、これが今回の報告となります」


「ご苦労だったな……オズ、セラ」


この二ヶ月の内容を記した書類と、大まかな内容を口頭で説明したオズに、メルローズ辺境伯当主のベルトは、溜息を吐きながら部下を労った。


今回の件は、見つかったベルトの孫娘──メルローズ家の直系の姫である『アーリシア』を見定めるため、成人まで預けることになったメルローズ家の分家であるメルシス家に、彼女を送り届けるという任務だった。


要人護送とはいえ、要職にあるオズとセラの二人がその任務に就いた理由は、アーリシアの存在自体がまだ極秘であり、そのために多くの騎士を護衛につけることが出来ず、ベルトの部下の中で心でも武でも最も信頼の置ける二人に頼むしかなかったからだ。


王妃宮と王女宮の警護責任者の一人であるセラと、宰相であるベルトの執事と侍従を兼任するオズがいなくなることで、ベルトだけでなく多方面にも影響が出て苦情が噴出したが、こればかりはどうしようもない。


暗部には本当に人が足りていない。グレイブの件があったことで思想の怪しい者を王族周りから外した結果、要人警護に割ける人員が本格的に足りなくなっていた。


補充するにも誰でも良いわけではない。魔術学園の卒業生や市井の冒険者などを充てるにしても、背後関係が確かで信頼もできて腕の立つ者となると、各所で奪い合いになる。


（せめて、王女殿下の身の回りの護衛だけでも任せられる者がいれば……と、今はそれどころではないな）


ベルトがこの部屋にいる者たちを見回し、とある人物の所で目を留めた。


「そういうことだが、お前はどう感じた？　ミハイル」


「お祖父様……」


まだ十二歳だが見た目は十五歳ほどにまで成長したミハイルが、王宮の若いメイドたちの騒ぐ艶のある瞳を胡乱げに細めて祖父に視線を返した。


「あの娘が子爵家に入るのは来年のはずでは？　それまでに本物か見極めるはずでしたが、何故一年も早まったのですか？」


「その娘本人が、自分は貴族の娘だと言いふらして問題になりかけたからだ。仕方なく保護を早める結果となった」


「……なかなか厄介な娘ですね」


苦虫を噛み潰すような祖父の言葉に、ミハイルは深く溜息を吐いた。


発見されてから二年も経つが、いまだに自称『アーリシア』である彼女が〝本人〟であるという明確な証拠は挙がっていない。


本人の証言と状況証拠だけを見るのなら、どの貴族家もベルトの家族と認めるだろうが、メルローズ女系の〝桃色がかった金髪〟をしていないという理由で、ベルトはその娘をアーリシアと認めることに違和感を覚えていた。


「とにかく、私は来月より学園に入学となります。上級貴族でも期間の半分は寮生活となりますので、こんな風に呼び出されても対応できなくなりますよ」


「もうお前もそんな歳か……。すまなかったな」


月日の流れは早いとベルトも思わず溜息を吐く。


貴族が入学する『魔術学園』は、農作物の収穫が終わり税の徴収が終わったあと、翌年の新年から新学期が始まる。その年に十三歳となる貴族子女が対象であり、全員が十五歳の成人を迎えた年の年末が卒業となり、貴族の大人として扱われるようになる。


「…………」


突然呼び出して、まだ未成年であるミハイルに彼女の印象を訊ねるとは、ベルトは余程判断に迷っているのだろう。普段、宰相として冷徹なまでの判断を下す祖父も、亡くなった末娘の忘れ形見となると目が曇るのかもしれない。


ここ数年で一気に老けた感のある祖父に少しだけ同情しながらも、ミハイルは祖父にきっぱりと意見を告げる。


「私も気持ちはお祖父様と同じです。報告を聞くだけでも、その娘が『月の薔薇メルローズ』だとは到底思えません。なので、もしその娘が学園に入学することになるのなら、見張りをつけることを進言いたします」


それだけを伝えるとミハイルは祖父の執務室を後にする。


今日までオズがいなかったので、まだ学園入学前のミハイルが『宰相の勉強』という名目でベルトの侍従のような真似をしていたが、これ以上の時間を割かれるのは面倒だと感じていた。


普段ならそれも望むところだが、今は入学前の準備で忙しく、ミハイルも個人的にしたいことも考えたいこともあったのだ。


「……月の薔薇メルローズ……」


ミハイルは先ほど使った言葉をもう一度声に出す。


メルローズ家の古い言い伝えによれば、月の精霊が一人の女性の高潔さと美しさを讃たたえて、月の薔薇ばらと、それと同じ色の髪を与えたとされている。


本当かどうか分からない。けれど外に嫁げば数代で消えるその色が、メルローズ家の直系の女性だけに受け継がれるのは、本当に月に愛されているように思えた。


友人であるダンドールのロークウェルに話せば、またロマンチストと揶揄やゆされるかもしれないが、その名を呟くだけで、ミハイルはとある少女の姿を思い出せた。


王都で出会った冒険者の少女……。その髪の色は、本当に月のある夜だけに咲くという月の薔薇と同じ色をしていた。


初めて見た時から目を引かれた。正に〝孤高〟というに相応しい雰囲気は美しくすらあり、ミハイルが幼い頃に憧れた、姿絵の中の女性によく似ていた。


もし、アーリシアという娘が本当に生きているのなら、彼女のような姿をしているのではないかと思えるほど、ミハイルは彼女と繋がりのようなものを感じていた。


だが、状況的に彼女ではあり得ない。彼女がアーリシアなら当時は八歳ほどで、外見上は魔力でどうにかなっても、そんな年頃の少女が、一流の冒険者に認められるほどの力をどうしたら得られるというのか？


最悪の場合、見つかった娘を排除して、あの桃色髪の少女とすげ替えても誰も違和感を持たないのではなかろうか？


「……駄目だな」


ミハイルは自分で思いついた考えを否定する。ミハイルとメルローズ家の力なら出来るかもしれない。でも、それをすることで彼女の人生を狂わせてしまうことをミハイルは忌避した。


彼女が王都で冒険者をしているのなら、また会う機会もあるだろう……と、考え、何度か冒険者ギルドにも足を運んだが、桃色髪の少女と再会することもなくただ時間だけが過ぎていった。このままミハイルが魔術学園に入学すれば、これまでのように捜しに行くことも難しくなるだろう。


この想いが〝恋〟だとは思わない。……けれど、ただの興味では済まない想いが自分の中に育ちつつあるのをミハイルは確かに感じていた。


「また……会えるかな」


＊＊＊


「それでは、わたくしも失礼いたします」


「ご苦労だったな、セラ」


「いえ、それが〝仕事〟でございますので」


ミハイルが退出したあと一拍おいてから、それまで発言を控えていたセラがそう言って頭を下げる。昔から知っている仲とはいえ、主家の長であるベルトの労いに対して『仕事』と言い切る姉に、オズは目に見えない威圧感を覚えて額に冷や汗が流れた。


「…………」


そんな弟の様子に気付かぬふりをして、主の執務室から外に出たセラは、無言のまま大きく息を吐く。


その溜息の大半は気疲れから来たものだ。基本的に暗部に人が足りないからこそ、引退したセラは現役に復帰せざるを得なくなった。それが本来の任務以外のことに駆り出され、数ヶ月も現場を離れていたことで、予想通りあちらこちらで問題が生じていた。


だが、気疲れの主な原因は、セラの部下だけでは処理しきれなかった仕事が溜まっていただけでなく、職場を離れる原因となった主家の娘……あの〝アーリシア〟と二ヶ月間も共にいたことが、自分で思っているよりも大きくセラの精神を削っていた。


貴族としての礼儀作法ができないのは元が孤児なのだから当然だ。それもセラやオズの祖父が教育し直しているのだから、平民としてはまだマシなほうだろう。


だが、その少女が時折見せる、男性だけを縋る姿と女性を無視する様子は、子どもであることを考えてもあまりにも異様であった。正直に言えば、あの少女と主家の令嬢としてこれから付きあっていくことを考えると、主やミハイルが彼女を疑うのにも賛同したくなってくる。


そして、これから機嫌の悪い王女エレーナの世話をしなくてはいけない。


彼女が気に入っていた〝メイド見習い〟が行方不明となり、そのメイド見習いが『暗部』だと知っている王女は、それ以来、セラたち暗部を見ると機嫌が悪くなるのだ。


幼くても聡いエレーナは、暗部の任務に危険があることも理解している。それで、直情的な王太子殿下のように、子どもらしく暗部の護衛を避けるような真似もしなかった。


それでもやはり感情は別だ。どれほど聡くてもエレーナはまだ十歳なのだ。この世で自分が唯一認めた存在が行方知れずとなり、その生存を信じているからこそ、情報もなくただ無為むいに流れていく時間が彼女を不機嫌にしているのだ。


実際には危険な任務のせいではなく、暗部の裏切り者グレイブが手に掛けた可能性もあるので、余計にタチが悪い。セラも自分の後継者にできそうだった優秀な〝弟子〟を消されて、内心、グレイブに対して腸はらわたが煮えくりかえっていた。


今も暗部だけでなく、セラは個人的にも、冒険者『虹色の剣』にアリアやグレイブの探索を依頼しているが、まだ情報は届いていなかった。


もし、あの少女が生きていて、暗部の戦闘メイド見習いとして戻ってきてくれたなら、王女の護衛を任せられ、エレーナの機嫌も良くなるのだが、そこまで美味い話は転がっていない。






「母さんっ！」


王女宮に向かう途中、待ち構えていたような息子の声が聞こえて、セラはまた溜息を吐く。


「アリアは見つかったっ!?」


「北方へは向かいましたが、方向が違います。彼女は見つかっていませんよ」


セラの息子のセオは、いまだにアリアの影を追い続けている。


身体も心も急激に成長して見た目は十二歳ほどになったが、彼女に出会ったことは幼かった彼にはよほどの衝撃だったのか、アリアが亡くなった可能性を伝えても、セオはエレーナと同様に諦めずまた会えると信じて修行を続けていた。


「そっか……」


諦めていなくてもそう簡単に見つかるとも思っていなかったセオは、落ち込みたい気持ちを抑えて、疲れの見える母に笑顔を見せる。


「母さん、おかえり」


「今更ですか？」


そう言いつつもセオの成長を確認するように抱きしめ、セオも母の無事を確認するように抱擁を返した。


「主家のお嬢様をお迎えしました。しばらくはメルシス家に養子として預けられますが、彼女が学園に上がる際には、おそらくあなたが『戦闘執事』としてお守りすることになるでしょう」


息子相手に近況報告というよりも情報共有をする母に、セオは若干呆れた顔をしながらも、そのお嬢様のことを思い出したのか少しだけ顔を顰めた。


「……あまり良い噂は聞かないけど？」


「それを口にするものではありません」


キッパリと割り切りを見せながらも否定をしない母に、セオも思わず苦笑する。


「僕も執事見習いの仕事に戻るよ。その後でまた修行をつけてね」


「わかりました。頑張りなさい」


母の顔で微笑むセラに、精一杯の笑顔を見せ、そのまま廊下で別れたセオは、早足で歩きながらあらためて誓いを口にする。


「うかうかしていると、アリアに置いていかれるからね。……僕は諦めないよ」






そんな息子の後ろ姿を見送り、少しだけ気分が向上して王宮に向かおうとしたセラを呼び止める声があった。


「セラ様、お帰りなさいませ」


「カストロですか……どうかしましたか？」


以前、アリアに適当な仕事を命じて危険に晒し、グレイブとも面識があることで王族周辺の警護から外れていたカストロだが、彼なりに思うところがあったようで人を出身や境遇で差別することはなくなっていた。


それは仕事以外にも影響し、カストロは個人的に行方知れずのアリアのことを捜して、ヴィーロや昔なじみの冒険者に情報を集めているとセラは聞いていた。


「……もしや、何か進展がありましたか？」


「はい、こちらを」


カストロが差し出した一枚の書類に目を通し、セラは少しだけ目を見開くとゆっくりと息を吐いて再びカストロに目を向けた。


「この〝噂〟が本当なら……カストロ、ヴィーロに連絡を取りなさい」


「はいっ」







灰かぶり姫


クレイデール王国北西にあるケンドラス侯爵領。その地の西には、大陸南部最大の鉱脈が眠るコンド鉱山があり、現状では隣国イルス公国、ソルホース王国と所有権を巡り、互いを牽制しつつも採掘を続ける緩衝地帯として知られていた。


そのため、隣国を煽あおりかねないという理由で国軍の配置を拒んでいたケンドラス侯爵家は、中央の軍事力と共に干渉までも退け、採掘と鉄工業で大きな利益をあげている。


光あるところに闇がある。中央の干渉を退けたケンドラス侯爵領が栄える裏で、その利益を貪むさぼろうと幾つかの組織が暗躍していた。


裏社会の非合法組織である奴隷ギルド。隣国の諜報機関や犯罪組織。そして北西辺境地区最大の規模を誇る盗賊ギルドもその魔の手を広げていた。


鉱山があることで、採掘と鍛冶の得意な岩ドワーフが多く住んでおり、そこで作られる武器を目当てに訪れる冒険者も多く、ドワーフと冒険者のために酒場も増えたが、そうなると採掘も酒造りも需要に対して供給が足りなくなる。


それに目をつけた盗賊ギルドが、奴隷ギルドと連携して各地で孤児を買い漁り、スラム街で子どもを捕らえてこの地の人間に売り捌さばいていた。


ケンドラス侯爵領にも独自の騎士団があり、侯爵も自領で犯罪組織が暗躍していることを嫌って排除しようとしたが、人口数万の都市に潜む組織を完全に排除することは難しく、何度か盗賊ギルドからの報復を受けたことで、現状はほぼ野放し状態になっている。


それというのも、この地の盗賊ギルドは武闘派として知られており、特に長であるガルガ四姉弟は全員ランク４の手練てだれとして幾人もの騎士を葬り、裏社会で恐れられていた。






「最近、奴隷の質が落ちたんじゃない？　あんた、うちら姉弟を謀はかろうとしているんじゃないだろうね？」


街から少し離れた森の開けた場所で……日が傾きはじめた空の下、いつもの場所のいつもの時間に奴隷の受け渡しが行われていた。


ガルガ四姉弟の長子であり、ケンドラス侯爵領盗賊ギルドの長であるラミアがわざとらしく悪態あくたいをつくと、言われた奴隷ギルドの長もわざとらしく肩をすくめる。


「この地であんたに逆らう奴なんているかよ。ちっとばかし問題もあったが、わざわざ遠出をしてかき集めてきたんだぜ？　馬車の底に押し込んできたから活きは悪くなってるが、残飯ざんぱんでも食わせときゃ、マシになるだろうよ」


「ふ～ん？」


相当な長旅を強いられてきたのか、子どもたちは皆一様に生気が失せていた。これからのことを考えて瞳から光が消えていた子どもたちも、ラミアに見つめられると怯えるように身を震わせる。


歳は四十手前という話だが彼女の容姿はまだ三十代前半のように若々しく、その美貌と冷酷さから、血を吸って美しさを保つ魔物と同じ『ラミア』と呼ばれていた。


今回連れてこられた奴隷は子どもばかり三十名。人族ばかりではなく亜人も多いのは、流れてきた獣人やドワーフは、親が死んでも受け入れてくれる孤児院が少ないからだ。


「亜人のガキでも、せめてエルフはいなかったのかい？」


「無茶言わねぇでくれよ、ラミア。エルフがガキを集落から出すかよ。大人のエルフでも大抵は冒険者だから、割に合わねぇよ」


ハーフエルフならともかく成長に時間が掛かるエルフ種の子どもは、エルフ族の集落から滅多に外に出ることはない。それでもラミアがそれを求めるのは、エルフ種の容姿が優れ、若い時代が長く、それを求める者が多いからだ。


それがたとえハーフでも通常の十倍の値がつく。だが、気位の高いエルフが人族と夫婦になることは稀まれであり、それの孤児となると奴隷ギルドの長でも滅多にお目にかかれるものではない。


「それで、なんの問題があったんだよ？」


先ほど奴隷ギルドの長が言った『問題』についてラミアが話を急せかす。そもそもギルドの長である二人が奴隷の受け渡しに来ていたのは、前回の納品で数が足りておらず、顧客と揉め事になりかけたからだ。


「ああ、それがな、うちの奴隷狩りの連中が二隊ほど潰されちまってよぉ」


「はぁ？　うちらの縄張りで？　侯爵の騎士どもが珍しく仕事しやがったの？」


「たぶん違うな……。手口からおそらく同業者──」


「おぉい、姉貴！　こっちの馬車に乗ってる女は買わねぇのかっ!?」


会話の途中で聞こえてきた〝弟〟の声に、ラミアが胡乱げな目つきを奴隷ギルドの長に向けた。


「おい、まだ商品があるそうじゃねぇか……？　キャスっ！　どんな奴だ？」


「まだ十代前半だが、良い所のガキっぽいぜ！」


ラミアの言葉にキャスと呼ばれた一番下の弟──二十代後半でひょろりと背の高い痩せぎすの男が叫び返す。


「だ、そうだが、どうなってんだ？」


「……おっと忘れてたぜ！　ここに来る途中で捕まえた旅の女がいたんだったっ。下級貴族の娘らしくてよ。あんたに見せたくて特別に別の馬車に乗せていたんだよ……へへ」


ラミアに睨まれ、言い訳じみたことを言う奴隷ギルドの長の顔色が悪くなる。


「どうしたんだ、姉貴？」


「また、キャスが何かやらかしたのか？」


そこに騒ぎを聞きつけたのか、ラミアの残り二人の弟たちがやってくる。


長男ギガース。二メートルを超える長身に筋肉の鎧を纏った、斧使い。


次男トロル。身長は男兄弟の中で一番低いが、肥満漢で一番の怪力を誇る。


三男キャス。痩せぎすで回避術に優れた二刀の短剣使い。


それに長女、風魔術師の鞭むち使い、盗賊ギルドの長ラミアを含めた四人がガルガ四姉弟であり、彼女たちは幼い頃より姉弟で力を合わせて生き抜いてきた経験から、常に四人で行動しているという珍しい盗賊たちだった。


本名を捨て魔物から名を得た四人のランク４に囲まれ、奴隷ギルドの長の顔がさらに蝋ろうのように白くなる。


「なあ？　この私に隠していたってことは、不意打ちで私を喜ばせようとしていたんだろ？　つまりは、売りつけるんじゃなくて、私にくれるつもりだったんだろ？　そうだよな？」


「……あ、ああ」


「よし、さすがは奴隷ギルドだっ、これからも良い商売ができると信じてるよ。おい、キャス、その女を連れてきなっ！」


「なあ、姉貴っ、こいつオレにくれよ！」


「あんたも相変わらず、ガキが好きだねぇ……。そう言ってすぐに壊すくせに、いいからさっさと連れてきなっ！」


「わかったよ、姉貴……おい、降りろ」


さすがに姉には逆らえないのか、渋々名残惜しそうにキャスが女を馬車から引き摺り出した。


「ほぉ……」


馬車から降りてきたのは、確かに良いところのお嬢様のような旅服を着た、まだ成人前と思われる女だった。まだ子どもと言っていい年齢だったが、その整った顔立ち以上にその身に纏う雰囲気に目を引かれた。


確かにこれなら、キャスが欲しいと言い、奴隷ギルドの長がラミアに隠してまでどこかへ売り捌こうとしたのも理解できる。その雰囲気とわずかに目を伏せた横顔に、同性であるラミアでさえも一瞬胸が高鳴った。


だからこそ、見誤った。実力があるからこそ油断した。


ラミアほどの実力があれば鑑定など使わなくても、ある程度の実力は測ることができる。だが、それを行うにも集中力が必要であり、常に行うことはない。ラミアが奴隷として攫われてきた子どもの実力を疑わなかったように、間近にいたキャスも、その〝桃色髪の少女〟の実力を探ることはしなかった。


「──がっ!?」


その瞬間、喉に灼やけるような痛みを感じてキャスが息を詰まらせた。


いや、息が詰まったのではない。溢れ出した血が肺に流れ込み口から噴き出したことで、キャスはようやく自分の首が少女の黒いナイフで貫かれていることに気付いた。


キャスは回避を得意とする速度重視の軽戦士だった。自分を傷つけることが出来る者など、自分の姉兄以外にいると考えたこともなかった。だが、目の前の少女は、それらしい仕草をすることもなく、殺気を感じさせることもなく、こともなげにキャスの喉にナイフを突き立てた。


そして、目の前にいる少女の翡翠ひすい色の瞳に、自分の死に顔が映っていることに気付いて、キャスはやっと自分が死ぬことを理解した。






「キャスっ!?」


末の弟が血を噴き出して崩れ落ちる様にラミアが思わず声をあげ、他の弟たちも唖然とした顔でそれを見つめた。


殺された。あっさりと。二十年以上、力を合わせてこの地位にまで上り、これからも四人でさらに上に這い上がろうと誓った姉弟の一人が、あっさりと死んだ。


「…………ッ」


「嘘だよな……キャス、またふざけてんだろっ!?」


長兄のギガースは怒りに耐えるように歯を食い縛り、次兄のトロルは遊び好きな弟の冗談かと声を張り上げた、その瞬間──


「ひぐっ」


カエルが潰れるような声を漏らした奴隷ギルドの長が、眉間にクロスボウの矢を受けて崩れ落ち、キャスを殺して奴隷ギルドの長に矢を放った少女は、そのまま逃げるように向こう側へ走り出した。


「逃がすかっ!!」


「トロル！　くそっ」


「二人とも！」


逃げ出した少女を追ってトロルが走り出し、少女を警戒していたギガースもすぐに後を追う。それを見て、キャスが死んだことで唖然としていたラミアがハッとして二人の背に声を掛けたが、二人は止まることなく少女を追いかけた。


「絶対に殺してやる！」


姉の声さえ聞こえなかったようにトロルが怒りの叫びをあげる。ほぼ同時に走り出した二人だが、肥満漢のトロルが兄を引き離すように速度を上げた。脂肪の塊のように見えるトロルだがその分厚い脂肪の下には筋肉の塊があり、見る間に少女に追いつきはじめる。


追手に気付いた少女は、ちらりとトロルとその後ろにいるギガースの姿を見留めると、直角に曲がり、森の中に誘導しようとした。


「俺の身体じゃ、森の中は動けないってか？　舐めるなよっ！」


トロルは腕や脚を使い、細い木や太い枝などお構いなしにへし折りながら少女の後を追っていく。トロルは格闘戦士だ。分厚い脂肪に護られ、太い筋肉で敵を打ち砕き、へし折ってきた。その大きな手で掴めば、少女の細い身体など容易く潰せてしまうだろう。


ガンッ！


少女が森に入ったことで、追いついてきたギガースの投擲とうてきした手斧が太い幹に突き刺さり、そこにすかさず少女がナイフを投擲する。


「フンッ！」


だがギガースは得物である斧を使わず、膨張させた筋肉だけで弾き返した。


「ひゃっははっ、兄貴の筋肉は特別製よ！　お前も潰れて死にやがれ！」


拳を握りしめて横手から突っ込んでくるトロル。微妙に位置を変えながら常に二人を視界に入れて戦っていた少女はギガースから離れるように、こともあろうか自分からトロルに向かってくると、トロルもそれに合わせるようにさらに前に出た。


「自分から死ににきやがって──」


「──【幻痛ペイン】──」


「ぐがっ!?」


とてつもない激痛にトロルが硬直し、少女はわざわざ自分から近づいたトロルの口に、薄い素焼きの瓶を投げつけた。


パキンッ！


「……ぎゃああああああああああああああああああっ!?」


「トロルっ！」


森の中にトロルの絶叫が木霊こだまする。それを見たギガースが慌てて距離を詰めた瞬間──


バキ……ッ！


「──っ!?」


その場所に踏み込んだギガースは、堅く薄い陶器が割れるような音を聞きながら、落とし穴に落とされた。


「ぐぁあああああああああああああああっ！」


縦横二メートル。深さが二メートル。誘導されなければ踏むこともなく、落ちても足を挫く程度の深さしかないが、その底に備えられた何本もの尖った杭がギガースの脚と背中を貫いていた。


薄くのばした粘土を【硬化ハード】で固めて焼き上げた板は、狼が歩いた程度では割れないが、巨漢の踏み込みに耐えられるほどではない。


「……あ、兄貴……」


毒を飲まされたらしいトロルが紫色になった顔で兄を助けようともがく。その目の前で少女が火種を穴に落とすと、穴の底から炎と声にならない断末魔が立ち上る。


「あああああああああっ!?」


兄の死にトロルが悲鳴をあげ、その頭を踏みつけるように飛び乗った少女が、その延髄えんずいに深々と黒いナイフを突き立てた。






「ギガースっ、トロルっ!!」


そこに追いかけてきたラミアが弟たちの死を目撃する。


「貴様……貴様……よくも弟たちを！」


トロルの頭を踏みつけたまま引き抜いたナイフの血糊ちのりを振り飛ばす少女に、怒りの叫びをあげたラミアが魔術を解き放つ。


「──【竜巻ハリケーン】──っ！」


レベル４の風魔術【竜巻ハリケーン】が狭い森の中を荒れ狂う。


ラミアは自分の魔術の特性をよく知っていた。生粋の魔術師か冒険者なら違ったのかもしれないが、盗賊であるラミアは威力よりも発動速度を重視して、このレベル４の風魔術を敵の足止めに使っていた。


竜巻で足を止め、他の風魔術でとどめを刺すのがラミアの必勝戦術だ。たとえ来ると分かっていても、目に見えない刃を躱かわせる者はそういない。


だが少女のほうも、範囲系の風魔術に強い殺傷力がないことを知っていた。


「なにっ!?」


その場に足止めするはずの少女の身体が宙に舞う。いくら細身である少女の身体とはいえ、ラミアの魔術で人はここまで吹き飛ばない。もし自分から飛んだとしても、この密集する木々の中で風に巻かれようとは誰も思わないはずだ。


少女は木にぶつかる恐怖を感じさせない動きでドレスの裾を帆にして空を切り、舞い上がる枝や小石が当たるのも構わずラミアを見るその瞳に、ラミアの中に恐怖がわきあがった。


「──【風刃ウィンドカッター】──っ！」


ラミアは恐怖の感情のままに、用意しておいた風魔術を少女に向けて撃ち放つ。


少女はそれに対して何事か呟き、腕を十字にして頭部を守るように受け止めた。いかに風魔術の殺傷能力が低くても、それは鎧を着ているときの話で、急所に当たれば少女の身体など容易く引き裂いてしまうだろう。


少女の纏う紺色のドレスが引き裂かれて風に舞う。だがその下に黒い革のドレスが現れ、剥き出しの腕や脚に傷を作りながらも、急所をすべて〝光の盾〟で守られた少女が、ラミアに迫りながら大きく黒いナイフを振りかぶる。


「──【突撃スラスト】──っ！」


走馬灯のように緩やかに迫る黒い刃を見ながら、ラミアは思う。


自分たちは何を間違ったのか？　姉弟が力を合わせれば出来ないことなど何もなかった。最初はただ生きたいだけだった。ただ姉弟には力があったから、悪いことをするほうが楽に生きることができた。


それが間違いだったのか。姉弟が力を合わせれば、まともに生きる道もあったのではないか。


だが……もう遅い。


少女の繰り出した【戦技】が、ラミアの首を半ばまで斬り裂き、ラミアの視界に自分の血が飛び散った。


この少女は何者だ？　鑑定はしていないが感じられた実力はランク３程度だったはずだ。だからこそ弟たちも負けるとは微塵みじんも考えず、少女の罠に飛び込んだ。


倒れるラミアの前で、冒険者の黒いドレスを纏った少女が自分の髪に『灰』の幻術を被せるのを見て、ラミアはその正体を知り、最期にその言葉を残して彼女の意識は永遠に暗い闇の底へ沈んでいった。







    
  
  








「……〝灰かぶり姫〟……」






▼アリア（アーリシア）　種族：人族♀・ランク３


【魔力値：１７４／２４０】△30UP　【体力値：１３２／１９０】△20UP


【筋力：９（12）】△2UP　【耐久：９（12）】△1UP　【敏捷：13（17）】△1UP　【器用：８】


《短剣術レベル３》《体術レベル３》《投擲レベル３》△1UP　《弓術レベル１》NEW


《防御レベル３》NEW　《操糸レベル４》△2UP


《光魔法レベル３》△1UP　《闇魔法レベル３》《無属性魔法レベル３》


《生活魔法×６》《魔力制御レベル４》△1UP　《威圧レベル３》


《隠密レベル４》△1UP　《暗視レベル２》《探知レベル４》△1UP　《毒耐性レベル３》△1UP


《簡易鑑定》


【総合戦闘力：５７６（身体強化中：６９１）】△133UP







始まりの場所


「懐かしいな……」


私は街道から見える小さな町を見つめて、口の中で微かに呟いた。


暗殺者ギルドとの戦いから各地を転々としていた私は、二年半ぶりにあの孤児院があったホーラス男爵領に帰ってきた。帰ってきたと言っても、別にこのホーラス男爵領が故郷だと思っているわけじゃない。生まれはこの男爵領のどこかだとは思うけど、幼かった私は家族と住んでいた町や家がどこかも覚えていなかった。


この場所では色々なことがあった。決して良い思い出がある場所じゃない……。それでもここに戻ってきたのは、以前の〝約束〟の一つを果たしたかったからだ。


あの孤児院のあった小さな町。そこを歩く私を覚えている人は誰もいない。私は孤児院の外へ碌ろくに出たこともなく、誰か知っている人がいるわけでもないけど、それでもこの町を歩こうと思ったのは〝なんとなく〟としか言いようがない。


焼いた粉もの（腹は膨れるが美味しくはない物）を売る屋台で話を聞いたところ、あの老婆がいなくなってからクルス人の神父が孤児院の面倒を見るようになり、それからは孤児院の環境も孤児たちも随分とマシになったらしい。


けれど、その神父も数ヶ月前に引退して、次の管理人が領主から送られてくるまで、町の人間が交代で孤児の世話をしているそうだ。


「どうだい、嬢ちゃん。俺ら近所の住人は、みんな孤児たちの味方なんだぜ」


「へぇ……」


店主は、自分たちがどれだけ『恵まれない孤児』のために世話を焼いているのか、まるで自分が聖人にでもなったかのように話していたが、私はあなたたちが虐待されている孤児を見て見ぬ振りをしていたことを知っている。


「また来てくれよ！」


「………」


別に孤児たちが気になったわけじゃない。


私がいなくなった後の孤児院に少しだけ興味があっただけだ。






記憶が曖昧なので少し迷ってしまったけど、問題なく懐かしくもない孤児院に到着する。


クレイデール王国が温暖な土地でも、今のような冬の夜はとても寒くて、碌な食事もなく薄い毛布だけで眠る土間はすごく冷たかったことを覚えている。


通りから孤児院の中を覗いてみると、少し身綺麗になって少し健康そうになった孤児たちが、覇気のない顔で洗濯や庭の掃除をしていた。でもその時──


『──おら、食い物出せよ──』


『──……や、やめて──』


「…………」


孤児院の裏門へ続く路地のほうから、微かに男女のいさかう声が聞こえてきた。


なんとなくそちらを覗いてみると、薄汚れた服を着て腰にナイフを帯びた、たぶん成人したばかりのような若い男が孤児院の女の子に絡んでいる様子が見えた。


「これを渡したら小さな子のご飯が……」


「はぁ？　俺がいた頃もガキ共は食ってなかっただろっ」


……ああ、なるほど。彼らの言動と横顔で思い出した。


女の子のほうは私の三つか四つほど年上で、老婆の代わりに食事を作っていた子だ。そして若い男のほうは、小さな子から食事を奪って仕事を押し付けていた年上の孤児だった。


いや……年齢からしてもう〝孤児〟ではないのか。


本来なら孤児院にいる成人間近の子どもは、職業訓練のような形で職人などに奉公ほうこうに出るのだが、あの老婆は孤児たちをこき使うか〝売る〟ことばかり考えていて、そんな事はしていなかった。


それでも雑事をこなしていればそれなりに何か出来るようになるものだが、他人に仕事を押し付けていたあの男は、成人と共に孤児院から出されて、町のチンピラにしかなれなかったみたい。


「……何を見てんだ、てめぇ」


昔のことを思い出しながら見ていたら、男に絡まれた。


不自然にならない程度に気配を消していたつもりだったが、当時の感情を思いだしたせいか、少しだけ気配が漏れ出てしまったようだ。私を見て若い女だと気付いたその男は、威嚇するように肩を左右に揺らしながら近づいてくる。


「てめぇ、冒険者か？　随分と小綺麗な格好してるじゃねぇか。金を持っている冒険者なら、恵まれない孤児のためにちょっと置いてけや」


「お前が孤児のようには見えないな」


「俺も元孤児サマよ。だったら恵まれない俺は、孤児院の金を貰ってもいいだろ」


基本的に領地の資金で運営されている孤児院が恵まれていないのなら、この男や老婆のような、それを食い物にして集たかる奴がいるからでしょ……。


訳の分からない屁理屈で金を置いていけと言う男に、その後ろからさっきの女の子が悲鳴のような声をあげた。


「知らない人を巻き込まないでっ、私の分ならあげるからっ！」


彼女のその言葉に、ショールで隠した私の口元に自嘲めいた笑みが微かに浮かぶ。


もうこの場所は、私の故郷じゃない。


「はぁっ？　そんなもんで足りると思ってんのかっ、この──」


ゴギュゴッ!!


「ぎょっ!?」


一瞬で踏み込んだ私が、男の顎を身体強化込みの掌底で打ち抜いた。


右手のグローブの内側には、最悪の場合、刃を止められるように薄い魔鋼板を仕込んである。そのせいか手の中で顎の骨がぐしゃぐしゃに砕けた感触がして、男は奇妙な声をあげながら仰向けに倒れた。


この程度なら治療院で【治癒キュア】を掛けてもらえば半月ほどで治る。その金がないのなら一生固形物が食えないだけだ。


この数年で私にも、孤児の目の前で元孤児を殺さないだけの分別はできた。


「邪魔をした」


「ま、待ってっ」


泡を吹いて気絶した男の襟首を掴み、ゴミ捨て場にでも捨ててこようと引きずりはじめると、女の子が慌てて私を呼び止めた。


「冒険者さん、巻き込んでごめんなさいっ。それと……」


彼女は私の顔をジッと見て、自信なさそうに小さく声を漏らした。


「もしかして……以前、この孤児院にいなかった？」


「……気のせいだよ」


短くそう言って男を引きずって歩き出すと、もう彼女は声を掛けてはこなかったが、私の背に向けてそっと頭を下げているのが伝わってきた。


……でも、今の私の姿を見てよく気付いたね。






暗殺者ギルドの北辺境地区支部を潰してから、もう一年以上が過ぎて、私も十歳になった。


さすがにランク４の壁は厚い。幻術系は無詠唱でも使えるようになり、戦闘以外での技能はレベル４に上がったものもあるけど、技能系スキルはほとんど上がっていないランク３のままだ。


一度だけ師匠の所にも報告を兼ねて顔を出した。裏社会から狙われているので長居は出来なかったけど、光魔術の呪文を習い、光魔法のレベルが上がったおかげで魔力制御がレベル４にはなったが、まだそれだけだった。


そもそもランク４に上がれる人間のほうが稀なのだ。あの女の〝知識〟で例えるのなら、全世界の人が参加する大きな大会に、出場する権利を得たのがランク４で、各分野で優勝できるのがランク５だと思えばいい。


十代の半ば程度でそれを成そうとすれば、人生を懸けるほどの修行と独自の技術が必要になるだろう。


それでもこの一年でだいぶ身体も出来てきて、手応えは感じている。襲ってきた暗殺者や盗賊の数もたぶん五十は超えていて、私はその全員を返り討ちにしてきた。


あの侯爵領の盗賊ギルドのような、子どもを食い物にする連中も積極的に潰している。


実戦は修行だ。そしてそれは確実に実を結びはじめている。


「…………」


でも私が一番変わったのは自分の〝容姿〟だろうか……。その変わりように思わず無言のまま溜息が出る。


魔力がまた増えたせいか、師匠の下で栄養管理をされたせいか、魔力と体力が増えると共に私の外見年齢は十三歳から十四歳程度にまで成長していた。あの女の〝知識〟にある第二次性徴とやらで、外套がいとうを纏っても男に見られることはほぼなくなった。


今の私の装備も、今の体型に合わせてゲルフに作ってもらったものだ。


ランク４の魔物である飛竜の皮膜で作った袖のない膝丈の真っ黒な革のドレスで、スカートの内側の腿につける専用のナイフホルダーも、脚の成長に合わせて作り直してもらっている。


スカートの側面にはスリットがあるので、咄嗟にナイフの抜き撃ちも出来る。


耐刃性と耐火性に優れたかなり良い物で、これがなかったらランク４の魔術師戦でももっとダメージを受けていたはずだが、ゲルフには材料費以上のお金は受け取ってもらえなかった。


体型も変わって、今までなかった部分に肉や脂肪がついて、体幹やバランス調整には苦労したけど、身体が成長してステータスも上がっているので全体的に能力は向上している。


「……そのせいで、奇妙な〝二つ名〟が付いてしまったけど」


自分の身体でも不思議なのは、筋力値が大人の男性並に増えているのに、腕や脚の太さがあまり変わってないことだ。


この現象は、師匠の授業内容と合わせて考察すると、たぶんだけど、動物が魔素を取り込みすぎることで魔石が生成されて『魔物』になるように、魔石が生成された人間も筋力よりも魔力を使うことが前提となった身体になって、生体組織が師匠のような妖精族に近くなっているような気がする。


魔力のせいで成長するのは、肥大化する魔石に対応するためだとしても、その後に老化が遅くなり、わずかでも寿命が延びるのはそのせいかもしれない。


でも……そう考えると、本来の筋肉までも鍛えまくったフェルドのステータスは、とんでもないことになっているのかも。


──どさっ。


町の住民から奇妙な目を向けられながらも、顎を砕いた元孤児の男をゴミ捨て場に捨てた私は、そのままガルバスとの〝約束〟を果たすためにこの地の領主が住む大きな町へと向かった。


以前は二日近くかかった道のりも、今の私なら半日も掛からず走破できる。


夕方に町を出て、最初の拠点にしていた野営場の近くの森で食事と仮眠を取り、濡らした布で汗を拭い、【浄化クリーン】で身体を清めてからさらに移動して、翌日の昼前には隣町へ到着した。


以前なら壁の穴からスラム街へ入っていたけど、今回は門が開いている時間に来たので正面から町に入る。






「この町で登録した冒険者か……。あまり見ない顔だな」


「王都やダンドールのほうで仕事をしていたからね」


「その若さですげぇな」


その町で登録した冒険者なら町の出入りは自由になる。それでも二年半ぶりなので兵士に誰何はされたけど、認識票タグを確認すると問題なく通された。


「久しぶりに来たなら北の遺跡は気をつけろよ。危険な魔物が出たって噂があるから、詳しいことは冒険者ギルドで訊いてくれ」


「……うん、ありがとう。兵士さん」


遺跡があり魔物が多いこの地では、冒険者も危険は承知のはずだが、どうしたのだろう……？　まぁ、どちらにしても冒険者ギルドへは行くつもりだから、その時に確認すればいいか。


まだ明るい空の下、スラム街近くの低所得者地域に入ると同時に、私は気配を周囲に溶け込ませるようにして姿を消した。


私の《隠密》スキルはレベル４まで上がっている。初めてヴィーロに会った私が彼の姿を〝魔素の形〟でしか判別できなかったように、今の私が本気で闇に紛れたら、《探知》スキルレベル１程度では違和感さえも気付けないはずだ。


私がケンドラス侯爵領に寄ったのは、盗賊ギルドを潰すためではなくある物を買うためだった。その荷物を抱え直して目的に向かっているが、あの人ならどの時間でもこの〝お土産〟を喜んでくれるだろう。


「ガルバス、いる？」


私が入り口からそう声を掛けると、鍛冶場の火から離れた長椅子で、もう一人の男と昼間から酒を呑んでいたガルバスが顔を向けた。


「……おめぇは」


「まさか、〝灰かぶり〟かっ？」


「二人とも久しぶり」


ガルバスではなく隣の人物が私のことをそう呼んだ。その場にいたのは、黒いナイフをくれたガルバスと、この鍛冶屋を紹介してくれた雑貨屋の親爺おやじさんだった。


「随分久しぶりだな……って、お前さん、女だったのか……？」


「お前の目は節穴かっ！　最初から女だっただろ、この節穴爺ふしあなじじいっ！」


「人族の子どもの性別なんて分かるか、馬鹿野郎っ！」


「なんだと、やるかっ、偏屈爺へんくつじいっ！」


「偏屈爺でも容赦しねぇぞっ！」


ダンッ！


「仕事を頼みたい」


「「…………」」


侯爵領の炭鉱夫が集まる岩ドワーフの集落で買った、一瓶金貨一枚もする特級の火酒をテーブルの上に音を立てて載せると、突然喧嘩をしはじめた酔っぱらい偏屈爺二人の動きが止まる。







    
  
  




「おう……酒持参とは、ガキのくせによく分かってるじゃねぇか」


「しかも特級の火酒とは……久しぶりに見たな」


「お前さんの仕事ならやってもいいが、くだらねぇ仕事ならしねぇぞ？」


「まずはツケを払う」


パチン……ッ。


私はまず〝約束〟の金貨一枚を【影収納ストレージ】から出して、テーブルの上に載せた。


「おう、意外と早かったな。だが、ガキが無理をすると……」


ガシャンッ。


次に私が持っていたお金のすべてをテーブルにぶちまけると、ガルバスだけでなく雑貨屋の親爺も呆れたような顔になる。


これまで貯めた金のすべて。大金貨十五枚、金貨十二枚、銀貨二十二枚に銅貨少々。


「これが私の全財産。これでペンデュラムに使う専用の〝刃〟を作ってほしい」







轟く威名


「ペンデュラムだぁ？」


「これ」


首を捻るガルバスに、【影収納ストレージ】から出した糸付きの暗器を見せて軽く振り回すと、ガルバスが玩具おもちゃを見た子どものように目を輝かせた。


「ほぉ……こいつは突き刺す武器か？　糸で縛る武器か？」


「どちらにも使う。元々は分銅ぶんどうを使っていた。振り回して切る時もあるけど、その場合は威力が落ちるからそこをなんとかしたい」


「威力が落ちるのは重心の問題だな。軽すぎず重すぎずのバランスが重要だ。材質は何を考えている？」


「拘りはないけど、血糊が付きにくい物がいい」


「それならやはり魔鉄がいいな。紛失することを考えるとミスリルじゃ高すぎる。魔鉄も安い物じゃねぇが……おい、ヴィクトル！　魔鉄鉱は手に入るか？」


ヴィクトル……？　ガルバスがそう呼ぶと、面白そうに暗器を見ていた雑貨屋の親爺がニヤリと笑う。


「この町で儂わしに手に入れられない物はないっ！　灰かぶり、この武器はこの国のものじゃないな。西方の武器か……珍しい」


「こいつは、ジャスタ皇国の武器だな……おい、灰かぶりっ、ヴィーロの小僧とはもう一緒じゃねぇみたいだが、まだ俺のナイフは持っているか？」


「もちろん」


私は腰の後ろに括り付けていた黒いナイフを鞘ごと差し出すと、ガルバスは黒いナイフを鞘から抜いてわずかに顔を顰めた。


「手入れはしてるみてぇだが、随分と派手な戦闘をしてきたようだな……。魔鋼の武器はミスリルほどじゃねぇが、魔物素材と同様に持ち主の魔力で少しずつ再生する。それが深い傷が付いて、刃毀れまであるじゃねぇか」


「ごめん……」


「馬鹿野郎っ、武器なんだから傷ついて当たり前だっ！　こいつは切れ味だけで〝威〟が足りねぇ半端な武器だ、見たところ、お前さんはかなり強くなってるだろ？　そろそろ自分専用の武器を作ってもいい頃じゃねぇか？」


「専用の武器？」


この黒いナイフはガルバスの若い頃の作品で、半端な武器だから私に〝ちょうどいい〟とくれた物だ。だから彼は、もうこのナイフでは私に合わなくなったと思ったらしい。


でも、違う。


「ううん。私の戦闘スタイルならこれがいい。他の誰もまともに使えなくても、このナイフは私が使うためにあり、私もこのナイフを使えるように強くなった」


それでもナイフに傷が付くのは、私の技量が未熟だから。そう言うとガルバスがナイフを目の前に置いたまま腕を組んで静かに目を瞑る。


私は武器に拘る性分ではないけど、何度か無くしかけてもこのナイフが私の手の中に残り続けたのは、よほど私に合っているのだと思うようになった。


ガルバスがテーブルに散乱した大金貨を二枚摘まんで放り投げると、ヴィクトルが飛んできたそれを宙で掴む。


「ヴィクトルっ!!　お前はそれで材料を用意しろっ。儂は武器の設計をする」


「おう、任せろ」


「……作ってくれるの？」


突然盛り上がりはじめた二人に私が尋ねると、自分は大金貨を一枚だけ受け取り、残りを私へ押し返した。


「任せろ、馬鹿野郎っ、こんな面白い仕事、他にやれるかっ！」


「でも、それだけじゃ、魔鉄の武器には足りないでしょ……」


以前ヴィーロが言っていた。市販品の魔鋼のナイフなら金貨五枚。ガルバスの初期の作品でも、金貨二十枚以上はするって。


「ガキがそんなことを気にするなっ！　なぁ、ヴィクトルっ」


「そういうことだ。こういうのは爺の趣味みたいなものだ。ハハハッ」


「……ありがと」


私が二人に頭を下げると、二人が可笑しそうに笑って、ヴィクトルはまるで孫にでもするように私の頭を撫でた。


「灰かぶり、おめぇは一ヶ月ほどしたらまたここに来い。それとそのナイフは置いていけ。新しい武器と一緒に直しておいてやる」


「うん、わかった」


一ヶ月か。武器の修理と、新しい武器も作るとなると早いほうだろうと考え、そのまま黒いナイフをガルバスに渡した。


「それなら、景気づけにこの火酒を一口……」


「おめぇ、魔鉄の買い付けに酔っ払って行くつもりか？　くず鉄買ってきたらぶっ飛ばすぞ」


「なあに、一杯だけだ。お前も呑みたいだろ？」


「まぁな……」


「ほどほどにね」


私は祖父みたいな二人のやり取りに小さく笑い、もう一度二人に礼を言って鍛冶場から出て行こうとすると、ガルバスが慌てて私を呼び止めた。


「おい、灰かぶりっ！　おめぇ、代替えの武器も持たずに行くつもりかっ、一ヶ月もどうするつもりだっ」


「別にそのナイフ以外なら特に使いたい物はない。それに武器ならまだ持っている」


スカートの側面にあるスリットを持ち上げて、腿に括り付けたナイフホルダーを見せると、ガルバスとヴィクトルが飲みかけていた酒を噴き出して、まるで頭痛でもしたように頭を抱えた。


「その装備は……ゲルフか。奇妙なもんを作りやがって……」


「……おい、いいか、灰かぶり。儂らみたいな爺には関係ないが、お前も若い女なら、男の前で簡単に脚を見せるんじゃないっ！」


「ん？　わかった」


あの女の〝知識〟では、若い女性は街中で脚を見せていたが、よく分からないけど、確かに隠し武器はあまり見せびらかすものではない。


「……少し待ってろ」


神妙な顔で頷いた私に、何故かまた頭を抱えたガルバスが立ち上がって奥に行くと、持ってきた革に包まれた物を私に差し出した。


「代わりにコイツを持っていけ。今のおめぇにはちょうどいい武器だろうよ」


革包みを開いてみると、奇妙な形の魔鋼のダガーが入っていた。


刃渡りは黒いナイフと同じくらい。横に刃のない切っ先だけの貫通用の武器だけど、断面は根元に行くほど太くなる角が尖った四角になっていて、かなりの強度があるように感じた。


ビュンッ！


「……凄い」


軽く振って踏み出すように突き出してみる。黒いナイフより少し重いけど、これなら魔物のぶ厚い頭蓋でも、鎧の関節部分でも曲がらず貫通できそうだ。


黒いダガーを振るう私を、ガルバスが満足そうに見ていると、噴き出した酒を拭っていたヴィクトルが呆れた顔で呟いた。


「何を言ってんだ、この偏屈爺。それは灰かぶりにナイフを渡したあとすぐに、お前がコツコツと作り始めた奴だろ？」


「横からうるせぇぞ、酔っ払いの偏屈爺っ!!」


何故かまた喧嘩をしはじめた二人に、私は何も言わずにもう一度だけ頭を下げた。






黒いナイフの代わりに黒いダガーを装備した私は、そのまま冒険者ギルドへ向かった。


国境に近い辺境区でも、魔物生息域に近く遺跡が近いこの町の冒険者ギルドは、この周辺では最大の規模を誇る、手練れの冒険者が多いギルドだ。


常時出入りする冒険者は百人を超え、一般的にランク３以上は二割とされる冒険者ギルドで、この町では三割から四割と言われているので、領主の男爵でもギルドに無理強いはできないそうだ。


ギィイイイ……。


『…………』


外套のフードを被ったまま軋きしむ扉を開けて冒険者ギルドの中に入ると、二十名くらいの冒険者がいて、数人の男たちから剣呑けんのんな視線を向けられた。


別にそういうのは初めてじゃない。以前はヴィーロと一緒だったので何もなかったけど、成人前の子どもがそれなりの装備をしていたら、半端な冒険者ほどそれを面白く思わない輩は存在する。


経験上、外套を脱いで私が〝女〟であることを示せば、多少は場の雰囲気が変わるのだが、どちらにしても絡んでくる理由が変わるだけなので、そのままカウンターまで進むと受付の女性が私を見て少しだけ目を見開いた。


「あら、あなたは……」


「ひさしぶり。登録ランクの確認をしてもらいたい。近接の〝ランク３〟だ」


見覚えがある受付嬢は、確か私が冒険者の登録をしたときの女性で、彼女もフードから見える私の顔を覚えてくれていたみたい。


私が冒険者ギルドに来た理由は『冒険者ランク』を上げるためだ。


今までランク１のままにしておいたのは、年相応のランクにしておかないと無駄に絡まれるのと、相手を油断させるのにちょうど良かったからだ。でも、十三歳か十四歳程度に外見が成長した今なら、デメリットよりもメリットのほうが多くなると判断した。


ランク１では登録した町の出入りしか無料にならないが、ランク２だとその領地内のどの町にも通行料は必要なくなり、ランク３にもなれば領地を渡る時だけ通行料はかかるが、すべての町の出入りは無料になる。


でもやっぱり、それを快く思わなかった輩がいたようだ。


「ガキがランク３だぁあっ!?　吹かすのも大概にしろっ！」


近くのカウンターで、他の受付と折衝していたらしい冒険者の一人が突然がなり立てた。






▼男性冒険者　種族：人族♂


【魔力値：75／75】【体力値：２１８／２６５】


【総合戦闘力：１６５（身体強化中：１８５）】






「…………」


総合戦闘力２００弱。二十代半ばの人族男性。体力と魔力値から推測すると、典型的な身体強化を鍛えた前衛タイプのランク２か。


素の戦闘力が２００以上ならギリギリランク３でもありえるが、この数値だと、努力して複数のスキルを上げて戦闘力は上がったが、ランク３にはなれなかったのだろう。


一つか二つのスキルしか上げていないランク３相手なら、経験もあるこの男のほうがたぶん有利に戦えるはずだ。だからこそ、私のような子どもがランク３になるのは『ズル』をされたように感じて、この男は許せなかったのだろう。


だけど……そんなことが私となんの関係がある？


「冒険者のランクはギルドが判断します！　勝手なことを言わないでくださいっ」


私の対応をしてくれた受付の女性が、席から立ち上がってそう反論する。


だけどそれは、この場合は逆効果だ。


「こんなガキがランク３なら、俺だってランク３になるはずだ！　冒険者ギルドの鑑定が間違ってるんだっ、こいつがランク３か俺が判断してやるっ！」


売り言葉に買い言葉ではないが、激昂した男が腰の剣に手を掛けると、ギルド内に残っていた冒険者たちがまるで祭りでも始まったかのように、歓声をあげてはやし立てた。


荒くれ者の冒険者だ。ギルド内でならこの程度のことは珍しくもないのだろう。


さすがにその剣を抜けば問題になるとは思うが、それでも他の冒険者たちは止めもせず、先ほどの受付嬢以外の職員は諦めた顔で奥へと下がったので、ある程度の刃傷沙汰は仕方ないと諦めているのか……。


男の仲間たちも彼を止めず、やれやれといった感じで彼の好きにさせるように、私を逃がさないように取り囲んだ。


相手は彼を含めて五人。彼らの表情から察するに、男の気が済めば、殺し合いになる前に止めるつもりなのかもしれないけど……。


刃を抜いて他人に向けるのなら、五人程度の死亡は許容範囲だよね？


ピンッ、と外套の金具を弾いて床に落とすと、外套のフードに隠れていた髪に薄くまぶした幻術の〝灰〟がわずかにきらめいた。


私が女で、しかも子どもだと気付いた何人かの気配が揺れて、その中で斥候せっこうと思しき男のニヤけていた顔が、私の顔と髪を見て一瞬で蒼白に変わり、顔中から異様な量の汗を噴き出した。


「……お、俺は関係ねぇっ!!　こいつが勝手に絡んだだけだ！　俺はこいつとはもう、なんの関係もねぇっ!!」


斥候の男が悲痛とも思える叫びをあげ、持っていた武器を捨てるように放り投げて後ずさる。


「お、おい？」


「どうしたんだ」


仲間たちが真っ青になった斥候の男に戸惑った様子で声を掛けると、斥候は伸ばされた仲間の手を振り払うように悲鳴をあげた。


「やめろっ！　俺に関わるんじゃねぇっ！　俺はお前らとも関係ねぇんだ！　俺はあんたとは敵対しない！　だから頼む、見逃してくれっ！　〝俺たちのギルド〟はあんたとは……『灰かぶり姫』とは敵対しねぇっ!!」


「…………」


斥候の男が悲鳴をあげて転がるように冒険者ギルドから逃げ出すと、その場ではやし立てていた冒険者の数人も顔を青くしてギルドから飛び出し、その場に微妙な空気が漂った。


……ああ、そうか。あの斥候は冒険者ギルドの冒険者ではなく、この男爵領にある『盗賊ギルド』の〝盗賊〟だったのか。


あの斥候が口走った『灰かぶり姫』とは、私の身体が今のように成長しだしてから、盗賊ギルド経由で呼ばれはじめた〝二つ名〟だ。


通常、二つ名なんて、その地域を離れたら関係がなくなるものだけど、どんな連絡網を持っているのか、どこの盗賊ギルドの連中もそう呼ぶせいで、最近では冒険者ギルドや暗殺者ギルドにもそう呼ばれはじめている。


あの斥候があんな態度を取ったのも、おそらくこの北辺境区でもダンドールの盗賊ギルドと並んで恐れられていた、ケンドラス侯爵領の〝武闘派盗賊ギルド〟が壊滅したことも影響しているのだろう。


いったいどんな極悪な噂が流れているのか……。おそらくは私だけでなく、『敵対しない』と決めた盗賊ギルドの粛清を恐れているのだろうが、とりあえずこの地の盗賊ギルドは無駄に絡んでくることはなさそうだ。


「……ちっ」


意味は分からなくても微妙な雰囲気に呑まれたのか、絡んできた冒険者の男が舌打ちをして私から離れていくと、その仲間たちも微妙な顔で私を見て、なんとなく詫びるように頭を下げてから彼の後を追っていった。


彼らの姿がギルド内から消えると、申し訳なさそうな声が聞こえた。


「申し訳ありません。できれば彼を許してくださいませんか？　実を言うと彼の故郷が少々厄介なことになっておりまして、気が立っているのです。……それにしても」


受付の女性はそう言いながら、私をジッと見てガックリと肩を落とす。


「あなた……〝女の子〟だったんですね」


「……うん」


あのときは男装をしていたから、そう思っても仕方ない。


それにしても門の兵士といい、さっきの男といい、この男爵領で何が起きているのか。


「危険な魔物が出たって聞いたけど、何かあったの？」


「それは……」


「──お前、アリアなのか？」


話の途中、少年らしき声を掛けられて振り返ると、何処か見覚えのある少年が唖然とした顔で私を見つめていた。


その後ろで、受付嬢よりもさらに愕然とした顔で、両手と両膝を床に突き──


「アリア……女の子だったぁ」


……と落ち込んでいる十歳くらいの女の子の過剰表現に、ようやく二人を思い出す。この町で最初に出会ったスラム街に住む孤児の兄妹。


「ひさしぶりだね……ジル、シュリ」







迫る脅威


「──【暴風サイクロン】──」


冒険者ギルドの修練場で、《短剣術》スキルレベル３の戦技、【暴風サイクロン】が放たれ、対象となった丸太の表面を斬り刻む。


戦技自体は無属性魔法だが、この【暴風サイクロン】は風属性を含み、繰り出した方向にある半径一メートル前後の空間を風の刃で切り刻む〝範囲攻撃〟の戦技になる。


正直に言えば威力も使い勝手もレベル１の【突撃スラスト】に劣る戦技だが、炎系や風系の攻撃魔術を一瞬散らすことも出来るし、小さな群体系魔物には大きな効果を発揮する。


この戦技を見たのは、暁の傭兵リーダーのダガートが使った、ただ一度だけ。


その一回を基にして使えるようになるには苦労したが、それでも一度でも目に焼き付け、その技を直に身体に受ければ鍛錬次第で意外となんとかなるものだ。


魔力の熱を払うように一振りして黒いダガーを腰の後ろに収めると、パチパチと拍手の音がして、以前と同じように受付の女性が近づいてくる。


「お見事でした。魔力で成長なされたのでしょうが、その年齢でランク３とは、よほど高名な方に師事されたのですか？」


「そうだね……」


どうやら彼女の中では、ヴィーロと一緒に来た記憶は消滅しているらしい。


裏社会で高名な魔術師である師匠に教えを受けたけど、短剣術はフェルドに基礎を習い、ヴィーロに戦技を習って、セラに矯正されたが、そのほとんどは実戦で効率を求めた末に無駄な部分をそぎ落とした自己流だ。


ヴィーロやセラの短剣術を思い出してみると、武術の流派のような多彩な形があった。


それがいらないとは言わないが、それらすべてを熟練する時間も経験も無い私は、逆に基本形だけを鍛え上げて一撃の精度と威力を高めることを選んだ。


どんな技でも刃に刺されたら生き物は死ぬ。ミリ単位の誤差もなく完璧な角度で急所を突けば、それは数千の技に匹敵するというのが私の持論だ。


それに幻術と毒を組み合わせた戦術が、私の基本的な戦い方になる。


「それではこちらをどうぞ。冒険者ギルド〝ランク３〟の認識票タグになります」


「ありがとう」


一般的な冒険者ギルドの認識票タグは、ペンダント状の細い鎖に付けた、親指ほどの銅板で出来ている。新しく作られたそれは、表示ランクが３になっているだけでなく、錆びない金属である魔鉄が混ざっているそうで少しだけ色が暗くなっていた。


ランク３になるだけなら《光魔法》を使うことも考えた。


レベル３の光魔術は二つあり、そのうちの一つ【解呪リムーブ】は、使用するのに何か呪われている対象が必要で、もう一つの【高回復ハイヒール】は消費魔力こそ大きいが、治癒と回復を短時間、高威力で行える魔術であり、これが使えるだけで色々な所に目を付けられるようになるので結局諦めた。


登録更新料の銀貨三枚を支払い、まだ微妙な雰囲気漂うロビーに戻ると、あのスラム街の兄妹、ジルとシュリが私を待ち構えていた。


「アリ……」


シュリが私を呼ぼうとしたので首を振って黙らせる。


あまり良くないな……。裏社会と関係のありそうな冒険者は、先ほど外に出ていったので今は平気だけど、この町の盗賊ギルドは私と敵対しないといっても、どこまで信じられるか分かったものじゃない。


だから、私の知己ちきと知られるだけで、その人は後々厄介ごとに巻き込まれる可能性がある。


……今のうちに潰すか。だけどそれは、『念のため』で私を殺そうとしたグレイブと同じになるので、少しだけ気に障る。所詮は〝護るもの〟があるかどうかの違いだけで、私とグレイブの考え方は似ているのかもしれない。だけど、そのたった一つの違いだけで、私たちは殺し合うだけの関係になった。


とりあえず、それはまだ先の話だ。


私は彼らに目線だけの合図を送り、彼らを無視するように冒険者ギルドの外に出てから近くの路地に入ると、しばらくしてジルとシュリが追ってきた。






「これで良かったのか？　あ……アリア」


兄のジルがどこか挙動不審な様子で私の名を呼んだ。以前は私をライバル視していたように思っていたが、私が女だと分かった途端に張り合うような感じはなくなった。


やはり女をライバルと見ることが出来ないのだろう。私と視線が合うと視線を逸らすのに、何故かチラチラと私を見るのは、性別を偽っていたことを怒っているのかも。


「うん。あまり私と関わらないほうがいい。色々と面倒なことになる」


「それってどういう……」


「バカね、兄ちゃん。アリアってランク３なんだよ？　きっと凄いお仕事してるだろうから、初心者の私たちとパーティーなんて組めないって」


どうやら彼らは、私とパーティーを組みたくて話したかったみたい。


「そんなことは分かってるよっ。それより、シュリはあんなに落ち込んでたくせに、もういいのかよっ」


「……アリアがいきなり大きくなったり、女の子だったり色々あったけど、もう女の子でもこれだけ綺麗でかっこよかったら、それも〝有り〟かなって……ふふふふふふ」







    
  
  




「いや、ダメだろっ!?」


何か病的に笑っていたシュリが、ジルの言葉にジロリと兄を睨み返した。


「……兄ちゃんだって、アリアが綺麗だから目も合わせられないくせに」


「なっ、お前っ！」


「……私への用はもういいの？」


「ちょ、ちょっと待ってくれっ！」


久しぶりに会ったことで浮かれているのか、奇妙な方向にズレはじめた話を区切ると、ジルが切羽詰まったような顔で私を止めた。


「パーティーが組みたいのも、実は行きたい場所があったんだ……」


「兄ちゃんっ」


「シュリ、お前だって、これで良いと思ってないだろっ」


「……二人とも、初めから話して」


意味が通じない会話を終わらせ、二人に事の初めから話させる。


「実は……俺たちは、この町の生まれじゃなくて、西の方にあるもっと小さな町から来たんだ」


私はジルとシュリが交互に話す、とりとめのない話を頭の中で纏める。


西にある小さな町で生まれた二人は、早くに母を亡くし、父親はその数年後に後妻をもらったが、その父も数年後には流行病で亡くなったらしい。


しばらくは二人と後妻、それと新しく生まれた弟の四人で暮らしていたが、やはり生活は厳しく、後妻は血の繋がらない二人にではなく自分の子に畑を残すため、実家の人間と共謀して二人を家から追い出し、この町に捨てたそうだ。


私と出会ったのは、それからすぐの事らしい。普通に暮らしていたなんの知識もない子どもがスラム街で生きるのは難しいが、きっと雑貨屋のヴィクトルあたりが、口煩くちうるさくしながらも二人のことを見守っていたのだろう。


「……あのときはアリアに助けてもらって、金まで貰えて本当に助かった」


「アリア、すごくかっこよかったから、私たちも強くなろうとして、今は冒険者になったんだよ」


「そうか……」


私は何もしていない。ただ、敵を殺しただけだ。


「雑貨屋の爺さんの所で兎を売って、ガルバスに武器を売ってもらったんだっ」


「ほら、これだよっ」


二人が得意そうに鋼の短剣とナイフを私に見せる。確かに今の彼らには〝ちょうどいい〟武器だと思う。


それでも二人が狩っていたボロボロの兎でこのランクの武器が買えるとは思えないので、きっとあの偏屈爺さん二人からの餞別せんべつなのだろう。……本当にお人好しだな。


それからシュリが十歳になった時点で十三歳のジルと一緒に冒険者……ではなく、今はまだ戦闘系スキルが無いので、冒険者の荷物持ちをして稼いでいるそうだ。


「ここの冒険者ギルドに、以前いた町に住んでいた顔見知りの兄ちゃんがいて、その人のパーティーやその知り合いの荷物持ちをさせてもらってるんだ」


「偶たまに戦い方とか教えてもらえるんだよ。魔術は全然わかんないけど！」


そして二人がそんな生活を続けていたある日、奇妙な噂を耳にしたらしい。


「オークか」


「……うん」


私があの受付嬢に話を聞いたところ、まだ公にはなっていないが、魔物生息域に近い遺跡から西に少し離れた場所に、オークが集落を形成したらしい。


しかもその場所は、遺跡と人が住む町との中間に位置しているらしく、すでに何人かの犠牲者が出ているそうだ。


それなら領主の男爵が兵を送るか、その町が冒険者ギルドに依頼すればいい話だと思うが、実際に男爵が冒険者ギルドの斥候に依頼して規模を調べさせると、恐ろしい事実が判明した。


ランク３である通常のオークが五十数体。


ランク４であるオークソルジャーが四体。


そして、それらを束ねるランク５……オークジェネラルが一体確認された。


この街にいる男爵の兵士は百五十人。他の町から掻き集めれば三百にもなるが、その大部分はランク１か２で、ランク３の部隊長クラスは三十名程度しかおらず、ランク４の騎士や兵士となると王国でも王都のような大きな都市に少数いるだけだ。


戦争時においては民兵という制度もあるが、相手が人ならともかく、最低ランクが３のオークが相手では千人いても皆殺しにされる可能性が高い。


普通のオークとオークソルジャー四体だけなら兵士だけでも戦えるかもしれないが、オークジェネラルが一体いるだけで、おそらく兵士の半数以上が犠牲になるはずだ。しかも治安のために兵を残すとなると、討伐に出せる兵士はランク３の十名を隊長とした百名が限界で、その数ではおそらく全滅するだろうと受付嬢は言っていた。


それなら冒険者ギルドに頼めば良いのだが、オークジェネラル一体を倒すにも、ランク４が三人以上いる五人以上のパーティーが必要らしい。それもあくまで、オークジェネラルが単独でいることを仮定してだ。


だが、今現在、この男爵領とその周辺にランク４の冒険者は一人しかいない。今は冒険者ギルドがその人物を招集して冒険者たちの指揮に当たらせるつもりらしいが、今はそれも承認できていない状態だ。


男爵は兵の全滅を恐れて戦力を出しあぐね、冒険者ギルドは魔物大発生のような緊急事態ならともかく、今の状態では冒険者を強制的に出すことはできない。


冒険者ギルドが協力をするにも、男爵が金を出すのか、その町が金を出すのか、冒険者がどこまで対処するのか、等々決まらないことがあってどこも動けない状況らしい。


今はまだ、その町に元からあった魔物除けの柵を丸太で壁などに補強して対処しているが、ソルジャー以上のオークが本気になれば長くは持たないと推測されている。


「その町が……俺たちの故郷なんだ」


ジルが唇を噛むようにそう言うと、その隣でシュリが顔を歪める。


「……あんな町、どうなったっていいじゃない。私たちを捨てた女がいる町だよ」


「それでも、俺たちの弟もいるし、友達だっているじゃないかっ」


「私は友達なんてもう覚えてない。それにあの女の子どもなんて……弟だって思ったことないわっ」


「シュリっ！」


ジルはシュリを叱りながらも自分もその気持ちは解るのか、言葉に詰まって私の方を向いた。


「アリア……俺だけでもいい。あの町に連れてってくれないか？」


「兄ちゃんっ、ダメっ！　兄ちゃんが死んじゃうかもしれないんだよっ！」


良い思い出がなく酷い目に遭っても、ジルは知り合いを助けたいと思っている。


シュリは母の違う弟が死ぬことを内心は厭いながらも、ジルが死ぬことを恐れている。


「二人の知り合いとかいう、その町出身の冒険者は？」


「あの人たちは行くみたいだ。でも、俺も連れていってくれって頼み込んでみたけど、危険だから駄目だって……」


「当たり前だよ！」


だろうね……。


「私もダメだ。お前たちを連れていくことはしない」


「アリアっ」


ジルが一歩前に出た瞬間に、その足を軽く払って倒れたジルの首にナイフを当てる。


「お前たちでは、行っても死ぬだけだ」


「……ぐ」


年下の女である私に簡単に転がされ、自分の力の無さを思い知らされたジルが呻うめく。


「それに──」


私が〝そちら〟を見向きもせずにペンデュラムの暗器を投げると、そこに潜んでいた男が一人飛び出した。


すかさず一投目のペンデュラムを操作して逃げようとした男の足首に絡ませ、二投目のペンデュラムを男の首に巻き付けて地面に引き倒す。


「盗賊か？　暗殺者か？」


「ち、違うんだっ！　俺は様子を見にきただけで、ギルドの決定に逆らったわけじゃないっ！　そいつらのことも見ていないっ、だから──」


「言い訳はあの世でしろ」


「ま、待て」


ゴキュン……ッ！


男の首に捲いた糸とテコを使って、男の首の骨を真横に捻って砕き折る。


「私は盗賊ギルドと暗殺者ギルドから狙われている。だから自分の身を守れないような、足手纏いを連れて歩くことはしない」


「「…………」」


ジルとシュリの存在を知った盗賊の死体を、まるでゴミのように表通りから見えない陰に捨てる私に、二人が顔色を悪くする。


たとえ同じ〝場所〟に居ても、私と二人では住む〝世界〟が違いすぎるのだ。


おそらくこれが最善解だ。


碌に戦う力のない二人が生き残るのには。


だから──


「町の様子は私が見てくる。誰か逃げ出す人がいるなら手伝うくらいはするから、二人はこの町にいて」


「アリア……」


ジルが呆然と呟き、シュリが目元を隠すように袖で擦る。


表通りではなく暗い裏路地のほうへと歩いて行く私の背に、小さく『お願い』と呟くシュリの声が聞こえた。







小さな町


ジルたちの故郷だが、この男爵領周辺の地理情報はギルドで公開していた。


詳しい地理となると軍事情報になるけど、そこに向かうだけの地理情報だけなら問題はなく、もう少し詳しい情報もランク３になった私なら閲覧できる。


「あの町に行くのですか？」


「……止める？」


あの受付嬢が地図を見る私を見つけて声を掛けてきた。別に止められても行くつもりだけど、それを問い返すと受付嬢は小さく首を振る。


「あなたの年齢的には止めたいところですが、実力的には、あなた単独のほうが他の冒険者よりも生還率は高いでしょう。ただし無茶をしてはいけませんよ。当ギルドはランク３の斥候に現地の情報を持ち帰ることを期待します」


「……情報は買ってくれる？」


「もちろんです」


私と彼女は小さく笑い、彼女がわざわざ持ってきてくれたオークの最新情報を貰った私は、その後も丸一日ほど情報収集に費やし、翌日にこの町から出発した。


私に絡んできたあの冒険者と会うことはなかった。会ってどうするつもりもないが、町の外で絡んできたなら、今度は相手が刃を抜くまで待つ必要もないだけだ。






危険地域に行くわけだから当然乗り合い馬車も出ていない。商人も馬車を出していないそうなので、念のために金貨一枚分の品を買い込んで【影収納ストレージ】と背負い袋に突っ込んだ。


「……まぁ、どうせ馬車なんて使わないけど」


ジルとシュリの故郷である町は、男爵が住む町から馬車で三日、徒歩で五日の距離にある。


この距離だと私なら二日で辿り着けるだろう。私は町の北門から外に出ると目立たないようにしばらく街道を歩き、徐々に速度を上げながら全力の六割程度の速さで、目的の町に向かって走り出した。


周囲に森が増えたあたりで体内の魔素の色を周囲に合わせて隠密を使い、暗視で周囲を警戒しながら身体強化した脚の筋力で音を消す。魔物生息域に近いので国境近くには魔物が多く出没する。それでも町に近い街道ならそれほどの魔物は出ないはずだ。


魔物という脅威がある世界でも、普通の村などが柵程度で生活できるのは、知能が高い強い魔物は人の集落を避ける傾向があるからだ。そうでなければ魔物と人のどちらかが消えるまで戦い続けていただろう。


知恵のある魔物は、武器を持って集団で生きる人間の怖さを知っている。


冒険者ギルドで調べたかぎりでも、この辺りの街道では狼かゴブリン程度しか現れないはず……だった。


「……あ」


突然、街道にある横手の森から一体のホブゴブリンが出現した。


探知の範囲外から不意に現れたその姿を見た私は、その瞬間に隠密状態のまま身体強化を施し、特殊な足捌きによる歩法で跳び越えるようにホブゴブリンの側頭部を踵で蹴りつけた。


『ガッア!?』


突然の衝撃にホブゴブリンが呻きをあげ、その勢いを使って黒いダガーを首筋から脳に突き刺し、そのまま頭を踏み台にして跳び越えた私はホブゴブリンが倒れる前にそのまま走り抜けた。


「…………」


……少し驚いた。


ここら辺にいないはずのホブゴブリンが現れたのは、二つの意味があるはずだ。


まず、オークの集落が間違いなく存在し、元々その周辺にいた魔物たちが他の地域に流れはじめている。


そして、こんな街道にも魔物が出てくるということは、巡回するはずの兵士がいない。もしくは何処かに立て籠もっているのだと思われる。


男爵側も随分と混乱しているな……。


手持ちの兵力ではオークを駆逐できるか分からない。なので、この状況で男爵が何か出来るとしたら、寄親であるトーラス伯爵あたりに救援を求めることだろう。この辺りに兵士がいないのは、救援が来るまで兵士の損耗を抑えておきたいからだ。


でも、その判断が正しいとは限らない。トーラス伯爵が救援に応えても、この冬の時期に兵士と兵糧を集めて出兵するとなると、男爵領に着くのは最短でも二ヶ月先になる。伯爵が事を重要だと思わなければ、春になってからの出兵もあり得ることだ。


それは冒険者ギルドも同じだ。冒険者ギルドにとって冒険者とは『資産』であり働き手だ。現状でランク３までしかいないのでは、ギルドから死ぬと分かっている強制依頼を出すこともできず、今は唯一見つかったランク４の到着を待って、打開策を練るしかない。


あと数ヶ月もすれば、おそらく状況は変わってくる。でも……。


「それまで、小さな町は持たない」






私は途中で仮眠を挟みつつも街道を走り続け、二日後には冒険者ギルドで確認したその町へと辿り着いた。


住民はおよそ二千人。住んでいる者の大半は農業で生計を立てており、その様子から小さな町というよりも、大きな村という印象だった。


獣除けの柵で囲まれた町の外にも畑が広がっていたが、手入れをされていないのでかなり荒れていた。たぶん、人がいなくなったことで鹿や小動物が入り込んでいるのだろう。


その遠くに見える町は、人の背ほどもある石垣で囲われていたが、あれではゴブリンの襲撃は防げても、オークのような強い魔物の攻撃に何度も耐えられるとは思えない。だからこそ、石垣を丸太や杭で補強していたが、やらないよりはマシという程度だった。


「おい、そこのあんたっ、この町に何の用だっ」


私が近づくと、閉じられた門の内側にある櫓の上から、兵士らしき男が声を掛けてきた。


「冒険者だ。昔住んでいた住人から町の様子を確認してくれと頼まれた」


「冒険者？　あんたみたいな女の子が？」


「入れてくれないの？」


「あ、ああ、すまん。門を開けるからすぐに入ってくれ」


兵士が慌てて櫓から降りると、補強した門が軋みを立ててわずかに開く。


「すまんが、すぐに閉めるからそこから入ってくれっ」


「了解」


人がギリギリ通れる程度に開いた門の隙間から町に入ると、すぐさま二人の兵士が門を閉めて太い閂を掛ける。


「ふぅ……冒険者だって？　あんた、この町の状況を知ってるんだろ？　正直戦力になるのならありがたいが……」


「分かってる」


私が到着前に【影収納ストレージ】から出して背負っていた荷物をそのまま渡すと、中を確認した最初の兵士が目を輝かせた。


「こいつはいいなっ。商人が来ないから塩はありがたい！」


戦力になるならともかく、籠城している今だと戦わない旅人に回す食料も惜しいのだろう。


塩分が足りなくなれば身体が塩を求めて味覚が変化する。住民の分としては到底足りないが、兵士や壁の補強をする人たちは普通よりも塩が必要となるので、商人が来なくなって配給分では足りないだろうと思い、金貨一枚分の塩を持ってきたのだ。


「それで、状況はどうなってるの？」


これでまともな飯が食えると喜んでいる兵士たちに声をかけると、途端に彼らの表情が暗くなり、二人の兵士が交互に話し始めた。


「……オークのことは聞いてるだろ？　数週間前にオークの集団がやってきて、壁の外で働いていた農民が犠牲になった」


「領主様に頼まれたっていう冒険者が来てくれたんだ。そいつらが調べたら、なんかすげぇ数のオークがいるって……」


「たぶん、オークどもが棲み着いたのは十年前に廃村になった場所だ。雑食性のあいつらは壁の外にある農作物を持っていったが、それが無くなったらこっちを襲いに来るだろう。それまでに領主様の軍が来なかったら……なぁ、冒険者ギルドはどうなってるんだ？　誰かこっちに──」


「おーいっ！」


その時、町の集落のほうから鎧を着た冒険者らしき四人の男たちが、こちらに駆け寄ってくることに気付いて、私たちの会話が止まる。


「何があったっ!?」


「あっ、お前はっ！」


「…………」


その冒険者は、ギルドで私に絡んできた男と、その仲間たちだった。


こんな所でまた会うとは……。そう言えば絡んできた男はここの出身だと聞いたが、もしかしたらジルとシュリを雇っていたのも彼らだろうか。


さすがに斥候に扮していた盗賊の姿はなかったが、私を見留めて、絡んできた男が私に詰め寄ってくる。


「お前、なにしに来やがった！」


「待て待てっ！　何があったか知らないが、やめろっケビン！」


険悪な雰囲気に慌てて兵士が割って入る。


塩を渡した効果があったのか、この町出身の男──ケビンの知り合いらしき兵士も、とりあえずは無条件でケビンの味方をすることはなさそうだ。


すると私に対して負い目があったケビンの仲間たちも、それに便乗して彼を諫めはじめた。


「そうそう、やめとけって。この嬢ちゃん、かなり強いんだろ？」


「そうですよ。そういえば、あなたはランク３になれたのですか？」


「うん」


念のために警戒しつつ、革ドレスの胸元から認識票タグを取り出すと、それを見て彼らだけでなく兵士たちも驚いたように声を漏らした。


「おおぉ」


「本当にランク３だぜ……」


「その若さで凄いですね」


「……ちっ」


私の認識票タグを見たケビンが舌打ちをしてその輪から一歩離れた。


「……それで、本当に何をしに来やがった」


「知り合いにここの様子を見てくるように頼まれただけ。家族や友人がいるらしい。それよりも住人たちは逃げないの？」


軽く尋ねたその一言にケビンが目を見開いた。


「お前に何が分かるっ!!　ここの連中は生まれた時からここで生きてきた！　ここでしか生きる術を知らなくて、自分の畑と一緒に死ぬって奴もいるんだっ！」


「ケビンっ！」


「もうやめろって」


また私に食ってかかろうとするケビンを仲間たちが腕を掴んで止める。


いちいち話の腰を折るケビンにこのままでは埒らちがあかないと思ったのか、最初の兵士が溜息を吐きながらも教えてくれた。


「金のある奴や、親戚が他の街にいる連中はとっくに逃げたさ……。だが、その馬鹿が言ったように、他で生きていけない老人や病人もいる。そんな人たちの家族は、なかなか避難することができずにいる。時間があればなんとかなるんだが……」


まだ三割ほどの住民が避難できてないという。兵士はそれを話すと縋るような瞳を私に向けた。


「なぁ、あんた。冒険者ギルドはどうしてるんだ？　何かしてくれないのか？」


「まだ無理だ。ランク４パーティーがいない現状では、ギルドは動けない」


「そう……か」


察しはついていたのだろう。私の言葉を聞いて兵士が割り切れないように肩を落とした。


「……お前が本当にランク３なら、なんとかしてみろよ」


仲間に押さえられたケビンが、私を見ながらそう吐き捨てる。


そうか……。


「その人を放して。私が少し相手をしてあげる」


「ちょっと待ってくれ、ケビンも気が立っているだけで」


私がそう言うと、ケビンを押さえていた彼の仲間の一人が、どちらを心配しているのか私のほうを止めにきた。私はそれを意に介さず、冷たい目つきを向けたまま指先で軽く手招きした。


「口だけ？　知りたいんでしょ？　〝ランク３〟を」


「なんだとっ!!」


私の挑発に激昂したケビンがついに剣を抜いた。


「おい、やめろ！」


さすがに刃傷沙汰は見過ごせないのか、兵士たちが止めに入ろうとしたその時、私はレベル３の〝威圧〟を〝殺気〟と共に解き放つ。


『──っ!?』


兵士やケビンの仲間たちが私の殺気に硬直した。その中で、殺気だけに留めたケビンだけが、顔を引き攣らせながらも私に剣を振りかぶった。


「……う、うあああああああああああああっ!!」


剣技とは言えない、子どもが振ったような無茶苦茶な剣を掻い潜り、私の放った掌底がケビンの顔面を打ち据えた。


「ぐが……っ」


頭を大きく弾かれたケビンが呻きながら仰け反り、その隙に彼の手首を打って剣を落とさせると、


そのまま無防備になったケビンの胸や腹に拳打を叩き込む。


「──が、ご、がっ、ぎ！」


打ち込むごとに肺から息を絞り出し、顔色が土気色に変わっていく。


お前にダガーは使わない。お前は私の人生よりも長い時間、剣を振るっていたはずだ。でも、お前の剣には〝威〟が足りない。


私に怒りで剣を向けながら、お前の剣には私を殺す〝覚悟〟が見えない。


そんな半端な覚悟で……お前は何をしたいの？


私を目で追うことさえできない彼の、腕、腹、胸、顔、内臓の位置を容赦なく殴打して、一方的にケビンを叩きのめす。


「……ぐ……は……」


私が拳を止めると同時にケビンが支えを失った人形のように崩れ落ちた。


『…………』


たった十数秒足らずでケビンをズタボロにした私に、兵士やケビンの仲間から怯えるような瞳が向けられた。私はそれを気にもせず、仰向けに倒れたケビンを冷たく見下ろした。


「ケビン、お前の敵は〝誰〟？　剣を振るう〝理由〟はなに？」


それでも、私はケビンを否定しない。


お前が〝自分の理由〟で私に剣を向けるというのなら、その時は一人の人間……戦士として殺してあげる。


「…………ぐっ」


ケビンはボロボロになりながらも冷たく見下ろす私を睨み返し、痛みを怒りに変えるようにして身を起こした。


「俺は……この町の……人を救う」


「だったらそうしろ」


私はケビンから離れて、周りの人たちに向き直る。


「そちらの冒険者たちは、オークを警戒しながら町の住民を逃がして。そっちの兵士、逃げ遅れている住民の避難が終わるのに、あとどれくらいかかる？」


「あ、ああっ、五週間……いや、四週間くれっ！　この町の兵士全員でなんとかするっ」


「それでお願い」


私とケビンとのやり取りを見て何か思うところがあったのか、兵士の瞳にこれまでになかった光が宿っていた。彼らなら絶望的な状況でも諦めることはないだろう。


「……あなたはどうするんですか？」


不安げな視線を向けてくるケビンの仲間に、私はちらりとケビンに目を向ける。


「彼が言っていたでしょ？　『ランク３がなんとかしろ』……って」


今の彼らならきっと大丈夫。これで私が何かしなくても、住民の避難は彼らがなんとかしてくれるだろう。


これで私は〝私の役目〟をすることが出来る。だから──。


私は黒いダガーを抜き放ち、オークの集落があるという廃村の方角へ顔を向けた。


「一ヶ月……。その時間は私が稼ぐ」






それが……私がした二人との〝約束〟だから。







オーク攻略戦


私一人で一ヶ月の間、ランク５を含めたオークの集団を足止めする。


それだけを聞けば、頭がおかしくなったか自殺志願者かと思うだろう。でも私がそれをすることに良い意味でも悪い意味でも一悶着あるかと思ったが、威圧で脅しすぎたのか私の行動はその場にいた者たちから承認された。


事前情報で得られている敵の数は、ランク３相当の通常オーク五十数体、ランク４相当のオークソルジャーが四体、そしてランク５のオークジェネラルが一体だ。正面から戦うとしたら戦闘スキルの無い民兵なんて数の足しにもならず、まともに訓練を受けた兵士でもオークの十倍以上の数が必要になるだろう。


まともな精神をしていれば、あの数の足止めを考えるだけでも百人以上の冒険者か兵士がいると思うはずだ。


……〝まとも〟なら。


ジルとシュリが住んでいたという家も捜せば見つかるかもしれないが、別に面識のない人たちまで面倒を見るつもりはない。逃げるつもりならその時間だけは稼いであげる。でも、ジルたちの弟と継母が逃げるかここに留まるのかは彼女たちの選択だ。


オーク集団の大雑把な位置は冒険者ギルドの受付嬢から聞いているけど、最初に話した兵士からさらに詳しい場所を訊いて、私はこの町で一晩休むこともなくその日のうちにオークの拠点へと向かうことにした。


距離的に冒険者の脚で二日程と言っていたので、私ならもう半日くらいは短縮できるはず。


その場所は十年くらい前まで村があった場所だから、馬車が通れるくらいの道はあったはずだが、十年経った今ではただの獣道になっていた。


道が途中から草むらに変わったあたりで地面を調べてみると、最近通ったような大きな足跡が幾つか見つかったので、こちらで間違いないようだ。


その後、何カ所か見つけた足跡から推測すると、オークたちは単独ではなく三体ほどで纏まって行動していると思われた。


オークの知能はゴブリン以上人間以下といった感じだが、魔物は上位種となるほど知能が増す傾向があるので、見つけた足跡や痕跡からでもオークたちが統率されていることが窺えた。


オークの最低行動数が三体だと私で倒せないとは言わないが、相手は曲がりなりにもランク３の魔物だ。倒しきれなければ仲間を呼ばれる可能性もある。


魔物の強さは、人間のように複数のスキルを持つ柔軟性と適応力ではなく、単独のスキルと高いステータスによるゴリ押しだ。同じランク３でもオークの戦闘力は私の半分程度しかないが、数が増えると高い体力値のせいで削りきれずに後手に回ることになる。


それとオークを倒せても、その死骸を見られてオークたちに『自分たちが攻撃を受けている』と知られた場合、そのまま報復として町を襲われる可能性があった。


雑食のオークたちは、町の外に残った農園の作物を奪っているので、今はまだ食料的な問題はないが、人と同じく満たされれば欲を覚えて肉を欲するようになるだろう。


オークは雑食だ。そして野菜よりも肉を好む。廃村周辺で狩りをしているとは思うが、それが無くなったらオークたちは必ず、〝肉〟を求めてあの小さな町を襲うはずだ。


「……でも」


ここで勘違いをしてはいけないのが、私は『勇者』でも『聖女』でもないことだ。


私がすることはオークどもの〝殲滅せんめつ〟ではなく、あくまで町の住人が逃げるまでの〝時間稼ぎ〟が目的であることを忘れてはいけない。そのためには、食料調達するオークを狩って相手を食料難に追い込むのではなく、現状を維持してもらう必要があった。


そんな作戦を考えながら私の口元に自嘲めいた笑みが浮かぶ。


「……この時点で、作戦が〝まとも〟じゃないけどね」






隠れながら森を進むこと半日ほど経って、森の中を歩くオークたちに遭遇した。やはり三体一組で行動しているらしく、なかなかに厄介だが倒せない相手じゃない。






▼オーク（通常種）　種族：獣亜人・ランク３


【魔力値：72／80】【体力値：３９２／４２０】


【総合戦闘力：２７９（身体強化中：３２０）】






錆び付いた槍や粗末な石斧で武装しているようだが、それよりも警戒するべきは体力値だろう。不意打ちでもその高い体力で殺しきれない場合がある。


狩りをした獲物を持っていないので、このオークたちはおそらく、侵入した外敵を排除する巡回兵士のようなものだろう。だとしたら、こいつらが戻らなければオークたちを無駄に警戒させるだけになる。もし狙うとしても集落からかなり離れたときを待つしかない。


それから何度か遭遇したオークたちを草むらに隠れてやり過ごし、または地を這うようにして側を通り抜け、ようやくオークの集団がいるという廃村に辿り着いた。


その村は、元々丸太を杭にして地面に打ち込んだ壁で囲われていたみたいだが、今はかなり傷んで腐っている箇所があり、オークたちがそこに適当に石を積んで穴を塞いでいた。


私は一旦森の中に戻ると、姿と匂いを誤魔化すためにそこらの土を泥にして外套に塗りたくり、顔や髪も泥で汚す。


これから先、私は一度たりとも奴らに見つかってはいけない。


すべての〝準備〟が済むまで、一度たりとも私がいることに気付かれてはいけない。


少量の干し肉と錬金術で作った栄養補給の丸薬だけで食事を済ませ、周囲が暗くなるまで高い木の幹にへばりつくように身を隠しながら夜を待つ。


周囲が充分暗くなったことを確認して、足音対策に用意しておいた兎の毛皮をブーツの裏に縛りつける。レベル４になった《魔力制御》で体内の魔素を周囲に馴染ませ、魔力制御のおかげで同じくレベル４になった《隠密》を使い、私は暗闇の中を〝影〟となって動き出した。


オークたちには触れない。隙があっても手は出さない。


あの女の〝知識〟によれば、隠密するときは風下から近寄るとあったが、それはこの世界では正解の半分でしかない。


魔術の【浄化クリーン】で〝人〟の匂いを消し、泥で匂いを馴染ませた私なら、わざわざ風向きに逆らって不自然な空気の流れをつくるよりも、わずかに流れる夜風の速度に合わせるように移動すれば、私の存在を完全に闇に溶け込ますことができた。


ヒュン……。


私は朽ちた丸太の壁にペンデュラムを巻き付け、音もなく廃村の中に侵入する。


村の面積とまだ残る家屋の数から計算すると、この村は五百人程度の村だったはずだ。森の外にあったであろう畑は森に呑まれていたが、廃村の中にも雑草が生い茂った畑らしき物があり、それらに囲まれるように中心部に四十戸、東と西と南にもばらけて三十戸ほどの家屋が残り、オークたちは半分朽ちたその家屋を好き勝手に使っていた。


まず調べることは、オークたちの正確な数とその配置だ。どの地区に何体ずつのオークがいるのか。そしてオークジェネラルと四体のオークソルジャーがどこにいるのか、それが分からないと正確な予測を立てられない。


それから朝まで調べた結果、西には十五体ほどのオークとオークソルジャー一体。東には歩哨ほしょうを兼ねた数体のオークしか存在せず、南に二十体弱のオークとオークソルジャーが一体いた。


中央に十五体前後のオークとオークソルジャーが二体。たぶん、その中央のどこかにジェネラルもいると推測する。そこだけ推測になったのは、発せられる強い気配だけで近づくのは危険だと判断したからだ。


数が正確ではなく曖昧になったのは、夜の警戒をしている個体が何体かいて、正確な数を測定できなかったせいだが、それでも男爵が雇った冒険者が調べた『五十数体』から大きく違っていないはずだ。


夜が明ける前に森へと戻り、そのまま廃村から離れて野草の採取を始める。


薬になる薬草や毒草、その地域に生える植物と手持ちの素材だけが使える毒の種類となり、生で食べられる物は私の食料にもなる。


こういう森の素材で毒物を作るなら虫やカエルのほうが強い毒性を持つが、量を確保できないと意味がないので、初めから植物に絞ることにした。


その中でも珍しい毒にも薬にもなるキノコを見つけたので、出来る限り採取してツタで縛り、高い木の上に吊して乾燥させておく。


一日中それだけをしているわけじゃない。オークの行動を見張ると同時に、食料調達部隊などの外に出るオークたちの行動範囲も調べないといけない。


オークたちがいつ行動を変えてあの町に侵攻するか分からない以上、私が気を抜くことはあの町を危険に晒すことになる。長丁場になれば体力に不安はあるが、睡眠は最大五分に区切って一日合計で三時間も眠ればなんとかなるだろう。






そんな生活を一週間ほど続けると、オークたちの大まかな行動パターンが読めてきた。


三日に一度、町の周辺にある農作物を採りに行くオークが十体ほどいる。これが最初に町を襲ったオークだと思うが、二回目撃したうちの一回はオークソルジャーが一体同行していた。


そして毎日、朝になると同時に動物を狩りに行くオークがまた十体ほどいたが、これらはすべて戦闘力が低めの小柄な若いオークだった。


私のほうは、丸薬で体調を整えていると言っても、丸薬だけでは一週間ほどしか完璧な体調を維持できないので、森の中で見つけた果実や手持ちの干し肉を、廃村から離れた場所で摂取するように努めている。意外と野生の豆類や山芋の実などを多く見つけることはできたが、やっぱり生で食べると美味しくない。


一週間で大まかな情報が出揃ったので、そろそろ行動を開始することにした。


作戦の第一段階は『動物の狩り』だが、それは私が食べるわけじゃない。


見張っていて分かったが、オークたちの動物狩りはあまり上手くない。身体が大きく隠密に不向きな種族だから、十体ほどのオークが狩りをしても何も狩れない日が偶にあり、そんな日は森にあるベリーのような果物を枝ごと折って持ち帰っていた。


オークが毎日狩りをしているのは、当たり前の話だが、上位種が豆や野菜より肉を好んでいるからだ。なので、オークが肉を求めて町を襲うのを先延ばしにするため、私が兎や鹿を狩って廃村の周囲に放置しておくことにした。


人間だったら落ちていた死骸などよほどでなければ手を出さないし、不審にも思うだろうが、仲間が狩って置いていったと勘違いしたのか、見つけたオークは新鮮な動物の死骸を見ると喜び勇んで持ち帰っていた。


同時に状況に適した毒物の作製をするために、素材の準備も始める。


五十体分の毒物を錬金道具もない森の中で作製するのはかなり難易度が高いので、今のうちに少しずつでも始めておく。


毒草や毒キノコを乾燥させ、【硬化ハード】で作った鉢と乳棒で加工をしながら、手持ちの薬剤と素材を使って〝毒薬〟を作っていった。






二週目に入ったが、肉を与え続けているせいかまだオークたちの動きはない。いま動かれるとこれまでの準備が台無しになるので、私は計画を第二段階に移行する。


その作戦で重要になるのが、オークが人を襲う魔物だと言っても、物を食べて水を飲む〝生物〟だということだ。


廃村の井戸は、この十年で溜まった枯れ葉が腐り、土になって埋まっていたが、廃村の中に一カ所だけ水が湧き出ている溜め池があり、それでも水は淀んでいたが、魔物であるオークたちは問題なくそこから水を汲んで飲んでいた。


私は出来上がった毒薬を素焼きの瓶に小分けして保管し、夜中になってから廃村に侵入して、その溜め池に少しずつ混ぜていった。


薬品の〝味〟に慣れさせるように少しずつ毒に馴染ませていく。


濁った水でも腐った肉でも食えるオークだと、半端な毒では効果が薄い。味の他にも、いきなり多くの毒を混ぜて体調を崩せば警戒して飲まなくなるので、少しずつ魔物にも効果が出る程度に薬物の量を増やしていった。


私がやっているのはそれだけではない。寝ているオークのいる家屋に忍び込み、散らばった食べ物にも毒を滲ませた。もちろん餌付けしている肉にも徐々に毒を混ぜている。


その他にも少量しかなかったが、家屋の外に無造作に置かれていたオークの武器にも、継ぎ目部分に酸性の薬剤を少しずつ染みこませ、武器の強度を下げていった。


焦らずに丁寧に……『私』という『悪意』をオークたちに浸透させていく。


焦れて手を出すような愚かな真似はしない。


私はフェルドやグレイブのような強者じゃない。少しずつ少数の個体を倒し続けて足止めできると考えるほど、私は自分を過大評価はしていない。


私の失敗は大勢の人の死に直結する。下手に手を出してオークの行動が私の思惑をわずかでも上回れば、そこが私の死に場所となるだろう。


失敗は許されない。オークたちにわずかな反撃の目も与えてはいけない。


だから私は、オークの大軍という巨大な岩を大剣で叩き割ることも、ハンマーで周りから砕くこともせず、針で削るように穴を開けて〝悪意どく〟を流し込んだ。






けれど、それもそろそろ限界か……。


私が使った毒は大したものじゃない。そもそも毒とも言えないただの『薬品』だ。私が使ったのは、『腹下し』と『鼻炎止め』という一般的な〝薬〟だった。


腹下しは説明するまでもなく、本来は体内の毒素を出すために使われるものだが、それを長期間摂取すれば脱水症状を起こして体力が低下していく。


そして鼻炎止めは風邪の時の鼻水などを抑える効果がある。ただし、副作用として異様に咽が渇くようになる。そして水を飲めば飲むほど、私の悪意はオークたちを蝕んでいく……。


三週間が過ぎて、ほとんどのオークが脱水症状を起こし始めていた。


オークはそこに来てようやく原因があると考えはじめ、それを落ちていた肉を食ったせいだと思ったらしい。


実際に肉にも毒を仕込んでいたので半分は正解だ。そこでオークたちは、脱水症状を起こして休ませていた狩りをするオークと町から農作物を盗ってくるオークを、肉以外の食料を求めて廃村の外へと出した。


だがそれだけでは、食料もすぐに足りなくなるだろう。それ以上に肉を好む上位種が町を襲うことを選ぶはずだ。


逃げられる住民の避難が済むまであと一週間……そろそろ時間稼ぎも限界だと察したので、計画の最終段階である私自身による直接の足止めを開始した。


森の中を歩く三体のオーク。大きな武器は持たずに袋状にした毛皮を持っていたので、おそらくは狩りではなく、果物や食べられそうな山菜などを集めるつもりなのだろう。


だけど、その様子は三週間前とは違い、全身に覇気が無く、森の起伏を歩くことさえ難儀しているように見えた。


……これなら、なんとかなる。






▼オーク（通常種）　種族：獣亜人・ランク３


【魔力値：54／82】【体力値：１１７／３９０】


【総合戦闘力：１５４／２８３】▽45％DOWN


【状態：衰弱】






タンッ、と枝を蹴り、オークたちを見下ろしていた木から飛び出した私は、ガルバスの黒いダガーを構え、衰弱して戦闘力が半減したオークの頭蓋に全体重をかけて真上から刃を突き立てた。


ガツンッ！


『ブモォアアアアアアアアアアアアッ!!』


それでも即死はせず、断末魔をあげるオークに他の二体も呼応するように警戒の叫びをあげる。だけど、この位置でその声は他のオークには届かない。


残りのオークたちは叫びながらも、錆びた斧や鉈を構えて二体同時に襲ってきた。


ヒュンッ！


『ブォオ!?』


旋回させていたペンデュラムの刃が一体の目元を掠め、もう一体の顔に足下の腐葉土を蹴って視界を塞ぐ。私は両手で黒いダガーと細いナイフを構えて、二体の顎下から脳に向けて刃を同時に突き刺した。


『ブボォ……』


少々硬いが力の抜けたオークの筋肉なら私でも貫ける。オークたちの顎下から突き刺した刃を引き抜くと、ゴボッと咳をするような血を零してオーク二体が同時に崩れ落ちた。


「……お前たちに恨みはない」


ただお前たちは、〝私たち〟の敵になった。







オークソルジャー


「…………」


三体のオークを殺し、引き抜いた刃を振って血糊を飛ばす。


ここからは時間との勝負だ。住民が逃げる時間を稼ぐ遅延作業と、オークジェネラルが私の存在に気付くまで、どれだけのオークを無力化できるかの同時作業になる。


最低限の必要な荷物は腰のポーチと【影収納ストレージ】に移した。背負い袋に最後に残った氷砂糖と干し肉を噛み砕き、この三週間で消耗した体調を少しでも戻すために、体力回復ポーションと魔力回復ポーションのコルク栓を抜いて一気に呷る。


「ふぅ……行くか」


ポーションの濃い魔素に酒を飲んだような熱い息を吐き、私は空になった陶器瓶と背負い袋を投げ捨て、陽が届かぬ薄暗い森を飛び出すように駆け出した。


森に出たオークの食料調達班はあと二つ。毎回ほぼ決まったルートを通るので少しくらい行動が変わっても問題なく捕捉できるはず。


「見つけた」


走り出してあまり時間も経たないうちに、二つ目の食料調達班を捕捉する。


まだ魔力は完全に回復していないが、魔力ポーションの効果が持続しているうちに移動にも身体強化を使う。


そのままの勢いで木の幹を蹴って斜めに飛び出すと、その瞬間、私に気付いて声をあげようとしたオークの口に黒いダガーを貫通するまで突き刺した。


『グガァ……っ』


体力値が下がっているくせに、延髄まで貫いて即死しないとは本当に面倒な奴らだ。


手を伸ばしてくるオークに、ダガーから手を離した私は【影収納ストレージ】から出した二本の暗器で、すばやく咽を突いて離脱する。


『ガァアアアッ!?』


『ブモォオオオオオオッ!!』


そこでようやく気付いた他の二体が困惑しながらも怒りの叫びをあげた。こいつらからしてみれば、レベル４の隠密を使っていた私は森の景色から突然滲み出たように見えたのだろう。


すかさずペンデュラムの刃を振り回して二体を牽制し、細いナイフをブーツから抜いて、まだ困惑している一体の首を斬り裂き顔面に深く突き立てる。


『ブモォオオオオオオオオオオオオッ！！！』


最後の一体が石斧を振り上げて襲いかかってきた。だが戦闘力が下がっているせいか、動きが鈍く、集中力が足りていない。


顔面を突き刺したオークに細いナイフを残してもう一体の石斧を避けると、私はフェルドのナイフを見せつけるように頭上に投げ捨てた。


集中力が足りないせいかオークの意識がナイフに逸れる。


『ぶぼっ!?』


すかさず身体強化の全力の掌底でオークの顎を打ち、落ちてきたナイフを宙で掴んだ私は、剥き出しになったオークの顎下に刃を深く突き刺した。


「……次」


最初に襲撃したオークもすでに死んでいた。元の生命力が強くても体力値が下がっていたので助からなかったようだ。


死んだオークからナイフを回収して、鋼は特に注意して血糊を拭い、次の目標を求めて走り出す。


衰弱して体力値が下がっても、生命力が高いせいで急所以外の一撃死は難しい。通常なら、まともにランク３の相手をすればもう少し手こずるのだろうが、集中力を欠いて戦闘力が下がっている今の連中なら、幻術や戦技を使わなくても数体なら対処できそうだ。


できれば上位種が出てくるまで魔力の消費は抑えたかった。私にもう少し体重があれば体術だけでも安定して倒せるのだが、無い物ねだりをしても仕方ない。






同じように森で見つけた食料調達班のオーク四体と、巡回していた三体も先ほどと同様に不意打ちで対処して始末した。


これで十三体。だけどグズグズしてはいられない。私は農園に作物を奪いに行った連中が町の周囲に辿り着く前に、そちらも対処するべく走り出す。


私は身体強化を使って森の中を飛ぶように駆け抜ける。


身体能力を強化すれば、筋力は大人の男性を軽く超えて、敏捷値なら一般人の倍近くまで跳ね上がる。それを体重の軽い十代前半の身体で使えば、豹ひょうよりも軽く狼よりも速く森の中を走ることができた。


地に降りることなく岩から岩へ、枝から枝へと跳びはねるように森を進み、回復ポーションの効果が切れた頃に森を出る前のオークたちを捕捉する。


魔力回復ポーションはポーチの中にもう一本あるけど、上位種戦を考えれば、これでもう本当に魔力の無駄遣いはできない。


見つけることは出来たけど……少し数が多い？　目測だけでも十二体はいるように見えるが、それでも私のやることは変わらない。


嫌な予感はしたが、町との距離的にコイツらを観察する時間の余裕はない。私はペンデュラムを太い枝に巻き付けて上に登り、筋力と隠密を強化しながら枝から枝へと飛び移り、私はそのまま飛び降りるようにして最後尾を歩くオークの一体に不意打ちを仕掛けた。


だが──。


『──ブモォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


見つかったっ？　不意打ちを仕掛けようとした瞬間、オークの一体から放たれた警戒の叫びが森に響く。


でも最後尾の一体は、警戒の声を聴いても私を見つけることができず、背中から体重を乗せた黒いダガーで延髄を貫かれ、そのまま落下した私のクッションになるように倒れ伏した。


──十四体目。


『ブモォオオオオオオオオオオオオッ!!』


周囲のオークたちも警戒の叫びをあげる。まだ隠密を持続していた私を、集中力に欠いたオークたちは一瞬で見つけることが出来ずにいたが、先ほどの襲撃を察知したことといい、嫌な予感を覚えて出し惜しみは止め、魔力消費の少ない魔法を解禁する。


「──【触診フィール】──」


この魔法は触れた感触を得て触れられた感触を与える。


左右にいたオークの耳に幻術で触れると、一瞬背後に気が逸れて振り返る。体勢が崩れたオーク二体の首にペンデュラムの糸を素早く巻き付け、強く引かれて仰向けに倒れてくるオークたちの首から脳をダガーとナイフで貫いた。


──十六体目。


『ブォオオオオオオオオオッ！』


そこでようやく私の存在に気付いた近くのオークが、着地して膝をついたままの私に丸太のような棍棒を振り下ろす。


やはりこいつらも動きが鈍い。私はわずかに腰を浮かせて歩法を使い棍棒を躱すと、その勢いで引き抜いた両手の刃をオークの両目に突き立てた。


『ブボォオッ!?』


体勢が悪かったので脳まで貫通ができず、悲鳴をあげたオークが両手で顔を押さえる。その時──


『ボォオオオオオオオオオオオッ!!』


その隙を突くように大柄なオークが錆びた大剣を構えて、恐ろしい勢いで襲いかかってきた。


「──っ！」


〝オークソルジャー〟かっ！　難易度ランク４の強敵。さすがに動きが速いがそれでも対処できない速度じゃない。


大剣の間合いから避けると同時に顔を押さえていたオークをそちらに蹴り飛ばすと、オークソルジャーの大剣がそのオークの身体を半ばまで斬り裂いた。


──十七体目。


オークソルジャーの大剣がそのオークに食い込んでいるのを見て、私はすかさずスカートのスリットからナイフを抜いて投擲する。だが──


『オオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


それに対してオークソルジャーは雄叫びをあげ、大剣ごとオークの死骸を持ち上げ、事もあろうに仲間をナイフの盾にした。


『ガァアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』


その大剣持ちのオークソルジャーを跳び越えるようにして、槍を持った革鎧のオークが襲ってきた。二体目のオークソルジャー!?


即座にギミックからクロスボウの矢を撃ち、私も横に飛ぶと、槍を回転させて矢を弾いたオークソルジャーは、着地と同時に地面を蹴って追ってくる。


「──【幻痛ペイン】──」


私も魔法をすべて解禁して【幻痛ペイン】を放つ。でもそれは槍のオークソルジャーを狙ったものじゃない。


『ブォッ!?』


高速の戦いに割り込めず、棒立ちしていたオークに【幻痛ペイン】を使い、硬直するそいつを盾にするように跳び越えて回り込むと、オークソルジャーの槍がオークの身体を容赦なく貫通して、背後の私を狙ってきた。


「っ！」


咄嗟に仰け反り、肩に擦られながらも血塗れの穂先を回避する。さらに私が退がると同時に槍のオークソルジャーが得物を横に振るい、ゴミのように仲間の死骸を投げ捨てた。


仲間にも容赦がない。だが、これで十八体目──。


「──っ!?」


ドゴォオンッ！


魔力の高まりと殺気を感じて跳び避けると、それまで私がいた地面と背後の大木が衝撃波に斬り裂かれた。


そちらに視線を向けると、錆びた鉄鎧に錆びた両手斧を持った大柄なオークが、振り下ろした斧を再び構えて私を睨めつける。


またオークソルジャーっ！　三体目か!!


今の攻撃は私も初めて目にするが、おそらく両手斧の戦技、【鉄砕アイアンブレイク】だと察する。


相手が近接系スキルを持っていてもほぼ【戦技】を使う魔物がいなかったので、その危険性を失念していた。


『ブモォオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


そのオークソルジャーは雄叫びをあげて残った四体の通常オークに指示を飛ばす。おそらくこの個体が私の接近を見破った奴だろう。


《大剣》のオークソルジャー。


《槍》のオークソルジャー。


《両手斧》のオークソルジャー。


集落の大半が衰弱して逼迫していたとしても、人里での食料調達にランク４であるオークソルジャーを三体も護衛に付けていたとは思わなかった。


おそらくは作物を奪うだけでなく、これだけの戦力なら、あの町を直接襲って人間を攫うくらいは考えていたはずだ。


これが、私が恐れていた想定外の事態だ。初期状態でこうならないよう、私の存在がバレないように注意してきたけど、ままならないものだ……。


一旦仕切り直すように《槍》のオークソルジャーが後ろに下がり、《大剣》と《両手斧》が前に出てその横に並ぶ。


時間がなくても最初に監視をするべきだったか……。時と場合によるし、それでも最初に不意打ちをかけるのがオークソルジャーの一体になるだけだが、これは今後の教訓とする。


私にとっては想定外だが、それを襲撃する私がいたのだから、それを指示したオークジェネラルの判断は正しかったと言える。


だが、その判断は正しくても、それが〝正解〟かどうかは結果が出るまでわからない。


『『『…………』』』


オークソルジャーたちと睨み合うように対峙しながら、私も火照りを冷ますように息を吐いて、静かに黒いダガーを構えた。


想定外の事態だけど私にとっては運が良かった。


このオークソルジャー三体が町に向かうのを止めることができた。少なくとも、オークソルジャー四体とオークジェネラルを同時に相手することは避けられた。


お前たちを先には行かせない。あの拠点に帰らせもしない。他人ひとのために戦うなんて言うつもりはないが、お前たちは私の〝敵〟になった。


お前たちを倒して、私はまた少しだけ強くなる。


私は意識を襲撃から戦闘へと切り替え、あらためて敵の戦力を分析する。






▼《大剣》オークソルジャー　種族：獣亜人・ランク４


【魔力値：１３４／１５０】【体力値：２４６／５８０】


【総合戦闘力：５２９／８９８（身体強化中：６２７／１０６３）】▽41％DOWN


【状態：衰弱】






《大剣》は一番大柄なオークで身長が三メートルを超える。二メートル近い大剣以外に腕輪と腰蓑程度しか着けていないのは、巨漢の人間用でもサイズが合わないせいだろう。






▼《槍》オークソルジャー　種族：獣亜人・ランク４


【魔力値：１４１／１６０】【体力値：２３２／５２０】


【総合戦闘力：５２１／８６８（身体強化中：６１７／１０２８）】▽40％DOWN


【状態：衰弱】






《槍》は通常のオークよりも少し大きい程度の軽戦士タイプだ。肩や胸などに革鎧を着け、動きが速く攻撃が精確だった。






▼《両手斧》オークソルジャー　種族：獣亜人・ランク４


【魔力値：１４６／１７５】【体力値：２５２／５５０】


【総合戦闘力：６２７／９９８（身体強化中：７７４／１１８１）】▽35％DOWN


【状態：衰弱】






《両手斧》は身長二メートル半で、無骨な鉄の胸当てと手甲を着けている。戦技を使い、私の不意打ちを見破ったことから、こいつを一番警戒しなくてはいけない。


「…………」


流石はランク４……元の数値なら一対一でも勝つのが難しい強敵だが、今は私の毒に蝕まれて、私と同じくらいにまで戦闘力が落ちている。


それでも毒で低下するのは体力値とステータス系だけだ。戦闘系スキルレベルは４のままで、先ほどの動きを見ても衰弱による集中力の低下なんて期待するだけ無駄だろう。


それと気にしなくてはいけないのが、まだ四体残っている通常のオークたちだ。半減した戦闘力で割り込んでくるか分からないが、こいつらの動き次第で戦局が大きく変わってくる。


『ブォオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


ついに痺れを切らした《大剣》が私へ向かって飛び出した。


三メートルの巨体が地面を抉るように迫り、唸りをあげて振り下ろされる剛剣に、私は回避を選ばず、あえて前に出た。


範囲の広い両手武器を相手に半端な距離を避けても意味はない。距離を詰める私を《大剣》がすかさず剣の柄で迎撃する。


だが、その迎撃方法はフェルドで経験済みだ。私は特殊な歩法を使ってスライドするように横に避けると、黒いダガーで《大剣》の膝関節を狙う。


それに気付いた《大剣》が丸太のような脚で私に蹴りつける。


私も瞬時に攻撃を諦め、蹴りつけられる脚を足の裏で受け止めるように踏み台にして、自分から後ろに飛んで距離を取った、その瞬間──


『ブモォオオオオオオオオオッ!!』


その隙を突くようにして静観していた《両手斧》が飛び出してきた。


速さでは私が勝ると判断して、斧を横に振るって広範囲に薙ぎ払う。私は飛んだ勢いのまま後方に手をつきさらに回転して距離を取ると、私の背中すれすれを斧の風圧が吹き抜けた。


「──っ！」


身体ごと回転して、大きく翻るスカートを隠れ蓑に腿から引き抜いたナイフを投擲する。


私を追ってくる《両手斧》は、冷静に鉄の胸当てで受け止めるように投擲ナイフを弾くと、そのままの勢いで追ってきた。


こいつは下手に近寄ると危険だと判断し、私は後ろに下がりながらペンデュラムを真横に投げ放つ。全力の身体強化で両腕をたたむように糸を引き、左右から唸りをあげるペンデュラムが迫り来る《両手斧》を迎撃した。


『ブモッ!?』


初めて見るペンデュラムを警戒した《両手斧》が、即時にその場から跳び下がる。


私も糸を操作してペンデュラムの軌道を変えると、それが刃だと気付いた《両手斧》が斧を大きく振りかぶった。


『ブモォオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


一閃──。


両手斧の戦技【鉄砕アイアンブレイク】が二つのペンデュラムを弾き飛ばすだけでなく、その衝撃波が私をも巻き込んで襲ってくる。


「──くっ」


ギリギリ直撃は避けたが、それでも避けきれなかった衝撃の余波で、体重の軽い私の身体が大きく吹き飛ばされた。


『ガァアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』


体勢を崩した私に好機とみた《槍》が飛び出した。私は咄嗟に繰り出された槍の穂先を黒いダガーで逸らすが、《槍》はそのまま止まることなく体当たりをして私を弾き飛ばす。


「ぐっ！」


体術を使って軽業のように回転しながら体勢を立て直すも、いつの間にか背後に迫っていた《大剣》が私に向けて剣を振り上げていた。


「──【幻痛ペイン】──ッ！」


私の唱えた闇魔法に一瞬硬直した《大剣》が、ギロリと睨んで私を蹴り飛ばす。


鎧のない《大剣》は痛みに対する覚悟があるのだろう。でもその一瞬でガードできた私は、森の腐葉土の中を転がりながらもなんとか受け身を取ることができた。


勢いを利用して飛び上がるように立ち上がり、牽制のためにペンデュラムを旋回させると、私を追ってきた三体のオークソルジャーがようやく足を止めた。


「…………」


『『『……』』』


仕切り直すようにオークソルジャーたちは間合いを取り、再び私と睨み合う。


瞬く間に仲間を殺した相手に優位に戦う上位種たちを見て、残ったオークたちが歓声をあげて騒ぎ立てていた。


このわずかな戦闘でも私の体力値は三割以上も削られている。それに対して私はまだ一撃すら与えることが出来ていない。


これが〝ランク４〟だ……。


戦闘力は下がっていても、彼らにはそれに至った戦闘経験も技術も、その魂に消えることなく焼き付いている。


「……ふぅ」


微かに嗤わらうように息を吐くと、オークソルジャーたちが警戒するように身構えた。


…………私は莫迦ばかだな。


敵のステータスを落として戦闘力が同等になった程度で、ランク４を三体相手になんとか戦えると思っていた。油断は死に繋がると知っていたのに、少し強くなった程度で慢心まんしんをしてしまった。


この三体のオークソルジャーは、ただの人族の子どもである私を〝敵〟として認め、油断することなく集団のために勝利を掴もうとしている。


それなのに私は、格上であるランク４を三体相手にしながら、次の戦いのために〝余力〟を残して戦うという愚かなことを考えた。


口の中に溜まった血を吐き捨て、身体の力を抜いて半身に構えた私に、オークソルジャーたちがさらに警戒するように威嚇の唸りをあげ、徐々に間合いを詰め始める。


「…………」


私はそれを視界に収め、心の内で自分自身の〝覚悟〟を問う。


自分が〝弱者〟であることを思い出せ。


今までどうやって戦ってきたか思い出せ。


一度だって格上相手にまともな勝利なんてなかったはずだ。


この一年でも何度も死にかけただろう。それにどうやって生き残った。


私に出来ることは〝私〟の戦いだけだ。


考察しろ。罠を張れ。私の戦い方は何一つ〝まとも〟ではなかっただろう。


脅えも慢心もすべて心の奥底に沈めて、ただ一振りの『鉄の刃』となれ。


ランクにも戦闘力にも現れない〝私〟の戦いを見せてやる。






『……ガ…ガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』


《槍》のオークソルジャーが、戦場の空気が変わったことに気付いて飛び出した。


「──【影攫いシャドウスナッチ】──」


私は十個の小さな闇の塊を自分の周囲にばら撒きながら、自身は陽が沈み暗くなり始めた森の奥へと飛び下がる。


『ブモオオオオオオオオオッ！』


私の周囲に漂う〝闇〟に警戒しながらも《槍》は私を追ってきた。


私は暗い森の中を、周囲に散らばる細い木々を掻い潜るように移動する。


太くもない幹が互いの視線を遮る瞬間、繰り出された槍の穂先が、木の幹の後ろを通り抜けた私の〝幻影シャドウ〟を貫いた。


『グガァアアアアアアアッ!?』


その瞬間を狙い、背後に回っていた私の黒いダガーが《槍》の首を抉ると、暗い森に苦痛の叫びが響く。


まだ浅い。まだ致命傷じゃない。探知で気付いた、こちらに迫る《大剣》と《両手斧》の気配に、私は《槍》に追撃をせず再び暗い森を走り出した。


『ブモォオオオオオオオオオッ！』


突っ込んできた《大剣》が〝幻影シャドウ〟を細い樹木ごと薙ぎ払う。


ただの人型でしかない魔素の塊でも、暗い森で入れ替われば瞬時に見分けるのは難しく、《大剣》はすべてを薙ぎ払うことで私を殺そうとした。


『ガァアアアアアアアアアアッ！』


私に攻撃が当たっていないと知り、一瞬怒りに支配された《大剣》が警戒もなく木々の間に踏み込んでくる。だが、その瞬間、《大剣》が踏んだ〝闇〟から暗器が飛び出し、そのまま足の甲まで貫いた。


『ブモォオオオオオッ!?』


痛みに対する覚悟はあっても、刃に足を貫かれたままではまともに動けない。それでも《大剣》は剣を構えて、足を止めながらも周囲の〝闇〟を警戒する。


そのとき背後から迫る〝私〟の気配に気付いて振り返る。だが、その姿が真っ黒なことで幻影と判断した《大剣》は、本物の私を捜して気を逸らし、その瞬間、目の前にいた〝黒い私〟にダガーで股間を貫かれた。


『……グ…ガァ』


ズズンッと地響きを立てて《大剣》が膝をつき、私も自分の表面から幻影の〝影〟を剥がして息を吐く。


《大剣》は死んではいないが動けないと判断した私は、迫りくる《両手斧》に対処するため、傍観していた普通のオークたちのところへ走り出した。


『ブォ!?』


《両手斧》を引き連れて駈けてくる私に、四体のオークが慌てて武器を構える。


振り下ろされる四体の振るう武器をギリギリで躱しながら彼らの間をすり抜け、私はポーチから取り出した赤辛子の粉末を撒き散らした。


『ブモォオオオオオッ!?』


刺激物に目をやられたオークたちは、痛みと恐怖からデタラメに武器を振り回して同士討ちを始めた。


追いついてきた《両手斧》の接近を暴れるオークたちが阻み、それを見て《両手斧》は彼ら諸共私を巻き込むように【鉄砕アイアンブレイク】を撃ってきた。


「──っ」


私はオークたちを盾にして衝撃の大半をやり過ごすと、生き残っていたオークの陰に隠れて、真っ黒な二体の幻影となって飛び出した。


『ブモォオオオオオオオオオオオオ！』


《両手斧》は私が幻影に偽装した姿を見ていたことでわずかに躊躇する。だがそれも一瞬のことで、すぐに片方の幻影へと駆け出した。


何か確信があるのか真っ直ぐに一体の幻影を追うと、振るわれた斧の一撃がすり抜け、幻影をかき消した。


ハズレを引いたように思えた《両手斧》がニヤリと笑い、背後から音もなく迫るもう一体の幻影に、振り向きざま渾身の一撃を叩きつける。


『ブォッ!?』


だが、その幻影も斧に砕かれてあっさりと霧散する。


一瞬唖然とする《両手斧》は、周囲に粉砕された幻影から零れた小さな〝闇〟が散らばっていることに気づき、即座に離脱しようとした瞬間、片目を〝闇〟から撃ち放たれたクロスボウの矢に貫かれた。


『────!?』


さらにその背後から隠密で姿を隠していた私が《両手斧》の背中に黒いダガーを突き立てる。


探知能力が高い《両手斧》は、私ならいつでも見つけられると油断した。そして幻影の一つから呼吸音を〝聴いた〟こいつは、それが私だと思い込んだ。


でも攻撃はできたが、身長の関係で上位種の頭部まで私の刃が届かない。とどめを刺せない私に生き残りのオークと、さらに動けるまで回復した《槍》が駆けつけてくる。


『ボォオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


怒りの叫びをあげた《槍》が、私に向けて渾身の突きを打ち放つ。


その狙いは私の心臓──。


窮地に陥った《両手斧》を救うためには私を一撃で殺すしかない。少なくともそう考えた《槍》は、極限まで集中したランク４の精確な一撃で寸分の狂いもなく私の心臓を貫いた。


『グァ──ッ』


その精確すぎる一撃は私の胸に張り付けていた小さな〝闇〟を完璧に貫き、もう一つの〝闇〟から飛び出した穂先が《両手斧》の頭部を貫通する。


私はお前たちの強さ──ランク４の実力を信じていた。素人のように焦り少しでも精確さを欠いていたら私のほうが死んでいた。


『ブモォオオオオッ!!』


崩れ落ちる《両手斧》から《槍》へ向かう私を止めようと、最後のオークが飛びかかってくる。


「……【幻聴ノイズ】……」


囁くように闇魔法を唱えた私に、最後のオークと、怒りの形相を顕わにした《槍》が仲間を殺した武器を捨てて殴りかかってきた。


《槍》が私をその場に留めるように攻撃する。その隙を狙って背後から石斧を振り上げたオークの攻撃は──


『ガッ──』


私ではなく、その頭上を越えて《槍》の頭部を打ち砕いた。


目の痛みは取れたのだろうが、赤辛子の粉末でオークの視力は低下している。


そもそも魔物は人間よりも五感能力が高く、闇の中でもある程度なら活動できるが、だからこそ目が見えなくてもそれが出来ると考え、音を頼りに攻撃を仕掛けてきたオークは、【幻聴ノイズ】の音を頼って《槍》の頭部を石斧で攻撃してしまった。


『グガア──ッ！』


それでもまだ死ななかった《槍》が、攻撃をしてきたオークの首を抱え、怒りに任せてへし折った。その血塗れの顔が私に向けられると、その見開かれた瞳に黒いダガーを大きく背後に振りかぶった私の姿が映る。


「──【突撃スラスト】──っ！」


『ガッ……』


私の戦技が放たれ、血塗れの《槍》の顔面を真正面から貫いた。


そして──


『グァア……』


最後に残った、《大剣》のオークソルジャーが血塗れの両脚を引きずるように現れた。


元々衰弱して体力は下がっている。さらに大量の出血をすることで人間の私から見ても死にかけだが、《大剣》は死んだ仲間の亡骸を見て、杖にしていた剣を振りかぶる。


「…………」


『…………ブモオ!!』


三メートルの巨体が巨大な剣を振り下ろす。だがその刃はあきらかに遅い。


私はその剣を半歩下がるように躱し、大地にめり込んだ剣の上を走るようにして宙に舞うと、両手で逆手に持った黒いダガーを《大剣》の眉間に突き立てた。






「…………はぁ、はぁ……」


すべてのオークを殺し、魔力が枯渇してその場に膝をついた私は、魔力枯渇の兆候である飢餓状態になる前に丸薬を口に含み、最後に残った魔力回復ポーションを一気に飲み干した。


魔力だけでなく体力も使いすぎた。これまでの疲労もあるから、おそらく完全回復はできないだろう……。


でも……これで二十五体。あと半分。


私はさらに丸薬を口に入れて噛み砕くと、震える脚に力を込めて立ち上がり、残り数日の足止めをするため、オークジェネラルがいる廃村へと森を歩き始めた。







    
  
  




オークジェネラル


私一人がここまでする必要は無いかもしれない。


私一人でここまでやったのだから、もう充分かもしれない。


でも……私はそんな器用な生き方は出来ないみたい。


町の住民の避難が完了するまで、あと五日。オークたちの足止めをするため、私は暗い森を廃村まで戻る。


一度町に戻るという選択肢もあったが、オークソルジャーと戦った地点からあの町まで、距離にして二日ほどもあり、行き来で数日も時間を無駄にすれば、食料調達班が戻らないことでオークたちが侵攻を始める恐れがあった。


それでも薬品くらいは補充できたかもしれないが、その時間を移動に費やすのなら、その時間で睡眠を取ったほうがマシだと判断した。


だけど、まともな睡眠を取る暇もなさそうだ……。


翌日の夕方に廃村に辿り着くと、そこでは最後に残ったオークソルジャーの指揮の下、オークたちが残った食料を掻き集めて出発の準備を始めていた。


その様子を見るに出発はすぐではなく、今、周辺の森に出ているはずの狩猟班が戻ってから、明日の朝あたりに出発すると推測する。


おそらくだが、私が倒したオークソルジャーたちの部隊は、食料の調達ではなく町を襲う先遣隊だったのだろう。それならあの過剰な戦力も頷ける。


……本当にギリギリだった。オークたちをここに押し留めておくことはもう無理だけど、出発前に間に合った。


私は廃村の動きが分かる程度に離れた巨木に登ると、来る途中で見つけた黒ベリーと山芋の実を口に含んで、暗くなるまで目を閉じる。


この三週間でまともな睡眠も食事もしていない私の身体は疲弊している。昨日はポーションで無理矢理を回復させたが、溜まった疲労は戦闘から丸一日経過しても体力値を六割程度までしか回復させなかった。


陽が沈むまで一時間……意識的に睡眠を取って体力と気力を回復させる。


睡眠を取れば魔力も体力も起きているときの倍も回復する。溜まった疲労を回復するためにも無理矢理眠り、一時間後──陽が沈んで空が暗くなる空気で目を覚ました私は、夜の闇に紛れて音もなく動き出した。






もうオークの行動を止めることはできない。上位種を含めた三十体ほどのオークが纏まって行動を始めれば、私では手の出しようがなかった。でも、移動を始める前の、この廃村に散らばった状況なら私にも出来ることがある。


それは……オークたちの〝暗殺〟だ。


オークの状態が正常なら生命力が高い魔物の暗殺なんて難しいが、毒によって衰弱した状態の今なら可能なはずだ。


まずは廃村周辺を巡回する食料調達をしているオークたちだ。出発が近いこともあって廃村から遠く離れることもなくなったが、その代わり三体で動くこともなくなり単独で巡回していた。


「…………」


巡回するオークの先に回って木の上に身を潜め、真下に来たオークの背後に飛び降りると同時に首に糸を巻きつけ、その太い首を全体重と落下の速度を合わせて一気に絞めあげた。


『…グガァ…ア』


そのオークは襲撃されていることさえ気づかず、突然の窒息に首を掻きむしる。だけどその程度で、魔力で強化した蜘蛛糸は切れたりしない。私は半分逆さまになりながらも踵でオークの後頭部を蹴りつけ、一気に糸を絞め上げて完璧に絞め落とした。


魔物が厄介なのはこれでも時間が経てば息を吹き返すところだ。だから私は、地面にある腐葉土を【流水ウォータ】を使って水浸しにしてから、そこにオークの顔を突っ込んで窒息させた。


これで二十六体目……今はまだ血の臭いをさせたくはないので、血は流さない。


私は二体目の巡回するオークを見つけて忍び寄る。だが、そのオークは若い個体なのか怯えるように開けた場所ばかり歩いていた。


オークの太い首を一瞬で絞めあげるには、木の上から飛ぶ落下速度も重要なので、さっきと同じ手は使えない。


でも開けた場所なら別の戦い方もある。私はすぐさま黒いダガーの柄に予備の糸を巻き付け、大きく弧を描くように投げて、真上からオークに叩きつけた。


ゴッ……！


『ガ……ッ』


遠心力と魔力で強化されたダガーの柄を頭頂部に食らったオークが、白目を剥いて崩れ落ちる。すぐに近づいて最初のオークと同じ処理をしてから、死体を隠すように適当に腐葉土をまぶして次のオークを捜した。


そうやって同じようにして他に巡回していた三体のオークを始末する。もう外にオークの姿はないとして、私は次の行動に移る。


これで三十体目──。


ここまではほとんど血を流していないことで、廃村にいるオークに気づかれた様子はない。念のために魔素の色を視る暗視で周囲を確認し、私は闇に紛れて廃村の中へ侵入した。






あと半日でも時間があって、強力な眠り薬でもあればもっと上手な戦い方もできたが、生憎どちらも用意はできそうにない。そもそも強力な眠り薬はランクの高い植物系魔物からしか採れないので、簡単に用意できるものではなかった。


廃村の様子は出発が近いせいかまだ眠っていないオークがいるようだ。とりあえずオークジェネラルがいると思われる中央部を避けて、西と南の集落を潰すことにする。


西の集落には普通のオークだけでソルジャーの気配はなく、起きているオークもいなかった。


寝息が聞こえる廃屋に忍び寄ると三体のオークが雑魚寝していたので、ポーチからこの国でも珍しい小さな玻璃ガラス瓶を取り出し、その中身を少しずつ垂らした糸を伝わせてオークの口に流し込む。


これは別に毒じゃない。消毒用に何度も蒸留した純度の高いアルコールだ。


こんなものを口に流したら人間なら咽せる程度では済まないのだろうが、生物的に強靱なオークなら問題はない。


他の廃屋にいた四体にも同様の処理をして最初の廃屋に戻ると、最初にアルコールを盛ったオークたちの寝息が大きくなっていた。


私は深く眠っているオークの延髄に、血が噴き出す大きな血管を避けながら、大きな千枚通しのような黒いダガーを少しずつ埋め込みとどめを刺していく。


最後にビクッと震えて呻きが漏れたが、その個体が起きることも他のオークが気づくこともなかったので、そのままオークたちを殺していった。


私が通常戦闘時にナイフに毒を塗ったりしないのは、毒自体が乾くと効果がほぼ無くなるからだ。あらかじめ塗っておいても空気に触れているだけでも毒は劣化していく。


エレーナを攫った女盗賊が使っていたように、劣化しにくい微弱な毒ならそれを保存できる専用の鞘があるとゲルフに聞いたが、私はそれを求めなかった。


別に戦い方に拘るつもりはない。殺さなければいけない相手を確実に殺すためなら、卑怯な真似でも躊躇はしないだろう。


でも、毒にばかり頼る戦闘を続けてそれに囚われるようになれば、私が求める強さに辿り着くことが出来ないように感じた、ただの私の我が儘だ。


これで三十七体目……。


東にいた歩哨の姿はなく、その次に南の集落に向かうと、まだ起きていた三体のオークしかいなかった。


ここも西の集落ももっと沢山のオークが居たはずだが、たぶん狩猟班やソルジャーたちと一緒にいた連中なのだろう。ここの三体が起きていたのは、巡回していたオークたちの交代要員なのかもしれない。


その三体は車座になるようにして長い芋のような物を食べていた。面倒だな……しばらく見ていたがその場から動く様子もなかったので暗殺を強行する。


「──【触診フィール】──」


車座になっている向こう側の二体に【触診フィール】を使うと、耳に軽く触れられたその二体が後ろを振り返る。私は意味が分からず不思議そうにしている一体の背後に音を消して駆け寄り、そのままの勢いで延髄から口まで黒いダガーで貫いた。


『ブボッ……』


その奇妙な声で振り返っていた二体が振り返るよりも先にダガーから手を離し、殺したオークを跳び越えた私の両手が、掌底で顎を弾いて二体の顔を向こう側に戻す。


『ブオッ!?』


私の姿を捉えられなかったオークたちは、痛みと衝撃を『攻撃』と考えることができず、即座にブーツから二本のナイフを引き抜いた私は、状況を理解できていないオークたちの耳の付け根からナイフを脳まで突き刺し、二体同時に暗殺した。


これで四十体目──。


血が大量に流れたので、拡散する血の臭いにいつ気づかれるか分からない。


残りは中央にいるオークジェネラルが一体と、オークソルジャーが一体、そして通常のオークが十数体……。でも問題は数じゃない。オークジェネラルが一体だけでオーク五十体と同等の脅威があるのだから。


「……ふぅ」


不安を肺に溜まった空気と共に吐き出し、柔軟をして軽く身体をほぐす。


魔力と体力はどちらも七割程度しか回復できていない。身体も腱を痛めていたり出血などはしていないが、打撲と疲労のせいか全身に軽い痛みがあった。


……これでやれるのか？　それでもやるしかないか。


私は暗闇の中を動いて、オークジェネラルがいるはずの中央集落へ走り出す。


その場所に到着すると、私は前回の失敗を踏まえてまずは偵察を行うことにした。


私の魔素を視る〝目〟で確認しただけでも、通常のオークが十一体。そのすべてが中央の広場に集まってあの町へ侵攻する準備を終えていた。


その中央で周囲を警戒しているのは、へし曲げた若木に弦を張ったような無骨な弓を持つ一体のオークソルジャー。


そして……その奥にいる身長三メートル以上もある巨大なオークが、オークジェネラルだろう。


私は一度下がってオークたちに一番近い廃屋の屋根に上がる。


私は手甲にあるクロスボウのギミックから短矢を外して、ポーチから一番飛距離が出る鋼製の短矢を取り出すと、わずかな傷や曲がりが無いかを確認した。


師匠から譲り受けた小型のクロスボウは、本来は五メートル以内の敵を牽制する近接戦用の武器だ。その距離でも魔物の頭蓋を貫通する威力はなく、木の板を狙っても五軒以上離れたら深くは刺さらない。


この位置から見るだけでも、オークジェネラルには撃っても無駄だと感じた。おそらく遠距離攻撃は不意打ちでも避けられる。それでも屋根に登った理由は、《弓》のオークソルジャーを狙撃するためだ。


目測でその距離四十メートル。飛距離が出る鋼の矢でも頭蓋の貫通は不可能だ。だからその狙撃を有効にするためにも、私は〝奥の手〟を使うことにした。


【影収納ストレージ】から取り出した、二つの小さな白磁器の瓶。そのうちの一つから慎重に蓋を外して用意しておいた葉の上に数滴垂らして蓋を閉める。


もう一つから蓋を外して矢の先端を浸すと、蓋を閉めて両方【影収納ストレージ】に戻してからようやく息を吐いた。


薬剤に浸した矢の先端で葉に垂らした薬剤を混ぜると、途端に鋼の矢を腐食させながら強烈な臭気が立ちのぼる。


これは師匠が作った二液性の猛毒だ。一つ一つはほぼ無害だが、混ぜることで強烈な腐食毒へと変化する。今まで使わなかったのはこれが煙を吸うだけでも危険だからだ。こんなものを一日に二回も使ったら使用者にもダメージがくる。


しかも水気に弱く大気の水分に触れているだけでも効果が落ちていく。私は煙を吸わず、息さえ吹きかけないように注意しながら慎重に矢をギミックに装填し、頭の中で構成していた闇魔法を唱えた。


「──【重過ウェイト】──」


重さを変えるのではなく物体を任意の方向へ向ける闇魔法だ。これを魔術ではなく魔法と言ったのは、すでに構成を変えて精密性を上げていたからだ。


クロスボウを使う私の《弓術》スキルはレベル１でしかないが、レベル３の闇魔法で【重過ウェイト】を併用すれば、命中率と飛距離と威力を格段に伸ばすことができた。


その時、オークジェネラルが顔を上げ、《弓》のオークソルジャーが警戒の叫びをあげながら弓を構えた。


毒の臭気か魔法を使ったせいか、私に気づいた《弓》が、二メートルもありそうな弓に私の身長程もありそうな矢をつがえて一気に引き絞り、私は矢を向けられながらもギミックに魔力を流して慎重に狙いを決める。


極度の集中に汗が額に流れる。レベル４の弓術を持つ《弓》がニヤリと笑って角度を上げ、私の身体ではなく顔面に狙いを定めた。


シュパッ!!


《弓》から矢が放たれる。風を切り裂き、唸りをあげて迫り来る矢の軌道を目に焼きつけ、私もギミックからクロスボウの矢を撃ち放った。


身体強化で三割以上引き延ばされた体感時間の中で、撃った瞬間に私が首を傾げると、精密すぎる軌道の矢が髪の毛の数本を切り飛ばすように私の頭の脇を飛び抜ける。


撃たれた矢と全く同じ軌道で飛んでいったクロスボウの矢は、そのまま一瞬怯えを見せて硬直してしまった《弓》の左目を撃ち抜いた。


……四十一体目。


お前は弱くない。ただ、私のほうが少しだけ〝死〟への覚悟があっただけだ。


『グボォガァアアアッ！』


毒矢を受けた《弓》のオークソルジャーが、顔面を押さえながら絶叫をあげて崩れ落ち、矢が刺さった左目を中心に顔半分が青黒く染まると、すでにその生命は失われていた。


そのあまりの死に様に騒いでいたオークたちが静まりかえる。この毒は一度師匠の所に戻った時に厳重注意付きで貰った物だが、この威力ならそれも頷ける。


安易に頼れば、敵が死ぬ前に私のほうが死んでしまう事になるだろう。






『グガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!　!!』


雄叫びをあげて怯えるオークたちを正気に戻したオークジェネラルが、屋根の上に立った私と睨み合う。


裸の上半身に鎧の代わりに無数の金属輪を身に着け、下半身に巨大な昆虫の殻を使った鎧を着た、身の丈三メートルを超える巨大オーク。


上位種を殺したことで〝オークジェネラル〟は私を〝敵〟と見なした。






▼オークジェネラル　種族：獣亜人・ランク５


【魔力値：１７３／１９０】【体力値：３４７／７１０】


【総合戦闘力：９７３／１６２２（身体強化中：１１７７／１９６１）】▽40％DOWN


【状態：衰弱】






その視線に気づいた数体のオークが屋根にいる私を見つけて、子どもが怯えるように粗末な槍を投げつけてきた。


私はそれを避けずに外套に絡めて掴み取り、そのまま投げ返した槍が投げられそうな物を探していた運の悪いオークの首を貫通した。


──四十二体目。


戦闘系スキルがある程度あれば使ったことのない武器でも素人ではない。槍の戦技は使えないけど投げ返す程度なら私でも出来る。


『ガァアアアアアアアアアッ!!』


配下を攻撃されたことでオークジェネラルが雄叫びをあげた。即座に反応して突っ込んできたオークジェネラルは、手に持つ黒い六角棒で下から薙ぎ払うように屋根ごと私を吹き飛ばす。


二メートル半もある真っ黒な六角棒。この感じだと魔鉄製か……これだと武器破壊どころか受け流すことすら不可能だが、悪いけどお前とまともに戦うつもりはない。


突っ込んできた瞬間に離脱を始めていた私は、粉砕されて宙を舞う瓦礫の上に乗るようにして廃屋の向こう側へ飛び、脚の筋力と関節をクッションにして着地する。


ドゴォオオオンッ！


『グォオオオオオオオオオオオオッ！』


そのすぐ後に、残った壁を粉砕しながらオークジェネラルが追ってきた。


だがそこに〝私〟の姿はない。【幻影シャドウ】を囮にしてその場から離れた私は、オークジェネラルと入れ替わるようにオークたちがいた場所へと駆け戻る。


「ガッ！」


オークの一体が近づいてくる私に脅えを見せ、その勢いのまま恐怖に引き攣ったオークの顔面に黒いダガーを突き立てた。


──四十三体目。


強力な毒は対象を殺すだけでなく、それを見た者たちを恐れさせる。


私が《弓》のオークソルジャーを最初に狙ったのは上位種だったからだけでなく、その強い個体を無惨に殺すことで恐怖した者たちを縛る〝見せしめ〟だ。


オークからダガーを抜き取ると同時に、側転しながら隣にいたオークの顎を蹴り飛ばし、ガラ空きになった顎から脳を突き刺して殺す。


『ガ、ガァア!!』


それに気づいた一体のオークが石斧を構えて突っ込んできた。


だが腰が引けている。私と直接戦うことに怯えている。それではお前の攻撃は当たらない。


振り下ろされた石斧を躱し、体勢を崩して倒れ込んでくるオークの怯える瞳にそのまま黒いダガーを突き刺した。


──四十五体目。


『グガアァアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』


レベル５の《威圧》が雄叫びと共に大気を震わせ、オークジェネラルが戻ってくる。


私を見つけたオークジェネラルが駆けつけながら六角棒を振り上げ、その雄叫びに脅えから抜け出した一体のオークが錆びた槍を持って突っ込んできた。


距離は違うがタイミングがほぼ同時だと察して、私は隠密を使いながら闇魔法を唱える。


「──【幻影シャドウ】──」


【幻影】は相手の目を誤魔化すのではなく、暗視を騙す闇魔法だ。


私と重なっていた〝幻影〟と分裂するように分かれ、それでも正確に私を見定めてオークジェネラルが六角棒を振るう。だがその一撃は、幻影に騙されて割り込んできたもう一体のオークの頭蓋を打ち抜いた。


──四十六体目。


『ガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!　!!』


次々と配下を殺されたオークジェネラルが怒りの叫びをあげる。だけど私は、その時すでに開けた場所であるこの広場から、障害物のある家屋密集地帯へと走りだしていた。


オークの集団は単独で戦い足止めをするような相手ではない。どんな状況であろうと冒険者ギルドが招集をかけるか、領主の軍を待つのが正解だ。


でも単独なら単独の戦い方がある。捕捉されれば確実に嬲り殺しにされる恐怖を無視できるのなら、私のような隠密系なら単独ならではのやり方があるのだ。


その一つが最初から始めていた飲料に毒を流すこと。そしてもう一つがこのゲリラ戦になる。






廃屋の密集地帯に入ると同時に自分の魔素を大気に合わせて隠密を使い、私は暗闇の中に気配を消して溶け込んだ。開けた場所ならともかく、視線が遮られる場所ではオークジェネラルといえども簡単には私を見つけられないはず。


ドゴォオン!!


次の瞬間、隣家から轟音が聞こえて、窓から見える隣家の壁が横に吹き飛んでいく。おそらく私の気配を追えなくなった事でオークジェネラルが廃屋を破壊しているのだろう。


もう一度〝幻影〟を出して廃屋の屋根を走らせ、それを追って動き出したオークジェネラルの背後からナイフを投擲する。


わずかな風切り音を捉えたジェネラルが振り向きざまに六角棒で弾くと、その陰に飛ばしていたもう一本のナイフがジェネラルの肩に突き刺さる。


衰弱してステータスが下がっているせいか、私のナイフでも刺さることは確認できた。


『ガァアアアアアアアアアアアアアアアッ！』


私が隠れていた廃屋の壁をジェネラルの六角棒が粉砕する。


その寸前に窓の外に飛び出すように回避した私は、地面で前受け身をして立ち上がると、そのまま向かい側の窓へと飛び込んだ。


ドォゴンッ！


次の瞬間、先ほどまで居た廃屋が六角棒に粉砕され、道に出てきたオークジェネラルは私を見失って、当たり散らすように周囲の家屋を破壊する。


やはり戦闘力は下がっていても技量や感覚は別物か。毒でなくても、微量でも薬品を使えば、匂いですぐに位置を特定されるだろう。


私は暴れるオークジェネラルから離れて、単独で私を捜していた、怯えて集中力の切れたオークの背後に忍び寄り、黒いダガーを首に突き立てるようにして暗殺する。


……四十七体目。


この状態なら無理にオークジェネラルを攻撃せず、他のオークを始末したほうがいい。


オークの暗殺はかなり力を込めなくてはいけないので厄介だが、このまま少しずつオークを始末して、わずかでもオークジェネラルにダメージを与え続ければ少しでも勝機が見えてくる、……と今は信じて攻撃を続けるしかない。


（──っ！）


その瞬間、私は殺気と魔力を感じて廃屋の窓から飛び出した。


ドォオオオオンッ!!


巨大な魔力の塊が伏せた頭上を通り過ぎて、私自身も風に吹かれた木の葉のように吹き飛ばされながらも受け身を取る。


「……くっ」


何が起きた……？　衝撃が通り過ぎ、暗視で見えるノイズのような土埃が晴れると、十軒ほどもあった廃屋は基礎を残してほとんどが吹き飛ばされ、まるで更地のように変わっていた。


……たぶん、私も知らない棒術レベル５の【戦技】だと思われる。レベル４までの知っている戦技は、通常攻撃を数倍に高めるだけの威力しかなかったはずだが、レベル５になるとここまで変わるのか……。


『ブモォオオオオオオオオオオオオッ!!』


土台のみが残された場所で膝をつく私を、残り五体のオークが警戒するように間合いを取りながら、逃がさないように取り囲んだ。


そんな私に六角棒を肩に担いだオークジェネラルが悠然と近づいてくる。


これがランク５か……。同じランク５のグレイブ戦では逃げ回ることしかできなかったが、衰弱してさえ、まだこれほどの差があるとは……。


『ガァアアアアアア！』


強者の余裕か、仲間を殺された恨みでいたぶろうとしているのか、オークジェネラルが配下のオークたちに攻撃の指示を出す。


『ブモォオオオオオオオオオオオオッ！』


『ブォオオオオオオオオオッ！』


五体のオークたちが一斉に襲いかかってくる。毒の恐怖も彼らの支配者であるジェネラルが間近にいればほとんど意味をなさない。


突き出される錆びた穂先を黒いダガーで逸らし、背後から襲ってくる石斧を前転するように回避する。


「っ!?」


その瞬間を狙って体勢を崩した私に金属の塊が飛来する。ギリギリで避けた地面に金属塊がめり込むように突き刺さり、その隙に背後から迫っていたオークの棍棒が私を弾き飛ばした。


「ぐっ！」


咄嗟に左手の手甲でガードできたが、一割ほども体力が減っていた。


飛んできた物は……オークジェネラルが身に着けていた金属の腕輪か。どうやら私に〝戦闘〟をさせるつもりはないらしい。


闇魔法を使う？　でも、五感を騙す幻術を観察されている状態で使って、本当に騙すことが出来るの？


たとえ〝幻影〟を数体出せても、入れ替われない状態では攻撃をすべて躱しきれるか分からないだけでなく、少ない魔力を無駄に消費することになる。


『ガァアアアアア！』


再び襲ってくるオークたち。振り下ろされる棍棒を躱してダガーを向けると、その瞬間にオークジェネラルの腕輪が飛んでくる。


「──っ！」


集中力が分散され、どちらも半端な避け方をしたせいで腕輪が脇腹を掠めて、背後から繰り出された槍が私の肩を掠めた。


「──【幻影…」


無駄になるとしても使うしかない。だが、魔法を使おうとした瞬間にオークジェネラルから腕輪が飛んでくると、それを躱した先で別のオークに蹴られて魔法の構成が霧散した。


さらに襲ってきた錆びた槍を躱すために地面を転がり、私は猫のように地を這って、攻撃も出来ずにオークたちの攻撃を避け続けることしかできなかった。


オークたちが残酷ざんこくな笑みを浮かべながら、また私を取り囲む。すでに私は攻撃どころか立ち上がることさえ許されていない。


……そういえば、ヴィーロと最初に会った時も追い詰められて、四つん這いで大地を爪で掴んでいた。それは何のためだっけ……？


ああ、そうか……。


「二足に拘る必要もないか」


『……ブモォオオオオオオオオオオオオッ！』


私が声を出したことで、警戒した一体のオークが槍で突いてくる。


でも、無理に立ち上がることは、もうやめだ。


伏せた状態から片足で地面を蹴って腰の重みで位置を変え、片手を中心に地面を滑るように回転して槍の穂先を躱した私は、猫が爪で裂くようにペンデュラムの糸をオークの足に巻き付けた。


『ブォオオオオオオオッ!?』


私が見せた異様な動きに、一瞬動きを止めたオークが怯えたように槍を繰り出し、ジェネラルから腕輪が飛んでくるが……もう遅い。


「──【重過ウェイト】──」


わずかな一瞬の隙に魔法を使い、糸を足に巻かれて混乱したオークが足を引く勢いで、重さもないように起き上がった私は、そのまま糸を巻かれたオークの眉間に黒いダガーを突き立てた。


──四十八体目。


以前戦った女盗賊は軟体を使って意表を突く回避と攻撃をしてきた。破壊力の乏しい斥候職では敵を混乱させることは重要な意味を持つ。


『ガァアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』


突然動きが変わった私に、身を乗り出すようにしてオークジェネラルが腕輪を投げ放つ。それと同時に繰り出されたオークたちの棍棒も、私は猫のように伏せて回避した。


その体勢のまま蹴り足と腰の重みで回転するように位置を変えると、加重方向を変えた【重過ウェイト】の効果で滑るようにオークの脚の間を潜り抜け、その脚に糸を巻き付けながらブーツに仕込んだ刃物でオークの股間を蹴り上げた。


『グガァ……』


『ガァアアアアアアアアアアアッ!!』


その様子に焦りを覚えたのか、オークジェネラルが六角棒を持って飛び出してくる。鋭い六角棒の攻撃に後ろに倒れるようにして糸を強く引くと、股間を蹴られたオークがよろめいて六角棒に頭を砕かれた。


──四十九体目。


地に匍う私を踏み潰そうとするジェネラルの足を、私はオークに絡ませたままの糸を引いて滑るように躱すと、一瞬の戸惑いがジェネラルの動きを遅らせた。


──今だ！


【重過ウェイト】の効果と張り詰めた糸を使って全身の筋肉を弓のように引き絞り、一本の矢の如く高速で解き放たれた私の身体はオークジェネラルの動体視力を超えて──


「ハァア！」


『ガァアアア!!』


迎撃しようと繰り出された六角棒の動きさえ超えて、黒いダガーが奴の顔面を引き裂いた。


『グォオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


顔面を引き裂かれたオークジェネラルが苦痛の呻きをあげる。


オークジェネラルとすれ違うように飛び越えた私は、そこにいた運のないオークの眉間にダガーを突き立てるようにして着地すると、一瞬だけ脱力感に襲われて荒い息を吐く。


浅かったか……。あの速度でダガーを突き立てれば、オークジェネラルといえども致命傷を与えられたはずだが、あの速度でもジェネラルはわずかに顔を逸らして直撃を回避した。


逆に回避されるのなら黒いダガーではなく、修理している黒いナイフのほうがダメージを与えられたと思うが、ナイフではそもそも〝決めて〟に欠けるのでその仮定には意味がない。


「…………」


それよりもこの脱力感はなんだろう？　この感覚は……初めて【身体強化】を使った時と似ていた。……ううん、少し違う。初めて【戦技】を使った時のような脱力感と筋肉に溜まる熱を感じた。


集中して全身に魔力を流してはいたが何が原因なのだろう？　そのおかげで想定したよりも速度が出たのだと思うが、今はそれを考察している暇はない。


残りはこのオークジェネラルと、私に怯えた視線を向けるオークが二体のみ。他にも狩り残した個体がいるかもしれないが、ここにいないのなら放置しても良いだろう。






『……オマエ……』


ジェネラルが顔の傷に当てた手の隙間から私を睨んで、『言葉』を漏らした。


こいつ……上位種は知能が高いと聞いていたが、人の言葉を話せたのか。オークジェネラルは声帯構造の違いか、一言ずつ区切るように声を漏らす。


『ヒトゾク…ノ、女。ナゼ、我ラ、オソウ？　ナカマ、殺ス、ナゼダ？』


「…………」


オークたちからしてみれば、私は集落を襲って仲間を殺した〝悪〟なのだ。


見方が変われば正も邪もまた変わる。人族や亜人を含めた〝人間種〟が正義であるとは限らない。人族の敵である魔族にも敵対する理由はあるはずで、恐れられる魔族にも師匠のようなお人好しもいる。


だけど、そんな事になんの意味があるのだろう？


お前の主張は理解した。だが私にも引けない理由がある。


「……お前たちに恨みはない。動物でも縄張りに他者が入れば、子を護るために命を懸けて戦う。お前たちは現れた時から〝敵〟だった。ただそれだけだ」


すべての者が満足できる世界ならそもそも争いは起こらない。奪いに来たのなら奪われる覚悟もあるのでしょう？　それは人間でも同じだ。だからこそ争いは終わらない。


『……ワカッタ』


私の単純な〝答え〟に目を細めて何かを考えていたオークジェネラルは、血塗れの顔から手を離して魔鉄の六角棒を両手で構えた。


その構えからは強者としての驕りはなく、私を襲撃者ではなく〝難敵〟として認めたのだと感じられた。そんなジェネラルの想いを感じたのか、怯えていた二体のオークも武器を握りしめてオークジェネラルの横に並ぶ。


『ワガ名ハ、ゴルジョール。センシ…ヨ、〝名〟ハ？』


「……アリア」


『ソウカ……ユクゾ、アリアッ!!』


吼えると同時にオークジェネラル──ゴルジョールが爆風の如く飛び出して六角棒を私へ叩きつけた。


私はギリギリで掠るように回避する。伏せた地面に片手を突いて片足で地面を蹴り、止まることなく流れるように移動しながら、私を追ってきたオークの一体に真下から逆立ちをするようにブーツの刃を顎に叩き込む。


『ガァアアアアアアアアアアアッ!!』


とうとうゴルジョールが本気になった。


毒で弱体化していると言っても、ランク３の私とは技量に大きな隔たりがある。対抗できるのは速度のみ。ステータスこそ下がっていないが蓄積した疲労から私の魔力と体力もすでに半分を切っていた。


この状態でも私に勝機は残っているのか？　先ほどまでは最悪逃げることも視野に入れていたが今はもうその考えは捨てている。


ゴルジョールは私を敵として認め、強者の驕りを捨て、衰弱した身体でも誇りをもって戦いに臨んでいる。今のゴルジョールから逃げれば、私はもう二度とこの〝舞台〟に上がれない気がした。


私の望む強さは〝力〟だけじゃない。私は〝心〟で強くなる。


咽を抉られたオークが泡のような血反吐を吐きながら崩れ落ち、そのオークを目隠しにして迫っていたゴルジョールが六角棒で突きを繰り出した。私は仰け反るようにそれを躱して、地を這うように距離を取る。


棒術は分かりやすい脅威である刃が無いため攻撃の幅が広い。槍のように突き、大剣のように薙ぎ払い、鎚のように打ち砕く。


ゴルジョールの敏捷値が下がっているので互角に戦えているように見えるが、一撃でも直撃すれば全身の骨が砕かれるだろう。


「──【影攫いシャドウスナッチ】──」


私は闇魔法で四つの〝闇〟を創り出すと同時に周囲にばらまいた。


『ガァアアアアアアアアアアアアッ！』


ゴルジョールが〝闇〟を警戒しながら頭上で六角棒を旋回させ、そのまま端を掴んで叩きつけてきた。


六角棒と腕の長さで三メートル以上の距離を一瞬で詰められた私は、歩法を使ってスライドしながら、ゴルジョールの頭の脇に浮かべた〝闇〟から自分の影を使ってクロスボウの矢を放つ。


ゴルジョールは撃たれた矢を目で見て躱し、六角棒が打ち砕いた大地の破片が私の身体を打ち据える。だが、それで生まれたわずかな隙に私は再び距離を取って追撃だけは防ぐことができた。


「…………」


ゴルジョールが警戒しているせいで私は魔法を有効的に使えずにいた。


使い勝手の良い【影攫いシャドウスナッチ】だが、欠点もある。


空間系の闇魔法は効果を及ぼすために物体を魔素で覆う必要があり、【影収納ストレージ】くらいなら糸の束を繋げていてもペンデュラムを外に出せるが、影から影へと転移させるには完全に隔離する必要がある。


《槍》のオークソルジャー戦では直に触れていたので影を渡らせることが出来た。


《大剣》が暗器を踏んだときは闇に包んだまま完全に隔離していた。


だから、影に刃を突き立てて離れている場所を攻撃するような真似は出来ず、【影攫いシャドウスナッチ】で送れるのは投擲系か魔術のみだった。


でもね、ゴルジョール……お前は闇魔法の奥深さを知らない。


『ガッ!?』


ゴルジョールが弾き飛ばした〝闇〟の一つがひび割れると、中から零れた光の玉が一瞬だけ強烈な閃光を放つ。


空間系闇魔法は術式を内包して様々な現象を起こし、先ほどの〝闇〟には、生活魔法の【灯火ライト】を持続ほぼ零ゼロにして直接送り込んでいた。


光と闇で相殺する可能性もあったが、無属性の魔素で【灯火ライト】を覆っていたことで消えることなく発動し、目潰しとして発光した瞬間に私はゴルジョールへ全力で飛び出した。


「はぁああああああっ！」


まだ残っていた【重過ウェイト】の効果と【身体強化】を使い、常人の倍の速度で五メートルの距離を一気に詰め寄り、目を押さえるゴルジョールに黒いダガーを突き出した。


『グガアアッ!!』


だがその渾身の一撃は最後に残っていたオークの胸を貫いていた。


ただの偶然か、光に目を焼かれてさえそれでもゴルジョールを庇ったのか。どちらにしても胸骨を貫いて根元まで埋まったダガーを抜こうとしたその瞬間、ゴルジョールが目を瞑ったまま、そのオークごと私を六角棒で弾き飛ばした。


「かはっ！」


地面を転がった私の口から血が溢れる。それでもまだ致命傷じゃない。おそらく暗視に頼らずに探知のみで反撃をしたのか、大柄なオークの身体がクッションになって直撃だけは避けられた。


『グゴ……』


ゴルジョールが痛めた目を細めるように私を睨めつけ、再び両手で六角棒を構えると、私も足に力を込めて立ち上がる。


骨はたぶん折れていない。筋も腱も酷く痛む箇所はないが、それでも体力値が限界ギリギリまで低下しているのが自覚できた。


光魔法の【高回復ハイヒール】を使えば体力と傷を回復できるが、ゴルジョールがレベル３の魔法を構成する時間を与えてくれるとは思えず、それを使えても魔力はほぼ空になる。


慣れている【回復ヒール】なら隙を見て使えるかもしれないけど……いや、止めておこう。ここで微々たる回復をして魔力を消費するなら攻撃に回したほうがいい。


たとえ体力の回復が出来たとしても決め手がなければ意味がない。


これが斥候職の弱点だ。魔術師や戦士系と違って生き残りには長けていても、私には〝決め手〟がないのだ。


今まではなんとかなった。刃を刺せるのなら誰であろうと殺せると思っていた。普通の冒険者ならそれでもいい。だけどランク５以上の〝強者〟を一人で相手にするには、それだけでは足りないと思い知らされた。


〝決め手〟がいる。ゴルジョールが使った【戦技】のような、強力な一撃が。


「…………」


『…………』


ゆっくりと向かい合い、私が腰を落として黒いダガーを構えると、何かを感じたのかゴルジョールも覚悟を決めるように腰を落として、腰を捻るように六角棒を大きく振り上げた。


ゴルジョールが使うレベル５の【戦技】だ。彼の中の魔力が高まっていくのを感じながら、私は思考を加速させて息を吐く。


思い出せ。さっきの感覚を。ゴルジョールの顔を斬り裂いた一撃を。


身体強化を鍛えることで魔力制御のレベルも上がって、戦技を扱う無属性魔法のレベルも上がる。


どれか一つで完結はしない。この三つのうちどれか一つが欠けていてもダメなんだ。戦技を使う近接戦闘スキルは、ただの発射台に過ぎない。


身体強化で全身に流れる魔力を〝目〟で視ると、無属性の魔素だけでなく微弱だけど属性のある魔素も混ざっていた。


今までは気にしなかった。それが普通だと思っていたから。でも魔力を水に喩えるのなら、それは雑味のようなものではないだろうか？


あの一撃は、極度に集中した結果だ。私は周囲から魔素を取り込んで自分の魔力を染め上げ、属性魔法を使ってきたが、集中したことで魔力にする前の自分の魔素を使ってしまったと考えた。


自分の中にある魔素は純粋な無属性だ。その状態では効率が悪いからこそ魔力に精製するのだが、その過程で様々な属性も混ざっていた。


無属性魔法を使うのなら純粋に無属性の魔力だけを使うべきなのだ。


それなら今度は自分の意思で、魔力から属性を排除する。普通なら出来なくても、魔素の色を視る私の〝目〟なら出来るはずだ。


……集中しろ。ピンセットで砂から鉄の粒を摘まむような繊細さで雑味を捨て去り、透明な硝子を創り出すように無属性の魔力を精製する。


「……っ！」


目に視える無属性の魔力が透明度を増していくと、全身の血液に沿って流れる魔力の速度が増していく。その魔力の速度に全身の筋肉が熱を帯びて、戦技を使う寸前のような状態へと変化した。


『ガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』


私の魔力を察したゴルジョールが振り上げていた六角棒を振り下ろし、彼の【戦技】を撃ち放つ。


極度に集中して加速された思考の中で、振り下ろされた六角棒の魔力が地面を打って衝撃波が発生して放たれるのが知覚できた。


私の全身を駆け巡る魔力が、制御できずに瞬く間に消費されていく。


その瞬間に地を蹴り飛び出した私の身体は、身体強化の限界さえ超え、目に映る光景さえ置き去りにして、放たれたゴルジョールの衝撃波が地を奔る前に飛び越え、目を大きく見開いたゴルジョールを打ち抜いた。


『──ッ!!』


「──っ！」


ドシャァアアアアアアアアア──ッ！


その反動に耐えきれずに吹き飛ばされた私の身体が、ゴルジョールの背後で数十メートルも転がっていく。


「……かはッ、ケフッ」


大地に大の字になり激しく咳き込んだ私の口から血が溢れ、瞳だけを向ける視界の向こうで、ゴルジョールの巨体がゆっくりと仰向けに倒れるのが見えた。


ほぼすべての魔力と体力を失い身動きすら出来なくなった身体で、ゴルジョールの眉間に深々と黒いダガーが突き刺さっているのを瞳に映した私は、彼の死を確認して黙祷するように目を閉じるとその意識は静かに闇の中へと包まれていった。






▼アリア（アーリシア）　種族：人族♀・ランク３


【魔力値：４／２５０】△10UP　【体力値：７／２００】△10UP


【筋力：９（12）】【耐久：９（12）】【敏捷：13（17）】【器用：８】


《短剣術レベル３》《体術レベル４》△1UP　《投擲レベル３》《弓術レベル１》


《防御レベル３》《操糸レベル４》


《光魔法レベル３》《闇魔法レベル３》《無属性魔法レベル４》△1UP


《生活魔法×６》《魔力制御レベル４》《威圧レベル３》


《隠密レベル４》《暗視レベル２》《探知レベル４》《毒耐性レベル３》


《簡易鑑定》


【総合戦闘力：６１２（身体強化中：７３２）】△36UP







新しい武器と懐かしい顔


「様子はどうだっ？」


「とりあえず何もない。……不気味なくらい静かだよ」


尋ねてきた町の兵士に、櫓の上で見張りをしていたランク２の冒険者ケビンが、町の外に広がる刈り取られた麦畑とその向こうに見える森に険しい表情で目を向けた。今は収穫を終えていたのでそこまでの被害はないが、この状況が続けば種まきにも影響が出かねない。だが、ケビンが険しい顔をしている理由はそれだけではない。


町の住民が本格的な避難を始めてから一ヶ月近くが経ち、現在では動ける住民の退避はほぼ終了したが、まだ動かせない病人やその家族が残っている。対策として町の中央にある公民館のような場所に集まってもらっているが、その移動にもまだ数日は掛かるだろう。


この地の領主であるホーラス男爵が寄親であるトーラス伯爵に救援を求め、ようやく他の貴族家も含めて一千四百人の兵を出す準備が整った。


実際にはランク１の兵士はオーク討伐が済むまで周辺や村の警護となるが、ホーラス男爵の兵と合わせて二百人近いランク３の兵士が集まる算段になっている。


冒険者ギルドでも、見つかったランク４の斥候がすでに男爵領に到着し、現在ギルドマスターと共に、男爵領のランク３冒険者でオークジェネラルを倒す方法がないか協議を始めていた。


その情報に余裕が生まれた男爵も自分の町から五十人の兵士を先行して送り出し、今はこの町の兵士たちと協力して住民の退避を行っている。


冒険者ギルドもランク４の冒険者が到着したことで、町の支援のためにギルド依頼を出すと、ランク３のパーティー二つが名乗り出て、ケビンたちのパーティーと共に突発的なオークの襲撃に備えていた。


オークの新しい情報はまだ届いていない。危険な任務であり、斥候が尻込みしているのもあるが、それを持ち帰るはずのランク３の少女がまだ帰還できていないからだ。


「約束通り、動ける住民の避難は間に合いそうだ。この前やってきたオーク共もケビンたちが蹴散らしてくれたからな」


以前は門周りの警戒をしていた顔見知りの兵士が、石垣の裏に作った足場に登ってケビンと同じ方角に顔を向ける。


三週間以上何の動きもなかったが、数日前に町の外にある倉庫から食料を持ち出そうとしていたオーク五体を発見し、ケビンのパーティーとランク３のパーティーが連携してそれを仕留めていた。


「オークなんて、噂ほどじゃなかったさ。あいつが行かなくても、俺たちだけでもなんとかなったんだよっ。どうせ大したことは出来ないんだから、さっさと逃げ帰ってくればいいんだ！」


「ケビン……そんなことを言って、あの子を一番心配していたのはお前だろ」


「ち、違うぞ、俺はあいつが勝手に動いたのを怒っているだけだっ！」


一ヶ月前、住民の避難が完了する時間を稼ぐと、アリアという少女が一人でオークの集落へ向かっていった。


十代前半ほどの少女にも拘わらず、ランク２ではまるで及ばない実力を持つアリアを誰も止めることができず、ボコボコにされて途中で気絶してしまったケビンが目を覚ました時には、すでにアリアは出発した後だった。


「俺の言うことなんて真に受けて、あいつが一人でやることなんてないんだよ……」


沈んだ声でそんな呟きを漏らすケビンに顔見知りの兵士は訳知り顔でニヤリと笑う。


「綺麗な子だったよなぁ……殴られて惚れたか？」


「ばっ、バカヤロウ！　あんなガキに惚れるわけないだろっ！」


まだ幼さは残るが目を引くほどの美しい少女だった。少女に不満を持っていたときは気づかなかったが、よく思い返してみれば細々とした部分で気を遣われていたと気付けた。


少女はケビンを、甘やかすのでも突き放すのでもなく、最初から一人の戦士として扱ってくれていた。だからこそ、厳しい言葉を使いながらケビンを鼓舞こぶし、自身はそれを実行するように一番危険な任務に赴いた。


町にいる兵士や冒険者の一部は、すでに殺されているとか、最初から逃げ出していると言って彼女を貶めたが、それに一番怒って反論したのがケビンだった。


あの少女が逃げるはずがないと、何故かそれだけは自信を持って言えた。


そのケビンの言動はどう見ても『後輩冒険者』に対するものではなかったが、それは口には出さずに町の兵士は話題を変える。


「まぁ、それはともかく、オークたちの実力が大したことがなくて良かったな。オークはランク３の魔物だと聞いたが、本当は噂で聞くより強くないのか？」


「それは違うぞ」


いつの間に来ていたのか、この町に駐在しているランク３パーティーの斥候が石垣の足場に登ってくる。彼はオークが発見された時に領主の要請でオークの戦力を調べた斥候で、その脅威を知っているからこそ、今回の防衛にパーティーで参加していた。


「ドイルさん……どういうことですか？」


以前ケビンが見かけた時にはかなり強かった印象があったが、この前現れたオークは、このドイルのいるパーティーと連携したおかげもあるが、あっさり倒せて拍子抜けしたほどだ。


そんなケビンの疑問顔にドイルが一拍おくように煙管に火をつける。


「俺が奴らの集落に潜入したのを知っているだろ。この前やってきたオーク共の様子がおかしかったので鑑定してみたんだが、あいつら全員衰弱して戦闘力が半減していた。まるで〝誰か〟に毒でも盛られたようにな」


一体程度ならそんな事もあるだろう。だが、すべてとなると話が変わってくる。


三十代半ばの熟練斥候であるドイルがそう言って、煙管を吸って煙を吐くと、それに真実味を感じてケビンと兵士が顔を見合わせた。


「まさか……あいつが？」


「時間を稼ぐとは言ってたが……」


ケビンと兵士の脳裏に灰かぶりの少女の姿が浮かぶ。それを聞いてはいたが実際に会ったことのないドイルは二人に軽く首を振る。


「そうとは言っていない。俺もあの廃村の中心部には入れず、村の周辺から観察することしかできなかった。分かるか……？　『怖かった』からだ。見つかれば確実な死が待っている。もしあれだけの数のオーク全体に毒を盛ろうとしたら、最低でも十日以上、気づかれないように潜入し続けないといけない。……悪いが、そんな胆力は俺にはないな」


「「…………」」


熟練の斥候が自分では無理だと言った。だとしたら、どうしてオークが衰弱しているのか？　確認されている上位種が姿を見せない理由はなんなのか？　そもそも一ヶ月以上もオークが侵攻してこないのは何故か？


「おいっ、何か来るぞっ！」


離れたもう一つの櫓にいる兵士から声があがり、ケビンたちが柵に飛びつくように麦畑のほうへ目を凝らすと、遠くから長い棒のような物を持った小柄な影が近づいてくる様子が見えた。


「あいつ……っ」


「おい、ケビンっ！」


目を見開いたケビンが門のほうへ駆け出し、兵士とドイルもその後に続く。


集まってきた他の冒険者や兵士と一緒に門から外に出ると、先頭を駈けていたケビンがその人物に近づいてその名を呼んだ。


「アリアっ！」


「……ケビン？」


泥だらけで擦り切れた、襤褸ぼろになった外套を纏ったその少女は、毛皮で出来た袋を引きずりながら巨大な棒を肩に担ぎ直して、近づいてきた彼らに疲労の浮かんだ顔を向ける。


その鬼気迫る雰囲気と、頬や髪に残る返り血の痕にケビンが息を呑み、顔見知りの兵士が前に出て気圧されたような顔で声を掛けた。


「あんた、どうしてたんだ？　オークはどうなった？」


「……オークはもう襲ってはこない。少しは残っているかもしれないけど、少なくとも上位種はもういない」


「いないって……何を言ってるんだっ！」


「待て、ケビン」


詰め寄ろうとするケビンを止めて、ドイルがアリアの持つ黒い棒に目を向けた。


「なぁ、一つ聞かせてくれ。……その魔鉄の六角棒は、オークジェネラルが持っていた武器じゃないのか？」


ドイルの言葉の意味を理解できずに困惑する冒険者や兵士を無視して、アリアがドイルに顔を向けた。


「欲しい？　持ってきたけど、結構重い」


「……いや、結構だ。もう一つ聞かせてくれ。オークはもういないのか？」


「森や廃村に転がっているから、勝手に確認して。疲れているから行っていい？」


「……わかった」


かなり疲弊した顔のアリアに、ドイルは森でオークの上位種を発見したときと同じ戦慄せんりつを覚えて、思わず後ずさるように道を空けた。


「お、おい……」


アリアを呼び止めようとしたケビンの肩をドイルが掴んで静かに首を振る。


その小さな背中が町の門のほうへ消えていくと、険しい顔をしたドイルが兵士や他の冒険者に声を掛けた。


「誰か、俺の仲間を捜して集会所に集まるように言ってくれ。これから森とオークの集落を確認しに行く」


その日のうちにドイルとケビンのパーティーが探索に出発し、その数日後、深い森とオークの拠点となっていた廃村で、心臓から魔石を取られた、上位種を含めた五十以上のオークの死体が発見された。


その後、詳しい事情を聞こうと彼らが町に戻ると、灰かぶりの少女の姿はすでになく、ドイルは斥候という仕事柄、各地で聞いた噂や、盗賊ギルドなどと関わりのある者から聞かされたとある情報を思い出した。


単独で暗殺者ギルドの支部を壊滅させ、暗殺者ギルドそのものと敵対し、幾つかの街で複数の盗賊ギルドを潰してその場にいた者をことごとく皆殺しにした人物は、まだ幼い少女だという。


ドイルも聞いたときはとんだ与太話だと思った。その話が真実だとしても、どれかが誇張されて面白おかしく伝わっているのだと高を括っていた。


だが、実際にその現場を見て運良く生き残った者は、恐怖に怯える顔でそれが真実だと語り、ドイルはその少女が向かったであろう男爵が住む町の方角へ視線を向けて、ぼそりと呟きを風に零した。






「本当にいたのか……〝灰かぶり姫〟……」


＊＊＊


あの日……ゴルジョールを倒して気を失った私が目を覚ますと、青い空が広がっていた。


極度の体力と魔力の減少。あとわずかでもダメージを受けていたら、昏睡したままで飢餓状態になってそのまま衰弱死していただろう。


目が覚めても身体が動かなかったのは、限界以上の身体能力を使用したため、全身の筋肉や腱に相当な負荷が掛かったからだと考えた。


その他にもダガーを突き刺した時の急減速の反動で、右腕上腕部の骨が折れて肩の関節も外れ、全身に複数箇所の打撲や内臓にもダメージを受けていた。


……自分でも不思議なほどよく生きていたものだ。


頭部に怪我がなかっただけ幸運だった。頭部にもダメージを受けていたら目を覚ますこともなかっただろう。


意識が復活して朦朧としながらも現在の状況を把握した私は、わずかに回復した魔力で生活魔法の【流水ウォータ】を使って顔の周りに水を出し、泥水を啜るようにして少しでも気力を回復させた。


この状態で、もし一体でもオークの生き残りがいたら、何も出来ずに殺される。


全身の魔力経路がおかしくなっているのか、流れる魔力量が一定でなくなり苦労したが、レベルだけは上がっていた魔力制御で調整し、【治癒キュア】で少しずつ身体の修復を行いながら、動くようになった震える手でわずかに残った栄養補給の丸薬を口に含み、そうして丸一日経ってからようやく動けるまでに回復した。


疲労とダメージが蓄積して、体力と魔力が半分以上に回復しなくなっていた。


でも、ここにいても回復するまで時間が掛かると判断した私は、やる事をやって、ここから離れることにした。


死んでいるゴルジョールの眉間から黒いダガーを回収すると、鋼のナイフを使って、その胸から魔石を摘出する。私は冒険者だ。憎しみでは殺さない。だから魔物である彼の死を無駄にはせずに私の糧とさせてもらう。


オークが収集に使っていた毛皮の袋を見つけて、廃村を回ってすべてのオークから魔石を取り、出来る限りだが投げたナイフを回収する。


その夜は山菜と長芋を焼いて、塩を入れた湯を飲み干し、一ヶ月ぶりに温かな食事を摂ると陽が昇るまで泥のように眠り、朝になって廃村を後にした私は森に放置していたソルジャーたちの魔石も回収しながら町へ戻るために歩き出した。


ゴルジョールが使っていた魔鉄の六角棒を持ってきたのはただの気まぐれだ。


戦利品と言うつもりはないが、知らない誰かが勝手に使うのも気に入らなかったのでとりあえず持ち帰ったが、重いので途中で後悔した。






あの小さな町に戻った私は、ケビンを含めた冒険者や兵士に脅威が無くなったことだけを伝えて、後の処理を丸投げした。


疲れていて説明が面倒だったのもあるけど、詳しい説明なんてしなくても現場を見れば勝手に納得するだろう。どうせ私がしたことを説明しても信じてもらえるか微妙なので、そのほうが信じさせる面倒がなくていい。


町の中は、オークの襲撃に備えて避難が進んでいるのか、兵士以外の住民の姿は見えなかった。


「…………」


時間を稼ぐはずが予定以上の事もしてしまったけど、最悪の事態は防げたのだから問題はない。……たぶん。


そんな町の中で扉が開いたままの宿屋を見つけて中に入ると、おそらく冒険者か兵士が詰め所として使っていた場所らしく、そのまま宿屋の隅を借りて外套に包まるように目を瞑る。


今はまともな食事よりも安全圏での睡眠が欲しい。人がいる場所が安全とは限らないが、野生の獣や魔物が彷徨うろついている場所よりはマシだろう。


男ばかりしか居なかったのか、テーブルの上に放置されていた乾いたチーズと、焼き固めたパンを見つけたので水で胃に流し込み、充分に睡眠を取って目を覚ますと、体力と魔力が七割程度まで回復するようになっていた。


起きたとき、ちょうど戻ってきていた兵士に様子を聞くと、私が寝ている間に冒険者と兵士の一部が、オークがいた廃村へ向かったと言っていた。


彼らが帰るのを待つ必要もない。説明を求められるかもしれないけど、どうせギルドでも話すのだから二度手間をする趣味はないので、そのままギルドのある町に向けて出発することにした。


街道を歩き出してから気付いたけど、疲労はあっても身体のキレが前以上に感じるのは、《体術》と《無属性魔法》のレベルが４に上がっていたせいだった。


属性魔法や戦闘系スキルが上がっていないので、まだランク３のままだけど、身体能力面では限りなくランク４に近づいたはずだ。


これで私は〝強者〟がいる舞台に、ようやく一歩踏み出した。


行きは駆け足で移動したが帰りは徒歩で戻る。まだ本調子でないのもあるけど、身体強化にまだ若干の不安があったからだ。


ゴルジョールを倒したあの技……たぶん身体強化が暴走したような状況になったのだと思うが、魔力を一気に消費して身体にもかなりの負荷を受けた。


このような現象は師匠にも聞いたことはなかったけど、武器に詳しいガルバスなら何か知っているかも？






そして一ヶ月ぶりに大きな町に戻ると、オーク対策か見張りの数が増えていた。


どうせオークの脅威が無くなったことが確認されるまで解除されることはないので、特に気にすることもなく門に向かうと、襤褸になった外套のせいで不審な目を向けられたが、冒険者ギルドの認識票タグを見せるとランクと外見に驚かれてあっさり中に通された。


一ヶ月ぶりの町だが特に変わりもなく、途中にあった露店で足りなくなった野草類を買い足しておいた。


本来ならまずは冒険者ギルドに出向いて、あの受付嬢あたりに簡単な説明をするべきなのだろうが、私はギルドには寄らずに最初にガルバスの工房へと足を向けた。


いつものように裏通りに入ると隠密を使って音もなく移動する。周囲を注意深く警戒して盗賊ギルドの〝目〟が無いことを確認してから、ガルバスの工房の扉を軽く叩く。


「ガルバス、いる？」


中から鎚の音がするのでたぶん居るとは思うけど、そのせいで聞こえていないようだ。一応、声を掛けて中に入ると、鍛冶場で何かを作っていたガルバスが私に気づいて目を見開いた。


「灰かぶり……おめぇ、ボロボロじゃねぇか」


ゲルフの作った防具は汚れる程度で済んでいるが、ただの革製である外套はまた買い換えないとどうしようもないほどに傷んでいた。


「戦闘があった。武器は出来ている？　それとこれ、お土産」


「……お前は説明が下手だな。だが、こいつは……」


肩に担いでいた〝お荷物〟だった魔鉄の六角棒を渡すと、それを受け取ったガルバスが珍しそうにジッと見て唸り声を漏らした。


「うぅむ……やけに古いもんだな。技術は粗いが、相当使われているのに曲がりも反りもねぇってことは、かなり純度の高い魔鉄だな」


一目でそこまで分かるのか。


「ガルバスはこれで武器を作れたりする？」


「魔鉄の塊だから、そりゃ色々作れるが……おい、灰かぶり。これをどこから持ってきた？」


「オークジェネラルが使ってた」


「……はぁ!?　オークジェネラルって言ったかっ!?」


「うん。それをあげるから一つ教えて欲しいんだけど」


まずはこれまでの経緯を簡単に説明して暴走した身体強化の話をすると、呆れを通り越して頭を抱えたガルバスが深く溜息を吐いた。


「この……バカヤロウがっ!!　冒険者に無茶をするなってのは無理な話だが……ちっとは自分の身体も大事に使えっ！」


「ごめん……」


「……それで、奇妙な身体強化の話だったな。俺は戦闘に関してはランク２程度の力しかないが、それでも武器に関することなら詳しいつもりだ」


私を叱るようにジロリと見て、コップに酒を注いだガルバスは一気に呷ってから話を始める。


「武器を作る以上、戦技を使うことを前提とした武器を作る。だから若い頃に色々調べてみた。今の戦技になったのはこの二千年くらいだが、それ以前も戦技はあった。お前が使ったのは、おそらくその『原初の戦技』だろう」


私が使ったのは、今のように【身体強化】と【戦技】として体系化される以前の、その基になった技とも言えない〝現象〟だとガルバスは言った。


暴走する身体強化の〝熱〟は自分の力を高めてくれるが、それは諸刃もろはの剣つるぎだ。その熱を使えるように無属性魔法で制御して、一点に放てるようにしたものが【戦技】になるそうだ。


それなら、これを利用して新しい自分の戦技が作れるのかというと、そんな簡単な話ではない。


「戦技は、精霊が作ったものだからな」


そう言ったガルバスがまた酒を呑んで、続きを教えてくれる。


戦技は単音節の無属性魔法と言われているが、使っている単語は『精霊語』ではなく人間種が使う『共用語』だ。オークのような魔物は言葉ですらなく『雄叫び』だけで戦技を使っていた。


つまり普通の魔術で使う『火矢』や『石礫』のような〝発動ワード〟と変わらない。


なのに、どうして声に出す必要があるのかというと、その発動ワードの〝意味〟自体が魔法になっているからだ。


その意味のある単語は、『精霊』が認識することでこの世界の『精霊語』として力を持つようになる。正しい意味さえ理解していれば詠唱破棄でも魔術が魔法として発動するように、近接戦闘スキルの技や戦技そのものの効果を正しく理解していれば、それを魔法の構成として、魔物の雄叫びでさえ【戦技】や【魔法】を発動することが出来るのだ。


先人たちは暴走する熱をなんとかしようと長い年月をかけて試行錯誤を繰り返し、その結果として、精霊がそれを認識することで今ある【戦技】は作られた。


鉱石を見つけただけで武器を作れるわけじゃないように、私が片手間に試行錯誤を繰り返しても、戦技の形になるまで数十年は掛かるだろう。たとえ運良く完成しても既存の戦技を超えることはまず無いと思う。


ちなみにゴルジョールが使った戦技の威力が高かったのは、ランク５以上の戦技は、世界のバランスを保つ〝勇者〟のために精霊が作ったからだと言われているそうだ。


要するに原初の不安定な『身体強化の技』を安定化させたのが今の【戦技】であり、安定して強くなりたいのなら今の戦技を使うのが一番の早道だと言われた。


結論として戦技は作れない。でも、それなら、暴走する熱自体をそのままコントロールすることは出来ないだろうか……。


「魔術的なことなら他の奴に聞け。おめぇにも魔術の師匠がいるんだろ？」


「うん……そうする」


「それも大事なんだろうが、お前の武器の製作も修理も終わってるぞ。まずは預かっていた魔鋼のナイフだ。握ってみろ」


「うん」


この二年半、命を預けてきたナイフが私の手に戻る。握ってみると、子どもが両手で使える細い柄ではなくなり、片手で扱う太い握りに戻っていて、その吸い付くような手の感触に驚いた。


「……振ってみていい？」


「そこの木炭でも斬ってみろ」


積まれてあった木炭の一つを宙に放って、一気に踏み込んでナイフを振るうと、脆い木炭がまるで果物を切ったように縦に両断された。


その新品同様になった黒い刃には曇り一つなく、重心が少しだけ先寄りになり、鋭さはそのままに威力が増している。


「うん……すごく良い。それじゃ、借りていたダガーだけど……」


「おう、そっちも整備してやる。もう一日だけ待ってろ」


「……代替の武器じゃないの？」


黒いダガーは黒いナイフを修理する間、代替えの武器として借りていた物だ。私がそう言うと、ガルバスは答えずに黒いダガーを鞘から抜いて顔を顰めた。


「たった一ヶ月で随分と傷だらけだな……まぁ、オークの上位種と戦ったのなら当たり前か……。いいか、灰かぶり。この魔鋼のダガーは、そっちのナイフと合わせて使うことを前提に製作した〝威〟の武器だ。気に入らなかったか？」


「ううん、それが無ければ負けていた」


この武器だからこそ、最後のあの一撃に耐えられたのだと思う。


「だったら、このまま使え。そのナイフとダガーは兄弟武器だ。一緒に使わねぇとこいつらが可哀想だろ？」


「……うん」


……本当にお人好しな偏屈爺さんだ。


「それと、頼まれていた新しい武器を見てみろっ、これだっ!!」


ガルバスが玩具おもちゃを貰った子どものように目を輝かせ、持っていた包みをテーブルに広げた。


「……四つ？」


ガルバスに頼んでいたペンデュラムの新しい刃は、何故か四つも種類があった。


「おめぇはこの武器を、目的に沿って使い方を変えているんだろ？　その使い方の目的別に色々と作ってみた」


ガルバスが得意そうに顔を紅潮させて説明する。


【汎用はんよう型】──ある程度の重みがある菱形の刃で、斬るのにも使えるが、基本は突き刺すことで使用するので、今までと同じように使えるはず。


【斬撃ざんげき型】──チャクラムのような円形の刃で、振り回して回転する遠心力の速度によって、カミソリのように裂き、斧のように斬る。


【刃鎌はがま型】──碇のような形の鎌で、斬撃型と同じように振り回して引き切ることで、生命力の強い生物でも一撃で殺すことが可能になった。


【分銅ぶんどう型】──ぶ厚い十字架のような形は振り回すことで水平になり、わずかに尖った両角をハンマーのように使えば頭蓋骨さえ砕けるだろう。


「その顔なら使い方は分かるな？　金型は作ったからそのうち予備も作ってやる。材料も貰ったことだしなっ、ガハハハハハッ」


ガルバスはそう言って魔鉄の六角棒を手で叩く。


「……ありがと」


「バカヤロウっ、ガキが遠慮するなんて百年早いんだよっ！」


わざとぶっきらぼうに振る舞うガルバスに、私も少しだけ笑みが漏れる。


「それから、出来合いでいいから投げナイフが欲しいんだけど……」


そう言って武器が並ぶ棚に意識を向けたとき、背後から〝視線〟と、入り口に〝違和感〟を感じてスカートのスリットからナイフを抜き撃つと、その気配がわずかに揺れて投げたナイフが躱された。


かなりの手練れだと察してガルバスを庇うようにナイフを構える私の前に、景色から滲み出た気配の主が慌てたように声をあげる。


「待て待てっ、あっぶねぇーなっ！　ようやく見つけたのに〝お師匠さま〟を殺すつもりかっ、アリアっ！」


「……ヴィーロ？」


姿を現したその男は、私をこの町から連れ出して斥候の技術を鍛えてくれた、ランク４の冒険者であるヴィーロだった。


どうしてここに？　でも……今、彼は『見つけた』と言った？


その瞬間に身体強化を全開にして、殺気と共に黒いナイフの切っ先をヴィーロに向ける。


「それを依頼したのは、あの〝組織〟？　それとも〝暗殺者ギルド〟……？」


私が静かにそう呟くと、ヴィーロが慌てて首を振る。


「だから話を聞けって！　俺がお前を捜していたのは、俺が個人的に手を貸してほしい事があったんだよ！」


「……手を貸す？」


なんだろう……また厄介ごとの予感がする。







新たな仕事


▼ヴィーロ・ドーン　種族：人族♂・ランク４


【魔力値：１７２／２２０】△30UP　【体力値：２８３／３２０】△10UP


【総合戦闘力：１０５６（身体強化中：１２８１）】△156UP






ヴィーロもこの三年で随分と戦闘力が上がっていた。年齢からすると急激なステータスの伸びは難しいはずだから、主に伸びたのは魔術系か。


この数値なら衰弱していないオークソルジャーとも正面から戦えるはず。それ以上に彼には長い戦闘の経験もあるので、今の私ではまだまともに勝つのは難しいか。


「…………」


私は黒いナイフを鞘に戻して腰の後ろに着けると、ガルバスに向き直って出来上がったペンデュラムの刃を手に取った。


「魔鉄と言っていたけど魔鋼になってるね。手入れは今までと変わらない？」


「おう、良い出来だろ？　鉄を鋼にするには黒鉛を少しだけ混ぜ込むんだが、魔鉄の場合は魔石の粉を若干混ぜて魔鋼にする。この割合と魔石の選別が各工房の秘伝でな。下手な奴がやると、硬度は上がっても強度は下げることになる」


「おいっ？　なんだよ、お前ら」


私に殺気を向けられたことで何やら弁明をしていたヴィーロが、呆気にとられたように私とガルバスを交互に見る。


「さっきのは冗談。斥候の背後を取ろうとしたのだから、お相子でしょ？」


「ガハハハハッ、ヴィーロの小僧、弟子に一本とられたなっ！　そんなだから、いつも女に騙されるんだっ」


「いい加減、小僧は止めろよ、ガルバス。それと女も関係ないだろ！」


酒を呑みながら膝を叩いて笑うガルバスに、ヴィーロが脱力したように近場の長椅子に腰を下ろした。ヴィーロ関係の仕事は結果的に厄介ごとにはなるが、それでも互いに相手を〝売らない〟程度の信頼はある。


それに彼はあの〝組織〟とは依頼主と冒険者の関係でしかなく、進んで弟子と敵対するような人間でもなかった。


若干恨みがましい視線を私たちに向けながら、ヴィーロは眉間に皺を寄せるようにしてあらためて溜息を吐いた。


「それにしても、アリア。……外見もそうだが、たった三年で変わりすぎだろ。なんだよ、その戦闘力は？　ガキの強さじゃねぇぞ？」


「久しぶり。ヴィーロも強くなってる？」


外見が十三歳から十四歳くらいになった私は、ガキと言われることはあっても、子ども扱いされることは少なくなった。身体の厚みはともかく身長は大人の女性くらいに伸びている。


ヴィーロの戦闘力を見て私が素直な感想を漏らすと、何故か彼の頬がわずかに引き攣った。


「おい、灰かぶり。その小僧はな、弟子に抜かれるんじゃないかと、魔術やら何やら、修行をし直していたんだぞ。実際、本当に抜かされそうになってるがなっ！　ガハハハハハッ」


「そんなんじゃねぇって」


ヴィーロはジロリとガルバスを睨むと、そのまま視線を私へ向ける。


「お前が消えてからも色々あったんだよ。あの〝組織〟がお前を捜していたのも事実だが、セラやその息子はお前を心配していたぞ。それからしばらくして『灰かぶり姫』なんて呼ばれる奴の噂を聞いた。暗殺者ギルドや盗賊ギルドと敵対しているとか、何処かの支部を潰したとか、ヤバい噂ばかりが聞こえてきた」


ヴィーロはガルバスの酒を勝手にコップにつぐと一息で飲み干す。


「裏社会は広いようで狭いんだ。派手に動く奴ほど意外な場所で会うこともあるから、警戒するのは当たり前だろ？　裏社会を知っている人間ほど、あの二つのギルドと敵対なんて考えない。……まぁ、そんな無茶苦茶なことをするガキなんて、俺はお前以外に知らないけどなっ」


「……なるほどね」


私以外でも、あの黒髪の少女なら出来そうだけど……。


とにかく、盗賊ギルドがつけた〝二つ名〟というか〝威名〟のせいもあって、ヴィーロは私の生存をほぼ確信していたみたい。


彼も私を捜してはいたのだろうが、ヴィーロがここで私を見つけたのは偶然だと言っていた。彼がこの男爵領に来たのは冒険者としての仕事と、別の仕事に使えそうな物をガルバスに作ってもらうつもりだったそうだ。


その〝別の仕事〟とやらが、私に『手を貸してほしい』ことだろうか。


「ガルバス、ダガーの整備は明日には終わるんだよね？」


「そうだな。小僧の武器の手入れをしても、それまでに終わるな。それで投げナイフはどうする？　細いのなら十本はあるぞ？」


「うん、それでいい。明日になったら取りに来る」


私がガルバスにお願いすると、ペンデュラムの刃を受け取りヴィーロに向き直る。


「冒険者ギルドに行く用事があるから外で話そう」






ヴィーロと一緒にガルバスの工房から出た私は、生存報告がてら雑貨屋のヴィクトルの店にも寄って中古の外套を買い、銀貨をいくらか渡してガルバスの所へ食事と酒を持っていってもらうことにした。


「灰かぶり……お前ならそんな安っぽい中古品じゃなくても、ランク３に見合った外套が買えるだろ？」


「私の場合、最短半月で駄目になるから」


「そうか……」


黒いダガーの代金も受け取ってもらえなかったので、物で支払うことにしたんだけど……ヴィーロが魔石とか素材やらを持っていくのも同じ理由かな？


そのまま冒険者ギルドに向かっていると、ヴィーロは私が持つ毛皮の袋に興味を示した。


「冒険者ギルドに用事って、そのズダ袋か？　雑貨屋の親爺さんに売らなかったのは、素材の収集依頼かなんかを受けていたのか？」


「まぁ、そんなところ」


さすがにオークジェネラルの魔石でもないと、各方面で色々と動いている冒険者ギルドも困ると思う。あの受付嬢さんなら良いようにしてくれるだろう。


「まぁ、俺もギルドに顔を出す予定だったから、ちょうど良かった」


「何をやらかしたの？」


「やってねぇよっ。何しろ、この領地に『重大な事件』が起きていてな。ランク４以上のパーティーが見つかるまで、この俺様に指揮を執ってもらいたいんだと。こっちの仕事は多少遅れるが、今回は仕方ねぇさ」


「へぇ……」


また何かあったのかな？　それと『重大な事件』という言葉で、自分が狙われていることを思い出したので、念のために忠告はしておく。


「ああ、それから、分かっているとは思うけど、私と一緒にいると面倒ごとになるかもしれないけど、ヴィーロなら平気だよね」


「……それは、俺の腕を信用してか？　それとも、どうでもいい感じか？」


なんとなく半眼した視線を向けてくるヴィーロに私は少しだけ首を傾げる。


「両方？」


ヴィーロなら巻き込まれても上手く立ち回ってくれるだろう。彼は私が裏社会のギルドに狙われていることを思い出したのか、私の言葉に顔を顰めた。


「まぁ、それについては俺からも話がある。俺の〝手伝い〟をすれば、裏社会の干渉を完全になくすのは無理だが、お前に手出しをしにくい状況をつくってやる。どうだ？」


「……結局、なんの仕事？」


ヴィーロは一度足を止めて真っ直ぐに私を見ると、珍しく真剣な顔で話し始めた。


「これはお前にも関係のあることだが、お前と連絡が取れなくても、俺ともう一人でやるつもりでいた。俺ともう一人でもギリギリだが、お前がサポートにつけば成功率は上がるだろう。いいかアリア、今回の仕事は──」


「…………」


大通りの道ばたで詳細をぼかして伝えられた内容に、私もさっきの彼のように顔を顰める。


……やっぱり〝厄介ごと〟じゃないか。ヴィーロからその話を聞いて絶対に断ることはできないと、こっそりと私は溜息を漏らした。






冒険者ギルドに到着すると、以前よりも緊張の度合いが強くなり、不安そうな顔をしている冒険者も多かった。その中でカウンターにいるあの受付嬢を見つけると、彼女も私に気づいて立ち上がるようにして手を振ってきた。


「アリアさん、お帰りなさいっ。よく無事に戻りましたね……あら、あなた。いたんですか」


「ずっとコイツの隣にいただろっ!?」


受付嬢が私に向けていた笑顔を一瞬でしかめっ面にすると、ヴィーロが身を乗り出して抗議する。


「申し訳ありません。アリアさんが眩しくて影になって見えませんでした」


「俺には冷たすぎるだろ!?　飯だって奢ってやっただろ」


「良い男性は、そんなことを自分から言いません」


「ぐぬぬ……」


忘れていたのかと思ったら随分と仲は良いみたい。彼女の性格なら、本気で嫌なら文句を言ったりもしないだろう。


「とりあえず、ヴィーロさんはギルド長が待っていますよ。あ、それでしたら最初に情報を聞いておくべきですね」


受付嬢は仕事用の顔になると真剣な目差しを私へ向ける。


「……アリアさん、現地の様子はいかがでした？　重要な情報があるのなら、ギルド長に報告いたしますが」


「うん。オークの上位種はもう居なくなった」


「…………はい？」


受付嬢の表情が営業用のままで固まり、ヴィーロの首が錆びた歯車のように動いてマジマジと私を見た。


……ああ、そうか。ヴィーロが言う『重大事件』とはオークのことだったのか。


私的にはもう終わった気がしていたのでもう気にしてもいなかった。そんな風に考えていると、ロビーにいた冒険者たちの中から顔見知りが私を見つけて駆け寄ってくる。


「アリアっ！」


「無事だったのねっ、良かった」


その二人はスラムの孤児だったジルとシュリだった。……いや、今は冒険者か。二人は私の無事を喜んでくれるのと同時に隠しきれない不安そうな顔を見せていた。


「そ、それで町はどうなったんだっ？」


「……このおじさん、アリアのお父さん？　似てないけど」


「だから、俺はまだ三十八だと……」


だから、私のお父さんより年上だ。


「もうあの町に脅威はない」


「え……」


意味が分からず首を傾げるジルに、硬直から自力で解けた受付嬢もカウンターから身を乗り出してきた。


「それはどういう意味でしょうか？　オークジェネラルが何処かに移動したと？」


「これを持ってきた。確認してほしい」


私が毛皮のズダ袋をカウンターの上に置くと、散らばる大量の魔石と、大人の握り拳ほどもあるオークジェネラルの魔石に全員が目を剥いた。


その中でヴィーロが、慌てるようにその魔石を手に取って睨むように観察する。


「アリア……これ、オークジェネラルの魔石じゃねぇかっ！」


「ええええっ!?　ちょっと、じゃあ、こっちの大きいのは上位種？　オークソルジャー!?　それと通常オークが五十体分っ!?」


「うん」


「うんって、アリアお前……」


ヴィーロは呆れた顔をしているけど、他に何を言えばいいの？


それと、どうやら魔石に残る魔力を《鑑定》することで、それが何の魔石か分かるらしい。鑑定は生物だけじゃないんだね……でも、よく考えたら『鑑定』なのだから、本来は人じゃなくて物を調べるに決まっているか。


大量の魔石の鑑定を始めた大人二人はよほど事実が衝撃的だったのか、大きくなった二人の声を聞いた冒険者たちがざわめきはじめた。


……面倒になった。


「真偽は勝手に調べて。数日もすればあの町にいた冒険者からも報告が届くと思う。それで、魔石の買い取りはしてもらえるの？」


私が淡々と告げると、目を丸くしていた受付嬢が慌てて首を縦に振る。


「え、ええ、それはもちろん。でも、できましたらギルド長に説明を……」


「どうせ、私が言っても信じないでしょ？　あの町から冒険者が戻ってくれば分かることだから、無駄な説明はしない。それじゃ、魔石の代金は後日取りに来るから」


「ええええっ!?　行っちゃうんですか!?」


「アリアッ!?　ちょっと待てっ！」


「ヴィーロさん、逃げないでくださいっ！　私一人じゃギルド長に説明できませんっ！」


私を追いかけようとするヴィーロを受付嬢が掴んで引き留める。


どうせ、私が倒したと言っても、町の冒険者が戻るまで信じてもらえないので、ここに残るのも時間の無駄だと判断した。


面倒事になる前に〝大人〟に全部押しつけ、混乱している受付嬢と彼女に捕まったヴィーロに背を向けてロビーを歩き出すと、そんな私にロビーに立っていた数人の冒険者が無言で道を空けてくれた。


そんな混乱の隙を突いて外に出た私を、〝大人の事情〟がよく分かってないからこそ追いかけてきたジルとシュリが、裏路地で私に追いついた。






「アリア？　なんだかよく分かんなかったけど……」


「バカね、兄ちゃん。アリアがオークをなんとかしてくれたんでしょ？　ね？」


「そんな感じ。少しは残っているかもしれないけど、問題はなくなった」


「アリア……」


安心させるためにハッキリと言葉にすると、涙ぐんで私の手を握ろうとしたジルの手を手刀で叩き落としたシュリが、両手で私の手を握る。


「アリア……ありがとう」


「大丈夫。それよりも、私と一緒にいるところをあまり見られないほうがいい」


「うん……そっちも早く解決するといいねっ！　また会おうね、アリアっ。ほら兄ちゃん、行くよ」


「お、おい、シュリっ！　アリア、ありがとう！　またなっ！」


ジルの手を掴んで引っ張っていく、何度も振り返る二人に私も軽く手を振り返して、小さく「またね」と呟いた。


〝また〟か……彼らと普通に話せるようになるのはいつになるだろう？


「……出てきたら？」


私がそう声にすると、路地の暗がりから三人の若い男たちが現れる。


「おいおい、こいつ、俺らに気づいてたぜ」


「噂には聞いていたけどよぉ、本当に若い女なんだなっ」


「まったく兄貴たちも、なんでこんなのに〝手出し無用〟とか言ってんだ？」


十代後半から二十代前半くらいの若い冒険者たち。全員が薄汚れた革鎧を着ているので軽戦士か斥候職のパーティーだと思う。


全員が戦闘力１３０前後……ランク２の前半というところか。でも、こいつらの会話を聞いて、私はその〝正体〟に察しがついた。


「……〝盗賊ギルド〟か。他の盗賊は、私と敵対しないって言っていたけど？」


私がそう言うと盗賊たちが小馬鹿にするようにニヤニヤと笑う。


「おいおい、小娘が粋がるなよ？」


「あの〝おっさん〟は強そうだったが、一人になったのが間違いだったな」


「兄貴たちは手を出すなって言ってたけどよ、お前を捕まえて連れていけば、俺たちも正式なメンバーどころか、いきなり幹部になれるかもなっ」


「…………」


なるほど、盗賊ギルドの下っ端……いや、それ以前のチンピラか。


おそらくその〝兄貴〟とやらは、盗賊ギルドの上役から直接命令を受けたようだが、下っ端には適当な説明しかしていなかったらしい。


だからこそ彼らは、〝盗賊ギルド〟の命令に逆らう危険も、私と敵対しないと決めた理由も理解してはいないのだろう。


「大人しくついてくれば痛い目に遭わずに済むぜ？」


「さっさと武器捨てろよ」


「抵抗なんて考えるなよ？　逆らったら、さっきのガキ共がどうなるか──」


ヒュンッ！


そう言って見下すように顔を上げた男の咽に、水平に赤い線が奔り、そこから大量の血を噴き出した男が崩れ落ちた。


「え……」


「お、おい……」


状況が分からず困惑するもう一人の男に、私は再び斬撃型の円形ペンデュラムを投げつけ、その咽をざっくりと斬り裂いた。


「……ひぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!?」


噴水のように噴き出す血を浴びた最後の男が悲鳴をあげて背を向けると、その逃げ出した男の首を掠めるように飛び抜けた刃鎌型の刃は、糸を引く私の手に合わせて引き戻され、男の頸動脈にめり込むように首筋を深く引き裂いた。


「…………」


……こんなチンピラさえも絡んでくるのか。


絡んでくるのならすべて倒してしまえばいい。前はそう考え、今でもそう思っているけど、そのせいでジルやシュリのような〝一般人〟を危険に曝すのは本意ではなかった。


ずっと返り討ちにしていれば、いつかは私と関わること自体が不幸と考え、襲撃も無くなると思う。でもそれは〝今〟じゃない。


ヴィーロは〝仕事〟を手伝えば、その報酬に暗殺者ギルドと盗賊ギルドが手出ししにくい状況をつくってくれると約束した。でもそれ以前に私は、その仕事を断る選択肢もなかった。


その仕事内容とは──






「裏切り者、グレイブの暗殺……」







懐かしい場所


「アリア……お前なぁ、お師匠様を置いて一人で帰りやがって。あの後、早馬で戻ってきた斥候が情報を持ち帰ってきたから、どさくさに紛れて俺も逃げてきたが、お前はこの町のギルドにはしばらく顔を出さないほうが良いぞ。ああ、それから魔石の代金は受け取ってきた」


「うん、ごめん。ありがとう」


やっぱり面倒ごとになったみたい。だからといって知らせないわけにはいかないので、情報だけ渡してほとんど丸投げしてきたけど、あの町にいた斥候が優秀だったみたいですぐにオーク壊滅の情報を知らせに来たようだ。


「これから領主も冒険者ギルドも大変だね」


「他人事だな、おい。でもまあ、オークと正面戦闘よりはマシだろうな」


これからホーラス男爵は、冒険者が持ち帰った情報だけでは寄親や他の貴族家に頼み込んで呼び寄せようとしている兵を止めることも出来ず、大急ぎで兵士たちを確認に向かわせることだろう。


情報が本当なら兵の派遣を止めなくてはいけないが、今更止めてもある程度の賠償金は払わないといけない。まぁそれでも、ヴィーロが言ったようにオークの集団に町が襲われ、民や兵士の命を危険に晒すよりマシなはずだ。


「とりあえずこれからの予定を確認するぞ」


「了解」


ガルバスの工房で待っていた私と戻ってきたヴィーロが予定を調整する。


ヴィーロは突発的な案件でオーク討伐の指揮を執るはずだったが、それももう無くなった。念のために男爵の兵が確認するまで残ってくれと言われているそうで、それも一週間で済むらしい。


私も本調子ではないし、ヴィーロももう一人の仲間を迎えに行くそうなので、私たちは三ヶ月後にクレイデール王国の西にある、ヘールトン公爵の領都で待ち合わせることにした。


それだけ時間を掛けるとグレイブが移動する可能性もあるはずだが、その場合はダンドールなどの大きな街の冒険者ギルドに私宛の伝言を残すと言っていた。


これで師匠の所に寄る時間は出来たけど……。


「この依頼って、やっぱりあの〝組織〟から？」


念のために確認すると、ヴィーロは軽く腕を組んで珍しく真面目な顔をした。


「お前、まだあの組織を疑っているのか？　グレイブが裏切った理由は分からないが、少なくともお前の抹殺をあの組織が命じたわけじゃない。そんな理由もないって言うか、そもそもグレイブがお前を襲った理由が意味不明だ」


「グレイブはあの時、貴族が私に興味を持ったからだと言っていた。王家に近づきすぎたとも。どういう意味？」


王家の話は、私がエレーナと近づきすぎたからだろう。貴族の件は……まだ私を捜している血族がいるのだろうか？


「それは……わからんな。セラ辺りなら分かるかもしれんが、聞いてみるか？」


「いらない。警戒度は下げるけど、組織とはもうしばらく距離は置いておく。それでもいい？」


「別に俺も組織の人間じゃないから、良いも悪いもねぇよ。完全に信じるのも危ないからな。ただ、セラとその息子くらいにはお前の生存を知らせて良いか？」


「そうだね……いいよ」


私が頷くとヴィーロはほんのわずかに安堵した顔をする。……やはり、セラ辺りから私の安否も調べるように依頼されていたか。


「それとな、お前がこれからも王女と関わるつもりがあるのなら、あの組織とも関わることも覚悟しておけ。今だから言うが、あの組織は、この国の『暗部』だ。お前が冒険者として生きるつもりでも、お前ほどの実力があれば、いつかは関わることになる」


「……分かった」


エレーナが関係している時点である程度は予想していたけど、やはり、この国の諜報機関である暗部組織か……。


全国規模の情報網があり、表側の権力さえ行使できる暗部は、敵対するとしたら暗殺者ギルドよりも厄介になる。敵対したらその時点で国から逃げるくらいしか方法はないはずだ。


（……そろそろ覚悟の決め時か）


私は心の中で呟いて、溜まった何かを吐き出すように深く息を吐く。


今まではただ逃げてきたけど、私はもう逃げないと決めた。もしそこに『乙女ゲーム』とやらに関わる人間や私を捜す家族がまた運命に引き込もうとするのなら、私は実力で排除する。


実力が足りなければ……その時は、意思もない〝お人形〟として生きるくらいなら命を捨てる覚悟もしておこう。


それまでに私は少しでも強くなる必要がある。


私の運命は〝私〟だけのものだ。


ガルバスより黒いダガーと研ぎ直した投擲ナイフを受け取り、三ヶ月後と約束をしてヴィーロとは一旦別れた。


ヴィーロが迎えに行くもう一人とは、引退した元パーティーメンバーらしい。


そういえば魔術師が引退して代わりを探していると聞いたような気がする。その人を迎えに行くのなら、まだ新しい魔術師は見つかっていないのだろう。それにしても……確か高齢で引退したはずだけど、大丈夫なのかな？






まずは久しぶりに師匠のところへ帰ろう……。私が師匠の所に戻るのは、身体が本調子でないのもあるけど、他にも大きな理由が二つある。


ペンデュラムの糸は二年前に作ったけど、色々と戦闘で使った結果、今ペンデュラムに結んである二本しか残ってない。新しいペンデュラムが四つになったので、その予備を含めたらその倍は欲しいところだ。


それに、ゴルジョールを倒した最後の技──『原初の戦技』のことも聞きたい。普通なら使うのも命懸けだけど、師匠なら何か知っているのではないかと考えた。


この男爵領から師匠の所まで、トーラス伯爵領やダンドールを経由すると、どれだけ急いでも一ヶ月は掛かり、そこからヴィーロと待ち合わせたヘールトン公爵領まで行くのも一ヶ月以上は掛かるはずだ。


ヴィーロが仲間を迎えに行く場所は王都から二週間前後のワンカール侯爵領だから、彼らが待ち合わせに遅れるとは思えないので私だけが遅れるわけにもいかない。


……やはり移動手段は必要か。この行程だと師匠の所には一週間ほどしか居られない。だから私は行程の短縮のために危険地帯である森を通ることにした。


このホーラス男爵領から師匠のいるセイレス男爵領までの直線上は、魔物が跋扈する〝魔物生息域〟と隣接する深い森が広がっている。


森の北側が魔物生息域になるが、その場所はクレイデール王国の領土ではない。だけど、その森まで国境線が引かれて領土になっているということは、そこまで探索して、国境となる魔術の境界を施した人間がいたはずだ。


探索専門の傭兵である〝冒険者〟が本来の仕事を果たしていた時代の功績だろうか。


だから、国境があるから人跡未踏の地ではない。そこまで立ち行った人がいるのなら、最低でも国境線沿いに人が通れる〝道〟があるはずだと考えた。


町で塩や砂糖を多めに買い、毛布代わりに予備の外套も買っておく。ヴィーロが魔石の代金も受け取ってくれたので、足止めされることがなくて色々と助かった。


ちなみにオークの魔石が一個銀貨五枚。ソルジャーの魔石が金貨四枚で、ジェネラルであるゴルジョールの魔石は大金貨五枚にもなった。


合計で大金貨九枚以上になるかなりの大金だが、素材を回収できていたらこの倍にはなったはずだ。それを回収せずにその場に残したのは、私では運びきれないのと、他の冒険者たちの報酬を残したかった、という馬鹿な理由だ。


数日は経ったが体力も魔力もまだ七割以上に回復することはなかった。でも今はそれで充分だ。戦いに行くのではなく切り抜けるだけなら今の状態でもなんとかなるだろう。


最後に露店で質の良さそうなドライフルーツと炒ったナッツがあったので購入し、黴の生えそうなものだけを無菌状態の【影収納ストレージ】に仕舞うと、町を離れて真っ直ぐに東を目指した。






隠密を使いながら六割程度の速度で走り出す。魔力量を調整しながら適度に身体強化を使えば、無理をせずに馬で旅する程度の距離は稼げるはずだ。


ただ、それはあくまで平坦な道があることが前提になる。深い森に入れば平坦な地形のほうが少なくなり、移動速度は格段に下がるだろう。


そうなる前に魔力制御を使って身体強化の鍛錬をする。


あの『原初の戦技』を使った時のように魔素から〝雑味〟である属性を取り除き、暴走しようとする魔素を意思の力で抑え込む。


暴走さえしなければ、身体強化は通常の力しか発揮しないが、魔力制御の鍛錬は決して無駄にはならない。


今やっている試みは、魔素の流動性を高めることで、少ない魔素で扱う身体強化の効率を上げることだった。


それにしても……身体が魔素を使うことに慣れすぎたせいか、身長は伸びても手足が太くならない。筋力が無いわけじゃない。ちゃんと全身に筋肉は付いているんだけど、腹筋も割れているように見えないのはどういうことだろう？


筋組織が魔素を使うことを前提とした〝魔物化〟しているとしても、オークやフェルドはあんなに筋肉ガチガチなのに……。まぁ、身体が重くならないのは良いことだと思っておこう。


街道から離れて森に入った私は、オークを追うときやったように木の葉が堆積した地面に足を着けず、岩や倒木に飛び移るように移動する。


途中で見つけたゴブリンや魔狼には手を出さない。そもそも隠密を使っている私に、低級な魔物たちは気付きもしなかった。


私は意味もなく生き物を殺さない。


動物を殺すのは〝食べる〟ため。


敵を殺すのは、問題を解決するのにそれがもっとも〝合理的〟だったからだ。


だから私は、〝敵〟を殺すときに何か〝想う〟ことはなく、感情で他者を殺さず、情けを掛ける理由もない。


だから私は生きることに迷わない。






深い森を〝影〟となって駆け抜け、見つけた果物や保存食だけで食事を済まし、疲れを感じたら木の上で小まめに睡眠を取る。国境線の精確な位置は分からないけど、森を進んでいると大きな岩や崖に〝人〟の痕跡を見つけることができた。


「……結界？」


森の中に一定間隔で、負の要素を帯びた魔素……瘴気が浄化された空間があることに気付いた。


この魔物がいる世界で人間が生きていけるのは、強力な魔物ほど知能が高く、そのような存在は集団になった人間の脅威を知っているからだ。


だから強い魔物ほど人が居る場所を避ける傾向がある。おそらくこの浄化された空間は、人が住む村や町の周辺にあるような、光の魔素を込めた魔石を地面に埋め込んでいるのだろう。


それは、人が住む場所という魔物への警告だ。それがここに人が訪れた痕跡であり、これこそが〝道〟だった。そしてこの道は確実に人が住む場所へと続いている。


それでも、さすがに魔物生息域に近いせいか強力な魔物を何体か見かけた。


ランク３上位の魔物である獣亜人種のオーガ。ランク４の木の魔物であるトレント。ランク５の幻獣であるグリフォンやトロール。


特にグリフォンは私のほうが先に見つけたので回避できたが、先に見つかっていたら死亡する確率のほうが高かった。


「……見えた」


そんな死と隣り合わせの危険な森を抜け、十日もすると岩場の上から森の隙間に広い湖を臨むことができた。


そこは以前にも通ったバッシュ伯爵領とセイレス男爵領の境にある湖で、この辺りにある大きな湖はそこしかないのでまず間違いないだろう。


岩場からまっすぐに湖を目指してそこから北上する。そこでようやく人里に辿り着いた私は近くの町で一泊したあと、四日を掛けて三度目となるセイレス男爵領に辿り着いた。






セイレス家のあの姉弟も今頃は学園に通っている年齢だろうか。二人とも王都に居るのかな？　もしかしたら姉のほうは成人して戻っているかもしれないけど、どちらにしても彼らに会いに行く予定はない。


この地を襲っていた『怪人』の問題は解決したので、もう二人に会う理由はないのだ。


それでもこの地は、グレイブと戦い敗北した場所であり、私にとっては印象深い場所だった。


「…………」


グレイブ……お前は王家に近づく私を危険だと殺そうとした。でも今度は、エレーナに害をなす存在として、私がお前を狩りに行く。


お前にどんな理由があったとしても、私は〝私の敵〟としてお前を始末する。


師匠の所に顔を出すのは、暗殺者ギルド壊滅の報告をした時からおよそ一年近く振りになり、師匠への手土産として大量の塩と香辛料を持って師匠がいる庵に到着すると、また少しだけ薬草畑が大きくなって、知らない野草が増えていた。


「戻ったよ、師匠」


薬品臭い懐かしい庵の中に入って荷物を下ろす私に、奥の錬金部屋から出てきた師匠は、闇エルフ特有の艶やかな黒い肌の顔をあげて意味ありげに笑う。


「遅かったね、無愛想弟子。そろそろ帰ってくる頃かと〝準備〟をしていたのに、無駄になるところだったじゃないか」


「……準備？」


師匠は私が戻るのを予見していたように慌てもせず、抱えていたポーション瓶を箱に仕舞うとそのまま私に近づいて、その両腕の中に包み込んだ。


「また少し大きくなったね。でも少し痩せたんじゃないかい？　お帰り……アリア」


こうして私はこの世界でただ一人、家族と呼べる人のいるこの〝家〟に帰ってきた。


「うん……ただいま、師匠セレジュラ」







糸狩り


師匠が住む庵に到着して、錬金術の追加授業を受けながら消費した丸薬やポーションなどを自作して五日もすると、師匠の薬が良かったのか久々に熟睡できたおかげか、体調も九割近くまで回復するようになった。


「それじゃ、そろそろ良い頃合いだね、無愛想弟子、出掛けるから支度しな」


「どこに？」


そういえば師匠は、私がそろそろ戻ってくるから〝準備〟をしていたと言っていた。それが何かと訊ねる間もなく、疲労回復用や滋養強壮の薬などを教わりながら作らされていたのだけど、いったい何の準備をしていたのだろう。


「お前が前に糸を作ってから、もう二年近くにもなるからね。そろそろ〝糸〟が足りなくなる頃じゃないのかい？」


「……どうして分かったの？」


あまりにも精確すぎる予測に若干戦慄しつつも無表情を保ってそう問い返すと、師匠は事も無げに返してくる。


「アリアが狩った蜘蛛の大きさだと、数年で足りなくなるのは分かっていたからね。どうせお前のことだから、無茶な戦闘でもしてきたんだろ？」


「…………」


師匠は私が無茶をするとは分かっていたみたいだけど、さすがにオークジェネラルを含めたオーク五十体超との戦いは、叱られそうなので言うのは止めておこう。


私が狩ったジャイアントスパイダーの糸は新鮮な素材を使ったので良く出来ていたが、所詮は中級品だ。宙を舞う糸を切れる人間や魔物は少ないけど、ランクが高い人間や魔物はそれを可能にする者もいる。


前回戻った時の私の戦闘力を見て、これからはランクが高い敵との遭遇もあると考えた師匠は、ここに来る行商人や数少ない伝手を使って、魔物蜘蛛の情報を集めてくれていたそうだ。


「ここから三日ほど北に行った河が通る渓谷で、数ヶ月前から〝アラクネ〟が目撃されるようになったそうだ。まだ被害もなく、河があるから冒険者も無理に狩ったりはしないだろうが、そいつが居なくなる前に狩りに行くよ」


「……了解」


師匠はエレーナと同じように四属性持ちで、肥大化した魔石のせいで無理のできる身体ではない。しかも魔族軍で『戦鬼』と呼ばれるほどに激しい戦いを続けてきた師匠は、その無理がたたって長く戦える身体ではなくなっていた。


『無理をしないで』


『負担になることはしなくていい』


私はそんな言葉を師匠に言ったりはしない。


彼女の人生は彼女だけのものだ。でも、だからこそ、そんな師匠が私のためにしてくれた事を、一欠片でも無駄にはしたくはなかった。






師匠が現役の『戦鬼』である頃に使っていたブーツや手甲は私が使っているので、師匠は魔術師としての装備を済ませていた。魔術だけならそれほど心臓の負担にはならないはずだけど、一応出発前に師匠の荷物も自分の近くに寄せておく。


私も手入れを済ませていたゲルフ作の革のドレスを纏い、ガルバスの黒いナイフと黒いダガーを腰に差して、中古のほうの外套を上から羽織る。


「それじゃ、無愛想弟子。アラクネの特徴を言ってみな」


出発してすぐに師匠の授業が始まった。


師匠が教えてくれることは魔術や錬金術だけでなく、生活一般に関する常識や、私が冒険者として生きるための危険な魔物や森の生き物など多岐にわたる。


アラクネは巨大な蜘蛛の上に人間種女性の上半身が生えた魔物だ。野生の動物が魔素によって魔物化したものと違い、その異様な外見は、グリフォンやマンティコアのような〝幻獣種〟ではないかと言われているが定かではない。


このアラクネには二種類いて、〝通常種〟と〝希少種〟が存在する。どちらも同じ種族だが師匠によると別種と呼んでいいほどの違いがあるそうだ。


通常種の上半身は一見すると普通の女性に見えるが、知能がゴブリン程度しかなく、動き出した瞬間に全身が醜く歪んで魔物としての本性を顕してしまう。


希少種は魔物としての本性がほぼなくなり高い知性を持つらしい。人語を解して魔術も使い、その姿は美しい女性のままで人間の男を惑わすと言われている。


要するにこの二種は同種族だが、人間種とゴブリン並の違いがある。通常種が魔物だとしたら希少種は亜人寄りの存在と言っていい。


希少種のアラクネは知性があって意思疎通もできるが、その反応は中立だ。友好的な個体もいれば、言葉巧みに人を騙して食らおうとする奴もいる。魔術も使い、奸計にも長けていることから希少種の討伐難易度はランク５にもなる。


でも今回、師匠と私が狩るのは通常種のほうだ。魔術は使わないのでランク的には一段階下がってランク４になるけど、身体能力は希少種より上なので私のような攻撃力が低い斥候職の場合、油断が命取りとなることもある。


森を移動しながらそんな回答をすると、それに師匠は頷いてくれたので私の答えは及第点だったようだ。


「師匠、通常種と希少種で糸の質に差はないの？」


授業の一環として気になったことを聞いてみると、師匠は少しだけ難しい顔になって私に分かる言葉で教えてくれた。


「一般的には変わらないとされているが、魔物も生き物だから、体調や栄養状態で多少の差違は生まれる。特に希少種の場合は男を誑かすために髪や肌の艶に気をつけているので、人族よりもよほど食生活に気を使っている個体もいる」


「……そうなんだ」


魔物も大変だな……。ちなみに希少種の糸は強度的には変わらないが、色艶が良いので貴族の装飾などで高く売れるらしい。


その日は森の中で野営する。三日程度で私一人なら、気配を消して火も使わずに木の上で眠るけど、今回は二人なので魔物避けの香を焚たき、そこら辺の野草やキノコ類と干し肉で適当な汁を作って食事とした。


「……無愛想弟子。お前の作る飯は、どうしてこうも野趣溢れる感じになるのかねぇ」


「栄養は摂れている」






そこから一日ほど移動して河の音が聞こえた辺りでさらに半日ほど森の斜面を登っていくと、下に河が流れる渓谷の山頂部が見えてきた。


この河で商業ギルドが船を使って海沿いの貴族領と交易をしているのだが、いつからか偶に襲撃をしてくる鳥の魔物が姿を見せなくなり、その代わりに渓谷の上方で巨大な蜘蛛の巣とアラクネらしき影を見かけるようになったという。


商業ギルドは冒険者を雇って船を護っていたが、冒険者の姿があるとアラクネは姿を見せないそうで、それだけで防げるのなら、こんな森の奥まで積極的に討伐するほどではないと放置されているのが現状らしい。


「それじゃ、行ってくる」


「しっかりおやり」


まずは渓谷のどこかにいるはずのアラクネをおびき寄せる必要がある。そこで闇エルフである師匠が出るよりも、女で子どもである私が一人でいたほうがおびき出しやすいと考え、私一人が渓谷の裂け目に向けて歩き出した。


師匠は魔術師としてはランク５もあるが、近接戦闘スキルはレベル３なので、今なら私のほうが囮には最適だ。それに大きな武器を持っていない私は、はたから見ればただの旅人にしか見えないはず。


もちろん、こんな森の奥に子どもが一人でいるのは不自然なのだが、希少種ならともかく知能が低い通常種ならただの〝獲物〟と見てくれるだろう。


四十メートルくらいの幅がある渓谷の山頂部、その近くの岩に腰掛けて休憩するように時間を潰していると、私の〝目〟に視える魔素に乱れが映る。


「っ！」


タンッ、と地を蹴るように身を翻しながら外套を脱ぎ捨てると、飛んできた〝糸〟に外套が搦め捕られて、一瞬で引き寄せられた。


「──【大旋風タイフーン】──」


その瞬間を狙って隠れていた師匠からレベル５の風魔術【大旋風タイフーン】が放たれ、荒れ狂う暴風が私を狙っていたアラクネを宙へ吹き飛ばした。


『ギィイイイイイィイイイイイイイイイイッ!!』






▼アラクネ（通常種）　種族：魔物蜘蛛・ランク４


【魔力値：１３２／１５０】【体力値：３８６／４３５】


【総合戦闘力：６５７（身体強化中：８３１）】






全長二メートルほどの蜘蛛に生えた人間の上半身……間違いなくアラクネだ。


【大旋風タイフーン】は効果範囲こそ大きいが、間近でなければ人間を吹き飛ばす程度の威力しかない。飛ばされて奇声をあげながら地に降りたアラクネの、その上半身が人間の女性のような姿からゴブリンのように歪んで私を睨みつけた。


その時にはもう飛び出していた私がナイフを投擲すると、尻ではなく蜘蛛の頭部から糸を出してナイフを搦め捕る。


『ギィギッ！』


アラクネが人の頭部のほうから毒液のようなものを吐き出した。


「──【魔盾シールド】──」


咄嗟に出した魔盾で防ぎながら横に跳んで毒を躱すと、私の背後から師匠の【旋刃ギロチン】が放たれ、アラクネの脚の一つを斬り飛ばす。


『ギィイイイイイイイイッ!!』


悲鳴をあげつつ後ろに下がろうとするアラクネに、私は汎用型のペンデュラムを放つ。


また蜘蛛の頭が糸を吐いて搦め捕ろうとするところを、私は糸を操作してアラクネの糸を躱し、アラクネの首を浅く斬り裂いた。


ドォンッ！


次の瞬間、頭上から轟音が響き、私とアラクネを押し潰すように大岩が降ってきた。


『ギィッ!?』


それに気づいて逃げようとしたアラクネの背中に、横手に回っていた師匠から放たれた三本のナイフが深々と突き刺さって動きを止める。


私は風圧さえ感じない師匠が創った幻術の大岩を突き抜けると、そのまま混乱しているアラクネの右腕を黒いナイフで斬り飛ばした。


だが、さすがにランク４と言うべきか。まだ致命傷ではないし、受けた攻撃もことごとく急所を外されていた。


両手にナイフとダガーを構えて迫る私にまた毒を吐こうとして、その背後から迫る師匠にも気付いたアラクネは、その不利を察したのか突然ゴブリンのように歪んでいた顔を人族の綺麗な女性のように変えて、怯えた表情を見せつけた。


でも、今更〝それ〟に何の意味がある？


「──【突撃スラスト】──」


「──【斬撃スラッシュ】──」


私の黒いナイフと師匠の鉈が、アラクネの首に左右から打ち込まれて鋏はさみのように斬り飛ばし、驚愕と怯えの顔を張りつかせた〝人間の頭部〟だけが渓谷に落ちて消えていった。


アラクネの脳は人の頭部と蜘蛛の頭部に二つあるらしいが、蜘蛛のほうは小脳のような役割で単体では本物の虫程度にしか動けない。


念のために蜘蛛の頭にもとどめを刺すと、師匠がしみじみと呟いた。


「女の顔をしたくらいで、私たちが躊躇するような人間に見えたのかねぇ？」


「さあ？」


自分を喰らおうとする相手に手加減をするはずがないでしょ。


私一人なら手間取ったはずだけど、師匠が私に合わせてくれたので、ほとんど苦戦することなくアラクネを倒すことができた。


これがパーティー戦闘か……ソロとはこんなに違うんだね。


討伐した蜘蛛の胴体を処理していると、師匠は持ってきた荷物の中から簡易の錬金器具を取り出し、ニヤリと笑って私に差し出した。







    
  
  




「時間との勝負だよ、無愛想弟子。ちゃんとした糸が欲しかったら、半刻以内にここの材料で糸を作る薬品を作ってみなっ」


「……了解」


相変わらず厳しいと思いながらも『懐かしい』と感じて、私は錬金器具を受け取り急いで薬品の製作をはじめた。


＊＊＊


その日、クレイデール王国の王城にて、王太子の正式な婚約者となった三人の貴族令嬢たちが一堂に会していた。


ダンドール辺境伯令嬢、クララ・ダンドール。


フーデール公爵家令嬢、パトリシア・フーデール。


レスター伯爵家令嬢、カルラ・レスター。


どうして本日ここに集められたのか彼女たちは何も知らされていなかった。上級貴族の令嬢である彼女たちは、王城に赴く際にも数名の従者と護衛を連れてくることを許されているが、ここへは一名だけ従者の入室が許されているだけで、他の者は別室にて待機させられている。


（……退屈）


他の二人が緊張した面持ちでいるのに対し、この中で一番年下のカルラだけが緊張感もなく退屈しきっていた。


カルラは父の方針により幼い頃より全属性を得る実験をされ、その結果として他家との繋ぎをつくる貴族令嬢としての〝意味〟をなくしたはずの彼女に、その父は最後の役割として王太子妃を押し付けてきた。


王家としても健康に難のあるカルラに何かを期待しているのではない。ただ単に国内の有力貴族家との繋がりを強化する〝手駒〟として使われているに過ぎなかった。


本来ならこのクレイデール王国では、二代に一人は国外の王族から王妃を迎える。


それによって隣国との繋がりを強めて、他の大国との政治的な問題に対処していたのだが、国内の有力貴族と縁を繋げ、繋がりを強化するはずだった現国王が婚約者候補でもなかった子爵令嬢を正妃としたことで、国内の派閥対立が激化してしまった。


前国王が責任を取る形で王太子に王位を譲って王家の地位安定を図ろうとしたが、それでも国内の反発は収まらず、再び国内の有力貴族家から王妃を娶るしかなくなり、その結果、次に輿入れ予定だったソルホース王国の王族とは軋轢あつれきが生じていた。


（別にどうでもいいわ……）


それについてカルラは思うことはない。王太子という〝玩具おもちゃ〟を得る機会を得られたのだから、国がどうなろうと知ったことではない。


無垢むくな王太子を穢けがすことで〝死ぬ〟まで遊べるだろうと考えていたのだが、ある少女と出会ったことで、カルラは初めて自分の人生が色付いた気がした。


冷酷で無慈悲な死の天使。彼女だけが本当の自分を分かってくれるような気がした。彼女だけが自分と同じ〝死線〟の上に立っていた。


最後に見た彼女の姿と、その後に噂で聞いた壮絶な生き様を羨ましく思いながら、カルラは目を開けたまま遠くを見るように夢を見る。


（沢山の血の花が咲く園で、アリアと殺し合えて死ねたらなんて素敵なのでしょう）


それは憧れであり、血を吐くほどの強い願望であった。


殺したい。殺されたい。


カルラを貶め、尊厳を踏みにじった者たちを血と炎の海に沈め、その最高の舞台の上で彼女と殺しあう──。


そんなカルラの淡い夢は突然響いた文官の声に遮られた。


「王太子エルヴァン・フォン・クレイデール殿下、第一王女エレーナ・クレイデール殿下、ご入室いたしますっ」


この部屋の扉が開いてこの国の王太子と王女が入室する。


カルラの王太子への興味は多少薄れたが、その代わりに第一王女のエレーナに興味を抱くようになっていた。入室する王太子から視線を移してその後に続くエレーナに瞳を向けると、王女は他の婚約者ですら視線を逸らすカルラに、見返すように警戒した強い視線を向けてくる。


エレーナは、以前は兄である王太子に纏わり付いていたはずだが、三年前辺りからその執着は一般的なものにまで落ち着き、一人の王族として貴族派に付け込まれないよう毅然きぜんとした態度を取るようになっていた。


何が原因で彼女をそう変えたのか？　ほとんどの者はただの成長と見ているが、カルラはその変化に興味を引かれた。


（あの子が王太子だったら、もう少しマシになるのでしょうけど）


それから少しして、宰相とカルラの父である筆頭宮廷魔術師を連れて、国王陛下が入室してきた。


謁見ではなく、王族の子とその婚約者を集めて話す内容とはなんなのか？


カルラを除き、皆が固唾を呑むようにして身を硬くしていると、国王陛下が子どもたちの顔を見渡して、威厳のある態度で直接口を開いた。


「其方たちには王家の一員として、一年後にフーデール公爵の飛び地である離島のダンジョンを攻略してもらう。その地で〝精霊〟に願い、得たその【加護ギフト】を、国のために使うことを願う」


王のその言葉に一瞬の沈黙の後、ざわめきが生じ、その陰でカルラだけが薄く笑みを浮かべた。







サマンサ・サマンサ


新しい魔物糸は大きな問題もなく完成した。小さな問題があったとすれば、蜘蛛が思いのほか大きかったので糸の素になる粘液を掻き混ぜるのに苦労したのと、混ぜるための私の血液も多くなり軽い貧血になった程度だ。


さすがにこの量の加工だと私一人では無理だった。師匠が手伝ってくれなかったら糸の質にムラができていたはずだ。


だけどその甲斐あって出来上がった糸の長さは百メートルにもなり、太さは前よりも細くなったのに、魔力を通していなくても黒いナイフで切るのに苦労するような強度があった。


これならばよほどの達人でもないかぎり、宙を舞う糸を刃で切断することは出来ないはずだ。


新しい四つのペンデュラムに新しい糸を通して使い勝手を確かめてみると、レベル４になっていた《操糸》スキルとも相性が良く、六割程度なら自分の意思で方向を変えられるようになっていた。


残った古い糸は……。


「そっちの糸はこっちに渡しな」


「なんに使うの？」


出発する二日前に師匠にそう言われて、なんだろうと思いながらも二十メートルくらい残っていた糸を渡すと、普通の糸も織り交ぜて首に巻ける程度の短いショールを作ってくれて、出発する朝に手渡してくれた。


これを首に捲いておけば、吹き矢程度なら防げると思う。本当に……与えてくれた恩をいつか返せる日が来るのだろうか……。


「それじゃ行っといで、無愛想弟子アリア。無茶をするなとは言わないが無理はするんじゃないよ。お前はお前らしく生きればいいんだから」


「うん、行ってきます。師匠セレジュラ」


師匠に別れを告げて出発する。本当に戻ってこられるかは分からない……でも、帰ってくるつもりで毎回別れを繰り返し、『行ってきます』と言葉にした。






体調もほぼ回復して、ヴィーロとの待ち合わせの場所まであと一ヶ月半もあれば充分に間に合う計算になる。


セイレス男爵領から幾つかの貴族領を抜けて、その寄親であるバッシュ伯爵領から私が潰した暗殺者ギルド北辺境支部があったヘーデル伯爵領を抜ける。以前は職人が多い、活気のあったヘーデル伯爵領だが、今はどの街でもガラの悪そうな連中を見かけるようになって、全体的に色褪せた感じがした。


たぶん……暗殺者ギルドと密約があったヘーデル伯爵は、暗殺者ギルドが消滅したことで悪化する財政と治安を、盗賊ギルドを呼び寄せることで維持しようと考えたのだろう。他の貴族に後ろ暗い暗殺の仲介をして金を稼ぐと同時に横の繋がりを得ていた伯爵は、私を殺しても足りないくらい憎んでいるはずだ。


だけど、それと同時に、暗殺者ギルドの力を誰よりも知っていた伯爵は、それを潰した私に進んで関わろうとはしなかった。


伯爵ほどの権力があれば、領内でなら無い罪をでっち上げてでも私を拘束できると思うが、この地では衛兵にも盗賊にも一度も絡まれたことはない。


表からではなく盗賊ギルドを使って何かしてくる可能性もあるが、ケンドラス侯爵領の武闘派盗賊ギルドを潰してから、あきらかに盗賊ギルド関連の襲撃は減っていたので、それも関係があるのかもしれない。


ヘーデル伯爵領からダンドール辺境伯領に南下し、そこから待ち合わせ場所であるヘールトン公爵領へ向かうには二通りのルートがある。


ダンドールから南西に向かってダンス侯爵が寄親をしている地域を通るか、通り慣れた西に向かって、トーラス伯爵領から鉱山のあるケンドラス侯爵領へ向かい、そこから南下するルートだ。


金銭的には通る貴族領が少ない後者だけど、距離的には前者のほうがわずかに近いので今回はそちらを選択する。


ダンス侯爵が寄親をしている地域に到着すれば、出発してから一ヶ月近くも過ぎて、季節は初夏に変わっていた。待ち合わせの時まであと半月以上もあるので、何事もなければ充分に間に合うはずだ。


これまでの旅でも私を知らない盗賊や山賊にも襲われたことはあったが、もう、ランク１や２が十人程度なら問題にもならない。


そういえば、普通の冒険者なら、長距離の移動は商隊の護衛でもするのだろうか？


一瞬、そんな〝知識〟が頭に浮かび、能力的には探知の範囲も広がって睡眠も小まめに取れる私は最適かと思ったが、普通に考えると私みたいな子どもの冒険者を商隊が雇うはずもないと、悩む間もなく諦めた。


そもそも私が一ヶ月半と決めた行程は、私の脚で街道や森を駆け抜けることを計算に入れているので、のんびりと馬車で移動している余裕なんて最初からなかったのだ。


それでも、商隊が護衛を雇うのはそこに危険があるからだ。魔物、山賊、場合によっては野犬の群れでも充分な脅威になる。






「冒険者さんとお見受けしますが、よろしければヘールトンの領都まで護衛をしていただけませんでしょうか」


「…………」


そんな声を掛けられたのは、ヘールトン公爵領に入ってすぐの街道でのことだった。


ヴィーロとの約束まで一週間近く残っており、旅の途中にあったサンドーラ伯爵領の冒険者ギルドに予定変更の連絡もなかったので、これから普通に歩いても間に合うとは思うが、問題はどうして〝私〟に声を掛けたのか？


彼らは四人で旅をしている行商人らしく、確かに護衛はいないようだが……。


「どうして私に？　あなたたち、強そうに見えるけど」


声を掛けてきたクルス人らしい浅黒い肌をした壮年の男は、身のこなしからしてもランク４はあると思われた。馬車の近くにいる二人も鑑定は出来ていないが、それなりの実力者だと感じる。


少なくとも、目の前の男だけでも山賊や低級な魔物など問題にもならないはずだ。そう考えて疑問を口にすると男が困った顔で溜息を吐く。


「私はこの国の人間ではなく、西方の人間で、私どもの商品を販売するルートの開拓をしております。私は元カルファーン帝国の騎士で、それなりに実力はあるつもりですが、奇妙な噂を耳にしましてね」


「……噂？」


男が話す噂とは、ここ数日、この辺りで出没するようになったという『老婆』のことだった。


老婆程度どうという事はないと思うが、その老婆は夜になると街道に出没し、人とは思えないほどの速さで駆け抜けながら〝砂〟を吹きつけて去って行くという。


「……砂？」


「そうなんですよ。馬で追いつけない速さで駆け抜け、砂を吹きつけて去って行く……。見た目は老婆らしいのですが、とても〝人〟とは思えませんね。おそらくは人に擬態した魔物ではないかと思っていますが……問題は、あの子です」


「…………」


彼らの四人目。馬車の中から外套のフードを深く被った子どもがこちらを覗いていた。


「私どもの子が、その老婆に怯えておりまして……。若い女性の方がいれば、あの子も気が紛れるのではないかと……」


「なるほど……」


ようするに護衛ではなく『子守り』か。私に子守りが出来るとは思えないが、その子は人見知りらしく馬車の外を歩いているだけでいいそうだ。


確かに行商人らしく、馬車の中から奇妙な匂いが漂っていた。私が匂いを嗅ぐようにしていると男が荷物から小さな袋を渡してきた。


「私どもが取り扱っているのは西方の香辛料です。お試しにこちらをどうぞ。元より今回の行商は客を得ることが目的なので遠慮なさらず」


小さな革袋の中には、小さな白い粒が幾つか入っていた。この辺りではあまり見ないが、白胡椒というものだろうか？


「……次の街まででいいのなら」


「おお、感謝します。これであの子も夜に眠れると思います」


壮年のクルス人がにこにこと笑って頭を下げる。


次の街には明日の夕方には着くだろう。その程度なら行程に問題なく、私も気になったことがあったので、私はその依頼を受けることにした。






依頼内容は、馬車の護衛と子守り。前金で銀貨三枚。街に着いたらさらに五枚。そんなに高い額ではないが、私くらいの年齢の冒険者に払う額としては破格なのだろう。


子守りなので馬車の近くを歩いていたが、その子ども──サリーマという七歳くらいの少女は、私を馬車から覗くだけで、会話らしい会話をすることはなかった。


「すみません、人見知りの激しい子で」


壮年の男はナーマルド。細身の男がタヒルで筋肉質の男がザナ。ナーマルドはともかくタヒルとザナは私に近づこうともしないので、名を聞いても意味はなかった。


移動中、この依頼の原因となった『老婆』のことを聞く。


それが出没し始めたのは本当にここ数日のことで一週間も経っていない。なんでも徐々に領都に向かっているらしく、旅人の間で噂になっていたそうだが、ほとんど街にも寄らなかった私は耳にしたことがないと言うと少し驚かれた。


特徴としては、年齢も分からないほど老齢だが、地面を這うようにとんでもない速さで駆け抜けるだけでなく、手を出したというランク３の戦士を軽くあしらって、砂で埋めてから駆け去っていったそうだ。


……本当に人間？　ナーマルドが言ったように魔物かもしれないが、なんかそのような存在を知っているような気がする。師匠の授業で受けたのか、冒険者ギルドで聞いたのか……。


結局思い出すこともなく、暗くなるまで馬車で進み、オーズ侯爵領から続く街道との合流地点で野営することになった。


「今日は私どもが腕を振るいますので、是非ともご馳走させてください」


無口な細身の男タヒルが鍋で料理を始め、あまり嗅いだこともない、たっぷりと使われた香辛料の匂いが辺りに漂う。


私は食に拘るほうではないが、粗食に慣れすぎて味の濃いものに慣れていない。この強い香りでは〝まともな食事〟でも食は進みそうにないけど、受け取った木の器に注がれたシチューらしき物を見つめていると、不意に小さな影が動いた。


「お姉ちゃん……おいしいよ？」


「…………」


サリーマが木で出来た匙さじを私に差し出した。ここまでされたら食べないのは不自然だ。私はサリーマの小さな手から木の匙を受け取ると、シチューを掬って口に含む。


うん。なるほどね……。


熱々の真っ赤なシチューを何度か口に運び、そんな私を彼らが無言のままで見つめていた。


好意的に解釈すれば、異国の料理を振る舞い客人に受け入れてもらえるか固唾かたずを呑んで見守っているようにも見えるだろう。


「……どうしましたかな？　アリアさん」


「…………」


器の半分ほどを食べて動きを止めた私に、ナーマルドが静かに声を掛ける。彼は目を閉じたまま返事のない私に軽く息を吐くと、そっと立ち上がって近づいてきた。


「では、おやすみ……〝灰かぶり姫〟」


キィンッ!!


その瞬間、ナーマルドが殺気もなく振り下ろしたシミターと私の黒いダガーがぶつかり、甲高い音を打ち鳴らした。


「──っ！」


腰を下ろしたまま地を滑るように繰り出した私のナイフを、ナーマルドがシミターで弾いて距離を取る。


「……薬は効かなかったのかね？」


「さあ？　そんなことを教えると思う？」


わざわざ答え合わせをする必要はない。そもそも、こんな怪しげな連中から振る舞われた食事をそのまま食べるほど、私は他人を信じてはいない。


音もなく立ち上がり黒いナイフとダガーを両手に構える私に、素手のままのタヒルと短剣を持ったザナが私を取り囲む。……さすがにこの程度で動揺はしないか。


私を『灰かぶり姫』と呼び、この実力でこれほどの胆力がある相手が私の命を狙うとしたら、その正体も自ずと限られる。


「暗殺者ギルド……」


「いかにも。我らは中央西地区支部の者だ」


ナーマルドは浅黒い肌に刻まれた皺を深くするように微かに嗤う。


暗殺者ギルドの中央西地区支部は、砂漠民族の流れを汲むと聞いたことがある。クルス人が多く住むカルファーン帝国は海と砂漠に囲まれた場所なので、ナーマルドがいた時点である程度の予想はしていた。


「さすがは〝灰かぶり姫〟……。正面からの戦いは厄介だと聞いて、罠で殺せるのなら良かったが仕方あるまい。さて……灰かぶり姫よ、我らの傘下に入る気はないか？」


「……ふざけてるの？」


殺しかけておいて傘下に入れとは、何を考えているのか？　私は半眼にして視線を向けるとナーマルドはこちらを警戒したまま微かに嗤う。


「巫山戯ふざけてなどおらぬよ、灰かぶり姫。あの程度で死ぬようならそれまでのこと。おぬしを狙ったのは暗殺者ギルドの面子の問題だ。お前が仲間になるのなら問題はあるまい」


「敵討ちではないの？」


「他のギルドなど、何人死のうと知ったことか。我ら中央西地区支部は流れ者や行き場をなくした者たちの集まりであり、結束は固い。おぬしが仲間となるのなら、我らが他の支部から守ってやろう。だがな……」


ナーマルドはそこで言葉を句切り、私の心を覗き込むようにジッと瞳を見つめてきた。


「信頼の証として、おぬしには百人の暗殺をしてもらう。もちろんこちらが指定した者たちだ。おぬしも行き場をなくした口だろう？　その程度で信用と居場所を買えるのなら安いものだと思わないか？」


「…………」


百人の暗殺。おそらくは善人や無垢な人間を、命令のまま殺せるかどうかを試すつもりなのだろう。でもね……私の答えは最初から決まっている。


「断る」


「……我らの支部とも敵対するつもりか？」


私の拒絶に、ナーマルドを含めたタヒルとザナの殺気が満ちていく。


「最初から、私の邪魔をする奴は全員〝敵〟だ」


あっさりと、なんの迷いもなく暗殺者ギルドの支部と敵対を選んだ私に、誰かの一瞬息を呑む音が聞こえた。


「愚か者め……！」


その瞬間、ナーマルドがシミターを構えたままさらに距離を取り、殺気もなく佇んでいたタヒルが滑らかな歩法で前に出る。


「シッ！」


タヒルが短く息を吐いて拳打を放つ。素手のまま打ち込まれる拳をナイフで迎撃すると、タヒルは軟体を使った奇妙な動きで躱したナイフの腹を素手で弾く。


無手……格闘術か。再び打ち込まれる拳打を私は反り返るように躱しながら背後に手を付き、その拳打を刃付きのブーツで蹴り上げた。


「サリーマは下がっておれっ」


「うん、爺ちゃん！」


人見知りも演技だったのか、ナーマルドの言葉にサリーマが強く頷いて馬車のほうへと下がる。


近接専用の武器を持ちながら何故か下がったナーマルドは、タヒルと戦う私に、彼を巻き込むようにしてシミターを投げつけた。


唸りをあげて迫るシミターをタヒルと私がわずかな動作で回避する。だが──


「っ！」


シミターが突如軌道を変えて私だけを襲い、とっさにタヒルの真似をして魔鋼板を仕込んだ右のグローブでシミターを叩き落とす。


「よくぞ躱した！」


そう叫んだナーマルドが腕を引くと、シミターが結ばれていた黒紐で踊るように宙に舞う。


私のペンデュラムと同じ操糸系の武器……しかも私よりも操作の幅が広く、地に落ちることなく宙でクルクルと回るシミターが再び私に襲いかかってきた。


二人の攻撃を躱しながら両手のナイフとダガーで攻撃をいなして、二人から転がるように距離を取ると同時に、傍観していたザナが真上から飛びかかってくる。


「っ！」


わざと拳打を受けてその衝撃で飛び離れた地面に、ザナが深々と両手の短剣を突き立てた。


「がぁあああああああああっ!!」


その男は、根元まで埋まった短剣を事もなく引き抜き、獣のように吠える。──いや違う。ザナの顔面が獣毛で覆われ、見る間に獣へと変わっていく。


ライカンスロープ……狼男か！


直立した狼と化したザナが恐ろしいほどの速さで飛びだし、二本の短剣を私に振るう。即座に私もナイフを抜き打ちするが小さな投擲ナイフはザナの毛皮で弾かれた。


ライカンスロープは動物形態に変化する人間の総称だが、本来は『狼男ウェアウルフ』の別名だ。普段は人と変わらない姿で人に紛れて生きているが、こうして獣の姿となって人を襲うこともある。


人が何故そうなるのか、呪いや病気などと言われているが定かではなく、その獣性を制御も出来ないので魔物に分類されるが、それを暗殺者ギルドが拾ったのか。


ガキンッ！


ザナの短剣を私もダガーとナイフで受けるが、獣化して強化されたザナの筋力は、軽い私を容易く弾き飛ばした。


その瞬間を狙ってタヒルが私に肉迫し、その陰からナーマルドがシミターを投げつける。彼がそれを操作する前に、私が放っていた【影攫いシャドウスナッチ】の〝闇〟からクロスボウの矢が飛び出した。


「魔術かっ!?」


この暗闇で真下から放たれたにも拘わらずナーマルドが矢を回避する。これだから熟練のランク４は面倒だ。隙を突いてもほとんど意味がない。


「ぐっ」


でも、その間に単体となったタヒルの腕を弾きながら、その脇腹を浅く薙ぐと、そのカバーに入ったザナの短剣とぶつかり、私は再び弾き飛ばされた。


「…………」


さて、どうするか……。


ランク４の操糸を使う剣士、ナーマルド。


ランク３だが、奇妙な動きをする格闘家のタヒル。


獣化したことで私より遙か上の身体能力を有する狼男のザナ。


この三人ならランク５でも殺せるはず。中央西地区支部は相当私を警戒してくれたようだ。


ナーマルドたちは、私を逃がさないように三方から取り囲んで、ゆっくりと時計回りに位置を変える。


一対一なら戦えない相手じゃないけど、この三人を同時に相手にするには一度分断する必要がある。そのために何かしらの〝切っ掛け〟が必要だと感じた。


そのための布石は打ってある。でも、それはまだ効果は表れず、それならどうするかと私が考え始めたその時──






『──ヒヒヒヒヒ──』






「「「!?」」」


暗くなった街道に奇妙な〝笑い声〟が聞こえて、その奥から近づいてくる〝影〟に暗殺者たちの気がわずかに逸れた。


その隙に攻撃をするべきなのだが、出現したその〝物体〟の異様さに私も思わず目を見張る。


そこには四つん這いで真っ暗な街道をとんでもない勢いで走り迫る、小柄な『老婆』の姿があった。……あの話は本当だったのか。


「がああっ!?」


あまりの異様さにザナが混乱したように短剣を投げつける。だがとんでもないことに、それを容易く宙で掴み取った老婆は、背後に短剣を捨てながら異様な魔力と共に膨大な砂嵐を吹きつけてきた。


「っ！」


その瞬間、私と暗殺者たちが即座に離脱する。だが魔力感知が出来なかったのか、タヒルが砂嵐に巻き込まれてそのまま老婆に襲われた。






▼老婆？　種族：？？？


【魔力値：３６５／４２０】【体力値：１７３／１８４】


【総合戦闘力：１５９８（身体強化中：１９９２）】






なに……あれ？　そう思った瞬間、あの女の〝知識〟から必要な情報が浮かんでくる。


高速移動する老婆、人とは思えない戦闘力に高い魔力、そして砂を掛けるということは、もしかしてあれは……。


「……〝妖怪〟？」


それは精霊と魔物の中間のような存在で、あの女の前世は、そんな化け物が跋扈していた恐ろしい世界だったようだ。


だがそれでも私のやることは変わらない。一瞬で意識を切り替えた私は、渦巻く砂嵐に隠れるように隠密を使って飛び出すと、砂嵐で視界を塞がれて警戒するザナに背後から忍び寄る。


「ガァアアアアアアアアア！」


おそらく匂いで察知したのか、ザナが吼えながら振り返り、投げた短剣の代わりに牙と爪で殴りかかってきた。


私のナイフが毛皮で弾かれる。黒いダガーで勢いをつければ刺さるかもしれないが、お前一人ならそれをするまでもない。


「ガッ!?」


私は手のひらに生み出した【影収納ストレージ】の出口から、食べたはずのシチューをぶちまけた。


【影収納ストレージ】は影さえあればそこが〝扉〟となる。私は食べたふりをして口内から【影収納ストレージ】に仕舞い、それを今、大きく広げた狼の口内にぶちまけた。


「ぐぉお……」


おそらくは強力な催眠剤入りだろう。ザナがよろめくように後ずさり、そこに振り下ろされた分銅型のペンデュラムが彼の頭部を撃ち抜いた。


ナイフを弾いたのは獣系の魔物が持つという《刺突耐性》だろうがこれなら通じるはず。だが、体力値と耐久性の高い狼男はそれでもまだ死ななかった。


「灰かぶり姫っ！」


そこに、砂嵐の中でようやく私たちを視認したナーマルドが、割り込むようにシミターを投げつけてきた。お前の技は何度も見た。だから、ちょうど良かった……ザナを殺すには〝重み〟が足りないと思っていたところだから。


「なにっ!?」


ナーマルドの放ったシミターの紐と私の放ったペンデュラムの糸が絡み合い、シミターの重さを追加した〝分銅型〟がザナの頭蓋を真上から打ち砕いた。


「が……っ」


わずかな呻きを残し、完全に砕かれたザナの頭部が血飛沫と共に弾け飛ぶ。


「おのれっ!!」


自分の武器さえ利用されて仲間を殺されたことで、ナーマルドは糸が絡んだシミターを捨て、落ちていたザナの短剣を拾う。


ガキンッ！


「ぐっ！」


操糸だけレベル４になっていた私と違い、直接の戦闘ならランク４のナーマルドのほうに分があるはずだ。だが、接近したナーマルドの動きは、最初に比べてランク３の私に押し勝てないほど落ちていた。


本人さえも気付かずに動きが落ちていたからこそ、私は《操糸》スキルの争いに勝ち、ようやくお前にも打ち勝つことができる。


「──【幻痛ペイン】──」


「ぎぎゃ！」


お前たちは強力な睡眠剤の匂いを香辛料で誤魔化したようだが、私もタヒルが作っていた料理の鍋に【影攫いシャドウスナッチ】で薬を混ぜ込んでいた。


強力な筋肉弛緩剤だが、これは揮発させて気体としても効果がある。その分、効果が出るまで時間は掛かるが、そうでなくてはランク３の上位でしかない私が、ランク４を含めた三人の暗殺者と正面から戦おうとは思わなかった。


「ぐあああああああっ！」


【幻痛ペイン】の激痛に硬直したナーマルドの首から胸まで深く斬りつける。だが、ナーマルドもこの状態でわずかに身体を反らして致命傷を回避した。


それなら一撃で死なないのなら何度でも攻撃するまで！　その意思を込めてダガーを振りかぶった瞬間、小さな影がその間に飛び込んできた。


「やめてっ！　爺ちゃんを殺さないで！」


馬車に避難していた少女、サリーマがナーマルドを庇うように両手を広げて、庇われたナーマルドが瀕死の状態で辛そうに顔を歪めた。


「サリーマ……」


ナーマルドが震える手を伸ばしたその瞬間──


「え……」


ナーマルドが袖口に仕込んでいた飛び出しナイフを私に撃ち、私はそれを、糸で巻き付けたサリーマを盾にして受け止める。


「貴様っ！」


「お姉ちゃん……どうして……」


背中にナイフを受け、唖然とした顔で見上げるサリーマを私は冷たく見下ろした。


「悪いが〝死臭〟なら何度も嗅いできた」


私が彼らを怪しいと思った原因は、ナーマルドの種族でもタヒルやザナの言動でもない。最初から、この幼い少女から〝死臭〟を嗅ぎ取っていたからこそ、私も躊躇なく毒を使った。


おそらくあの過剰な香辛料は、毒の匂いを誤魔化すためだけではなく。このサリーマの死臭を消すために使っていたのだ。


「……この小娘がっ」


サリーマが本性を顕し、愛らしい顔を獣のように歪めて牙を剥く。


吸血鬼ヴァンパイアか……。見るのは初めてだが師匠の授業でも習っている。人の血を吸い、その血にある魂の残滓を得ることで半永久的に生きる魔物だが、魔族の国では国民としても扱われている者もいるらしい。


狼男に吸血鬼……流れ者の集まりとは聞いたが、節操がないな、暗殺者ギルド。


「死ねっ!!」


サリーマが血色の爪を伸ばし、子どもの身体とは思えない速度で襲いかかってくる。吸血鬼は強い再生力があり、すでに背中の傷も塞がっていた。


私はその爪をナイフで弾きながら後ろに下がるが、私はナーマルドのとどめを諦めたのでも、サリーマから逃げたわけでもない。


「──ひひひっ──」


「ぐおっ!?」


次の瞬間、タヒルをズタボロにした〝老婆〟がこちらにも襲いかかり、逃げ遅れたナーマルドが巻き込まれて跳ね飛ばされた。


「ナーマルド！」


その光景に私を追ってきたサリーマが思わず振り返る。なるほど、結束は固い。でも、私から目を離しても良いの？


「ぎっ!?」


一瞬よそ見をしたサリーマの首に汎用型のペンデュラムが絡みつき、強く引き寄せられたサリーマの見開いた瞳に、ナイフを大きく背後に引く私の姿が映る。


「──【突撃スラスト】──」


斬！　私が放った戦技がサリーマの首を撥ね飛ばす。


吸血鬼を殺すには、心臓の魔石を砕くか、頭部を破壊するしかない。たとえ少女の姿をしていても、私は〝敵〟に一切の容赦をするつもりはない。それでも大人の姿をした吸血鬼なら脅威だったが、幼児のステータスではさすがに上限がある。


「ぐぁああああああああっ！」


老婆に砂で吹き飛ばされたナーマルドが私のほうへ吹き飛ばされてくる。


私は砂で痛めないように目を細めながら背後からナーマルドの首に腕を巻きつけ、へし折って殺すと、同時に老婆が私にも襲いかかってきた。


次はこちらか……本当になんだ、この老婆は。


「──【幻影シャドウ】──」


影の幻影を囮にしてその攻撃を回避する。だけど、鑑定で見た膨大な戦闘力とは裏腹に、その攻撃は私でも見切れる程度の速さしかない。


攻撃力は低く、撥ね飛ばされたナーマルドも死ななかったのだから、もしかして、近接戦闘は身体強化と体術だけ？　老婆のあの戦闘力は魔術によるものだと仮定した私は【影収納ストレージ】から汎用型と刃鎌型のペンデュラムを取り出した。


老婆に魔術を使われたらおそらく私に勝ち目はない。魔術を使われる前に一瞬でけりをつける。


「はぁあああ……」


私は暗殺者たちと戦った熱を息と共に吐き出しながら、自分の中の殺意を高めた。


暗殺者のことも任務のことも頭から消す。


この瞬間、私は他に向ける意識のすべてを排除して、老婆を殺すためだけに殺気のすべてを解き放つ。


「ひひっ！」


私の高めた殺気に老婆がぎょろりと目を剥いて、私に呼応するように全身から膨大な魔力を溢れさせた。


私も全身の魔力を高めて猫のように身を伏せながら、地面を蹴るように飛び出して二つのペンデュラムを投げ放ち、老婆も解き放った魔力で迎え撃つ。


勝負は一瞬──互いにこの体力値なら先に攻撃を当てたほうが相手の命を奪う。


でも──






「待て待てっ!!　お前ら止まれっ!!」


聞き覚えのあるその声と同時に飛んできたナイフに、私と老婆はすれ違うように互いの身体と刃を躱して地面を転がるように距離を取る。


……この声って。


「……ヴィーロ？」


街道から駆けつけ、ナイフで強引に割って入ったその男は、殺し合う私と老婆を見て悲鳴のような声をあげる。


「お前ら、仲間同士で、なんで殺し合ってるんだよっ!?」


仲間？　なんのこと？


殺し合いに割り込んで止めたヴィーロが疲れたようにそう叫ぶと、あの妖怪老婆がまるで人間のように笑いはじめた。


「ひっひっひ、遅かったのう、ヴィーロの坊主」


「〝坊主〟は止めろよ、婆さんっ。まったく……まぁ、とりあえず」


呆れたように老婆に文句を言ったヴィーロが、私と老婆が戦いを止めたのを見ると、唐突にナイフを何処かに投げつけた。


「──っ！」


その瞬間、老婆に襲われボロボロになって動かなくなっていたタヒルが、跳ねるように飛び起きてそのまま逃亡を始めた。……まだ生きていたのか。


その様子にヴィーロは口の端をわずかに上げて、その場から飛び出すように腰から愛用のミスリルの短剣を引き抜いた。


「俺から逃げられると──」


ヒュンッ！


その横を黒い刃が飛び抜け、刃鎌型のペンデュラムがヴィーロと老婆に気を逸らしていたタヒルの死角から首を深く抉り斬り、大量の血を噴き上げて崩れ落ちた。


ペンデュラムの血を払うように手元に引き戻した私は、そのまま短剣を構えて固まっているヴィーロに向き直る。


「ヴィーロ……説明して」


「アリア、おまえなぁ……」


またか？　またヴィーロの厄介ごとかっ。この老婆から逃げられると思わなかったので、覚悟を決めて迎え撃ったが、あのまま殺し合いを続けていたら、私が死ぬ確率のほうが遙かに高かったはずだ。


この老婆が『仲間』？　だとするとこの老婆が、引退したというパーティーメンバーの魔術師なの？　……ランク５の魔術師相手に私もよく生き残れたな。


そんな思いが表情から滲み出ていたのか、じと目で見つめる私の視線にヴィーロが後ろめたそうに目を逸らす。







    
  
  




「まぁ、その……なんだ、この〝婆さん〟が俺の仲間だ」


「人外が仲間とは聞いていない」


「人外じゃねぇよっ。色々バケモノっぽいが人間だ。ただ、ちょっとボケていてな……。宿場町で宿を取っていても、毎日のように怪しい気配がするって叫んで、いきなり飛び出していっちまうんだ……」


「ボケとりゃせんわ、坊主がっ！　わしゃ、まだ九十九歳じゃっ！」


「十年前から同じことを言ってるじゃねぇかっ！」


「…………」


本当に人間なの……？　ランク５の魔術師で、しかも私と格闘戦ができる人物がボケてるとか、危険極まりないな。


「こう見えて腕は確かなんだよっ。偶にボケるから引退はしたんだが、実力だけなら確かだから安心しろ」


「儂の名は、サマンサ・サマンサじゃ、小娘っ！」


「……そう」


それのどこに安心できる要素があるのだろう。すでに数十秒前まで殺し合っていた事も忘れたように、老婆──サマンサは普通に自己紹介をしてきた。


それでも私はナイフを鞘に戻して、警戒レベルを〝即座に排除〟から〝要注意〟レベルにまで引き下げる。あの女の〝知識〟によれば、ボケとか本人ではどうしようも無いことを、いつまでも根に持つことは合理的ではない。


確かに彼女ほどの実力があれば、戦闘なら問題はないだろう。


「私はアリアでいい。ここで会えるとは思っていなかったけど、ヴィーロ、これからの予定はどうなってるの？」


「そうだなぁ……さっきの宿場町で一泊する予定だったが、もう宿も取れないからこのまま目的地に向かうか……」


「公爵の領都？」


「そっちはただの待ち合わせ場所だ。途中で寄ることにはなるが、俺たちの〝ターゲット〟は国境沿いの男爵領にいる」


「了解」


ヴィーロの言葉に私は手の中にあるペンデュラムを握りしめる。


そこにあいつが……〝グレイブ〟がいる。


以前戦った時は手も足も出なかった。一か八かの賭けに出てギリギリで生き延びた。


今でも戦闘力は倍近い開きはあるが、私も昔のままの私ではないし、今はヴィーロやサマンサもいる。


出来ることなら……私一人で決着を付けたかったが、あいつを殺すことは私の私情よりも優先される。


「それじゃ行くぞ、アリア、サマンサ。明日中には街に着きたいからな」


「こんな夜に強行軍とは、年寄りをなんだと思ってるんだいっ」


「婆さんが勝手に飛び出したんだろっ!?」


「…………」


……少し不安だ。






冒険者生活の長い（ほぼ百年）サマンサは当たり前のように《暗視》スキルを持っていた。こんな夜の街道でも、全員がレベル４の身体強化を使えるので移動は驚くほど速い。


「そういえば、サマンサは魔術師なのにどうして身体強化を使えるの？　近接戦闘スキルがあるわけじゃないのでしょ？」


「良い質問じゃ、小娘っ!!」


移動途中で気になったことを聞いてみると、私もヴィーロも自然と気配を消していたけど、サマンサはお構いなしに向こう三軒隣に声を掛けるような大声で答えた。


「魔術師の天敵は、動きの速い軽戦士タイプじゃっ！　だからこそ、実力が一定以上になった魔術師は、〝思考加速〟を行うために自然と身体強化を覚えるようになるのじゃっ！」


「へぇ……」


師匠が魔術師なのに近接戦もするのは、そういう意味もあるのか。


「婆さん、それは俺も知らなかったぞ」


「最近の坊主は、勉強不足じゃのっ！　まぁ、今の若い魔術師は、魔術の威力にばかり気を取られて、身体強化を覚える奴など滅多におらんからなっ！　おぬしらも覚えておけっ、今の時代に身体強化を使う魔術師がおったら要注意じゃぞっ！」


「わかった」


なるほど……実戦系の冒険者の話は参考になる。


「とりあえず婆さん、もうちょっと声を抑えろ。魔物が寄ってくるだろっ」


「なんじゃ坊主っ、飯の時間かっ!!」


「宿屋で飯食ったのは、一刻前だろっ!?」


「…………」


……本当に大丈夫？


食事も味気ない携帯食だけで済ませて行程を急ぐと、次の日の昼には、この地方で最大の都市であるヘールトン公爵の城がある街に到着した。


私とサマンサは一泊するために宿を取り、ヴィーロは冒険者ギルドで情報を仕入れてくると言っていた。


「アリアは婆さんと一緒に宿にいろ。お前もそうだが、サマンサはこう見えて有名人だから、この状態の婆さんを冒険者ギルドに連れていくと面倒になる。それから婆さんは普通に会話していても唐突にボケが入るから気をつけろよ」


「了解」


私が冒険者ギルドに行っても面倒になりそうなので、ギルド関係はヴィーロに丸投げする。


ヴィーロが取った宿は一流冒険者の彼ららしい、一泊銀貨三枚もする上級宿だった。


サマンサの世話をする必要があるかと思ったが、老いたりとはいえ彼女も冒険者だし、上級宿らしく宿の者に言えば大抵は対処できるので私がすることはほとんどないだろう。


バタンッ!!


「小娘っ！　飯じゃ、飯を食うぞっ！」


宿の部屋に入って数秒もしないうちに、隣室にいたはずのサマンサが扉を蹴破るように私の部屋に飛び込んできた。


「飯は昨日食べたと聞いた」


「鬼嫁じゃ、鬼嫁がおるっ！」


誰かの嫁になった覚えはない。


「サマンサ。冒険者なのに三食食べたいの？　それならついてきて。まともな食事をしたいのなら、一階に食堂があったはずだ」


「お、おう」


淡々と言い放った私に、何故か若干引いているサマンサを伴って一階に降りると、宿の者に案内されて食事をする六人掛けのテーブルに案内された。


「サマンサ、何を食べたいの？」


「そうさのう……肉じゃ、仔羊の肉がよいっ！」


「了解」


私は彼女の好みを聞いて女給を呼ぶと料理の注文をする。


「仔羊の肉料理。一頭分」


「い、一頭分ですかっ!?」


「彼女は何度も空腹を訴えている。それに私たちは冒険者だから問題はない」


ヴィーロは病み上がりでも朝から肉を食べる男だった。彼の冒険者仲間ならそれに沿った料理を並べておけば文句はないだろう。


特に会話もなく次々と運ばれてくる〝肉〟を黙々と胃に流し込んでいる老婆と子どもに周囲の客たちが静まりかえり、そんな微妙な空気の中で一刻も経った頃、ヴィーロが冒険者ギルドから戻ってきた。


「なんだ、この肉の量は……」


「サマンサが食事をしたいと言った」


「小娘は鬼嫁じゃっ！」


宿に着いた時よりも若干丸くなってテカテカになったサマンサを見て、ヴィーロが首を傾げる。


「……なんだかよく分からんが、まあいいか。女給っ、エールをくれっ。とりあえず報告をするぞ」


席に着いたヴィーロが勝手に肉を食いながら、ギルドから得た情報とこれまでのことを小声で話し始めた。


裏社会の隠語を使っているので分かりづらいが、要約するとこういう話だ。


私を殺し損ねたグレイブは、セラたちのいる暗部を抜けてその姿を隠した。


それからしばらくは大人しくしていたそうだが、ある頃から〝貴族派〟と呼ばれる、王家の力を弱めて諸外国の勢力を引き入れようとする勢力の貴族たちが、暗殺される事件が起きはじめた。


これまでに三人の貴族が殺害され、特にその一人である伯爵は、王太子の婚約者は国外の姫を娶るべきと唱えていた、隣国と深い関係にあると噂される貴族だった。


伯爵が貴族派の主要人物の一人であることから、貴族派は彼を殺したのが王家派と関わりのある者だと主張し、国家に対してもそれらの脅威を削ぐため、王家の剣である近衛や暗部の規模縮小を求め、それだけでなく王家が主義を変えてでも隣国の姫を娶るべきだと言い出した。


だが、今の情勢でそんなことは認められるはずもなく、謂われのない疑いを掛けられた暗部の長は、事件を調べて、ようやくその犯人がグレイブであると突きとめた。


暗部の調査によるとグレイブは王家の敵となる貴族家を狙っているらしく、絞り込んだ幾つかの貴族領を調査すると、このヘールトン公爵領にグレイブらしき人物が潜伏しているとの情報をつかんだ。


本来なら〝貴族派〟の旗頭となり得る二つの辺境伯が〝王家派〟であるのに対し、王家派であるはずのヘールトン公爵家は、本来得られるはずだった利権を辺境伯家に奪われたせいもあり、今では反王家派として知られている。


「グレイブは公爵が城の外に出るのを待っている。情報では国境寄りの男爵領で厄介な魔物が出たらしく、並の冒険者や騎士では歯が立たないそうで、まあ、簡単に言えば、公爵が人気取りのために自ら討伐隊を出すそうだ」


その時を狙ってグレイブが公爵を狙う可能性が高いらしい。


普通に考えれば百人以上の騎士が護る公爵本人を狙うなんて自殺行為であり、誰もが馬鹿げたこととして本気にしないが、あのグレイブなら城にいる時を狙うよりマシだと判断したのだろう。


公爵側もいつ襲ってくるか分からない相手に常時厳戒態勢は取れない。そのような状況なら、グレイブならきっとやるはずだと私は確信する。その確信に理由はない。ただ私でも〝そうする〟と思っただけだ。


そして襲撃がある危険を伝えたとしても、ヘールトン公爵もたった一人の襲撃者を恐れて討伐を中止にしたりはしないだろう。


「明日の朝に出発してその男爵領に向かう。俺たちのやることは、公爵の現地到着前にグレイブを討伐することだ」


「ひっひっひ、明日の朝など言わずにこれから行けば良かろうっ！　さぁ、坊主、小娘も準備をせいっ！」


パンッ。


すぐさまにも出発しようとするサマンサを、私がテーブルを叩いて止める。


「まだだ。肉がまだ残っている」


「「…………」」


冒険者は食える時に食わないといけない。ヴィーロからもそう教わったし、私は最初の森での野営生活やオークのいた森での教訓からそう学んだ。


食える時は食う。食えない時は我慢する。だから食事を残すのは許さない。そう訴えるように私がじっと二人を見つめると、二人はゆっくりと浮かしかけた腰を下ろして、三人でまた肉を無言で食べはじめた。


その翌日、朝早くに私たちはヘールトンの領都を出発して、グレイブが潜伏しているという男爵領に向かった。


その場所で私は、ある〝出会い〟をすることになる。







狂人


「そういえば、男爵領で起きた魔物の問題ってなに？」


「それも説明してなかったな」


国境沿いにある男爵領に近づいた頃、街道を進みながらその疑問を口に出すと、ヴィーロが情報を整理するように教えてくれた。


まず地理情報として、ヘールトン公爵領から西に数日移動した国境沿いに巨大な湖が存在する。でも問題はそこではなく、湖から西側が隣国ソルホース王国との緩衝地帯になっており、湖の北側の湿地帯にあるソルホース王国と繋がる街道でその問題が起きているそうだ。


隣国であるソルホース王国とは、岩石地帯である魔物生息域や湿地帯を緩衝地帯としているため領土的な衝突はないが、コンド鉱山の利権を巡ってはソルホースだけでなくコンドール王国やイルス公国を含めた四国が政治的な諍いを続けている。


だからこそ利権争いで有利に立つためにも王家同士の婚姻は欠かせないのだが、国家間の問題はあっても、民同士の関係は比較的まともな友好関係を築けていた。


商人同士の交流は盛んであり、ソルホース側の近くに大規模ダンジョンもあることから、許可を得た上級の冒険者も多く行き来している。


だが、その緩衝地帯の湿地帯に、いつの頃からか『黒い獣』が現れるようになり、商隊や冒険者を襲いはじめた。その正体とは──


「古の幻獣──〝クァール〟だ」


伝承では異界より現れたといわれる幻獣で、巨大な豹の身体に耳の先より伸びた鞭のようにしなる二本の髭ひげを持つという。


狡猾こうかつで残酷、知能は人よりも高く、その強大な力は『黒の破壊者』とも呼ばれるランク５の幻獣で、年を経た個体は竜にも匹敵すると言われていた。


「……クァールか」


正確には魔物ではなく『幻獣』だ。……それほどの幻獣が相手なら、公爵自らが人気取りのために討伐隊を出すのも納得できた。このクレイデール王国では二つの辺境伯家が権力的にも財力的にも強い力を持っており、本来王家とも血の繋がりのある公爵家が外敵から国家を守る役目もあるのだが、ヘールトン公爵領では特別な産業もなく公爵家としての権威を保てなかったことで、ヘールトン公爵は睨みを利かせるはずの諸外国と経済面以上の関係を深めている。


それで財政面では楽になっても王国内での権威は回復しない。だからこそ公爵自ら幻獣を倒すことができれば、知名度では竜に敵わないが、かなりの武勇が讃えられるだろう。


現れたクァールは目撃された大きさからまだ若い個体だと推測されている。故にランク６である下位竜ほどではないが、公爵も全員がランク３以上になる公爵家の上級騎士団百人を連れて事にあたるらしい。


クァールがいつからその地にいるのかは定かではない。でも、元々この近くにあるコンド鉱山近くの山には以前より『黒い獣』が出ると、炭鉱夫の村では言われていたそうだ。


でも……。


そのクァールが人を襲いはじめた理由はなんだろう？


「グレイブは街中ではなく、幻獣が出る湿地帯の森近くに潜伏している。現地には水生の獣亜人種であるリザードマンも生息しているが、あいつなら問題はないだろう。この情報を得るために暗部の諜報員が何名も犠牲になっている。グレイブが動き出す前に決着をつけるぞ」


「……了解」


「儂に任せておけっ、ひっひっひ」


ランク２や３の諜報員では、戦いを挑むまでもなくグレイブに見つかり次第殺されている。それ以下の兵士や騎士を何人連れて行っても結果は同じはずだ。


数で挑めば逃げられる。被害を少なくグレイブを倒すのなら少数精鋭でやるしかない。


ヴィーロとサマンサの仲間にはランク５の重戦士や戦士がいるらしいが、私と同じく単独で動いているグレイブは、こちらの人数が多ければ簡単に逃げてしまうだろう。


だからこそ暗殺などで奇襲することも考慮した結果、討伐隊は老人や子どもを含めた斥候と魔術師という歪な面々になった。


それでもランク４のヴィーロやランク３の上位でしかない私では、グレイブを倒せるか分からないので、実際の戦闘はランク５の魔術師であるサマンサの近接面での補佐をすることになる。


私とヴィーロが連携してグレイブを抑え、その隙にサマンサの魔術を以て倒すのが、今回の主な戦術だ。


軽微な問題としてはサマンサの唐突なボケもあるけど、その度に宿で結局食べきれずに持ち帰った【影収納ストレージ】に仕舞っている大量の〝肉〟を出していたら、それもあまり言わなくなった。


「幻獣が現れた場合は？」


「クァールとグレイブの動き次第だが、最悪撤退を視野に入れて生き残ることを優先する。アリアは婆さんの護衛だ。出来るな？」


「やるしかないのならやる」


男爵領の街で診療所にいた生き残りの諜報員に最新の情報を貰い、私たちは必要な準備をして国境の湿地帯へと向かう。


「…………」


あの〝誓い〟をしてなかった頃ならこのまま国外に出る道もあり得たが、〝彼女〟との誓いがあったからこそ私はここまで強くなれた。


エレーナの安全のためにも、グレイブ……お前はここで殺す。


＊＊＊


深く暗い湿地帯の森の中、その〝獣〟は自らの存在を問う。


〝獣〟はいつ生まれたのか覚えてはいない。ただ、この世に存在してから〝獣〟はずっと〝強者〟であった。


この世には〝人〟と呼ばれる生き物がはびこっていた。


〝人〟は〝獣〟を恐れるが、それはあまりにも弱かったからだ。〝獣〟にとって〝人〟はあまりにも脆弱であり、肉としても微妙な〝人〟に〝獣〟は興味を持たなかった。


〝獣〟は生きるために大量の食料を必要とせず、生き物や果実などに含まれる特定の物質を補給するだけでよく、狩りとは肉を得るためでなくおのれの力を示す行為であった。


〝人〟は力が弱い、心が弱い。だからこそ〝獣〟を恐れて、小賢しい知恵で武装していたが、その〝人〟が〝獣〟の住む山を削ろうと、〝獣〟は興味もなく寛大にもそれを許容してきた。


だがある時、〝獣〟が住む山の住処に一人の〝人〟が現れ、その周囲に嫌な臭いがする〝毒〟を撒き散らした。


〝獣〟は憤慨した。脆弱であり小賢しい〝人〟に。


だが、その〝人〟は個体として強い力を持っていたようで、〝獣〟でさえ仕留めきれずに人里近くまで逃げられてしまった。


自分が誘き出されたと悟ったのは、湿った土地で荷を運ぶ〝人〟の群れが、現れた自分に対して攻撃を仕掛けたときだった。


〝獣〟は〝人〟に興味はない。それでも攻撃をされて見逃すほど寛容でもない。


〝獣〟は〝人〟の区別をあまりできない。それでも攻撃をしてきた〝人〟どもは最初に毒を撒いた〝人〟とは少し違う気がしたが、〝獣〟は怒りにまかせてその〝人〟どもを皆殺しにした。


愚かで矮小で脆弱な〝人〟という生き物は、〝獣〟を苛立たせる。


〝獣〟は、自分を誘き出した愚かな〝人〟の個体を殺すために、この場所を通るその個体に近い〝人〟どもを襲いはじめた。


＊＊＊


湿地帯の沼にある大岩の上で、座禅をして瞑想をしている一人の男がいた。


「…………」


グレイブは自分を『冷徹れいてつな狂人』と自覚する。


この国を正して正常な状態にするには〝強い王家〟の力が必要だ。そのためにはどうすれば良いか？　世の答えは常に簡単なところにある。


邪魔になるモノをすべて殺せばいい。王を脅かす者がいれば殺せばいい。


民にとって王が誰かなど関係はない。ただ、愚かではない王家の安定のみが民の幸せに繋がるのだと信じていた。


だがそのために、以前のような迂遠な手段を取るつもりはない。


だがそのために、以前のような無謀をするつもりもない。


以前は正しい事のためなら自分を含めて誰を犠牲にしても良いと考えていた。だが、この世界は愚かさに満ちていることにようやく気づいた。


貴族も民衆も人は愚かだ。この〝世界〟を正しく導くためには、自分は死なずに目的を果たす必要があると考えるようになった。


邪魔な貴族は殺す。必要なら王族でさえ殺す。


そのために手段は問わず、目的のために生に執着するような生き様は、以前殺した危ういメイド少女から学んだ。


あの戦いを経たからこそ、グレイブは目的のために手段に拘ることを止めたのだ。


あの時は王女に近づく少女を殺すことが最善だと考えたが、今にしてみれば彼女こそが唯一、自分の理念を理解しうる〝後継者〟となる可能性があったのではないか、と思うこともある。






目的のために複数の策を練り、罠を各地に配置する。


その一つとして、この地のヘールトン公爵を殺すために、グレイブは不確かな情報を頼り、山に生息するという危険な魔物を人里に誘き出した。


成功率は高くないが失敗しても痛くはない。


この国にランク５の魔物を倒せる冒険者は多くなく、森で獣を相手にするとなればさらに限られる。それが『幻獣』ともなれば躊躇する者もいるだろう。


だからこそ、その脅威に公爵が虎の子である上級騎士団を出すと考えた。そうして上手くいけば警備が手薄になった公爵を殺せば良いと考えていたのだが、公爵は愚かにも自ら兵を率いてグレイブが殺しやすくしてくれた。


だからグレイブはこの森近くで、公爵が殺されに来るのを待つことにした。


諦めて帰ろうとする幻獣を煽ってこの地に留め、公爵が出てこざるを得ないように、街道を通る商隊や冒険者を幻獣に襲わせた。


だが、公爵が来るより先に招かれざる客たちが現れた。相手よりも先に発見できたのは幸運による偶然だが、今のグレイブの実力なら必然でもある。


街道沿いの森を隠れるように歩く先頭の男はグレイブもよく知っている顔で、暗部にも繋がりのあるランク５の冒険者パーティー『虹色の剣』のヴィーロだった。


そのメンバーに重戦士であるリーダーのドワーフがいないのは、彼がいればグレイブが逃げ出すと考えたのだろう。


「だが、それに意味はなかったな」


自分もヴィーロが知る頃の自分ではない。戦い方次第では『虹色の剣』が相手でも、今なら一人ずつ暗殺できる自信があった。


だが戦いに絶対はない。安全を考えるのなら誘導して幻獣に殺させても良いだろう。


『虹色の剣』がフルメンバーなら幻獣が殺される可能性が高いが、半数しかいないのなら幻獣に対処できるとは思えない。


だが……グレイブは、その最後尾を歩く〝少女〟の姿を認めてその口元に歪な歓喜が浮かび、自ら彼らの相手をすることに決めた。






「生きていたか、アリア……っ」







乱入者


私たちはグレイブを追って、彼が潜伏しているという湿地帯にある街道沿いの森へ入った。


事前にヴィーロや冒険者ギルドに聞いて情報は集めておいたが、この辺りは湖の水が流れ込んでいるらしく、常に地面がぬかるみ、所々に見えない落とし穴のように小さな沼が点在する、慣れない者には危険な場所であった。


この場所を見張るのは難しくない。それというのも、隣国との街道であるその道は、要所に点在する平らな地面や岩の上を繋ぐようにして渡された〝橋〟だからだ。


橋と言っても普通に想像するようなものではなく、ぬかるみに丸太の杭を打ち込み、そこにぶ厚い木の板を渡しただけの手摺りもない簡素な物だ。


そんな簡素な橋だが、魔術か錬金術系の薬剤を使われた木部に傷みはなく、基部自体もこの辺りの湿気に強い木材が使われているので、百年前に三十年の月日を掛けて造られたこの街道は、大型の馬車が通ってもビクともしない強度がある。


要するにここを通る者はほぼ全員この街道を通る。この街道は武装した人間が通る道だと魔物も把握して忌避している、ある種の安全地帯なので、ここを通る人間なら街道を見張っているだけで発見されることになる。


だからこそ、それを考慮した上で身軽な者だけでパーティーを組んだ私たちは、あえて安全で便利な街道を通らず、森の中を木から木へと飛び移るように進んでいた。


隠密は本人曰く『淑女のたしなみ』程度にしか使えないサマンサがいるので、隠れて進むことは難しいが、安全な街道という道があるからこそ、監視している者がいるとしても私たちの行動を見つけることは困難なはずだった。






「久しぶりだな、ヴィーロ」


「グレイブ……」


「…………」


街道沿いの森を半日も進まないうちにグレイブが自ら私たちの前に姿を現した。どうして見つかったのか分からないが、運が悪かったとしか言いようがない。


この時点でグレイブに奇襲を掛ける作戦が意味をなさなくなった私たちは、足場の悪い森から街道である橋の上に移動する。


元から潜伏しているグレイブを発見し、奇襲できる確率は半々程度と考えていたが、グレイブが逃げずに姿を現した理由は、私たちに攻撃力と防御力が高い重戦士系がいないから……と言うよりもグレイブの戦闘力を見れば理解できた。






▼グレイブ　種族：人族♂・ランク５


【魔力値：２１５／２２０】△30UP　【体力値：３２８／３６０】△10UP


【総合戦闘力：１４２５（身体強化中：１８４８）】△209UP






あれからどれほどの鍛錬を重ねたのか、戦闘力がかなり上昇している。


ランク５の実力者ともなれば、ステータスの値が１上がっただけで戦闘力はかなり上昇する。ヴィーロが暗部から貰った情報によれば、グレイブは剣術と体術のみがレベル５だったはずだが、それ以外のスキルでレベル５に上がったものがあるのだろう。


ギリギリのランク５だったグレイブが、正真正銘のランク５となったのだ。


でもそれよりも……グレイブの視線がヴィーロやサマンサではなく、〝私〟に向けられていることに言いようのない悪寒を覚えた。


「グレイブ……。俺たちが来た理由は分かっているな？　出頭するつもりはないか？」


「愚問ぐもんだな、ヴィーロ。俺にはやるべきことがある。たとえそこの老婆が『虹色の剣』創始者の一人である〝砂さ塵じんの魔女〟だとしても、脅しにはならん」


「ひっひっひ、その名で呼ばれるのは久しぶりじゃのぅ。今の儂になら勝てると思うたか？」


正体を見破られて、ボケていたようなサマンサの雰囲気が一瞬で戦闘態勢に変わる。


グレイブはサマンサがランク５の魔術師だと知っても退く気はないようだ。私は『退けない』からこそ強敵と戦ってきたが、グレイブはあえて『退かない』を選択しているように思えた。


その強さと自信の理由は鍛えた技術か信念か……視える戦闘力が絶対なものではなく、私が自分を信じて強敵を打ち破ってきたように、グレイブにも〝何か〟があるのかもしれない。


グレイブの生き方は狂っているが部分的には理解できるものはあった。でもここに来て私は自分とグレイブは根本的に違うのだと理解した。


会話をしていたグレイブは、ヴィーロやサマンサに向けていた視線を再び私に向ける。


「逆にお前に問おう……アリアよ。俺と同じ〝狂犬〟であるお前では、政府側の犬にはなれん。お前のような人間が生きるには今の世では狭すぎるだろう。俺の側に付け。そうすれば俺が生きる場所をくれてやる」


「お前っ──」


「ヴィーロ」


私は手を差し伸べてくるグレイブに食ってかかろうとしたヴィーロを止める。私を護るように立っていたヴィーロの前に出た私は、目を細めてグレイブを正面から瞳に映した。


「断る」


「ほう……何故だ？　王女への義理立てか？」


キッパリと拒絶する私にグレイブは口元だけで皮肉げに笑う。だけど──


「それもある。でもそれだけじゃない」


お前が彼女に手を出した時点で私の答えは決まっている。







    
  
  




「グレイブ……お前は私とエレーナの〝敵〟になった」


お前を殺すのに他になんの理由がいる？


「ひっひゃっはぁああっ!!」


その瞬間、サマンサが笑いながら複数の【岩槍ストーンランス】を撃ち放った。


唐突な不意打ちに十本近い岩槍がグレイブを襲い、グレイブは抜き手も見せずに抜き放った二振りの魔剣で岩槍を逸らして打ち砕く。


魔術を弾くあの魔剣も脅威だが、それ以上に生半可な者では威力を逸らすことさえできずに致命傷となっていただろう。


「やっぱりこうなるのかよっ！」


口では文句を言いつつも、ヴィーロが即座に反応してグレイブの横手に回りながら投擲ナイフを投げ放つ。


「──【幻痛ペイン】──」


私もそれに合わせて闇魔法を撃つ。グレイブ相手に出し惜しみはしない。どうせ以前の戦闘で私の手の内は知られている。


「ハァアッ!!」


だがグレイブは、息を吹き出すようにした〝気合い〟で私の【幻痛ペイン】を受けきり、ヴィーロのナイフを剣で弾き飛ばした。


以前は一瞬なら【幻痛ペイン】で止められたが、もうそれも叶わない。


ダンッ！　と街道の板を踏み抜くように蹴ってグレイブがサマンサに飛びかかる。


「やらせるかよっ！」


ギィンッ!!


それを阻止しようとヴィーロが割って入り、ミスリルのナイフで剣を受け止めるが、力量と体格の差で吹き飛ばされた。


「くそっ」


「どけどけ、坊主っ！」


サマンサのレベル４の土魔法【砂嵐サンドストーム】が放たれ、グレイブは慌てて避けるヴィーロと同じ方向に回避することでやり過ごした。


そこに私が斬撃型のペンデュラムを放つと、グレイブは刃を避けるように跳び下がり、そこに転がったままのヴィーロが、床を滑るようにグレイブの足に蹴りを入れた。


グレイブは私を警戒するように暗器を投擲しながら、ヴィーロの蹴りに自分の蹴りを合わせて防御する。


その瞬間を逃さずサマンサが【石弾ストンショット】を雨のように撃ち放つと、それを躱せないと悟ったグレイブは両手の剣を振りかぶって強い魔力を解き放つ。


「──【鋭斬剣ボーパルブレイド】──」


片手ではなく二振りの剣で放つ片手剣の【戦技】が荒れ狂い、私では回避不可能だと思われた数十もの【石弾ストンショット】を斬り飛ばした。


「……これで終わりか？」


「…………」


やはりグレイブは強い。私たち三人と真正面から戦いながら互角以上の戦闘ができていた。技術もそうだが、それ以上に死と隣り合わせで冷静に対処できる胆力が並外れている。


グレイブは仕切り直すように一歩退くと、武器を構えながら私たち三人を同時に視界に収める位置に立つ。


「ヴィーロもだが、アリアは見違えるほど強くなったな。やはりお前たちとまともに戦うのは危険だと判断する。そろそろ頃合いだと思うが……聞こえないか？」


何か策を用意しているのか？　その言葉にグレイブを警戒しながらも全員が耳を澄ますと、遠くから何か近づいてくるような物音が聞こえた。


「俺がこの地に呼び寄せたのだ。その行動など把握している」


近づいてくる暴力的な気配。迸るような強大な魔力……これはっ──






『グァオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』






天に響き、斬り裂くような〝獣〟の咆吼ほうこう。


森の奥から邪魔な木々を薙ぎ倒すように現れた、一体の巨大な黒い豹の姿に、ヴィーロが掠れた声で声をあげた。


「クァール……っ！」


これが古の幻獣クァール……。


その美しいまでの禍々しさに私は一瞬目を奪われた。


グレイブが呼び寄せたのか、ここに来なければいけない理由があったのか分からない。ただその瞳からは人間への〝怒り〟のようなものが感じられた。


ただ分かるのは、グレイブだけでなくこの幻獣にも対処しなければいけないのだと理解して、私はすぐにサマンサの護衛をするべく側につく。


だが幻獣は私やサマンサを無視するように、迷いもせずにグレイブとヴィーロに襲いかかり、耳から伸びた二本の髭で鞭のように攻撃をしてきた。


「くっ」


ヴィーロが咄嗟にナイフの腹で鞭を受け、グレイブはそんなヴィーロを盾にするように彼の後ろに身を隠す。


グレイブはさっき、クァールを『呼び寄せた』と言った？　それならクァールの標的がグレイブという可能性もあるが、クァールは男性二人に攻撃を仕掛けているのは、細かい人間の区別がついていないからか？


子どもか大人か、男か女か、その程度しか区別できていない。グレイブはそれを知っているからこそ、幻獣の標的をヴィーロに擦なすり付けようとしているように感じた。


このままではまずい。最初の予定どおりサマンサを逃がすとしても、その代わりにヴィーロは確実に命を落とす。


グレイブが言っていることが確かなら、ヴィーロが死んでもグレイブ一人なら逃げ切れる自信があるのだろう。


「……ふぅ」


私は怯えそうになる感情を溜息と共に心の奥へ沈めて、据わった目で幻獣を瞳に映す。


だったら……仕方ないか。


──ゴッ!!


『グァォオオオオオオオッ!?』


ヴィーロに飛びかかろうとしたクァールの頭部に、遠心力と魔力で強化したペンデュラムの分銅型を叩き込み、その攻撃をわずかに逸らす。


「アリアッ!!」


「……大丈夫」


ヴィーロの咎めるような声が響く。──でもこれが現状の〝最善〟だ。


ヴィーロは私よりも強いけど、正統派の斥候スカウトである彼がクァールと戦うのは難しい。


サマンサも私より強いけど、魔術師である彼女にクァールの対処は出来ない。


だったら──


私が動き出すと同時にクァールの髭が鞭のようにしなり、脱ぎ捨てた外套を囮にして曲芸のような回転をしながら躱した私は、見えない位置から放っていた分銅型ペンデュラムで真横からクァールの頭部を打ち抜いた。


『グァアアアアアアアアアアアアアッ！』


幻獣クァール……お前の相手はヴィーロじゃない。


「こいつは私が引きつけるっ！」







黒の破壊者


「はぁああああああっ！」


舞い踊る分銅型のペンデュラムが頭部を打ち、汎用型で目を狙うと、クァールは苛立ったように刃を躱して、ようやく私を〝敵〟と認識した。


『グァオォ……』


「……来い」


低く唸りをあげて鋭い視線を向けてくるクァールに、私も挑発するようにペンデュラムを回転させる。


「アリアっ！」


クァールを単独で相手にしようとする私を見てヴィーロが飛び出そうとするが、それをグレイブが割り込んで邪魔をする。


「そんなことをする余裕があると思っているのか？」


「グレイブッ!!」


グレイブの安い挑発にヴィーロが激昂する。


「坊主っ、気を逸らすなっ!!」


サマンサが即座に【飛礫ストンブリット】を使ってグレイブを牽制しながら、クァールと独り対峙する私に一瞬だけ視線を向けた。


「小娘が獣を引きつけている間にグレイブを倒すのじゃっ!!　気を逸らしてせっかくの時間を無駄にするでないっ！」


「くそっ！」


今までのボケが嘘のようなサマンサの叱咤を受けて、落ち着きを取り戻したヴィーロが言葉を吐き捨てるように短剣を構え、そんなヴィーロをグレイブが嘲笑うように煽り立てる。


「意気込みは分かるが、現実的ではないな」


「うるせぇよっ!!」






ヴィーロとサマンサなら本気になればグレイブにも負けない。私はそれを信じて二人がグレイブを倒すまでこの幻獣を引きつける。


『グァオオオオオオオオオオオオッ!!』


ビュビュンッ！


踏み込んできたクァールが、二本の髭を鞭のように使って攻撃する。


速い……が、感覚で追いきれないほどじゃない。


気を張り詰めろ。一瞬でも目を逸らすな。筋肉の動きから攻撃を予測しろっ！


レベル４になった魔力制御の〝目〟を使って鞭の軌道を見切り、仰け反るように躱した私はそのまま後ろに転がるように距離を取る。


オークジェネラルを倒した時から、普段の状態でも少しずつ余計な魔力属性を省いていた身体強化は、まだ全力だと安定しないが徐々に精度は上がっていた。


それでも微々たるものだが、このレベルだとそのわずかな差が命運を分けることになる。


『グルゥ……』


クァールが力任せに突っ込んでこないのは、最初の攻撃が効いていたからだ。


非力な私では幻獣の毛皮を切り裂けるか分からない。暗殺者ギルドの狼男のように刺突耐性を持つ可能性もある。だが、打撃武器である分銅型はそれなりに効いたようで、クァールはあきらかにペンデュラムを警戒していた。


知能が高い……それは一般的には利点であるが〝欠点〟にもなり得る。


クァールがヴィーロにしたように巨体を活かして突っ込んでこられたら、私は攻撃を受けきれずに引き裂かれていただろう。だけどクァールは、知能が高いために打撃が自分にもダメージになると理解して、私に深く踏み込むのを躊躇ためらった。


唯一ダメージが与えられる分銅型を警戒されたのは痛手だが、時間を稼ぐ今の状況なら悪くもない。だがそれも、クァールが私の攻撃力自体が高くないと気付いて、ダメージ覚悟で攻撃をしてくるまでの間だけだ。






▼クァール　種族：幻獣種・ランク５


【魔力値：２８１／３２４】【体力値：４２６／５１０】


【総合戦闘力：２１３６（身体強化中：２７０５）】






クァールの戦闘力はオークジェネラルよりも遙かに高い。ランク５の重戦士ならともかく、私がその攻撃をまともに食らえば確実に死が見える。


だから〝まとも〟には戦わない。出来る限り警戒させて、出来る限り時間を稼いで、出来る限りヴィーロたちから引き離す。


「──【影攫いシャドウスナッチ】──」


クァールが動きを見せた瞬間に、私は幾つかの【影攫いシャドウスナッチ】の〝闇〟を生み出し、それに一瞬だけ反応したクァールに向けて、複数の〝闇〟を浮かせるように放り投げた。


『グァオオオオオオオオオオオオッ！』


すかさず二本の髭が鞭のように〝闇〟の一つを打ち払い、簡単に消滅した〝闇〟を目隠しとして、スカートのスリットから抜き放ったナイフがクァールを襲う。


バキン──ッ！


どれだけ強度があるのか、瞬時に意図に気づいたクァールの髭が硬質な音を立ててナイフを打ち砕く。


クァールは〝闇〟が目隠しだと判断して、それを無視するように私に突っ込んでくる。


私もそれを見て自分の影にクロスボウの矢を撃ち込むと、浮かんでいて、その横をすり抜けようとした〝闇〟からクァールの目に向けて矢が放たれた。


『ガァアアアアアアアア！』


わずか一歩分も離れていない間際から放たれた矢をクァールが首を捻るように回避すると、目を狙った矢はその黒い毛皮で弾かれた。


矢で傷つかないということは、やはり《刺突耐性》スキル持ちか。……いや、その上位版の《斬撃刺突耐性》持ちである可能性もある。


《斬撃耐性》や《刺突耐性》は、毛皮や甲殻などで身を覆った魔物特有のスキルで、私たちのような人間種は会得できない。あの狼男やごく稀にそれに近い耐性を持つ獣人もいるらしいが、矢を弾けるほどではなかったはずだ。


その上位版である《斬撃刺突耐性》スキルは、スキルレベルごとにそのレベル以下の近接攻撃スキルのダメージを八割以上無効化してしまう。もしランク５のクァールがそれを持っているのなら《斬撃刺突耐性》レベルは最低でも４はあるだろう。


私の《弓術》スキルレベルは１なので参考にはならないが、おそらく私のナイフやダガーの攻撃はほぼ効かないと思ったほうがいい。


生まれながらの〝強者〟──そのスキルにもステータスにも、人間種とは比べものにならないほどの〝格差〟が存在する。


でも──この短い戦闘で、クァールは様々な情報を私に与えた。


私の攻撃でも目や口内を狙えばダメージを受ける。巨体の爪や牙は小さな武器を弾くのには向かず、鋼と同等の硬度を持つ髭で打ち払う。目を狙ってもいないナイフまでも弾いたのは、知能が高く、奇妙な攻撃をする私を警戒しているからだ。


お前は何を警戒している？　毒か？　それとも傷を受けることを嫌がっているの？


お前のすべてを曝け出せ……。


私がお前さえ知らない〝弱み〟のすべてを暴きだしてあげる……。


「…………」


『グルルゥ……』


じっと見つめる私の瞳に何を見たのか、クァールの警戒が強くなった。


「ついてこい」


今の〝距離感〟を活かすためにも、私は後ろ向きに木の床を蹴ってクァールを湿地帯の森の奥へと誘い込む。


『グァオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


クァールはそれが挑発と知りつつも躊躇なく追ってきた。


挑発だと分かりながらも追ってくるのは、野性の本能よりも感情を優先してしまう、これも知能が高い故の弊害だ。


私はそのクァールの姿を視界に入れながら、ペンデュラムを飛ばして、沼地の中を木から木へと飛び移る。


『ガァアアアアアアアアア！』


「はぁあ！」


振るわれた鞭のような髭が唸り、私が飛び移ろうとした細木を薙ぎ倒す。宙に浮かぶ私へクァールの牙が迫るが、私はそこに赤辛子の粉末をぶちまけた。


『────ッ！』


クァールが顔を逸らし、その動きがわずかに鈍る。効果は薄いが全くないわけじゃない。その瞬間に魔鋼を仕込んだブーツの踵でクァールの鼻先を蹴りつけ、私は飛び離れると同時に分銅型のペンデュラムでクァールの顔面を真横から打ち抜いた。


『グァオオオオオオオオオオオオッ！』


だが、クァールも身体をきりもみ回転させるようにして分銅型を躱しながら、髭でペンデュラムの糸を弾く。


やはり警戒されている。でも距離は取れた。その場から離れた私は、再びクァールを誘うために移動を始める。


ここから先は、さっきまでいた底なし沼が点在する場所より〝危険地帯〟となる。


ここから先には〝水〟がない。


辺りにあるのは、干からびて風化した大地と剥き出しの岩。


無数にある巨大な水生林はことごとく枯れ果て、見えている木々よりも巨大な根が風化して消滅した後には、人の身長を超えるような〝穴〟が、幾つも落とし穴のように口を開けていた。


この場所も以前は湿地帯であったが、湖の水が流れ込まなくなり、沼は涸かれ果て、今は人どころか野生の動物すら通ることができず、わずかな小動物と虫だけが生存できる、『涸れ森』と呼ばれる場所になった。


私が〝人〟であり、クァールが〝獣〟である以上、〝森〟という戦場はクァールにとっての優位となる。


だけど、私が『涸れ森』にクァールを誘い込んだのには〝理由わけ〟がある。


地面の穴から伸びる根を足場にして縦横無尽に飛び回っている私に、クァールは木の幹を踏み台にして鋭い爪を振るってきた。


宙を跳んでいた私にそれを躱す術はない。分銅型も赤辛子の粉末もクァールは最大限に警戒しているだろう。もう躱せない──普通なら。


極度の集中で針の先のように尖らせた精神は、《探知》スキル以上に目と全身で周囲を把握して、その瞬間に【重過ウェイト】と体術を使って重さを消し、空に舞う羽毛のように爪の威力を受け流した。


髪の毛を数本引き裂くようにしてすれすれを潜り抜けた私に、クァールの髭が唸りをあげて放たれたが、私は宙に浮いたままクァールの肩に蹴りを入れて、それを足場にして回避する。


『ガァアアッ!!』


まるで曲芸のような私の戦い方に怒りの咆吼をあげ、その時、飛び出そうとしたクァールの足場が突然崩壊した。


パキィッ！


『グァオッ！』


木の根が崩れて体勢を崩すクァールの頭部に、再びペンデュラムの分銅型が炸裂する。


この辺りの樹木はすべて風化するほどに枯れている。体重の軽い私ならともかく、その数十倍はあるクァールの自重を支えるには強度が足りていなかった。


ただ移動するだけなら持つのかもしれないが、戦うための強靱な足場がなければ、攻撃力も回避力も激減する。


下手に無理をして点在する深い穴に落ちれば、クァールも無事では済まないはずだ。冒険者ギルドで話を聞いたとき、最初に思いついたのがここだ。本当ならここは、最悪の場合、私が一人でここまでグレイブを誘い込むつもりの場所だった。


「──【幻影シャドウ】──」


オーク戦でもした幻影シャドウを二体作って、木々の陰を使いながら入れ替わる。目で判断する相手には効きにくいが、暗視や探知を使う敵ほど一瞬の判別ができなくなる。


脆い足場と幻影シャドウにわずかに戸惑うクァールに向けて、私は足下の影にナイフを投げて【影攫いシャドウスナッチ】の〝闇〟からナイフを撃ち放つ。


『グァオオオオオオオオオッ!!』


高速機動を封じられたクァールが髭でナイフを弾き飛ばした。


でもそれでいい。どうせナイフが通じるとは思ってない。


ガァンッ!!


『ガァアアッ!?』


その瞬間に本命である分銅型のペンデュラムが、真上から弧を描くように振り下ろされ、今度こそクァールの側頭部を直撃した。


またも頭部に打撃を受けたクァールは、涸れ森そのものを震わせるような怒りの咆吼を天にあげる。


『グァオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


バチ……ッ！


その瞬間、クァールの髭から小さな火花が飛び散った。


これは、〝電気〟？　私の中にある〝知識〟がその現象の正体を知らしめ、即座に離脱した私を除いた二体の幻影シャドウがそれに触れて、まるで霞のように一瞬で消滅した。


「………っ」


わずかに届いた精神への衝撃に、私は思わず顔を顰める。


この世界にも雷はあるし、風と水の高等複合魔術に〝雷撃〟も存在するが、クァールが使ったのはそれとは根本的なものが違う気がした。


おそらくは強靱な筋肉細胞で電気を発生させて、それを魔力と合わせて髭に集めることで使用しているのだと考えた。


その効果は、電気を使った神経への衝撃……魔術の阻害か。精神集中を阻害することで、私と繋がっている魔術はすべて消される。このような使い方をされたら、即時効果以外のほとんどの待機系魔術は無効化されてしまうはずだ。


魔術がないと私の戦力は半減する。クァールは私が魔術師系の軽戦士だと気づいて、私の長所を潰しにきた。


『ガァアアアアアアアアアアアアアッ!!』


「……っ！」


警戒していたクァールがとうとう本気になった。二本の髭から〝電気〟の火花を散らしながらクァールの巨体が襲いかかってくる。


それを見て私も揺れる心を奥底に沈めて、覚悟を決めて受けて立つ。


私は幻術系の魔術を封じられて、クァールは攻撃力と回避力が激減している。


クァールは回避することを諦め、わずかに残る狭い岩の上に降りると、漆黒の鞭のようなしなやかな巨体を、弓を引き絞るように限界までたわめた。


「…………」


『…………』


全神経を集中させ、互いに〝相手〟だけを瞳に映し、全身の力を次の一撃にすべて込める。


そのクァールの全力に比べれば、私が全力でも半分以下しかないはずだ。それでも私は死ぬつもりはない。今の私にできる〝すべて〟を込めて、強くダガーを握りしめる。


クァール……死ぬのはお前だ。


バチッ──と静電気のようにクァールの髭が帯電して、周囲の地面に浮く乾いた砂が激しく飛び散った。


私は全身の魔力から属性を意図的に排除し、全身に流れる魔力を加速させる。


これが正真正銘、私の〝奥の手〟だ。


オークジェネラル、ゴルジョールを倒したあの一撃を心に思い描き、黒いダガーをクァールの瞳に狙いを定めて、私は猫のように四つ足で身を伏せた。


私の魔力を感じたクァールの真っ赤な瞳が細められ、全身の筋肉が一気に膨れあがった瞬間、クァールの巨体が砲弾のように飛び出した。


ドォン──ッ!!


足場にした風化した岩場が粉砕し、大気が破裂するような音を立てて黒い獣が迫る。


私は極限まで集中して加速された思考の中で、取り除いて溜め込んでいた属性魔力の〝魔法〟を解き放った。


「──【影渡りシャドウウォーカー】──」


クァールと接触する瞬間に私の姿が影に消え、影渡りでクァールの背後に出現した私は、暴走する身体強化の力でクァールの髭を掴み取る。


「っ!!」


『グァッ!!』


「くっ！」


精神集中を阻害する衝撃を直接食らい、さらに暴走しようとする魔力を無理矢理意思の力で抑え込みながら、私はその暴走する〝魔力〟をそのまま髭越しにクァールに叩き込んだ。


『グアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』


暴走する魔力を受けたクァールが、私を背に乗せたまま『涸れ森』を暴れ回る。


「墜ちろぉおおおおおおお!!」


私は手が千切れそうになる痛みの中で歯を食い縛りながらさらに魔力を送り込み、クァールも制御できなくなった身体で私を振り落とそうとした。そのまま巨大な大木に衝突したクァールと私は、崩壊しはじめた大木とその根の下に口を開けた大穴に飲み込まれるようにして、深い闇へと落ちていった。







人と獣


──ピチャンッ。


頬に受ける水滴の感触に私の意識が覚醒していく。


辺りは何も見通せないほどの暗い闇が広がっていた。一瞬だけ混乱する頭を落ち着かせてあらためて暗視を使うと、そこが深い穴の底だと気付いた。


「…………」


そうか……クァールと戦い、この穴に落ちたのか。


ここを戦場とする上で敵を穴に落とすことも想定していたが、思っていたよりも巨大な樹木だったのか、風化して消滅した根の部分はかなりの深さになり、真上を見上げると数十メートルも頭上にわずかな光が見えていた。


あれからどれくらい時間が経ったのか……。数時間なのか、まだ数分なのか分からない。


「……っ」


足下に溜まる水の中で立ち上がると、手足の痛みに顔が歪む。やはりあの〝原初の戦技〟は無茶だったか……。それでも肉体を使うよりも暴走させた魔力をクァールに使うことが目的だったせいか、刺すような痛みが徐々に引いてくる。


これほどの深さに落ちて軽い打撲程度で済んだのは、この足下に溜まった水と、落ちる時にクァールを緩衝材にできたからだろうか。


地表は『涸れ森』と呼ばれるほどの枯れ果てた荒れ地だったのに、地下にこれほど水があるとは思わなかった。


逆に考えれば、この深さまで掘らないと水がないのだから、水がないのと同じことで、どちらにしても生き物が住むには向かないままだ。


筋を伸ばすように身体をほぐしながら、身体の状態を確かめる。


目も見える。耳も聞こえる。打撲はあるが骨折まではしていない。体力と魔力値はかなり減少していて、筋肉に負荷を掛けすぎたせいか、痛みに慣れるまで動くのにも難儀した。


身体に【戦技】を使った後の魔力熱のようなものが留まり続けているので、この戦いではもう戦技は使えないと思ったほうがいい。使えたとしても数日腕が動かなくなることを覚悟で一度だけだ。


ここで戦うと想定してから生き残る目算は立てていたけど、それでもこの程度の疲労とダメージで済んだのは、魔術関連技能が成長したおかげだと思った。


かねてより鍛錬はしていたが、レベル４の闇魔法である【影渡りシャドウウォーカー】を使えたのと、オークジェネラル戦で使った〝原初の戦技〟──暴走する身体強化で、ある程度のスキル経験値が溜まっていたのだろう。


ただ、現在の疲労感と魔力の枯渇は、やはり〝原初の戦技〟を使ったせいだ。この技は本当に〝奥の手〟として使えるようにしたかったけど、数秒使っただけでここまで反動が来るのならあまり実用的ではない。


それよりも……クァールはどこに行った？


この程度の落下であれが死んだとは思えない。どういう状況になっているのか分からないが、全身に回す魔力すら足りないので、ポーチから取り出した魔力回復ポーションを一気に飲み干した。


……もしかしたら、クァールはもう脱出したのだろうか？


だとしたら、ヴィーロやサマンサの身が危ない。それ以前にグレイブと戦っているので私も戻らないといけない。


逸る気分を落ち着かせながら、少しだけ回復した魔力を飛ばすように《暗視》を試みると、その暗い闇の底で、私を見つめる真っ赤な瞳と目が合った。


『…………』


「……クァール」


私はまだ力の入らない身体に無理矢理魔力を回して身体強化を行い、【影収納ストレージ】から分銅型のペンデュラムと、腰から黒いダガーを抜いてクァールに向ける。


現状のまともに動けない身体ではクァールの攻撃を避けることすら難しい。


そもそも戦闘力で三倍近い差があるのだから、普通に戦えば私のほうが圧倒的に不利となるが、ここまできたのなら私も引くつもりなど欠片もない。


……お前はここで殺しておく。


『グルゥ……』


「…………」


私が鋭い殺気を放つと、クァールも呼応するように《威圧》を放つ。


じっと動かず、気の弱い者なら気死するような威圧を放つクァールに、私も武器を構えたまま数メートルの距離を置いて数十秒間睨み合っていると、クァールが動かないのではなく動けないのだと気がついた。


膝まで浸かる水溜まりに伏せたクァールの背中から腹部にかけて、半ば化石化した大木の巨大な欠片が、杭のように深々と突き刺さっていた。


クァールは私と戦っている時は《威圧》を使わなかった。だとするのなら今のクァールは相当にまずい状況なのだろう。


杭があの位置では強靱な爪や牙も届かない。耳から伸びた二本の髭なら届くのだが、あの細い髭では砕くにも引き抜くにも力が足りないのだと推測できた。


「…………」


私は無言のままゆっくりと近づき、髭が届かない地点で足を止めると、おもむろに宙に放った分銅型を振り下ろした。


『グァオオッ！』


パシャンッ！


ペンデュラムの分銅はクァールの頭部すれすれを横切り、その下にある水溜まりを強く叩いて水を撥ね上げる。


「……やめだ」


私はそう短く呟くとペンデュラムの糸を巻き上げ、クァールから背を向けて近くの水に浸かっていない岩の上に腰を下ろした。


その行動に、別に大した意味はない。クァールは動けずとも危険には変わりなく、物理に対する耐性も高いので〝殺す〟のには時間がかかると判断した。


それと幻獣であるクァールにどれほど体力があったとしても、腹を貫通している状況ではいつか必ず死に至る。


私の目的は〝殺す〟ことではなく〝勝利〟することだ。逆に〝殺す〟ことで〝勝利〟に繋がるのなら手段は問わない。


だけど……私に無抵抗の者を嬲り殺すような趣味はないし、そんな無駄なことに時間を掛ける意味もない。


ただ、お前は、ここで枯れ果てるように死んでいけ。


「…………」


『…………』


岩に腰を下ろした私と地に伏せたクァールは、無言のままで睨み合う。


お前が死ぬまで油断はしない。冷たく見つめる私の瞳からそれを読み取ったのか、クァールの眼差しが微かに揺れた気がした。


私がここから脱出するためには体力を回復しなくてはいけない。ポーションである程度の魔力が回復したと感じた私は、【回復ヒール】で体力を戻して【治癒キュア】で打撲や傷を修復した。


そんな私をクァールは感情の読めない瞳で見つめていた。こいつが何を考えているのか窺い知ることはできないが、どうせ幻獣の考えなんて人間に理解できるはずもない。


ある程度の回復はできたが、体力が一定以上に回復しないのは疲労感が抜けていないからだとオーク戦で学んでいた。私は魔力の回復を早めるためにも栄養補給の丸薬でなくまともな食事が必要だと考え、【影収納ストレージ】にまだ大量に余っている仔羊の肉を取り出して、食い千切るようにかぶりついた。






半刻ほどして、ある程度の【治癒キュア】が終わってだいぶ動けるようになった時点で、私は行動を開始する。


脆い岩肌を見極めながら比較的安定している壁を選んで登ってみるが、やはり上のほうに行くほど岩肌が風化して触れるだけでも崩れてきた。


ペンデュラムを飛び出した岩や風化した木の根に巻き付けても結果は同じだった。最悪の場合は完全に夜になるのを待って、【影渡りシャドウウォーカー】で少しずつ登るくらいしかできないが、それでは時間が掛かりすぎる。


「……ふぅ」


『…………』


再び体力と魔力を回復させるために岩に腰を下ろしてクァールと睨み合っていると、少しだけクァールの様子が違っていた。


私を睨んでいるのは変わらない。だけど、クァールが発していた《威圧》はいつの間にか消えて、私を見つめるクァールの瞳に不思議な色合いが宿っていることに気付く。


これが本来の幻獣の瞳か……今までは憎しみと怒りに我を忘れていたようだが、死に直面してようやく冷静さを取り戻したように見えた。


クァールの体力はまだ残っているようだが、傷口から流れ出る血は、確実にクァールの生命を削っている。


バチッ……。


その時、不意にクァールの髭から小さな電気の火花が飛び散った。


下が水に満たされているとしても、クァールの発する電気は、単体で攻撃に使えるほど強くはない。小魚程度なら取れると思うが、私を倒すには威力が足りていなかった。


だが、クァールの髭から発する〝電気〟は、本来攻撃のためのものではなかったのだとようやく気付いた。






〈──人──〉






「……？」


一瞬、声が聞こえた気がした。いや、……〝声〟ではない？


〈──女──〉


バチッと電気が光る度に、信号から言葉のような〝意味〟が伝わってくる。……これはお前の意思か？


「……クァール」


私がそれに応えるとクァールの髭から立て続けに〝信号〟が送られてきた。


〈──我──〉


〈──救──〉


「……まさか、『お前』をそこから『救え』と言いたいの？」


〈──是──〉


肯定か……。まさか、そんなことを言われるとはな。何を考えている？　先ほどまで戦っていた敵に自分を救えとは……。


〈──我──〉


〈──敵──〉


〈──汝──〉


〈──異──〉


〈──敵──〉


〈──男──〉


「……自分の敵は私じゃなくて、人族の男だと？」


〈──我──〉


〈──誘──〉


〈──男──〉


〈──殺──〉


「……自分を誘き出した男を殺したい？　だから、ここから救えと？」


〈──是──〉


「随分と都合のいい話だな。それならお前は、私をどうするつもりだ？」


〈──我──〉


〈──闇──〉


〈──汝──〉


〈──救──〉


自分を救えばこの暗闇から脱出する手助けをすると言うのか？　確かにクァールの身体能力なら脱出できる可能性もあるけど……。


「……お前を信じろと？」


〈──是──〉


〈──我──〉


〈──誇──〉


〈──誓──〉


「…………分かった」


クァールの瞳を真正面から見つめて、私はこいつが誇りにかけて誓うのなら、それに賭けてみようと考えた。


殺し合った獣の言葉を信じるなんて自分でも愚かだとは思うけど、逆に真正面から殺し合ったせいか、ただ見た目が誠実なだけの人の言葉より何故か信じようと思えたのだ。


「動くな」


『…………』







    
  
  




短く呟いて近づいた私は、互いに警戒しながらもクァールの背によじ登る。


かなり酷いな……よくこれで生きていられるものだ。私は背を貫通している岩の破片に糸を何重にも巻き付け、その糸を背負い投げのように肩に担いで全力の身体強化で引き抜きを始めた。


『グァオオオオオオオオオオオオッ!!』


「ハァアアアアアアアアアアアッ!!」


激痛から断末魔のようなクァールの咆吼と私の気合いの叫びが地の底に響く。


徐々に引き抜かれていく破片にクァールも私も筋肉を震わせ、破片が完全に引き抜かれると、クァールが私を振り落とすように立ち上がる。


「……おい」


『グァ……』


思わず尻餅をついた私がそれはないだろうと声を掛けると、クァールの髭が私に巻き付き、水の中から引き上げた。


〈──謝──〉


「……詫びでも礼でも良いから、下ろして」


誇りに懸けて誓うと言った言葉に偽りはなく、私の言葉に従いクァールが静かに私を水溜まりに下ろした。


その背中の傷は収縮してすでに血が止まっていた。さすがにすぐに治りはしないだろうが、この状態なら数日で治癒するレベルだろう。それでも体力の減少が気にかかる。こいつが死のうとどうでもいいが、グレイブの所までは生きていてくれないと私が困る。


「食え」


『…………』


私が余っていた肉を全部差し出すと、私が食べていたのを見ていたクァールは一瞬だけジロリと私を睨んだあとに、一抱えはありそうな肉塊を一口で平らげた。


「勝手に行って。私も勝手に掴ませてもらうから」


『グァオオオオオオオオオオオオォオオオオオオオオオオオッ！』


私の言葉に咆吼をあげたクァールが、全身の筋肉をたわめるようにして一気に飛び出した。


その瞬間、私が掴まるまでもなく、クァールの髭が私に絡まりその背に乗せ、岩肌が崩壊する間もなくジグザグな稲妻のように数十メートル登り切って、そのまま地表に飛び出した。


すでに日は暮れはじめ、あかね色に染まりつつある空に星々が煌めいていた。


私は大気の香りと頬に感じる風に少しだけ目を瞑り、これから向かう戦場の方角を睨み付けるとクァールも同じ方向へ顔を向けた。


「行こう……私たちの〝敵〟がいる場所へ」


『グァオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』






▼アリア（アーリシア）　種族：人族♀・ランク４　△1UP


【魔力値：１５２／２７０】△20UP　【体力値：１３８／２１０】△10UP


【筋力：９（12）】【耐久：９（12）】【敏捷：14（20）】△1UP　【器用：８】


《短剣術レベル３》《体術レベル４》《投擲レベル３》《弓術レベル１》


《防御レベル３》《操糸レベル４》


《光魔法レベル３》《闇魔法レベル４》△1UP　《無属性魔法レベル４》


《生活魔法×６》《魔力制御レベル４》《威圧レベル３》


《隠密レベル４》《暗視レベル２》《探知レベル４》《毒耐性レベル３》


《簡易鑑定》


【総合戦闘力：９１６（身体強化中：１１２３）】△304UP







標的


クァールとその背に乗った私は、共に深い地の底から脱出した。


私一人ではあの場所から脱出するのは難しかったが、基本的な身体能力の違いか、クァールはあの脆い壁を崩れる前に一気に駆け上ってみせた。


クァールはそのまま天にそびえるような枯れた大木を足場にして、さらに高く飛び上がり、私はその位置から辺りを見回して状況を確認する。


グレイブと遭遇した時は太陽がまだ高い位置にあったが、今はだいぶ陽が傾いて、青い空を茜色が侵食し始めていた。


私がヴィーロたちと離れてからおそらく四、五時間は経っている。


まだ戦闘は続いているのだろうか？　ヴィーロとサマンサは、グレイブが相手でも負けはしないと信じてはいるけど、負けはしなくても危機的状況にある可能性はあった。


「あの向こう」


『ガァオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』


私の闘志に応えてクァールも抑えきれないように殺気を高め、涸れた地面を砕くように着地したクァールは、大地に点在する穴を避けるように涸れ森を駆け抜けた。


待っていて……すぐに行くから。


＊＊＊


「よく耐えているな、砂塵の魔女よ。年の功か？」


「ぬかせ、小僧がっ!!」


ランク５の魔術師でありながらレベル４の身体強化と体術を扱い、高速移動する老婆が無数の岩の弾丸を飛礫の如く撃ち放つ。


土魔法の【石弾ストンショット】だが、魔術巧者であるサマンサが使えばレベル２の魔力消費を維持しながら対生物効果ではレベル３の【岩槍ストーンランス】と同等近い威力を誇る。


さすがにこの数を斬り払うことは難しいのか、グレイブが跳び避けるように回避すると同時にその背後からヴィーロが襲いかかる。だが──


「──【跳水スプラッシュ】──」


「くっ」


体勢を崩しながらもグレイブが放つ水魔術に、ヴィーロは魔力の通りやすいミスリルの短剣をぶつけるようにしてそれを防ぐが、その瞬間に繰り出されたグレイブの蹴りに吹き飛ばされた。


「ぐほっ」


グレイブは剣術や隠密系技能だけでなく攻撃魔術も実戦レベルで使用できる。それでも以前は元同僚であるセラと同じレベル２までしか覚えていなかったが、単独で複数相手にすることを考慮して、魔術系技能をレベル３まで鍛え上げていた。


「攻撃が単調になっているぞ、ヴィーロ。弟子の危機に焦っているのか？」


「うるせぇよっ！　【闇の霧ダークミスト】──っ！」


ヴィーロもこの三年で闇魔術をレベル２に上げている。その修行過程で魔力制御もレベル４になり、身体強化の精度も向上して戦闘力も上がっていた。


以前はそこまで個人の戦闘力を重視してなかったが、単独で強敵と戦い続けるアリアの戦い方を見て何か思うところがあったらしい。


たとえその理由が、弟子に追いつかれる、という理由だったとしても、それほどランク４以上の冒険者が常に向上心を持つのは難しかった。


ヴィーロが放った闇の霧がグレイブの視界を塞ぐ。その霧の範囲から逃れようとグレイブが動き出す直前、サマンサが魔術を行使する。


「──【岩肌ロックスキン】──」


土属性の魔素を纏い、一定量のダメージを吸収する鎧系の魔術で、それを纏ったサマンサがヴィーロの闇を目隠しとして飛び込んでくるのがグレイブには分かった。


「そうきたか」


魔素で出来たこの闇の中では暗視も利かず、探知で正確な位置を把握するのも困難になる。


通常攻撃では【岩肌ロックスキン】に防がれる。相手が魔術師でもレベル４の身体強化を操る老練の冒険者なので、攻撃を防がれた瞬間、グレイブの思いも寄らない攻撃をしてくる可能性もあった。


戦技を使えば【岩肌ロックスキン】ごと斬り裂けると思うが、この闇の中で攻撃を外した場合、硬直時間を待ってくれるような生易しい相手でもない。


（この場は下がるしかない）


そう判断したグレイブが跳び下がると同時に、闇の中から再びサマンサの魔術が放たれた。


「──【水球ウォータボール】──」


このレベル３の水魔術はグレイブも使えるので知っている。威力も弱く速度も遅い魔術だが、この魔術の利点は、レベル３では珍しい〝範囲攻撃〟だった。


「くっ」


押し寄せる水圧にグレイブの足下が流される。土の大地なら踏ん張ることも出来ただろうが、木の床でそれをするには特殊な装備がいる。


その瞬間を狙って、自分も水の圧力でダメージを受けながらも飛び込んできたヴィーロとグレイブが交差すると、ついにヴィーロの刃がグレイブを捉え、その脇腹を斬り裂いた。


「ざまぁみやがれっ！」


「気を抜くな、坊主っ!!」


闇の中から出てきたサマンサが叱咤して、ヴィーロの横に立って身構える。


グレイブは自分の脇腹から溢れた血に顔を顰めながらも、二人を牽制するようにジロリと睨め付けてから、自分で治癒魔術を使った。


「──【高回復ハイヒール】──」


回復と治癒の効果を一瞬で付与するレベル３の光魔術だ。消費魔力は【回復ヒール】の三倍以上となるが、その分絶大な効果が見込まれる。


グレイブはこの魔術を詠唱破棄が出来るレベルにまで鍛え上げていた。彼にとって魔術は道具であり、魔法のように構成を変えるには至っていないが、完璧に覚えることでサマンサ並みの発動速度で使えている。


グレイブがこの魔術を使うせいでサマンサとヴィーロは攻めきれずにいた。


盾と矛である重戦士が居ない状況でレベルの高い魔術を使う場合は、反撃される可能性を潰すためにその一撃でほぼ戦闘不能にできることが前提となる。それは【戦技】と同様に大きな魔術は隙が生じるからだ。


大魔術を確実に当てるためには隙をつくる必要がある。だがこのような接戦ではそれも叶わず、サマンサがレベルの低い魔術を連発して隙をつくろうとしても、グレイブが【高回復ハイヒール】を使うせいで生半可な傷では回復されてしまっていた。


そのため、サマンサも消費を抑えるために魔術を控えなくてはならず、余力を残したサマンサをヴィーロが護っているので、グレイブも【高回復ハイヒール】の余力を残すために攻めきれず、三人の戦いは膠着状態に陥っていた。


だがその膠着も徐々に崩れ始めていた。


「残念だったな。光魔術が使えるアリアがいれば、もう少しまともな戦闘になったのだがな」


傷の治癒を終えて、グレイブが揶揄するようにニヤリと笑う。


「てめぇ……」


「口の減らん小僧じゃ」


サマンサも光魔術はグレイブ以上に使える。だが、グレイブにとどめを刺すのなら高レベルの属性魔術が必要かもしれない。そのためにサマンサは、余力を残すためにも光魔術の使用を躊躇しなければならず、サマンサやヴィーロは徐々にダメージが溜まっていた。


【回復ヒール】や【治癒キュア】なら消費は少ないが、その二つの魔術は接触魔術であり、戦闘中に使うことは難しい。逆に【高回復ハイヒール】は魔力を攻撃魔術のように放つことが可能で、その特性上、即時発動であることから戦闘中に使うことに適していた。


三人ともポーション類は持っているが、互いにそれを飲むのを許すほど甘い相手ではない。


結果として、治癒魔術を封じられたサマンサとヴィーロは傷の治療ができず、グレイブも魔力は減っているが、サマンサのように攻撃魔術に頼らず近接戦闘をメインとするため、二人よりも余裕が残っていた。


徐々に膠着状態は崩れてはいる。それでも確実に勝つためにグレイブはサマンサに光魔術を使わせて魔力切れを起こさせたかったが、それもそろそろ時間切れかと、攻勢に出ることを決めた。


「幻獣が戻ってくる前に決着をつけさせてもらおう。お前らも治癒を使ったほうが良いぞ、そんな余裕があるのならな。アリアも、もしかしたら戻ってくる可能性もあるかと思ったが、少々買いかぶりすぎたか」


「くそ野郎が……」


「……そう簡単にいくと思うな、小僧」


ヴィーロとサマンサが殺気を放ち、グレイブも愛用の二本の魔剣にさらに魔力を込めて、前のめりに身構える。


老いたりとはいえランク５の魔術師と、現役ランク４の斥候相手にグレイブも油断はしていないが、この数時間の戦闘である程度二人の〝底〟は見えた。


「もう終わりだ」


グレイブがそう呟いて飛び出そうとした、その時──






『グァオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』






湿地帯の森に〝獣〟の咆吼が響き、横目で見る彼らの瞳に、彼方より恐ろしい速度で駈けてくる漆黒の幻獣クァールの姿が飛び込んできた。


「……時間を掛けすぎたか」


獣ゆえの気まぐれで、アリアとの戦いで傷つけば戻ってこない可能性もあったが、グレイブは本当に買いかぶりすぎたかと落胆する。


けれど、グレイブの予定に変更はない。クァールは人の区別はあまりできておらず、グレイブとヴィーロの違いも理解していない。クァールと戦っても簡単に負けるつもりはないが、そこまで鍛え上げたグレイブからしてもクァールは恐るべき強敵であり、現状では命を懸けてまで倒す相手でもなく、素直に逃げるのが得策だった。


ヴィーロを囮にすれば、グレイブが逃げる程度の時間は稼げるはず。ヴィーロたちがクァールに殺された後で、ゆっくり公爵の暗殺計画を続ければいい。


それに懐には、クァールを誘き出すと決めた時から用意していた、対獣用の〝奥の手〟もある。


これを手に入れるためにはある連中と取引をする必要があったが、その甲斐はあった。効果的に使えばクァールを公爵の騎士団に向かわせることもできるだろう。


「幻獣だと……？　くそっ！」


クァールが現れたということは、弟子アリアが負けた可能性があると気付いて、ヴィーロは迫り来るクァールに向けて怒りの形相を向けた。


「下がれ、坊主ヴィーロっ!!」


グレイブがヴィーロを囮にするように位置を変え、それに合わせて離れようとしたサマンサが、ただ一人残ったヴィーロに声をあげた。


だが、そのときクァールの方角から微かな〝声〟が、その場にいた者たちの耳に届いた。






「──違う。〝それ〟じゃない」






聞こえてきた〝少女〟の声に、ヴィーロに襲いかかろうとしていたクァールが、軽々と彼の上を跳び越えた。


自分の頭上を跳び越えていくクァールを見上げたヴィーロの瞳に、右手にダガーを構えたまま左腕をクァールの尾に絡ませて掴まっている、〝灰かぶり〟の少女の姿が映る。


「アリアっ!!」


ヴィーロの歓喜の叫びが戦場に響き、その音が消える前にアリアが呟いた。


「放て」


〈──了──〉


グレイブに襲いかかる寸前、それに対処しようとグレイブが剣を振りかぶったその前でクァールが急制動をかけ、強靱な尾に弾かれ、弾丸のように飛び出したアリアが一瞬虚を衝かれたグレイブの肩に、深々と黒いダガーを突き刺した。


「お前はそろそろ死んでいろ」


「生きていたかっ、アリア!!」


不意打ちで肩を貫かれながらも、グレイブが歓喜にも似た歪な感情を見せる。


「これは予想外だっ!!　フハハッ！」


グレイブが歪に笑いながら貫かれた逆側の剣をアリアに振るう。アリアもそれを予測していたように素早く飛び離れ、宙返りをするように刃を躱しながら、宙に浮いたまま細い指先をグレイブに向けた。


「──【幻痛ペイン】──」


強烈な衝撃を与える偽りの激痛。だがそれはグレイブも知っており、覚悟さえしていれば恐ろしいものではない。


「いまさら、そんなもの──ッ!?」


耐えられるはずの幻痛が、想定よりも鋭い痛みになってグレイブを襲い、そのわずかな差が一瞬だけ彼の動きを止めた。


（まさか、この短時間に魔術のレベルを上げたとでもいうのかっ！）


だが、それでも一瞬だけだ。宙を舞うアリアはまともな追撃をできず、ヴィーロやサマンサも一瞬の混乱からまだ戦闘態勢に戻れていない。


それでも、グレイブの敵は〝彼ら〟だけではなかった。


『ガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!』


アリアを放ったクァールがその勢いのままグレイブに襲いかかり、狙われた喉笛をギリギリで躱したグレイブの左腕を、すれ違い様に食い千切った。


「ぐおおおおおおおっ!!」


さすがのグレイブも苦痛に呻きを漏らして、アリアとクァールから跳び下がるように距離をとる。


「──【石弾ストンショット】──ッ」


離れた場所から放たれたサマンサの魔術がグレイブの脇腹を貫通し、ヴィーロの投げたナイフが右肩を切り裂いた。


そこにすかさずアリアがスカートを翻しながら投擲ナイフを抜いて眉間を狙うと、グレイブは残った剣を投擲してそれを防ぐことしかできなかった。


そのまま片腕を失ったとは思えないほどの体術でさらに距離を取ったグレイブは、腰の後ろに手を回しながら、喜びを抑えきれない顔でアリアを見る。


「……まさか、お前がクァールを手懐けるとは……。運命はお前に味方をしたか」


「そんな安っぽい言葉で〝私〟を語るな」


油断なくペンデュラムを構えて冷たい瞳を向けるアリアに、グレイブは目を見開き、その次に突然笑い始めた。


「ふははははははっ、確かにそうだ。私はお前を知らない。そして最初に感じた通り、お前は危険だと判断する」


グレイブは片腕も愛用の武器も失い、それでも覇気を込めてその二つの瞳にアリアを映すと、おもむろに腰の後ろから取り出した〝玉〟を街道の木床に叩きつけた。


「グレイブ逃げ切れると──」


それを見て身構えていたヴィーロが飛び出して、それをサマンサが叫んで止める。


「坊主、下がれ！　毒の煙幕じゃっ！」


異様な臭いがする煙が一瞬で広がり辺りを覆い尽くす。それでもグレイブを追おうとしたクァールは、その異様な臭いに堪らず横に跳び避けた。


「…………」


視界が塞がれると魔素を目で視るアリアの探知能力は激減する。それでも油断なくペンデュラムを構えるアリアに、煙の中からグレイブの声が放たれた。


「もう公爵如き小物を狙うのは止めだ。アリア、私はお前の価値を認めよう。これからはお前が私のターゲットだ。お前は王女を護ってみせろ。俺が必ず殺しに行く」


その声が流れると希薄だったグレイブの気配が完全に消える。


「……逃げたか」


アリアが口元をショールで覆いながら低い声でそう呟いた。斥候系の軽戦士で光魔術まで使えるのなら、追っても無駄だとアリアも判断した。


グレイブが『アリアを狙う』と宣言しながらもアリアに王女を護れと言ったのは、王女を狙うことでアリアの行動を縛ることが目的だろう。だが逆に考えれば、アリアが王女エレーナの側にいるかぎり、グレイブは他者を狙わずアリアだけを狙うことになる。


それを理解したアリアは、スッ……と目を細めてグレイブが消えた方角を睨めつけた。






「望むところだ、グレイブ。次は確実にお前を殺す」







新たな依頼


狂人グレイブはどこかへと消え去った。片腕を失うほどの重傷でも、魔力で強化できるこの世界の人間なら、私がそうだったように生き残ることはできるだろう。


正直に言って、あいつはここで殺しておきたかった。でも、実際にあれと対峙して私たちも準備不足だったことに気付かされた。


以前のグレイブだったら、ヴィーロとサマンサの二人で倒せていただろう。でも、グレイブは慢心することなく自分を鍛え続け、さらなる力を得て、私たちのような複数の敵に狙われることを想定して準備していた。


グレイブは逃げた。だが、それは一時のことだ。あいつが傷を癒やして活動を再開するまでどれだけの時間があるのだろうか？


肉体を再生する【治癒キュア】を使えば、無くした腕も再生できる見込みはある。腕丸ごととなると少しずつ再生させるので半年はかかる。その腕を以前と同じように使えるようにするのなら、さらに一年以上は掛かるだろう。


それまでに私も強くなる。グレイブがどれだけ強くなろうと、次こそをあいつを超えてみせる。


『グルルゥ……』


「……クァール」


新たな決意をする私から離れたところにいたクァールが、グレイブを取り逃がしたことで不満そうに唸りをあげた。


「お前はどうする？　奴を追うのか？　それとも……」


──私との決着をつけるか？


そう問いかけるように全身に魔力を循環させると、クァールを警戒してこちらを窺っていたヴィーロとサマンサからも緊張感が伝わってきた。


おそらく二人も一緒に戦ってくれるつもりだと思うが、たとえ私一人でも、クァールが戦うというのなら受けて立つ。


『…………』


クァールはそんな私を真っ赤な瞳で静かに見つめると、耳から伸びた二本の髭から小さな電気の火花を散らした。


〈──訊──〉


〈──汝──〉


〈──名──〉


私の名前……それを知りたいの？


「アリア」


『……グルゥ』


私が名を告げると、クァールがそれを呟くように唸りを零した。


〈──求──〉


〈──我──〉


〈──名──〉


クァールの名前……？　それを求めているの？　その瞬間、クァールから〝意味のある信号〟ではなく、イメージそのものが伝わってくる。


深く暗い森の奥──。


闇の中で仲間もなく孤高に生きる黒の強者──。


これは……クァールの記憶？


クァールは存在してからずっと独りだった。クァールに寄り添う存在はなく、他者はすべて敵かクァールを恐れる弱者でしかなかった。


その瞬間、クァールが見せた記憶の中で、冷たい瞳でクァールを見つめる私の姿が一瞬だけ流れて消えた。


黒の破壊者。黒い空に昇る月を見上げ、独り吠える漆黒の獣──。


その孤高の姿は──


「………〝黒ネロ〟……？」


〈──了──〉


私の口からその単語が溢れ、その意味を理解してそれを自分の『名』と認めたクァールは、私に背を向けるとそのまま〝言葉〟を残して森の中へと消えていく。


〈──逅──〉


〈──月──〉


森へ消えるクァールの姿を見つめ、私はその〝名〟を呟いた。


「……ネロ……」


〝月〟とは私のこと？


クァール──ネロは私を対等と認めてくれたのだろうか。〝再びまみえる〟……ネロがそう言うのならまた会うこともあるだろう。






「……アリア？」


ネロが消えた方角を見つめていた私に、ヴィーロが静かに声を掛けてきた。


「ん？」


「あの幻獣……どうなったんだ？　お前と会話をしていたように見えたが……そもそもどうやって幻獣なんかと共闘なんてしてたんだ？」


あの状況なら分からないのは当然か。ヴィーロやサマンサの表情を見るに、随分と心配を掛けてしまったみたい。


「問題はない。あいつは自分を利用しようとしたグレイブを殺したかっただけだった。グレイブが逃げた今になっては、ここに戻ることもないと思う」


私が簡単に説明すると、ヴィーロは少し考え込むようにして軽く息を吐く。


「……まぁいいか。ヘールトン公爵の暗殺は阻止できたし、公爵のクァール討伐隊は無駄骨になるが、そっちは俺たちには関係ないからな」


グレイブは王家の敵である貴族派の公爵を狙っていたが、ヴィーロの依頼主も王家派らしく、公爵の暗殺さえ阻止できればそれ以上の義理はないのだと感じた。


ヘールトン公爵は人気取りのためにクァールを討伐しようとしていた。ヴィーロの依頼主は公爵が死なれては政治的に困るけど、人気取りを成功させる必要もないようだ。


だから、ヴィーロ的にも問題はないみたいだけど……。


「でも、グレイブは逃げた。あいつの暗殺が私たちの仕事じゃないの？」


依頼が達成できなくて問題ではないのかと聞くと、ヴィーロも渋い顔をしながらもおどけるように肩をすくめた。


「それについては、グレイブとお前のことも含めて報告するしかないな。とりあえずあいつの腕と得物を見せれば、ある程度は納得してくれるだろ」


「だといいね」


食い千切られた左腕に持っていた魔剣は、グレイブがどさくさに紛れて回収したらしいが、最後に投げつけたもう一本はこちらに残っていた。


取り逃がしたので前金以上の報酬は無理だが、グレイブが私と王女を狙うと宣言したので、ヴィーロはそれを含めて〝失敗〟ではないように交渉するらしい。


「あいつが変な煙幕さえ使わなければ倒せたのになっ。あんな広範囲に煙を出して毒もある煙幕なんて初めて見たぞ」


「勉強不足じゃのっ、坊主っ!!」


突然サマンサが、隣の部屋にいる人を呼ぶような大声で話に割り込んだ。


「あれはダンジョン産の『宝玉』じゃっ！　おそらくは毒玉の一種じゃと思うが、運が良かったのう。ひょっひょっひょ」


妖怪のような笑い方をしたサマンサの言葉にヴィーロが目を剥いた。


「はぁ!?　あれが〝毒玉〟だと!?　マジかよ、冒険者ギルド指定の危険物じゃねぇかっ！　宝玉は見たことはあるが、あんなのだったか？」


「ダンジョンによって形状は違うぞっ。あれが本物の毒玉じゃったら、儂らもあやつも死んでおった。何しろ、小さな村を皆殺しにできる代物じゃしの」


「偽物……だっていうのか？」


「いいや、用途が違うだけじゃよ。本来『宝玉』は高位魔術を封じておくものじゃ。人間用の毒ではなかったが、獣用の毒だったのかもしれんの。昔使った毒玉と煙の色が同じじゃったから、儂も騙されたわいっ！」


「使ったのかよ、婆さん……」


なるほど……だからネロも追撃できなかったのか。一人で幻獣を人里に誘い出すとか、正気を疑いたくなるが、グレイブはそのために準備をしていたらしい。


太古のヤドカリが魔物化して洞窟や遺跡を〝殻〟としたダンジョンは、生物の魔力と生命を糧として、死者の残留思念さえ読み取り、鉱石や魔石などを使って『人間が好む宝物』を生成すると言われている。


所詮は魔物が作るものなので、大抵の宝物はゴミ同然の物だけど、ダンジョンの〝当たり〟としては金塊や銀塊などがあり、中にはグレイブが使っていたような『魔剣』や、人の手では作れない特殊な『魔導具』を生成する場合がある。


サマンサが教えてくれた使い捨ての『宝玉』もそうであり、特に毒玉のような危険な物を発見した場合は、冒険者ギルドに報告して国で強制的に買い取ることがクレイデール王国の法律でも決まっていた。


それを集めた国が何に使うのか知らないけど……サマンサは使ったことがあるそうだ。


「おそらくあれは、グレイブが暗部時代に城の宝物庫から盗んだか、怪しい連中と取引しておるのじゃろうな。小僧！　小娘！　油断するんじゃないぞ！　次に会ったときも訳の分からん物を持っているかもしれんからな！」


「うへぇ……」


「…………」


とりあえず今はこれ以上やることはない。グレイブもしばらく動けないはずだから私たちの仕事は終わりだ。






「アリア。お前の報酬の件なんだが……」


一段落ついたところで、ヴィーロがそんな話を切り出した。


「グレイブは暗殺できなかったでしょ？　私は別に気にしてない」


ヴィーロが私に提示した〝報酬〟は、いまだに襲ってくる暗殺者ギルドや盗賊ギルドに対する牽制──つまり、私の身の安全だ。一般人と関わる上で少々面倒になってきたので気にはなったが、私の目的はグレイブそのものだったから言われるまで忘れていたくらいだ。


それに本気で気にするくらいなら、好戦的な暗殺者ギルドの中央西地区支部を潰したほうが、よほど牽制にはなると思う。


「…………」


短剣術がレベル４になったら潰せるかな……？


「……お前、何か物騒なこと考えてるな？　いや、お前の報酬は、今回の件とは別にある程度の実力があると判断できたら、お前に話すつもりだった」


「実力？」


報酬を渡すのと実力になんの関係があるの？


「ヒャッハッハッ!!　実力なら小娘は問題ないじゃろっ！　何しろ、ダメ師匠の戦闘力に追いつきそうになっておるからのっ！」


「なんだとっ!!」


サマンサの言葉にヴィーロが驚愕して私を〝視る〟。


「……は？」


私を鑑定して目を見開いたヴィーロは、懐から鑑定水晶を取り出してもう一度私を鑑定すると、嘆くというより呆れたように頭を抱えて、天を仰ぎ見た。


「ランク４かよ……お前、この短期間で、どうやったらそうなるんだ……？」


「私の場合は魔術系だけだよ。近接戦闘面ではまだヴィーロに追いついていない」


「ありがとよ……」


私としては本気で言ったつもりだったけど、ヴィーロには慰めに聞こえたようで、気落ちしたように肩を落としていた。でも、すぐに気分を切り替えたらしく、勢いよく顔を上げるとニマリとした爽やか……とは縁遠い胡散臭い笑顔を作った。


「よしっ、お前は数年で俺の持っている冒険者の技能を全部覚えろ。とりあえず一年程度である程度は〝使える〟ようにしてやる。まずは足りない技能の取得や、ダンジョンの下層階で動けるようにならないとなっ」


「……どういうこと？」


唐突に冒険者やダンジョンの話をしはじめたヴィーロに私が不信の目を向けると、彼は私に対してニヤリとした笑みを変えずに話を続ける。


「まぁ、待て。これはお前の〝報酬〟にも関することで、新しい仕事の依頼にもなる。お前と落ち合うまでに得た最新情報として、俺らのパーティーは、ダンジョンに潜る『貴族の護衛』を打診されている。向こうも護衛は連れてくる予定だが数は多くない。そこで斥候系の人間が多いに越したことはないし、お前なら光魔術も使えるのでこちらとしても申し分ないんだが、どうだ？」


「勝手に行かせて、勝手に死なせろ」


ヴィーロから『貴族』という単語を聞いて一瞬の間も置かずにそう答えた。


私たちは、ダンジョンのような危険な場所に潜れる実力があるからこそ『冒険者』と呼ばれる。その冒険者しか入れないようなダンジョンに、貴族の戯れで入るような連中を護る気はない。


あまりにキッパリと断る私にヴィーロも思わず絶句する。


「それで話は終わり？　じゃあ、またね」


「待て待て待て、ちょっと待て、アリアっ！　話は最後まで聞けって！」


仕事も報酬もいらないのでさっさと帰ろうとした私を、正気に戻ったヴィーロが慌てて呼び止めてきた。


「お前はなんでも即決すぎるぞ！　どんな漢前おとこまえだよっ！　いいかアリア。お前だから話すが、この件には『第一王女』が関わっている。分かるか？　お前が知っている、あのお姫さまだ」


「……詳しく話して」


極秘情報という話だが、そんな簡単に話して良いのだろうか……。


ヴィーロの話では王族の若手とその婚約者が、秘密裏にダンジョンに入るため、その露払いとしてランクの高い冒険者が必要になったそうだ。


身体の弱いエレーナがどうしてダンジョンに潜らなければいけないのか？　ダンジョンに入って何をするのかヴィーロは教えてくれなかったが、そんな彼らの安全を確保するために暗部が推薦して、王家からヴィーロたちに依頼が来たという。


「…………」


「お前は王女を護りたいんだろ？　グレイブの件を暗部に報告すれば、お前にも国から打診があると思うが、お前はお姫さまが関わっているのに断るのか？」


またこの男は、私が断れないような厄介ごとを持ってくる。


「……わかった。エレーナは私が護る。だけど、それが今回の私の報酬と、どう繋がるの？」


まさか国や暗部が手を回してくれるとでも？


こう言ってはなんだけど、暗部という組織は裏社会から恐れられてはいるが、貴族に従う猟犬として〝敵〟とも見られている。敵の組織に庇護されたとして、はたしてそれが抑止力になるか微妙なところだ。


そんな思いを込めて半眼で見つめると、ヴィーロは私の疑問にようやく思い至ったのか、思いも寄らない言葉を口に出した。


「なに言ってるんだ？　お前は引退する婆さんの代わりに、俺たち『虹色の剣』に入るんだよ」






その思いも寄らない言葉に、私はさらに厄介ごとかとまた溜息を吐いた。







エピローグ


「クララ……もう〝準備〟は終えていて？」


「はい、エレーナ様。パトリシア様は辞退という形になりましたが、わたくしとカルラ様はすでに準備を終えて、フーデール公爵領内にある港町で落ち合う手筈になっております」


次代のクレイデール王国を担う王族とその婚約者たちがダンジョン攻略を命じられ、各々がその準備を進めていた。


王族のみならず、その婚約者まで危険なダンジョンに潜ることを強いられたのは、次代の王家の一人としての覚悟を問う意味もあるが、それ以上に今の王家に王族の数が足りてないことを表している。


その攻略するダンジョンがフーデール公爵領にありながら、そのフーデール公爵令嬢のパトリシアが攻略を辞退したのは、本人の能力や性格的に無理であることと、彼女の生母が第二夫人であることから、フーデール公爵家が王妃の順位争いを辞退したことを意味していた。


これによってパトリシアは第三王妃に内定し、正妃である第一王妃となる筆頭婚約者の座は、ダンドール辺境伯令嬢クララとレスター伯爵家令嬢カルラに絞られた。


「王太子であるエルヴァンお兄様と、第一王女であるわたくしも、万難を排してダンジョン攻略に挑みますが、わたくしとあなたたち婚約者の第一目標は、『ダンジョンの精霊から加護を戴く』ことではなく、王太子殿下の五体満足の帰還になります。お分かりよね？」


「はい……」


このクレイデール王国では、王家は各世代ごとに王族をダンジョンに送り、【加護ギフト】を得ることで国家の安寧と外敵の脅威に対する護りを築いてきた。


だが、『精霊の加護』は、必ずしも等しく得られるものではない。


ダンジョンの精霊は、世間一般的に『精霊』と呼ばれているが、本質的には光闇地水火風の属性を司る通常の精霊ではなく『聖霊』に近い存在である。


〝聖霊〟は、精霊王や妖精王などの高位の存在とされているが、その正体は不明であり、性質は気まぐれで、ダンジョンを潜り抜けてきた程度では加護を与えない場合が多かった。


実際に現国王陛下や前国王は加護を得ておらず、ここ数十年では陛下の弟である第二王子が加護を得たものの、元々身体の弱かった第二王子はすでに早世していた。


加護を得たからといって王家内の順位が変わるわけではない。特殊な能力と国家統治の能力は別物だと、理解するまで教育がされているからだ。


それ故に、王妃教育をされていない子爵令嬢を正妃とした今の国王は、貴族派から反感を買い、そのしわ寄せがクララの世代に及んでいた。


その状態で、王太子が死亡することでもあれば国は荒れる。エレーナが短期の女王となることで治めることはできるが、貴族派が大きく発言力を得て王家の力は弱まることになる。


クララも三王妃のどれかに内定していると言っても、あくまで今の王太子であるエルヴァンの妃であり、エルヴァンが王位に即つけない状態になった場合、まだ幼子である第二王子の妃には同年代の令嬢が選ばれ、クララが王妃に即くことはできなくなる。


本人の思惑はともかく、王家の力を取り戻して国家安寧を願うエレーナと、娘が正妃になることを望むダンドール家の想いを寄せられたクララの望みは一致していた。


だが……こうして余人を交えず二人で話し合っていても、二人の間に生じた〝溝〟は、いまだに深い亀裂になってエレーナとクララの間に残っていた。


溝が生じたのは、前世の記憶を取り戻した『異界転生者』であるクララが、悪役令嬢と呼ばれることになるエレーナを警戒してしまったからだ。


その溝が深まる切っ掛けになったのは、クララが本能的に拒否してしまった、『乙女ゲームのヒロイン』と同じ、桃色髪のメイドとエレーナが懇意になったことだろう。そして、そのメイド少女が行方不明になり、クララが『お悔やみ』を述べたことで、まだ生きていると信じるエレーナと決定的な溝ができてしまった。


今回二人で会うことも、ダンジョンに潜る娘のことを心配した総騎士団長が、仲直りの切っ掛けを求めて、妹である第二王妃に要請することで実現しただけだ。


「王家によるダンジョン攻略は、他の貴族家には明かされていないので、護衛は最小限に抑えられます。ダンジョン通路の広さと進行速度を考えれば、各自二名の従者と、十名の上級近衛騎士に三名の宮廷魔術師と五名の荷物持ち、そして露払いとして、宰相が懇意にしているランク５の冒険者パーティー五名の、三十余名が攻略人数となります」


エレーナは淡々とそう述べると、一息吐いて薄い氷のような笑みを浮かべた。


「パトリシアは賢いわ。自分の出来ることをよく知っているもの。わたくしたちの第一目標は、まず王太子殿下の帰還。第二目標は私たち四人の【加護ギフト】の取得。最後に第三目標が私たちの帰還になるわ。クララ……あなたに自分の命を犠牲にしてまで、国家のために王太子殿下を護る覚悟ができていて？」


「……は、はい」


蒼白になった顔で掠れるような声の返事をするクララを、エレーナは冷たい瞳で見つめながら静かに席を立つ。


「王妃になるのでも、させられるのでも、そろそろ覚悟は決めなさい。誰かっ、話は終わりました」


エレーナは隣室に控えている侍従を呼ぶと、俯いたまま動かないクララに一瞥もせず王宮の応接室を後にした。






（どうしよう……）


クララは前世の知識を持っていたとしても、あくまで『乙女ゲーム』をしていただけの、ただの女子高生に過ぎなかった。


ヒロインの脅威やゲームエンディングの断罪に危機感は持っていても、攻略対象者のいる華やかな世界に憧れもあり、自分の死を明確に意識できていたわけじゃない。


前世の世界は平和で、〝死〟を意識することすらなかった。でも、ゲームでは語られていなかった本編開始前のダンジョン攻略によって、自分が死と隣り合わせにいる事をようやく理解することができたクララは、青くなった唇を噛む。


ゲームのクララは【加護ギフト】を持っていなかった。ヒロインは魔族との戦争イベントでのみ加護を得たが、それでもゲームが始まってからの話だ。


（私……こんな怖い人たちの中で生き残るために、加護を得ないといけないの？）






クララがひっそりと自分のための覚悟をしていた頃、侍従を伴い自室に戻ったエレーナを王宮でも珍しいクルス人の侍女が出迎える。


「セラ、どうかして？」


この上級侍女は暗部の騎士であり、王妃宮の警備責任者でもある。王太子はあまり暗部を好んでいないが、エレーナの従者兼侍女も暗部の人間であり、よく知っているからこそ信頼もして、今回ダンジョンの伴をする従者の一人に彼女を希望していた。


セラは艶やかな小麦色の肌で優雅な笑みを見せると、一礼して一通の書簡をエレーナの護衛侍女に手渡した。


「お知らせしたい議がございまして書にしたためました。お読みいただいた後は〝処分〟なさるのがよろしいかと」


「……分かりましたわ」


彼女がそう言うのなら重要なものなのだろう。


セラが下がると侍女に書簡を開封させ、安全を確認させると侍女たちを部屋の外に待機させてから、一人で書を開いて読んでみる。


「……っ」


その書には、とある人物のことが記されていた。


エレーナがその人物と関わった時間は長くない。実際は数週間ほどだったが、実の親ですら頼れない状況で一人孤独な闘いを強いられていたエレーナにとって、『彼女』の在り方は立ち位置は違えど、自分が〝独り〟ではないという安心感を与えてくれた。


この状況を招いた父に、エレーナが本気で今の情勢に憂いていることを伝えても、子どもが気にすることではないと政治から遠ざけた。慕っているように見せかけていた兄も、一番危険である立場でありながら何の危機感も持っていなかった。


〝彼女〟だけが、現状と闘っているエレーナを〝理解〟してくれた。孤独な闘いの中で敵に襲われたエレーナを命懸けで救ってもくれた。


〝同類〟である彼女だけが理解してくれる感覚を、誰も理解してくれなくても自分たちだけは知っている。


〝彼女〟が誓ってくれたあの夜の言葉は、エレーナの決意に対して真剣に向き合ってくれたからこそ出た言葉だと思っている。


だからこそ〝彼女〟に報いるためにエレーナも誓った。


だから〝彼女〟が行方不明になったと聞いても、死ぬはずがないと信じていた。


たった一人で部屋の中……。


エレーナは書簡を胸に抱いて強く抱きしめる。






「良かった。……アリア……生きてた」







    
  
  




    
  
  




ある日、ある時、とある空間から〝獣〟は不意にこの世界に生まれ落ちた。


父もなく母もおらず、そもそも性別さえあるかどうかも分からない。それでも自分がこの世界に〝在ある〟ことだけは、教えられずとも知っていた。


生まれ持った他の生物を圧倒する強靱な肉体。見ただけで物事を教えられずとも理解できる高い知能。まだ生まれ落ちたばかりの幼体でありながら幼い〝獣〟が纏う風格に、その森にいた低位の魔物たちは〝獣〟を襲うこともなく近寄ることすら出来なかった。


〝獣〟は自らがこの世界で『強者』であることを知った。だが、生物であるのなら生存することに意味があるはずだ。


〝獣〟は同族を知らない。生まれついての強者であるが故に子孫を残す必要すら感じることはなく、食べ物も多くは必要とせず、そもそも食物に含まれる特定の物質を取り込むだけで良く、それは肉である必要すらなかった。


ならば、己の牙は何を引き裂くためにあるのか？


ならば、己の爪は何と戦うためにあるのか？


それでも身の内には闘争を求める本能があった。己は争うためだけに生まれてきたのか？　他者を傷つけるためだけに存在しているのか？


こんなことを考える個体は自分だけなのか？　それともすべての個体がこうして己の存在意義を問い、葛藤してきたのか？


自分はなんのために生まれたのか？　その答えを求め、〝獣〟はただ一つ身の内にあった〝闘争本能〟に身を任せて果てのない戦いに身を投じた。






戦いを始めてすぐに身体は成体となった。まるで身体が戦いに適合するように大きくなり、毛皮は敵の攻撃を弾くようになり、爪や牙は鉄よりも硬い甲羅を容易く引き裂くようになった。


そんなとき〝獣〟は初めて見る、自分以外の〝強者〟と相まみえた。


体高は二メートルもあり、全体でも〝獣〟より一回りも大きい。上半身は巨大な猛禽類で獅子の下半身を持つその生物は美しくすらあった。


通常ではあり得ない形状の生物。〝獣〟はそれが自分と在り方が近しい存在であると感じたが、その生物は高い知能は持っていても高等生物としての知性は持ち合わせておらず、〝獣〟を脅威と見たその生き物は意思の疎通を試みることもなく襲いかかってきた。


初めての同格である〝強者〟との戦い。


空を飛ばれては〝獣〟に為す術もなく、〝獣〟の不利かと思われたが、耳から伸びる触角のような髭が、曇天に瞬く〝雷〟と似た力を発することが出来ると知り、〝獣〟はその力をもって敵の平衡感覚を狂わせることで地に落とし、一昼夜もの時間を経て敵を討ち倒した。


上位の獣はその毛皮で敵の攻撃を防ぐ。おそらくあの鷲獅子も同じ能力は持っていたはずだが、〝獣〟の毛皮がその生き物の爪を防ぐことができ、鷲獅子の毛皮を〝獣〟が引き裂けたことが勝因となった。


獣はそこでようやく自分が持つ能力は鍛えることができて、それにより同格の相手でさえも優劣が生まれることを学んだ。


そうして戦いを繰り返して、〝獣〟は同格の中でも強者となることはできた。だが、〝獣〟が求めていた〝答え〟を得ることはついになく、無為に時間だけが過ぎていった。






それから幾つもの星が巡り季節が過ぎた頃、〝獣〟の前に一体の生物が現れた。


その存在のことは知っている。この世界に多くはびこっている種であり、〝獣〟を傷つける力もなく、肉としての価値も薄く、ただ数が多いと言うだけで種の繁栄を誇る、つまらない存在だと記憶していた。


それは、遭遇すれば〝獣〟を恐れるか、敵意のない〝獣〟に対して無駄な抵抗をするだけの脆弱な生物であったが、その生き物は自らを『人』と名乗り、〝獣〟に対して初めて意味のある意思の疎通を試みてきた。


その『人』という言葉も、その個体から学んだものだ。その道程で他者の感覚を狂わせる〝雷〟を用いて意思の疎通ができることも学んだ。


その〝人〟は見かけによらず高い知性を有していた。〝獣〟はその〝人〟という存在に初めて興味を示し、己を『学者』と名乗るその〝人〟と語り合うことで互いの知識を増やし、知性を高め、己が異界より現れる『クァール』という幻獣であることも知った。


脆弱な生き物らしく時折不自然な脅えと感情を見せることもあったが、それは種族的な弱さ故のことだと見下しはしなかった。それどころか〝獣〟は、自分も知らない知識を有す〝人〟という種にある種の敬意さえ抱くようになった。


……だがそれは、〝人〟という種の側面でしかなかった。


〝獣〟のことを調べ上げたその〝人〟は、突然〝獣〟に毒を盛り、鉄の殻を纏った知らない人間どもを住処に呼び寄せ、事もあろうに〝獣〟を捕獲しようとした。


最初から〝人〟の目的は、〝獣〟を捕らえて他者に売ることだったのだ。


獣は怒り狂った。たとえ同格ではなくても初めて知性において同等と思える存在が、これほど愚かな考えを抱く『浅ましい生物』だったことを知り、軽蔑した。


〝人〟は〝獣〟のことを調べ上げ、〝獣〟を捕らえることができる準備をしていた。それは確かに効果を発揮したが、惜しむらくは、〝獣〟のすべてを知るには〝人〟の短い生では到底足りなかったことだ。


せめてあと五年……それだけの時間を掛ければ、あるいは〝獣〟を捕らえる、もしくは捕らえることが不可能であることに気付けたかもしれない。


だが、一年程度の調査ですべてを暴くことができなかった〝人〟は、無策にもありきたりな毒を盛り、毒に打ち勝った〝獣〟に殺されることになった。






獣は浅ましく小賢しい〝弱者〟に失望し、以前そうであったように興味を失った。


あれは理解する必要のない生物だ。生きるためではなくただ欲望のために知能を高め、知性と偽った奸計のみに長けた生物なのだと考えた。


弱者ゆえ、命をもって償えば許しもしよう。自分と関わりもなく生きるのなら生存も許そう。


だが、〝人〟という種に失望した〝獣〟は、それ以上期待することをやめた。


〝獣〟は再び独りとなった。


同族はなく、同格はすべて敵であり、知性があると思われた者はすべからく愚かであった。


〝獣〟は再び思考する。


己は何者なのか……？　自分の存在する意味はなんなのか？


自分と同等の存在はその世界に存在するのか？


〝獣〟は孤独だった。その姿を闇夜に浮かぶ〝月〟だけが見つめていた。


この世界には常に寄り添う月がいる。


自分にもこの世界のように、〝月〟の如く共にいてくれる同等の存在がいつか現れるのか。


〝獣〟は月に吼える。


求めるように。慟哭するように……。


〝獣〟は〝月〟に啼く。






あるとき、再び小賢しい〝人〟の男が〝獣〟の前に現れた。


その〝男〟は〝獣〟を畏れることもなく、かといって意思の疎通を図るのでも戦うのでもなく、〝獣〟を煽るように散発な手出しをし始めた。


〝獣〟から見てもその〝男〟は強者に見えた。まともに戦っても生まれ持った種族の差から負ける相手ではないが、その〝男〟はこれまで遭遇したどの〝人〟よりも小賢しいと感じた。


〝獣〟は〝人〟という種を見下してはいない。その知恵を侮ってもいない。ただ期待した分だけ失望し、興味を失っていた。


だが、その〝男〟が脆弱な〝人〟という身で、それほどの力を身に付けるにはどれほど血を吐くような思いで鍛錬をしたのか。その力をもって何故こんな真似をするのか〝獣〟は興味を抱いた。


良い意味の興味ではない。それほどの力がありながら、なぜこんな他者と自分の誇りを汚すような真似ができるのか理解できなかった。


強者でありながらその誇りを捨て、ただ結果だけを求めて道程を求めない有様は〝獣〟を騙そうとしたあの愚かな学者よりも醜く見えた。


〝獣〟は〝人〟の愚かさに失望して興味をなくした。その失望は、かつてあった希望の裏返しだ。〝獣〟は〝人〟興味をなくしてもそれでも心のどこかで、〝人〟にも生物としての誇りがあると信じていた。だからこそ失望はしても見下しはしなかった。


だからこそ、許せなかった。


あの醜さはなんだ？　あの愚かさはなんなのだ？


〝獣〟は再び怒り狂う。かつて希望を感じた存在のさらなる醜さを見せつけられ、その存在そのものが許せなかった。


〝獣〟は〝男〟を追った。怒りに我を忘れ、その醜い存在ごと無かったことにするために。


だが、仮にも強者である〝男〟は〝獣〟の追撃を巧みに躱して、簡単に捕らえさせはしなかった。そうして〝男〟を追っていると、突然木の板が渡された道で多くの〝人〟に遭遇してしまう。


〝獣〟は〝人〟を区別できない。男であるか女であるか。大人か子どもか。それとわずかな匂いの違いが分かるだけだ。


遭遇したその〝人〟どもから感じる力は脆弱であり、〝人〟の区別ができない〝獣〟でもそれがあの〝男〟と違うことは理解できた。


だが、その脆弱な〝人〟どもは愚かにも〝獣〟に攻撃を仕掛けてきた。


おそらくは強者である〝獣〟に怯えたのだろう。小さな生き物でも子を守るため強者に牙を剥くこともある。だが、お前たちが守っているものはなんだ？　愛すべき子でもなく、仲間でもなく、守っていたものはただの石や金属であった。


〝人〟が輝く石や金属を求めることは知っている。鴉や竜もそんな性質を持っているのでそれを不思議とは思わない。だが、そんな物が命の代わりになるものか？　あの学者たちのように欲望のために命を懸ける姿はとても愚かな行為に見えた。


〝獣〟はついに〝人〟という種に怒りを覚え、攻撃を仕掛けてきた人間すべてを引き裂いて皆殺しにした。


後から冷静に考えればそれもあの〝男〟が企てたことなのだろう。でもそのときの〝獣〟は、〝人〟への失望のあまり冷静さが消え失せ怒りに飲み込まれていた。


そうして激情に突き動かされて〝男〟を追い続け、冷静さを取り戻しかければ現れた〝男〟に挑発される、ということを繰り返したある日のこと……〝獣〟はとある〝人〟の〝女〟と出会った。






その〝女〟は果敢にも、たった一人で〝獣〟に立ち向かってきた。


身体の大きさからすればまだ幼体に近く、戦う力も〝獣〟の半分もないだろう。それでもその個体が単独で向かってきた理由はなんなのか？


仲間を守るためか？　いや、それは真実をただ正面から見た答えでしかない。


〝女〟は仲間を信じた。鍛え上げた自分の力を信じた。たとえ大きな力の差があったとしても、一瞬の躊躇で命を失うとしても、それでも自分と仲間を信じて〝生〟を掴むためにわずかな希望に命を懸けたのだ。


その強い心で、強者である〝獣〟に対して怯えることなく立ち向かう。


〝女〟は力が弱くとも〝強者〟だった。どれほど力があり毛並みが美しくとも、生まれ持った力だけで強さを謳うあの鷲獅子や自分とは違う、本物の強者であった。


たとえ弱くとも、〝獣〟が触れただけでも砕けてしまう枯れた森の中を軽やかに舞う姿は、生と死の狭間で踊る〝生命いのち〟の美しさがあった。


生き残るために知恵を駆使して、勇気を振り絞り、そしてついに〝女〟の〝牙〟は〝獣〟を捉え、諸共深い地の底に叩き落とした。


地に落ちて石化した樹木に身体を貫かれた〝獣〟は自力で脱出することが出来なくなった。時間を掛ければ出来たかもしれないが、それをあの〝女〟が許すとは思えなかった。


だがその〝女〟は、動けない〝獣〟を殺そうとはしなかった。


それでも〝獣〟がわずかに敵対行為をすれば即座に殺しにきただろう。


〝女〟が〝獣〟をすぐに殺さなかったのは殺す理由がなかったからだ。〝女〟にはそれ以上に優先する〝大事〟があったのだ。


〝獣〟は存在してはじめて〝死〟というものを間近に感じた。


力の優劣など関係ない。種族の差など意味はない。この〝女〟が殺そうとすれば必ず〝獣〟を殺すであろうと確信できた。


傷ついた獣のように身を休め、じっと自分を見つめる〝女〟の冷徹な瞳。


自分を殺せる存在。それは〝獣〟がこの世界で唯一出会った、己と〝対等〟な存在だった。


その手段を選ばず何かを求める姿は、あの小賢しい〝男〟と似ていたかもしれない。だが、その〝女〟には他者と自分への〝誇り〟があった。


だからこそ〝獣〟はその〝女〟のことを知りたいと思った。それも〝獣〟にとって生まれて初めての感情だった。


〝同等〟だからこそ素直に助力を請うことも躊躇わなかった。初めて自分の背に他者を乗せることも許した。


〝人〟には〝名〟があるという。今まで他者を区別する記号に興味も持たず、意味がないものだと考えていたが、〝獣〟は〝女〟の〝名〟を知りたいと願い、自分が認めたただ一人の者に自己を認め、区別するための〝名〟を求めた。


その者の名は『アリア』──『ネロ』がこの世界で唯一認めた存在。


もう月に啼くことはない。


自分の隣に〝月〟はようやく現れたのだから。






『……ガァ……』






だが、ネロが認めた〝月アリア〟は、かなり生き急いでいる人間のようだ。


アリアは強い。だが、まだ弱い。彼女はネロが認めた存在だ。いつか必ず自分と同等以上に強くなるだろう。だが、それは今ではない。


それまでは自分がアリアを見守ろう。だが、彼女の側で〝保護者〟のように守るのは、強者となる彼女の誇りを汚けがす行為だとネロは考えた。


アリアは何かするべき事が出来たらしく、ネロは森を移動する彼女の後をこっそりと追いかけ、近くを通りかかったオーガと呼ばれるそこそこ強い魔物も、彼女の邪魔になるかと思いこっそりとひねり潰しておいた。


アリアはどこへ行くのだろうか？　それはネロには分からない。でも、そうしているうちにアリアは〝人〟が多い地帯へと向かっていった。


アリア以外の〝人〟などどうでもいいが、弱者である者たちに見つかれば面倒なことになる。アリアが〝人〟である以上、必要以上の〝人〟との接触や敵対は出来る限り避けるべきだ。


どこかで彼女を待つ必要がある。ならば、どこで待つべきか？


脆弱で小賢しい〝人〟は、集団をつくることでその他の脅威から身を守る習性がある。〝人〟とはその知恵も武器ではあるが、その最大の力は数の暴力だとネロも理解していた。


この辺りでもっとも大きな〝人〟の巣は、ネロでさえ見上げるほどの壁で覆われている。その外側には森や草原、岩山などの場所もあったが、そのどこにでも〝人〟の姿を見ることができて、ネロが隠れられそうな場所はなかった。


どこか良い場所はないかと探索をしていたネロは、森の南側に、起伏に富んだ、魔物や〝人〟さえも阻む天然の要塞のような場所を発見した。


その場所にも〝人〟の手は入っていたが、そこに居たのは〝人〟の幼体ばかりで、やたらと広大な敷地を有していたが、〝人〟の数は驚くほどに少なかった。


これは以前、小賢しい学者から聞いた〝人〟の学び舎──『学園』ではないだろうか？


それなりに〝人〟はいたが要塞となる周辺の森は、〝人〟も立ち入らず外敵もいない、隠れ家とするには良い場所に思えた。


『…………』


だが、ネロはそこに〝先住者〟を見つけた。


〝人〟が滅多に立ち入ることはなくとも、ここを拓く段階で森を直接通ってきた者たちもいたのだろう。そこには、持ってきたはいいが持ち運ぶことができず、途中で放棄された〝人〟の物資が半分朽ちるように残されていた。


その中には家族ごと移ろうとした〝人〟もいたのだろう。脆弱な〝人〟は稀に動物を飼い、己の身代わりに従事させると聞く。魔物に襲われたのか事故があったのか、〝人〟の死骸は見つからなかったが、物資と共にその動物が残され、その場所を住処としていた。


『『『ナァ』』』


その動物は〝猫〟と呼ばれるものであった。それも一匹ではない。その場所で繁殖をしていたのか、成体や幼体を含めて数体の〝猫〟が存在していた。


これまでの情報によれば、クァールは動物の猫種に分類される肉食獣である〝豹ひょう〟と酷似しているらしい。この〝猫〟も猫種に分類されるがあまりにも小さい。


クァールは大型猫種に酷似していても猫種ではない。そもそも動物ですらなく、この世界に元々存在していない種類の生き物だ。


ネロも形状は似ていてもこの〝猫〟たちを近似種とは思わなかったが、〝猫〟たちはそうでもないらしく、仔こ〝猫〟たちは突然現れたネロの脚に纏わり付き、仔を守るはずの成体の〝猫〟たちもネロに対して脅えも警戒も見せずに、新参に対する先輩のようにネロを見て一声鳴くとどこかへ歩き出した。


『ナァ』


『…………』


途中で振り返った〝猫〟が『何をしている？』とでも言うようにネロを急かす。


どういうことだ？　ついてこいということか？


ネロは初めての事態に困惑する。だが、確かにここでネロは新参であり、敵意を持たない小さな存在に対して〝威〟を誇るのは、何だかちょっとだけ正しいような間違っているような気がしたりしなかったりした。


ようするにネロは混乱していた。意味は分からないが、それでも〝猫〟たちの行動に興味を引かれたネロは、先住者である彼らの後をついていくことにした。


そして辿り着いたその場所は〝猫〟たちの住処だったらしく、〝猫〟たちは〝人〟が残していった物資の入れ物を寝床にしているらしい。


〝猫〟たちはネロを導くと、自分たちは各々の寝床である〝箱〟に入り込んでくつろぎ始めた。


ネロから見ても〝箱〟はサイズ的に小さいように見えたが、おそらく狭い場所を好む習性があるらしく、〝猫〟たちはそれを苦にするどころかわざと狭い〝箱〟を選んでいるように思えた。


『ナア』


『…………!?』


そこにネロを案内した〝猫〟がネロの前脚をつついてその〝箱〟へと導いた。


その中には何があったのだろうか……すでに風雨で朽ちるか、野生の動物に荒らされ原形さえ残っていなかったが、その中に魔術的な保護をしていたのか、原形を留めたままの〝木箱〟が一つ残されていた。


大きさは四方二メートル前後。それに魅入られるようにじっと見つめていたネロは、中に積もっていた木の葉をすべて取り出して周囲に投げ捨てると、初めて感じる本能に突き動かされるようにその狭い箱の中にすっぽりと入り込んだ。


隙間もないほどの狭さ。なるほど……だが、それが良い。


別にこの場所に拘る必要はない。だが、ここでいけない理由もない。


ここで生き抜いてきた偉大なる先住者の言うことは尊重すべきだろう。


アリアも〝人〟の幼体ならば、いつかこの『学園』と呼ばれる場所に来るはずだ。ネロはそう考え、決して本能に負けたわけではないが、この場所でアリアが来るのを待つことにした。


『ガァ』


『『『ナア！』』』







    
  
  




○○の月、△△の週──


ある日突然、暗部にいるカストロから冒険者ギルド経由で連絡が届いた。


アリアの一件以来会っていないが、あいつもあれから心を入れ替えてだいぶ丸くなったと聞いているが、……暗部がなんの用だ？


俺やうちのパーティーは暗部から幾つか依頼を受けている。これは極秘情報だが、暗部の長である宰相閣下から近々うちのパーティー……『虹色の剣』を雇いたい案件があると直々に連絡が来て、遠征の準備を始めてほしいそうだ。


そうは言ってもなぁ……。うちの魔術師がまだ決まってないんだよなぁ。


俺個人も、今は暗部から依頼を受けてグレイブの討伐をするために準備をしているが、もしかしたら最新の情報があるのかもしれないな。


……うげ!?　カストロの書簡の内容を見て思わず呻きを漏らす。


俺もある時期から、暗殺者ギルドの支部を皆殺しにして、盗賊ギルドの支部も壊滅させたというヤバい奴の噂を聞くようになった。


それもまだガキだという話で、そんな馬鹿げたことをする奴がいるとしたらアリアくらいだと信じていなかったが、その『灰かぶり姫』がアリアらしい。……マジかよ。






○○の月、△□の週──


まぁ、俺様の弟子が死ぬはずないと思っていたが、やっぱり生きていたな。暗部からの後出し情報でアリアを襲ったのがグレイブらしいと聞いて肝を冷やしたが、あいつがその〝灰かぶり姫〟なら、あいつが生きていたのも暗殺者ギルドと敵対しているのも、なんとなく納得できる。


それはいいが、セラからの追加依頼で俺はその〝灰かぶり姫〟と接触しないといけないらしい。


アリアとは別人で危ない奴だったらどうすんだ？　とりあえず連絡が取れたサマンサ婆さんを迎えに行かないといけないから、その途中で軽く捜してみるか。


アリアがそれほど強くなっているのなら、グレイブ討伐に使えるかもしれない。俺がグレイブを抑えて婆さんの魔術で倒す算段はしているが、婆さんの護衛にはしっこい奴がいると格段に成功率が上がるんじゃねぇか？


普通、若い奴を使うのは、実戦の恐怖で動けなくなったり注意も必要だが、まぁ、あいつなら問題ないだろ。……実際、七歳でランク３の盗賊を倒していたからな。


実際その『灰かぶり姫』とやらがアリアでなくても、そろそろランク３になっているかもしれない。でも、見つけたとして、あの野良猫娘をどうやって説得しようかね？






○△の月、□○の週──


俺、こんなに運が悪かったか……？


北方に来たついでに、うちのパーティーも久しぶりの遠征だからガルバスに装備を頼もうかと思っていたら、オークの集団が現れたんでランク４の俺にお呼びが掛かった。


……しかもオークジェネラルもいるじゃねぇか。ランク３の以下の冒険者集めてどうにかできるのか？　そんな集団相手にするなら、『虹色の剣』を全員連れていかねぇと対処できねぇぞ。


うちが魔術師を探しているのは、サマンサ婆さんがボケて冒険者を引退したからだ。まぁ、昔からぶっとんだ婆さんだったから、素なのかボケなのか判断つかないが……。今回のように短期間で、常に俺が見張っているのならなんとかなるが、オークの集団となると俺も偵察とか色々と忙しくなるから、婆さんに付きっ切りじゃいられない。


他の仲間は……駄目だ。虹色の剣は基本的に個人主義なんだよ。常識人の俺がいなかったら、婆さんが勝手に動いてどっかに行く未来しか見えねぇ。


魔術師が見つかっていれば問題ないんだが、ランク４以上のフリーの魔術師なんて簡単に見つかるかよ、こんちくしょう。


最低でもレベル３以上の光魔術が使えればいいって言われてはいるが、ランク３じゃ俺たちの戦闘に付いてこられないだろ……。


……アリアの奴、確か光魔術が使えたよな？






○△の月、□□の週──


ちょっとだけ運が向いてきた。いや、現状はまったく良くなっていないし、ここの寄親である伯爵の軍がいつ来るかも分からないんで、オークの攻略も先が見えないんだが、以前から面識があった冒険者ギルドの美人受付嬢、メアリーがやっと靡なびいてくれた。


結構大変だった。まぁ、夕飯二人で食っただけで、しかも一番高い店選びやがったが、以前に比べたら格段の進歩だ。半年に一回はガルバスの所に顔を出していた甲斐があったな。……なんで俺、気の強い女に弱いんだろ？


今回はガルバスの所に顔を出すのは明日でいいか。ランク３の冒険者だけで軍が来るまでオークの足止めはしんどいが、ちょっとでも良いことがあると気合いの入り方が違うぜ。


今までの女は、金目当てで散財させられたり、最初から好意的だった女がおかしな邪教の勧誘員だったり、手を出したらマフィアの情婦だったりとか色々と散々だったが、メアリーはそんな奴らとは違うぜ！


ちょっと毒舌で俺には冷たいが、あいつは身持ちが堅くていい女だからな！


ハハハ、これで俺も勝ち組だな。風呂入ってくる！






○△の月、△○の週──


マジかよ。アリアの奴、オークジェネラルと上位種を含めたオーク五十体以上を皆殺しにしてきやがった。


どうなってんだ!?　確かに見た目も十代前半になって、戦闘力もバカみたいに上がっているが、お前まだ十歳だろ!?


は？　こっそり毒を盛った？　オークの拠点に一ヶ月も潜伏した？　どんな神経してんだ!?　普通の奴なら三日で死ぬぞ!?


ああ……だから、暗殺者ギルドと盗賊ギルドを同時に敵に回して平気なんだな。こう言っちゃなんだが、連中も運が悪かったなぁ。技量とか経験とか関係なく、ガチ戦闘になると躊躇もなく殺しに来る奴が一番怖いんだよ。


盗賊ギルドなんて、あいつに手を出したら問答無用で殲滅しにくるわ、まだ子どもなのに何故か倒せないわ、弱みもないどころか弱みから攻めてくるわで、現場が混乱してとりあえず手出し無用状態になっているそうだからな。


アリアのやっていることは常識外れの無茶苦茶だが、結果的にアリアの報復を恐れて報復ができなくなっていやがる。それでも面子に拘る連中は手を出すから、アリアの奴、すっかり出会う前の警戒心バリバリな野生の猫に戻ってたな。


あいつと普通に接する事ができるのは俺のような自力で対処できる奴くらいだ。うちのパーティーかセラの所なら抑止力にはなるんだが……。


でもまぁ……俺にしてみれば運は良かったか？　結果的にオークを相手にする必要もなくなったし、とりあえず例のことは内緒にしてまずはグレイブ討伐に巻き込んでみるか。






△□の月、○○の週──


サマンサ婆さんを迎えに行った。だが突然、玄孫と遊ぶから行かないとか言いやがった！


仕方ねぇから婆さんの孫（俺より年上）に頼み込んで説得してもらった。本当に頼むよ……実際、婆さん無茶苦茶強えから、いないとグレイブを倒せないんだよ！


え……飯はまだかって？　さっき玄孫と一緒に昼飯食ったばかりじゃねぇか！


アリアの奴とさっさと合流しねぇと俺の身が持たないな。あいつは冷徹に見えて意外と世話焼きで面倒な仕事も気にしない性格だから、こういうときこそ居てほしいんだよ。だが、あいつの作る創作飯だけは食わねぇぞ。


アリアはぼろぼろの身体を治すために〝師匠〟のところに寄るらしい。だったら、今のうちにセラに連絡しておくか……って、あいつの師匠って俺だよな？


まぁいいか。あいつを鍛えたのは俺だってアリアも分かってるだろ。……分かってるよな？


まぁ、次の街でアリアのことをセラに報告して……いや、あの戦闘力はもったいねぇな。まだ強くなりそうだし、少し様子を見るか。


なぁ婆さん、実は使えそうな弟子がいるんだが……って、あれ？　婆さん、どこいった!?






□○の月、○□の週──


またサマンサ婆さんが宿から消えた。宿屋の主人に訊いてみたら、婆さんが飲み食いしたツケの請求書を渡された。


うげ。なに食ったらこんな金額になるんだよ？　は？　海の幸？　ここ山の中だぞ？　魔術で冷凍した物を揃えている!?　……この宿ってそんな高級宿だったか？　ち、まぁいいや。暗部に請求書を回してやれ。


いや、そうじゃなくて、婆さんの行方だよ。なんか知らねぇかと商隊らしき連中に訊いてみると、ここ数日だが、夜になると『街道を爆走して砂を掛けてくる魔物』が現れるから、連れがいるのなら気をつけろと言われた。


はぁ。へぇ。ほぉ。そんなのが出るんかぁ……。こんちくしょう。ふざけんなよ、婆さん。ボケの範囲がデカすぎるぞ！　本当にボケてんのか!?　わざとやってんじゃねぇだろうな!?　とか一人で憤慨していたらいつの間にか戻っていた。


婆さん、どこ行ってたんだよ！


は？　怪しい気配がした？


ここらじゃ婆さんより怪しい奴なんていねぇよ！


はぁ!?　腹減った!?　くっそ、女給！　腸詰めの盛り合わせと火酒くれ！






□○の月、△○の週──


気が付いたらまた婆さんがいねぇ……。宿の近所にもいないから街外を探し始めて……は？　なんで婆さんとアリアが戦ってんだ!?


互いに一撃必殺、急所狙いのガチ戦闘じゃねぇか！　やめろやめろ、変な奴らが巻き込まれてんぞ！　こいつら暗殺者ギルドの追っ手かよ！　よりにもよってこの二人に絡まれるとは運のない奴らだ……暗殺者ギルドの連中、マジで厄払いでもしたほうがいいじゃねぇか？


そんなことより、これでようやく全員揃ったな。……これで婆さんの相手をアリアに任せられる。はぁぁあ～～～～長かった。……仕事いきたくねぇ。


それとアリア。この婆さんは人外じゃなくて人間だ。一応な！


でも、なんだかんだ言ってこの二人、意外と馬が合ってないか？　婆さんのひ孫よりも婆さんの扱いが上手いぞこいつ。


やっぱりこいつは使えるよなぁ。さすがは俺様の弟子だよなぁ。


さっき冒険者ギルドを覗いてみたら、暗部から例の任務のことが決まったと連絡が入っていた。


暗号だらけで詳しいことは分からんが王族がダンジョンに潜るらしい。それの露払いが仕事みたいだが、セラから追加でアリアのことを早く見つけろと再度要請があった。


アリアに王女の護衛をさせるのが目的か？　いや、それだけじゃねぇな。俺も本格的にあいつを引き込む算段を立てるか。


とりあえず、移動するぞ。この顔ぶれなら夜中の移動でも平気だろ。


……は？　腹減った？　婆さん、宿で食ったばかりだろ！　アリアもどこから肉出してんだ!?






□○の月、○□の週──


アリアの奴、なんでクァールを手懐けているんだよ……。世の中には動物使いとかいるけどよ、あれは産まれてすぐから育てている奴なんだぜ？　お前ら普通に殺し合っていただろ？


え……殴り合って分かり合った？　また漢前おとこまえな和解をしやがって……。


しかもこいつ、ランク４になってるじゃねぇか！　俺がランク４になるのにどれだけ掛かったと思ってんだ。ランク４なんて滅多にいねぇんだぞ？


まだ近接じゃ負けるつもりはねぇが、魔術まで使われたらセラ辺りとでも互角に戦えるんじゃないだろうか？


最初はアリアのことを光魔術が使える斥候見習いとして『虹色の剣』で保護することを考えていたが、ランク４の闇と光の魔術師でグレイブとも戦闘できる斥候なら、見習いじゃなくて正式なメンバーとして引き込んだほうがいい。


セラがアリアを捜していたのは、情もあるだろうが、王女と懇意にしてお守りと護衛を任せられる、自分の後継者が欲しかったんだろうな。実際アリアなら、五年も暗部にいればそのままセラの後釜あとがまになれたはずだ。


だが、残念だったな！　アリアはセラの弟子じゃなくて俺の弟子なんだよ！






俺も魔力のせいで見た目は若いが、冒険者としては中堅どころか熟練者だ。長命の亜人種と違って人族で五十代まで冒険者をやってる奴は多くない。俺も頑張ればあと十年以上は第一線で戦えるくらいの自信があるが、俺もそろそろ結婚してぇんだよ！


セラには悪いがアリアは俺の後釜にさせてもらう！


そうと決まったら、本腰入れてメアリーを口説かせてもらうぜ！


俺、この仕事が終わったら結婚するんだ！


ツッコまれる前に言っとくが、俺は死なねぇからなっ！









あとがき






第三巻です！　お手に取ってくださり大変ありがとうございます！


はじめましての方ははじめまして。お久しぶりの方はいらっしゃいませ。春の日びよりと申します。


今回も、読者様と書店様とＴＯブックス様と関係各所の皆様のおかげで出すことができましたので、あらためて大変ありがとうございます！


今回は、オーク殲滅戦とグレイブリベンジ戦の二本仕立てです。これも次巻に続く重要な内容になっております。


今回のテーマとしては『強さ』と『人と魔物の戦う理由』でしょうか。普通の物語では、モンスターは敵であり最初から出会った瞬間殺し合いです。モンスターは最初から敵として描かれ、倒すことに理由もなく、敵対する理由が曖昧です。


もちろんその辺りを重厚に描いた作品も多いのですが、私は魔物側の戦う理由と、強大な魔物という存在がいながらどうして人類が生き残っているのか、その辺りが気になりました。


魔物にも知能があり、集団で生きる人間を警戒するからこそ人間はまだ生き残り、人間がそんな魔物と戦うのは、子を育てるための巣を守るという生物的に単純な理由です。


本能的に強くなるため、魔物は魔石を持つほどの魔力を持つ人間を襲います。知能があれば和解できると思われるかもしれませんが、捕食者と非捕食者が分かり合う事は不可能だと考えました。


それとよく訊かれるのですが、どうして『乙女ゲーム』が題材なのか？　もちろん、私が乙女ゲームの物語が好きというのもありますが、乙女ゲームという華やかな場面の裏側では、愛憎どろどろ、政治的にギトギトな殺伐としたものがあると考え、それを描きたかったのです。






今回は、アリアの相棒である幻獣クァール、ネロの登場です。


クァールは某小説に登場する生物で、その小説以外にも多くの物語やゲームなどに登場しています。ネロを出すことを決めた理由は、単純にアリアの移動をなんとかしたかったのです。最初に私が地図を作ってから物語を作り始めたので、無駄に広いんですよ……。


ネロの登場によって世界が広がり、物語が動かしやすくなりましたが、ネロを魔物使いのテイムのような洗脳で仲間にしたくなかったので、その辺りに力を入れました。


イラストレーターのひたきゆう先生には、結構無茶を言いましたが、カッコいいネロを描いてくださって感無量です。サマンサのキャラデザも地味にお気に入りです。


今回、第三巻の発売に合わせて、わかさこばと先生のコミカライズ第一巻も同時発売となりますので、もし本屋さんで先にこのあとがきをお読みになっている方は、是非とも漫画コーナーも覗いてくださいませ！


それでは、またお会いしましょう！










    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




電子版特典SS

	
シュリの冒険







私はシュリ。今は兄ちゃんのジルと一緒に冒険者をしている。ごめん、ウソ。冒険者の荷物持ちをして日銭ひぜにを稼いでいる。


私たちがいるのは王国でも最北にある男爵領だ。私はまだ十歳で兄ちゃんは十三歳なので大変だけど、なんとかやっている。


ここは辺境でぶっちゃけ田舎だけど魔物が多いから冒険者がいっぱいいるんだ。その中に以前住んでいた町にいた知り合いの兄ちゃんがいたから、運良くヤバい冒険者に使い潰されることもなく荷物持ちとして雇ってもらえた。


本当は本物の冒険者になりたい。冒険者なんて食い扶持ぶちにあぶれた無法者の集団だけど、知り合いの兄ちゃん……ケビンのパーティーにいた魔術師に教えてもらったけど、昔の冒険者は未開地を調査する探索専門の傭兵で、今でもランクが高い冒険者は貴族にも雇ってもらえるんだって。


まぁ、そんな人は周りにいないけど……それもウソ。一人だけいる。その人がいたから私や兄ちゃんは冒険者になろうと考えた。


その人……〝アリア〟がいたから。






アリアと出会ったのは忘れもしない三年前……私たちがこの町に捨てられてから少し経った頃だった。


あの頃はすんごく大変だった。死んだ父ちゃんの家と畑を乗っ取ったあの女は、今でもぶん殴ってやりたいと思っている。いや、いつかやる。兄ちゃんが心配するから口には出さないけど。


アリアは強かった。そんですごく格好良かった！


最初は兄ちゃんが絡んで殺されかけたけど、あれは兄ちゃんが悪いよ。それだけだったらアリアと関わろうなんてさすがに私も思わなかったけど、アリアは酔っ払いに絡まれていた私と兄ちゃんを助けてくれた。


それからかなぁ……私と兄ちゃんが冒険者……ううん、〝強く〟なろうと思ったのは。


正直言って今の生活はしんどい。まだ子どもだから大きな荷物は持てないし、ランク２のケビンたちについていっても、一回の冒険で一人小銀貨一枚しか貰えない。


それでも冒険者になろうと思わなければ、兄ちゃんなんて今頃チンピラか犯罪者にでもなっていたと思う。


それほどスラムの浮浪児ふろうじが働くのは難しい。孤児院にでも入れば少なくとも食べることはできたかもしれないけど、あの頃は魔物の襲撃があって孤児が沢山生まれて、とてもじゃないけど私たちみたいな捨て子を入れてくれる孤児院なんてなかった。


それでも冒険のついでに折れた刃物や廃棄寸前の鑑定水晶なんか拾って、鍛冶屋のガルバスや雑貨屋の爺ちゃんに売ってなんとかやってきた。


そんなときに以前住んでいた町がオークに襲われていると噂を聞いた。


ケビンや兄ちゃんは焦っていたけど、ケビンのパーティーにいた斥候せっこうの……名前なんだっけ？　とにかくその斥候が反対してその町に行くことはできなかった。


あいつは嫌な奴だったしね。でも、その件に関しては私も同感。オークが沢山いる所に私が行っても死ぬだけだよ。


私が捨てられるときまだ赤ん坊だった腹違いの弟が死ぬのは……少し……ちょっとだけ嫌だったけど、それでも兄ちゃんが死ぬことのほうが何倍も怖かった。


でも、それを解決してくれたのは、三年ぶりに男爵領に戻ってきたアリアだった。


……〝女の子〟になったアリアだった。


最初から女の子だった？　聞いてないよ！　ただでさえ格好良かったのに女の子の格好をしたら、綺麗だし可愛いし、兄ちゃんなんて女の子だって気付いたときから意識しまくって目も合わせられなくなるし、どうなってるの!?


そもそもなんでそんなに大きくなってるの？　出会ったときは同じくらいだったよね？　確かに三週間くらいで少し大きくなってたけど！


しかも無茶苦茶強くなってた！　ランク３だって！　見た目は十三歳くらい？　なんか大人っぽくなってて、しかもすごく綺麗だから目立ちまくってたね！


はぁあ～～～～～～～……サヨナラ私の初恋。


いや、待てよ？　女の子でもこれだけ綺麗で格好いいなら、もうそれでいいのでは？


実際、そこら辺でアリアより格好いい男の子はいないし、アリアよりも強い男もいないし、アリアより素敵な人もいない。


冷徹に見えるけど実は情もあるし、誠実で約束は破らないし、優しいし良い匂いもする。


綺麗で格好いい服を着てるし、まだ子どもなのに妙な色気がある。私なんて古着を繕って精一杯おしゃれしているのに、なにが違うの!?


胸もなんか膨らんでいる!?　私なんてまだ壁なのに!?　どうすればアリアみたいになれるの!?


そんな感じで興奮していたら、兄ちゃんに脳天チョップされた。地味に痛い。


まぁ、それくらいアリアは素敵だってこと。そんなステキ少女アリアは、オークの件だってあっさり解決しちゃった。


……でもそのとき気付いちゃった。


アリアはその強さと引き換えに色々問題を抱えている。そんなアリアとクソ雑魚な私たちは一緒に居ることすらできないんだって。


だから私はアリアとあっさり別れを告げ、そのときから強くなるために動き出した。


だから兄ちゃん、さっさと行くよっ！






「……あなたはたぶん、水属性の適性がありますよ、シュリ」


「えっ、本当!?　やったっ！」


遺跡へ向かうその休憩中に、ケビンのパーティーにいる比較的常識人の魔術師からそんな一言をもらって、私は思わず両手を挙げて喜びを表した。


ようやくオークがほぼ全滅したことが冒険者ギルドと領主様から発表され、私と兄ちゃんはまたケビンのパーティーの荷物持ちとして働くことができるようになった。


それでも単独でオークを倒せない個人やパーティーは遺跡に近づくことはダメみたいだけど、ケビンたちは一応実績があるから許可が出たみたい。


ケビンたちのパーティーはオークに襲われていた町を救った冒険者パーティー……の一つって事になっている。


実際は有志のランク３パーティー二つのオマケみたいな感じで、しかもオークを殲滅せんめつしたのはアリアらしいんだけど、そのアリアがオーク五十体分の魔石を換金して町を出ちゃったから、領主様が出さざるを得なかった報奨金は、その三つのパーティーと動いてくれた人たちで山分けになった。領主様は来てくれるはずだった他領の貴族軍に賠償金ってのも払わないといけないから、そんなに沢山じゃないらしいけど、それでも私には見たこともない額だった。


でも、アリアがやったことは冒険者ギルドの大半が知っている。


えっと……なに？　『灰かぶり姫』って？


アリアの二つ名？　冒険者ギルドでその名が聞こえるたびにビクッと身をすくませている数人の柄の悪い冒険者は、たぶん盗賊ギルドと関わりがある人だから近づいたらダメだと受付のお姉さんが教えてくれた。


ケビンのパーティーの斥候がいないのは、そういうこと……？


ちょっと話が逸れた。


要するにケビンたちは今、ちょっとした小金持ちだ。パーティーで飲んだくれていたら二ヶ月ですっからかんになる程度の金額だけど、そんなケビンたちが散財もせずにすぐ冒険に出たのは、そのオーク事件で〝とある冒険者〟に会ったからだと言っていた。


へぇ……そうなんだぁ……。


チラリと視線を向けると、休憩中のケビンが倒木に腰掛け、兄ちゃんに何やら熱く語っていた。


「──そいつがどうって訳じゃないんだけど、同じ冒険者として目が覚めたっつうか、本来の冒険者っていうのは、ああいうのじゃないかって思ったのよ。あっ、そいつが気になるってわけじゃないからな！　ただ、ちょっと鍛え直してランク３を目指そうとしたわけよ」


「ケビン兄ちゃんもすげぇなぁ……。俺も知り合いというか、と、友達？　にすげぇ強い奴がいてそいつとパーティー組めるくらい強くなりたくて……」


「そうか……頑張れよ。ジルならやれるさ！」


「うん。ケビン兄ちゃんも早くランク３になるといいな！」


──などと会話していたけど……


それ、どっちもアリアのことじゃない？


まさか、ケビンも兄ちゃんもアリアに惚れちゃったってことはないよね？　兄ちゃんはともかくケビンはやばいよ。アリア、まだ十歳だし。


そんなわけでケビンたちは冒険に出て、私たちも荷物持ちができている。


いっつも私たちにお金を払うことを渋っていたあの斥候がいないから、今回は少し多めに貰えるかもしれない。やったね。


私も小さい頃にアリアに会って感化されたから、魔術師の兄ちゃんに文字とか簡単な算術とかを教えてもらっている。どうせ兄ちゃんは勉強なんてしないから私がしっかりしないとね！


それで今回も休憩中に色々教えてもらっていたんだけど、私に水属性の適性があるかもって教えてもらった。


生活魔法をいくつか教えてもらったけど、【流水ウォータ】しか使えなかったのはそのせいかも？　私が水の生活魔法を使えるようになったのは、あの井戸の使用料を取っていたスラムの酔っ払いの件があったからだと思っている。……アリアは強烈だったからね。


また話が脇に逸れた。


そんで魔術師の兄ちゃんが私に魔術を教えてくれる師匠になってくれるらしいけど、彼もアリアに感化されたのか以前と態度が違っていた。前はなんというか、暇つぶしか仕方なく子どもに教えていた感じだったけど、今は私が子どもだからって軽く見る感じが随分と薄れている。


それは兄ちゃんに対してもそうだ。前は休憩の暇つぶしに兄ちゃんに剣術を教えていた感じだったけど、ケビンとか狩人の兄ちゃんとか、積極的に兄ちゃんを鍛えようとしていた。


でも、その鍛錬が短剣術とか気配の消し方とか、随分と斥候寄りじゃない？　もしかして兄ちゃんを失踪した斥候の代わりにしようとしている？


でもいいんじゃないかな？　兄ちゃんはアリアが斥候でしかも凄く強いことを知っているから、そっちに興味があるみたいだしね。


今だけの気まぐれでも、兄ちゃんをちゃんとした冒険者にしてくれるなら大歓迎だ。ケビンのパーティーなら今は変な人もいないし、大丈夫だと思う。


でも……私はどうしようか？


水魔術を使えるようになっても、魔術師としては弱い。魔術師の兄ちゃんもランク２だけど、風魔術と土魔術を使える二属性だと言っていたから、魔術師として冒険者をするにはそのくらい必要なのかもしれない。


貴族はともかく、平民の魔術師はだいたい属性を一つしか持っていない。属性を二つ持っているだけでも優秀みたいな感じ。だから一属性の魔術師は魔術の他にも何かしらの〝武器〟を持っている。別に刃物じゃなくてもいいけど、他にも戦える手段が必要なんだって。


魔術師の兄ちゃんも剣術は使えるって言っていた。魔術師が接近戦なんてするの？　……って聞いたら、昔は戦士になりたかったんだって。


でも……私は？


魔術師の兄ちゃん以上に私は接近戦なんてできない。たぶん、敵の剣を受け止めることもできずに、そのまま押し切られて死ぬと思う。


だったらどうする？


実を言うと決めていることがある。アリアに憧れすぎたせいで拗こじらせまくって練習していた。でも、それだけじゃメインの武器にはならないのでどうしようかと思っていたけど、水魔術が使えるのならいけるかも。






「この辺りから注意しろよ！」


目的地に近づいてケビンがみんなに注意する。いつもならここに来る前に私と兄ちゃんは安全な場所で待機しているんだけど、今回はここまで連れてきてもらっていた。


ケビンたちが受けた仕事は討ち漏らしたオークの探索と討伐だ。一応、オークがいなくてもこの辺りの魔物を倒せば、その魔物の魔石以外にも討伐料が貰える。運良く……運悪く？　オークに遭遇して倒せたらさらに報酬が貰えるらしい。


でもまぁ、領主様も兵士を出してオークの討ち漏らしを倒しているから、そう簡単に出てくるとは思わないけどね！　だからこそケビンたちも私たちを連れてきてくれたんだし。






「──あ」


『ぶ、ブモォオオオオオオオオオオッ！』


……あれ？　なんか出てきた!?　これは噂をすると出てくるとかそんな奴!?


野生のオークが現れた。しかも二体いた。


ケビンのパーティーなら一体なら余裕。でも二体なら？　もし二体以上のオークを見つけたら、奇襲をするか見つかる前に撤退するかを決めるはずだったけど、何故かその二体が目の前にいるんですけどー？


「こ、攻撃っ！」


『ブモォオオ！』


一瞬気まずい空気が流れかけたけど、ケビンとオークが同時に声をあげてなし崩し的に戦闘が始まった。


ガキンッ!!


パーティーの重戦士とオークの一体がぶつかり合う。だけど、ケビンのパーティーは全員ランク２でオークはランク３だから、一瞬で重戦士が押され始めた。


「この野郎が！」


見かねてケビンが加勢する。でも、どうするのっ!?　あの事件以来ケビンは頑張って強くなっている。だからケビンが一体を抑えて、その間に全員でもう一体を倒すんじゃなかったの!?


だめだ、混乱している。もう一人、狩人の人がいるけど、その人は魔術師の人と同じで接近戦は得意じゃなかった気がする。


「……う、うわぁああああああああああああっ！」


「に、兄ちゃん!?」


何をとち狂ったのか、ジル兄ちゃんが短剣を構えて飛び出した。なにやってるの!?　兄ちゃんまだ戦闘スキル持ってないでしょ！


兄ちゃんも自分が戦えると思ってないのか、もう一体のオークの前を邪魔をするように走り抜けた。


『ブモ!!』


オーク側も混乱しているのか、そのオークは魔術師も狩人も無視して兄ちゃんを追い始めた。


「ジル、逃げ回れっ！」


ケビンも気付いてそう叫ぶ。魔術師も狩人も兄ちゃんを助けたいけど、魔術も弓も下手に当たれば兄ちゃんが死ぬ。


兄ちゃんが……死ぬ？


「──ひっ」


その可能性に気付いた瞬間、私の背中に悪寒が駆け抜け、まるであのときのアリアのように、無意識に腰のスリングを掴んでいた。


ガツンッ！


『ガッ!?』


私がスリングで放った小石がオークの頭に当たる。でもほとんどダメージになっていないし、血も出てない。それでも、オークの怒りは離れていた私に向けられた。


「シュリっ、逃げろ!!」


兄ちゃんの声が聞こえる。自分でしてしまったことに頭が真っ白になりかける。


オークなんて私たち子どもにとって、ものすごく恐ろしい怪物だ。冒険者でもランク１なんか相手にならず、何人も殺されていると聞いた。


でも……その瞬間、走馬灯のようにアリアの顔が脳裏を過よぎり、彼女が全滅させたオークの生き残りなんて、怖いけど怯えるほどじゃないって思えた。


「……【流水ウォータ】っ！」


唯一使える生活魔法【流水ウォータ】を使いながら後ろに退がる。そんなものは誰も気にしない。怒ったオークなら尚更だ。


その瞬間、オークに小石を投げつける。スリングを使う余裕もなかったけど、さっき石を投げられたオークは必要もないのにそれを避けて──


『ブモォ!?』


体勢を崩したせいか、水溜まりに足を滑らせて前のめりにコケた。


ここだっ！


『ブモォオオオオオオオオオオッ!?』


その瞬間、私の投げつけた鉄串がオークの眼に突き刺さり、悲鳴をあげた。


三年前、アリアがいなくなった後、雑貨屋の爺ちゃんにアリアが鉄串を武器にしていると聞いて、何度もお願いして同じ物を用意してもらい、それからずっと兄ちゃんにも内緒で投げの練習をしてきたんだ！


「今よ！」


私が叫ぶと同時に狩人の矢がオークの首に突き刺さる。そのすぐ後に真っ青な顔をした兄ちゃんが飛び込んで、倒れたオークの首に短剣を突き刺した。


「やったっ！」






結果的に言うとそれがほとんど致命傷になったみたいで、狩人も短剣を使って兄ちゃんと一緒にオークをボコボコにした。そうなったらもう一体のオークも敵じゃなく、みんなで囲んでやっつけた。


「シュリ……お前、いつの間にあんなこと出来るようになったんだよ。無茶しやがって」


冒険者であるケビンたちには褒めてもらったけど、ジル兄ちゃんには少し怒られた。自分だって無茶をやったくせに……。だから沢山は怒られなかったんだよね。


「私だって冒険者になるんだからね！　兄ちゃん、のんびりしていると私のほうが強くなっちゃうよ？」


「そ、そんなことあるか！　……ないよな？」


さぁね？　アリアだって同じ歳だからあり得なくはないんだよ？


そうだ。私はもっと強くなる。アリアと表だって会えないのは寂しいからね。


だから待っててね、アリアっ。


いつか、強くなって会いに行くからっ！
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